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序
論 
  
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
皇
女
（
ヒ
メ
ミ
コ
）
」
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
「(
大)
郎
女
」
「
姫
命
」
と
称
さ
れ
る
皇
親
女
子
（
皇
女
）
は
、
『
令
義
解
』
（
後
宮
職
員
令
「
朝
參
行
立
次
第
條
」
）
の
「
凡
内
親
王
、
女
王
及
内
命
婦
朝
參
行
立
次
第
者
、
各
從
二
本
位
一
、
（
後
略
）
」
（
以
下
傍
線
筆
者
）
や
、
同
『
令
義
解
』
（
衣
服
令
「
内
親
王
條
」
）
「
内
親
王
礼
服
、
（
後
略
）
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
律
令
制
定
期
（
大
宝
元
年(
七
〇
一)
「
大
宝
令
」
施
行
以
後
）
よ
り
「
内
親
王
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
（
１
）
ま
た
同
『
令
義
解
』
（
継
嗣
令
「
皇
兄
弟
子
條
」
）
の
「
凡
皇
兄
弟
皇
子
、
皆
為
二
親
王
一
、
女
帝
子
亦
同
、
以
外
並
為
二
諸
王
一
、
（
後
略
）
」
よ
り
、
「
親
王
」
と
は
天
皇
の
兄
弟
と
子
に
対
す
る
呼
称
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
他
令
と
併
せ
て
鑑
み
る
に
、「
皇
姉
妹
皇
女
」
が
「
内
親
王
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 
 
さ
て
、
日
本
の
『
大
宝
律
令
』
は
唐
の
『
永
徽
律
令
』
等
に
倣
い
編
纂
・
施
行
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、
国
情
に
合
わ
せ
た
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
に
倣
っ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
更
に
は
制
度
ば
か
り
で
な
く
、
語
も
輸
入
・
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
親
王
」
の
語
も
そ
う
し
て
輸
入
さ
れ
、
採
用
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。 
 
中
国
の
正
史
上
で
最
も
早
く
そ
の
語
が
見
ら
れ
る
の
は
『
隋
書
』
巻
二
十
八
、
志
二
十
三
（
百
官
下
）
の
「
国
王
・
郡
王
・
国
公
・
郡
公
・
県
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
・
凡
九
等
、
皇
伯
叔
昆
弟
・
皇
子
為
二
親
王
一
、
」
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
な
る
と
、
例
え
ば
「
皇
子
封
王
、
其
群
為
レ
国
、
」
（
『
後
漢
書
』
志
二
十
八(
百
官
五)
）
の
よ
う
に
「
皇
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
先
に
挙
げ
た
『
令
義
解
』（
継
嗣
令
「
皇
兄
弟
子
條
」
）
が
『
新
唐
書
』
巻
四
十
六
、
志
三
十
六
（
百
官
一
）「
皇
兄
弟
皇
子
、
皆
封
国
為
二
親
王
一
、
」
の
表
記
と
類
似
し
て
い
る
点
を
鑑
み
れ
ば
、
律
令
に
お
け
る
「
親
王
」
も
、
隋
・
唐
の
親
王
制
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。 
 
し
か
し
一
方
で
「
内
親
王
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
『
隋
書
』
並
び
に
『
旧
唐
書
』
『
新
唐
書
』
の
何
れ
に
も
典
拠
は
な
 2 
 
く
、
日
本
独
自
の
号
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
既
に
竹
島
寛
氏
等
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）
隋
・
唐
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
史
上
の
皇
女
は
「
公
主
」
と
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
こ
の
語
は
親
王
よ
り
も
遡
り
『
漢
書
』
よ
り
散
見
す
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
日
本
に
お
い
て
「
公
主
」
の
語
が
採
用
さ
れ
ず
「
内
親
王
」
の
語
が
創
出
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
文
殊
正
子
氏
が
、
「
皇
女
―
公
主
―
の
実
態
は
、
日
本
の
皇
女
の
有
様
と
は
全
く
性
格
を
異
に
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。
（
３
） 
 
即
ち
、
中
国
史
上
に
お
け
る
「
公
主
」
と
は
、
臣
下
へ
の
降
嫁
に
際
し
て
封
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
封
公
主
」
と
「
降
嫁
」
が
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
に
お
け
る
皇
女
は
同
じ
天
皇
（
皇
帝
）
の
娘
・
姉
妹
で
あ
っ
て
も
、
臣
下
に
降
嫁
す
る
こ
と
は
同
令
に
お
い
て
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
伝
統
と
実
態
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
た
め
に
「
公
主
」
の
号
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
だ
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
同
姓
不
婚
を
規
範
と
し
、
支
配
・
同
盟
・
宥
和
と
い
っ
た
手
段
と
し
て
他
氏
（
あ
る
い
は
他
国
）
へ
嫁
ぎ
、
皇
帝
と
降
嫁
先
の
一
族
と
の
関
係
を
深
め
る
役
割
を
担
っ
た
「
外
向
き
」
の
性
格
を
有
す
る
「
公
主
」
に
対
し
、
日
本
に
お
け
る
「
内
親
王
」
は
、
天
皇
家
の
血
の
尊
貴
性
を
保
持
す
る
た
め
に
臣
下
に
嫁
ぐ
こ
と
を
堅
く
禁
じ
ら
れ
、
皇
親
（
所
謂
同
族
）
と
の
み
結
婚
し
得
る
と
い
う
「
内
向
き
」
の
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
で
は
中
国
に
お
い
て
、
他
氏
に
降
嫁
し
皇
帝
と
臣
下
と
の
紐
帯
を
築
く
役
割
を
担
っ
た
「
公
主
」
と
性
格
を
異
と
す
る
我
が
国
の
「
内
親
王
」
と
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
別
の
語
を
創
出
さ
れ
る
ほ
ど
に
公
主
と
の
別
意
識
を
持
た
れ
、
律
令
に
お
い
て
「
凡
王
娶
二
親
王
一
、
臣
娶
二
五
世
王
一
者
聽
、
唯
五
世
王
、
不
レ
得
レ
娶
二
親
王
一
、
」
（
『
令
義
解
』
継
嗣
令
「
王
娶
親
王
條
」
）
と
、
皇
親
以
外
に
嫁
い
で
は
な
ら
な
い
こ
と
を
法
的
に
ま
で
定
め
ら
れ
て
い
た
内
親
王
が
、
十
世
紀
、
つ
い
に
臣
下
に
降
嫁
す
る
と
い
う
事
例
が
起
こ
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
。 
 
日
本
独
自
の
号
と
し
て
創
出
さ
れ
、
独
自
の
存
在
形
態
を
持
っ
た
「
内
親
王
」
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
内
親
王
 3 
 
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
多
く
は
な
い
。
例
え
ば
皇
親
史
の
一
端
や
、
女
院
制
・
准
母
制
・
准
后
制
・
女
院
領
伝
領
に
関
連
し
て
の
間
接
的
な
研
究
、
あ
る
い
は
国
文
学
領
域
に
お
け
る
物
語
の
准
拠
や
和
歌
会
の
研
究
の
一
環
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
内
親
王
自
体
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
は
稀
で
あ
る
。
無
論
そ
の
原
因
は
内
親
王
含
む
歴
史
上
の
女
性
が
史
料
上
に
殆
ど
書
き
残
さ
れ
ず
、
実
態
を
捉
え
難
く
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
個
別
研
究
と
し
て
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
昌
子
内
親
王
の
入
内
と
立
后
を
取
り
上
げ
た
河
村
政
久
氏
、
院
政
期
へ
の
過
渡
期
と
し
て
禎
子
内
親
王
に
着
目
し
た
小
西
京
子
氏
、
源
氏
と
な
っ
た
こ
と
で
初
め
て
藤
原
氏
に
降
嫁
し
た
源
潔
姫
の
結
婚
の
意
義
を
考
察
さ
れ
た
栗
原
弘
氏
、
他
斎
王
制
の
観
点
か
ら
井
上
―
酒
人
―
朝
原
内
親
王
の
母
子
三
代
に
着
目
し
た
榎
村
寛
之
氏
、
一
文
字
昭
子
氏
、
瀧
浪
貞
子
氏
等
の
諸
論
が
あ
る
。
（
４
）
し
か
し
な
が
ら
内
親
王
全
体
を
見
通
し
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
未
だ
多
く
は
な
い
。
（
５
） 
 
し
か
し
少
な
い
中
で
も
、
例
え
ば
坂
井
潔
子
氏
は
古
代
に
お
け
る
内
親
王
史
の
考
察
さ
れ
る
べ
き
問
題
を
列
挙
し
、
論
題
の
通
り
、
内
親
王
史
の
序
説
と
も
言
う
べ
き
問
題
点
の
整
理
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
内
親
王
の
存
在
形
態
が
、
①
天
智
～
孝
謙
朝
、
②
淳
仁
～
醍
醐
朝
、
③
朱
雀
～
後
三
条
朝
、
④
白
河
～
高
倉
朝
と
い
う
四
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
①
高
い
身
分
と
豊
か
な
経
済
力
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
後
世
の
よ
う
に
独
身
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
皇
女
故
の
さ
し
た
る
制
約
も
持
た
ず
に
、
自
由
に
、
積
極
的
に
生
き
た
時
代
。
②
皇
女
＝
内
親
王
で
は
な
く
、
内
親
王
位
は
後
か
ら
与
え
ら
れ
る
一
つ
の
身
位
と
な
り
、
親
王
宣
下
と
臣
籍
降
下
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
。
③
内
親
王
位
そ
の
も
の
、
並
び
に
収
入
の
種
類
、
儀
礼
の
面
か
ら
も
律
令
に
定
め
ら
れ
た
内
親
王
に
関
す
る
規
定
の
全
て
が
消
滅
、
あ
る
い
は
変
形
し
た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
結
果
皇
女
に
附
与
さ
れ
て
い
た
公
性
が
減
少
し
た
時
代
。
④
院
政
期
と
な
り
、
内
親
王
は
法
で
は
な
く
母
方
の
外
戚
や
父
母
と
の
個
人
的
関
係
に
よ
り
再
び
皇
女
故
の
富
と
特
権
を
持
っ
た
が
、
そ
の
高
め
ら
れ
た
身
分
の
た
め
に
以
前
に
も
ま
し
て
独
身
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
代
、
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
本
論
中
で
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
内
親
王
研
究
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
を
 4 
 
示
す
に
留
ま
っ
て
お
り
、
「
あ
と
は
残
さ
れ
た
多
く
の
問
題
を
解
決
し
、
一
人
一
人
の
内
親
王
の
生
活
を
解
明
し
て
、
内
親
王
史
の
再
構
築
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
そ
の
言
葉
の
通
り
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
の
後
石
和
田
京
子
氏
が
、
①
結
婚
、
②
准
三
后
、
③
内
親
王
の
養
子
と
い
う
観
点
か
ら
、
七
～
十
一
世
紀
の
広
い
範
囲
を
対
象
に
、
時
代
ご
と
に
よ
る
内
親
王
の
役
割
と
果
た
し
た
意
義
に
つ
い
て
そ
の
変
化
を
明
ら
か
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
非
常
に
有
益
な
論
を
展
開
さ
れ
た
。
特
に
氏
は
内
親
王
の
結
婚
に
関
し
て
、
平
安
初
期
よ
り
皇
女
が
入
内
し
な
く
な
り
族
外
婚
の
流
れ
に
及
ん
だ
の
は
中
国
の
同
姓
不
婚
の
原
則
が
日
本
に
も
浸
透
し
た
た
め
だ
と
し
、
宇
多
朝
を
最
後
に
異
母
兄
弟
婚
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
し
な
が
ら
宇
多
朝
以
後
も
依
然
と
し
て
叔
父
姪
婚
等
は
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
同
姓
不
婚
の
浸
透
が
内
親
王
の
入
内
し
な
く
な
っ
た
理
由
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
（
な
お
日
本
の
皇
族
に
姓
は
存
在
し
な
い
た
め
、
同
姓
不
婚
の
語
を
流
用
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
）
。
ま
た
氏
は
あ
く
ま
で
②
准
三
后
以
降
に
関
心
を
置
い
て
お
り
、
七
～
十
一
世
紀
を
対
象
と
言
う
も
の
の
、
平
安
初
期
か
ら
宇
多
朝(
七
九
四
～
八
九
七)
ま
で
に
関
す
る
考
察
は
殆
ど
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
か
ろ
う
じ
て
氏
は
こ
の
間
の
時
代
を
准
三
后
へ
至
る
礎
を
築
い
た
前
段
階
の
形
成
が
な
さ
れ
た
時
代
と
評
し
て
は
い
る
が
、
即
ち
具
体
的
な
役
割
や
意
義
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
約
百
年
間
に
お
け
る
内
親
王
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
不
透
明
な
ま
ま
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
な
ど
、
大
き
な
問
題
を
残
し
て
い
る
。 
 
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
論
で
は
未
だ
殆
ど
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
な
い
平
安
時
代
前
半
に
お
け
る
内
親
王
、
特
に
桓
武
朝
か
ら
村
上
朝
（
七
八
一
～
九
六
七
）
の
、
内
親
王
が
皇
親
と
し
か
結
婚
し
得
な
か
っ
た
律
令
遵
守
の
時
代
か
ら
、
内
親
王
降
嫁
が
実
現
す
る
ま
で
の
間
を
取
り
上
げ
る
。 
 
そ
の
特
徴
に
従
っ
て
以
下
二
部
構
成
と
し
、
第
一
部
で
は
、
平
安
初
期
に
見
ら
れ
た
内
親
王
入
内
の
頻
発
と
途
絶
、
そ
れ
に
次
ぐ
形
で
現
れ
た
賀
茂
斎
院
制
の
創
出
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
所
謂
「
内
」
と
の
関
わ
り
を
有
し
た
九
世
紀
の
内
親
王
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
一
方
第
二
部
で
は
、
そ
う
し
た
内
親
王
が
十
世
紀
に
至
り
、
臣
下
に
降
嫁
す
る
と
い
う
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「
外
」
向
き
の
性
格
を
帯
び
た
点
に
着
目
し
、
内
親
王
の
存
在
形
態
に
変
化
を
与
え
た
原
因
と
し
て
内
親
王
降
嫁
の
問
題
、
特
に
降
嫁
に
至
っ
た
過
程
を
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
最
後
に
結
論
と
し
て
、
内
親
王
史
に
お
い
て
依
然
不
透
明
で
あ
る
九
～
十
世
紀
に
お
け
る
内
親
王
の
担
っ
た
役
割
と
、
そ
の
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
と
す
る
こ
と
を
本
論
の
目
的
と
す
る
。 
 
な
お
「
親
王
・
内
親
王
」
と
は
、
律
令
制
定
以
後
、
孝
謙
朝
（
七
四
九
～
七
五
八
）
に
お
い
て
は
天
皇
の
兄
弟
姉
妹
子
女
が
所
生
と
共
に
与
え
ら
れ
て
い
た
号
で
あ
る
が
、
淳
仁
朝
（
七
五
八
～
七
六
四
）
以
後
は
、
宣
下
を
経
て
は
じ
め
て
こ
れ
ら
を
号
す
る
と
い
う
性
質
の
も
の
へ
と
変
化
し
て
行
く
。
（
６
）
従
っ
て
本
論
中
に
お
け
る
淳
仁
朝
以
後
の
「
親
王
・
内
親
王
」
と
は
、
親
王
宣
下
・
内
親
王
宣
下
を
受
け
た
皇
子
女
の
意
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
皇
子
・
皇
女
、
あ
る
い
は
号
を
用
い
ず
に
記
し
た
。 
 
ま
た
一
世
源
氏
に
つ
い
て
も
、
臣
籍
に
降
下
し
皇
籍
を
外
れ
た
彼
ら
を
皇
族
と
し
て
呼
称
す
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
が
、
し
か
し
栗
原
弘
氏
の
先
行
研
究
に
従
っ
て
「
準
一
世
王
」
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
こ
と
、
（
７
）
並
び
に
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
九
月
十
九
日
条
を
（
８
）
は
じ
め
と
す
る
史
料
上
に
お
い
て
、
源
氏
が
「
皇
子
（
皇
女
）
」
と
称
さ
れ
る
例
が
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
皇
子
・
皇
女
と
称
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
留
意
さ
れ
た
い
。 
     
注 
(
1) 
同
令
中
に
は
「
親
王
」
と
記
し
て
親
王
（
皇
子
）
と
内
親
王
（
皇
女
）
の
双
方
を
指
す
場
合
、
あ
る
い
は
内
親
王
（
皇
女
）
 6 
 
の
み
を
指
す
場
合
も
あ
り
、
必
ず
し
も
「
内
親
王
」
の
み
が
内
親
王
（
皇
女
）
を
指
す
と
は
限
ら
ず
、
「
親
王
」
に
含
ま
れ
る
例
も
多
く
見
ら
れ
る
。 
(
2) 
竹
島
寛
『
王
朝
時
代
皇
室
史
の
研
究
』
（
右
門
書
院
、
一
九
三
六
年
） 
(
3) 
文
殊
正
子
「
『
内
親
王
』
号
に
つ
い
て
―
『
公
主
』
号
と
の
比
較
―
」
（
『
古
代
文
化
』
三
八(
一
〇)
、
一
九
八
六
年
） 
 
 
 
親
王
の
子
の
内
男
子
は
「
王
」
、
女
子
は
「
女
王
」
と
さ
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
内
親
王
は
「
女
親
王
」
で
は
な
く
、
「
内
親
王
」
と
呼
称
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
文
殊
氏
は
、
中
国
の
『
周
礼
』
書
中
で
王
と
同
姓
の
女
性
が
「
内
女
」
と
さ
れ
、
オ
バ
や
姪
が
「
外
女
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
内
」
が
「
女
」
で
は
な
く
「
ウ
チ
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
皇
女
が
「
内
親
王
」
と
さ
れ
た
の
は
、
内
親
王
が
「
天
皇
と
同
姓
の
女
、
即
ち
皇
族
内
と
い
う
天
皇
の
身
内
を
強
く
意
識
」
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
事
を
述
べ
る
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、『
令
義
解
』「
謂
、
親
者
、
内
親
也
、
戚
者
、
外
戚
也
、
」
、
『
令
集
解
』
「
釈
云
、
親
、
内
親
也
、
古
記
云
、
唯
親
戚
、
謂
内
外
諸
観
、
及
同
姓
氏
族
皆
是
、
於
親
王
諸
王
以
下
是
也
、
」
等
を
挙
げ
、
「
内
親
王
」
が
「
天
皇
家
の
内
親
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
た
と
す
る
。 
 
 
 
ま
た
余
談
と
な
る
が
、
日
本
史
上
内
親
王
を
公
主
と
称
す
る
例
は
決
し
て
皆
無
で
は
な
い
。
同
氏
は
そ
の
点
に
つ
い
て
も
一
考
を
加
え
て
お
り
、
例
え
ば
『
日
本
紀
略
』
（
天
長
二
年
正
月
四
日
条
）
、
『
続
日
本
後
紀
』
（
承
和
十
四
年
十
月
廿
六
日
条
）
等
の
例
で
は
、
い
ず
れ
も
中
国
に
お
け
る
「
○
○
公
主
」
に
封
ぜ
ら
れ
て
の
称
号
の
意
で
は
な
く
、
単
に
内
親
王
の
中
国
的
な
呼
び
方
と
し
て
、「
公
主
」
と
い
う
文
字
が
借
用
さ
れ
た
だ
け
で
る
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
『
貞
信
公
記
』『
九
暦
』
と
い
っ
た
私
的
な
日
記
で
も
内
親
王
・
皇
女
・
公
主
が
混
同
さ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
「
公
主
」
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
役
職
・
呼
称
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
唐
風
の
称
号
が
好
ん
で
使
用
さ
れ
た
特
定
の
時
代
に
発
生
し
た
現
象
で
あ
り
、「
公
主
＝
皇
帝
の
娘
」
と
い
う
図
式
で
も
た
ら
さ
れ
た
知
識
か
ら
、
律
令
制
定
時
の
拘
り
も
忘
れ
去
ら
れ
、
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。 
(
4) 
河
村
政
久
「
昌
子
内
親
王
の
入
内
と
立
后
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
史
叢
』
十
七
、
一
九
七
三
年
）
、
小
西
京
子
「
摂
関
政
治
と
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禎
子
内
親
王
」
（
『
寧
楽
史
苑
』
四
〇
、
一
九
九
五
年
）
、
栗
原
弘
「
皇
親
女
子
と
臣
下
の
婚
姻
史
―
藤
原
良
房
と
潔
姫
の
結
婚
の
意
義
の
理
解
の
た
め
に
―
」
（
『
名
古
屋
文
理
大
学
紀
要
』
二
、
二
〇
〇
二
年
）
、
榎
村
寛
之
「
元
・
斎
王
井
上
内
親
王
廃
后
事
件
と
八
世
紀
王
権
の
転
成
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
三
四
、
二
〇
〇
七
年
）
、
一
文
字
昭
子
「
酒
人
内
親
王
」
（
後
藤
祥
子
編
『
王
朝
文
学
と
斎
宮
・
斎
院
』
所
収
、
竹
林
舎
、
二
〇
〇
九
年
）
、
瀧
浪
貞
子
「
伊
勢
斎
王
制
の
創
始
」
（
後
藤
祥
子
編
『
王
朝
文
学
と
斎
宮
・
斎
院
』
所
収
、
竹
林
舎
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど 
(
5) 
坂
井
潔
子
「
内
親
王
史
序
説
」
（
『
史
艸
』
三
、
一
九
七
二
年
）
、
石
和
田
京
子
「
古
代
皇
女
の
役
割
と
そ
の
意
義
」
（
『
聖
心
女
子
大
学
大
学
院
論
集
』
二
五
、
二
〇
〇
三
年
）
、
荒
木
敏
夫
『
日
本
古
代
王
権
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。
他
、
安
田
政
彦
『
平
安
時
代
皇
親
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
等
に
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
本
書
は
皇
親
研
究
の
一
環
と
し
て
一
部
内
親
王
に
も
関
わ
る
も
の
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
内
親
王
を
中
心
と
し
た
展
開
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。 
(
6) 
本
来
「
親
王
・
内
親
王
」
は
天
皇
の
兄
弟
姉
妹
子
女
、
ひ
い
て
は
天
皇
の
子
女
全
て
に
出
生
と
同
時
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
孝
謙
天
皇
の
譲
位
を
受
け
傍
系
か
ら
即
位
し
た
淳
仁
天
皇
は
天
武
皇
子
舎
人
親
王
の
子
で
あ
り
、
つ
ま
り
淳
仁
天
皇
と
そ
の
兄
弟
姉
妹
は
元
二
世
王
で
あ
っ
て
、
親
王
・
内
親
王
の
号
を
冠
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
淳
仁
天
皇
は
即
位
と
共
に
、
未
だ
王
・
女
王
で
あ
る
兄
弟
姉
妹
に
対
し
て
親
王
・
内
親
王
の
号
を
与
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
親
王
宣
下
・
内
親
王
宣
下
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
先
例
と
な
っ
て
、
平
安
時
代
初
期
ま
で
に
は
、
天
皇
の
子
で
あ
っ
て
も
親
王
・
内
親
王
宣
下
を
受
け
て
初
め
て
親
王
・
内
親
王
を
号
す
る
も
の
と
な
り
、
こ
れ
は
嵯
峨
朝
に
お
け
る
一
世
皇
子
女
の
源
氏
賜
姓
に
よ
っ
て
、
な
お
そ
の
重
要
性
を
増
す
こ
と
と
な
っ
た
。 
(
7) 
栗
原
氏
注(
4)
前
掲
論
文 
(
8) 
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
九
月
十
九
日
条 
（
前
略
）
山
城
國
宇
治
郡
荒
廢
地
一
町
三
百
卅
八
歩
、
賜
二
文
德
天
皇
皇
子
源
朝
臣
能
有
一
、 
  
          
第
一
部 
皇
位
継
承
と
内
親
王 
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第
一
章 
平
安
初
期
に
お
け
る
内
親
王
の
入
内 
 
 
 
 
 
は
じ
め
に 
 
序
論
に
お
い
て
、
内
親
王
が
公
主
と
は
異
な
り
、
皇
親
（
１
）
に
し
か
嫁
ぎ
得
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
『
令
義
解
』
（
継
嗣
令
「
王
娶
親
王
條
」
）
「
凡
王
娶
二
親
王
一
、
臣
娶
二
五
世
王
一
者
聽
、
唯
五
世
王
、
不
レ
得
レ
娶
二
親
王
一
、
」
か
ら
窺
い
知
れ
る
。
即
ち
、
令
に
よ
る
と
王
は
親
王
（
実
例
よ
り
、
こ
こ
で
は
即
ち
内
親
王
を
指
し
て
い
る
）
を
娶
り
、
臣
下
は
五
世
以
下
の
王
（
女
王
）
な
ら
ば
娶
る
こ
と
が
で
き
、
但
し
五
世
王
は
内
親
王
を
娶
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
皇
親
と
は
四
世
王
を
限
り
と
し
、
五
世
王
と
は
王
を
称
し
て
も
皇
親
に
は
含
ま
れ
な
い
規
定
で
あ
っ
た
か
ら
（
『
令
義
解
』
継
嗣
令
「
皇
兄
弟
子
條
」
）
、
従
っ
て
内
親
王
は
四
世
王
以
内
の
皇
親
と
の
婚
姻
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
臣
下
は
皇
親
に
含
ま
れ
る
内
親
王
・
四
世
以
内
の
女
王
を
娶
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
内
親
王
を
含
む
皇
親
女
子
（
２
）
は
、
天
皇
以
下
皇
親
と
の
み
結
婚
し
得
た
の
で
あ
る
。 
 
栗
原
弘
氏
は
こ
う
し
た
皇
親
女
子
の
婚
制
に
対
す
る
制
限
は
、
天
皇
家
の
「
血
縁
的
尊
貴
性
」
を
保
護
維
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
。
（
３
）
つ
ま
り
、
古
代
よ
り
日
本
で
は
子
供
の
帰
属
権
は
父
系
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
皇
親
男
子
が
臣
下
の
女
を
娶
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
は
皇
親
の
籍
に
あ
る
た
め
に
血
縁
的
尊
貴
性
は
犯
さ
れ
な
い
が
、
皇
親
女
子
が
臣
下
と
結
婚
し
た
場
合
、
皇
族
の
血
を
引
く
臣
下
を
生
み
だ
し
て
し
ま
い
、
天
皇
家
の
血
筋
の
特
別
性
を
損
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
皇
親
女
子
に
限
り
婚
姻
が
制
限
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
法
は
後
に
桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
大
き
く
緩
和
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
（
４
）
し
か
し
な
が
ら
八
世
紀
中
ま
で
法
が
頑
な
に
遵
守
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
今
江
広
道
氏
の
研
究
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
（
５
） 
 
従
っ
て
嫁
ぎ
先
の
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
皇
親
女
子
、
特
に
内
親
王
は
、
生
涯
を
独
身
で
終
え
る
者
が
そ
の
大
半
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を
占
め
、
一
方
で
古
い
時
代
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
に
、
「
天
皇
へ
の
入
内
」
の
例
が
多
い
事
に
気
が
つ
く
。 
 
例
え
ば
、
河
内
祥
輔
氏
は
六
世
紀
の
天
皇
が
、
皇
女
、
あ
る
い
は
皇
族
女
性
を
妻
に
持
つ
例
が
極
め
て
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
六
世
紀
に
お
け
る
皇
統
の
直
系
を
継
ぐ
資
格
が
、
生
母
が
皇
女
で
あ
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
（
６
）
無
論
必
ず
し
も
皇
女
所
生
の
男
子
に
よ
っ
て
直
系
皇
統
が
継
承
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
氏
は
同
じ
く
、
直
系
で
皇
統
が
継
が
れ
な
か
っ
た
時
に
は
よ
り
そ
れ
に
相
応
し
い
継
承
者
を
定
め
る
た
め
の
皇
位
の
兄
弟
相
承
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
の
際
に
は
熾
烈
な
皇
位
継
承
争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。 
 
こ
う
し
た
天
皇
に
皇
女
が
入
内
す
る
傾
向
は
、
仁
徳
天
皇
の
皇
子
女
の
異
母
兄
弟
姉
妹
婚
か
ら
散
見
し
始
め
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
五
世
紀
初
頭
に
は
慣
習
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
五
～
六
世
紀
に
お
い
て
、
皇
女
は
た
だ
天
皇
家
の
血
筋
の
尊
貴
性
を
保
つ
た
め
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
円
滑
な
皇
位
継
承
の
た
め
に
皇
親
と
結
婚
し
、
と
り
わ
け
天
皇
に
入
内
し
皇
位
継
承
者
を
生
む
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
序
論
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
石
和
田
京
子
氏
は
七
～
十
一
世
紀
の
内
親
王
の
役
割
と
意
義
を
論
じ
る
中
で
、
特
に
内
親
王
の
結
婚
に
つ
い
て
を
論
点
の
一
つ
に
挙
げ
、
七
世
紀
以
降
、
中
国
の
同
姓
不
婚
の
原
則
の
浸
透
に
よ
り
宇
多
朝
以
後
異
母
兄
弟
婚
が
忌
避
さ
れ
た
た
め
、
天
皇
と
同
族
で
あ
る
内
親
王
の
入
内
が
絶
え
た
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
（
７
）
し
か
し
依
然
と
し
て
叔
父
姪
婚
を
は
じ
め
と
す
る
同
族
内
結
婚
は
複
数
見
ら
れ
、
同
姓
不
婚
が
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
内
親
王
入
内
の
絶
え
た
理
由
と
な
り
得
な
い
こ
と
も
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。 
 
つ
ま
り
、
内
親
王
の
入
内
が
奈
良
時
代
よ
り
激
減
し
、
平
安
時
代
以
後
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
過
程
は
、
な
お
も
再
考
を
要
す
る
問
題
な
の
で
あ
る
。 
 
更
に
当
該
期
の
内
親
王
の
入
内
者
数
を
見
る
と
、
確
か
に
平
安
時
代
以
降
内
親
王
の
入
内
は
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
も
の
の
、
平
安
初
期
の
桓
武
～
淳
和
朝
（
七
八
一
～
八
三
三
）
に
限
っ
て
は
、
む
し
ろ
集
中
し
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
表
１
参
照
）
。 
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例
え
ば
、
五
～
六
世
紀
に
入
内
―
立
后
―
国
母
（
以
下
便
宜
上
天
皇
生
母
を
国
母
と
記
す
）
と
な
る
役
割
を
担
っ
た
内
親
王
が
、
七
世
紀
の
奈
良
時
代
に
そ
の
役
割
を
喪
失
し
た
こ
と
は
、
藤
原
氏
の
台
頭
に
よ
り
文
武
・
聖
武
天
皇
の
後
宮
が
藤
原
氏
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
独
占
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
平
安
初
期
に
限
り
再
び
入
内
が
頻
発
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
仁
明
朝
以
後
再
び
入
内
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。 
 
本
章
で
は
こ
の
二
点
に
着
目
し
、
「
公
主
」
と
「
内
親
王
」
を
差
別
化
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
「
内
向
き
」
の
性
格
を
有
す
る
内
親
王
が
、
そ
の
役
割
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
天
皇
へ
の
入
内
と
い
う
役
割
を
喪
失
す
る
過
程
を
検
討
し
、
奈
良
時
代
に
一
度
絶
え
た
内
親
王
入
内
が
何
故
平
安
初
期
に
限
り
再
発
し
た
の
か
、
そ
し
て
淳
和
朝
を
最
後
に
再
び
激
減
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 
 
な
お
、
平
安
初
期
に
お
け
る
内
親
王
入
内
の
特
異
性
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
第
一
節
と
し
て
以
下
に
平
安
時
代
中
期
以
前
ま
で
の
内
親
王
入
内
の
歴
史
と
そ
の
変
遷
を
整
理
す
る
。 
   
 
 
 
 
第
一
節 
内
親
王
入
内
の
歴
史 
 
平
安
初
期
以
前
の
内
親
王
の
入
内
に
関
す
る
流
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
①
天
武
朝
以
前
―
― 
皇
女
が
積
極
的
に
入
内
し
、
立
后
―
国
母
と
な
る 
※斜線（／）は女帝  
0 1  
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②
文
武
朝
か
ら
淳
仁
朝
―
― 
内
親
王
の
入
内
の
一
度
目
の
中
絶
期
間 
 
③
光
仁
朝
か
ら
淳
和
朝
―
― 
井
上
内
親
王
に
始
ま
る
入
内
の
再
開
と
二
度
目
の
中
絶 
 
対
し
て
平
安
初
期
以
後
の
入
内
に
関
す
る
流
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
④
陽
成
上
皇
・
醍
醐
天
皇
へ
の
単
発
的
な
内
親
王
入
内 
 
⑤
冷
泉
朝
以
後
―
― 
藤
原
氏
を
生
母
と
し
、
藤
原
氏
に
養
育
、
あ
る
い
は
後
見
さ
れ
た
内
親
王
の
入
内 
 
以
上
を
踏
ま
え
て
、
平
安
初
期
以
前
、
並
び
に
平
安
初
期
の
入
内
中
絶
以
後
に
つ
い
て
各
々
述
べ
て
い
く
。 
  
 
 
１ 
平
安
初
期
以
前 
 
飛
鳥
・
奈
良
時
代
と
平
安
時
代
の
皇
女
に
関
す
る
相
違
点
は
、
一
つ
に
立
后
―
国
母
と
な
る
か
否
か
、
そ
し
て
女
帝
の
有
無
で
あ
る
。 
 
五
世
紀
仁
徳
朝
頃
よ
り
皇
女
の
担
っ
た
入
内
―
立
后
―
国
母
と
い
う
役
割
は
、
敏
達
朝
以
後(
五
七
二
～)
の
蘇
我
氏
の
台
頭
に
よ
り
、
必
ず
し
も
皇
女
所
生
の
皇
子
が
即
位
し
得
な
い
状
況
を
生
み
だ
し
た
。
依
然
と
し
て
皇
女
の
入
内
は
見
ら
れ
た
が
、
皇
女
に
所
生
子
の
な
い
場
合
が
増
加
し
、
外
戚
の
勢
力
に
よ
っ
て
皇
位
継
承
者
が
左
右
さ
れ
る
下
地
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。 
 
し
か
し
大
化
元
年(
六
四
五)
乙
巳
の
変
に
伴
う
蘇
我
氏
討
滅
に
よ
り
外
戚
勢
力
の
存
在
が
減
退
す
る
と
、
天
智
朝
以
後(
六
六
八
～)
、
皇
女
の
入
内
を
は
じ
め
と
し
た
皇
親
間
で
の
結
婚
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
頻
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
天
智
―
天
武
兄
弟
血
統
同
士
で
の
近
親
婚
は
目
立
っ
て
お
り
、
天
智
皇
女
の
大
田
皇
女
、
鸕
野
讃
良
皇
女
［
持
統
］
、
新
田
部
皇
女
等
が
叔
父
大
海
人
皇
子
［
天
武
］
に
、
同
じ
く
阿
閇
皇
女
は
天
武
皇
子
の
草
壁
皇
子
に
入
侍
し
て
い
る
。
そ
し
て
天
武
天
皇
即
位
後
、
鸕
野
讃
良
皇
女
所
生
の
草
壁
皇
子
が
立
太
子
し
、
草
壁
皇
子
の
早
世
後
、
阿
閇
皇
女
［
元
明
］
所
生
の
文
武
天
皇
が
即
位
し
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
河
内
氏
の
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
六
世
紀
型
皇
統
原
理
」
が
、
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（系図１）  
 
 
 
 
姪
娘 
 
 
 
 
御
名
部
皇
女 
 
 
 
 
 
 
元
明
天
皇
＊ 
 
 
遠
智
娘 
 
 
 
 
 
 
 
元
正
天
皇
＊ 
 
 
 
 
 
 
持
統
天
皇
＊ 
 
 
 
 
文
武
天
皇 
 
 
 
 
 
 
大
田
皇
女 
 
 
 
 
吉
備
内
親
王 
 
 
天
智
天
皇 
 
 
 
大
江
皇
女 
 
 
 
草
壁
皇
子 
 
 
 
 
新
田
部
皇
女 
 
 
 
 
 
長
屋
王 
 
 
 
 
 
 
舎
人
親
王 
 
 
淳
仁
天
皇 
 
 
 
 
 
 
天
武
天
皇 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高
市
皇
子 
 
 
 
 
 
 
 
胸
形
君
尼
子
娘 
 
 
 
塩
焼
王 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新
田
部
親
王 
 
 
道
祖
王 
 
 
藤
原
鎌
足 
 
 
五
百
重
娘  
 
 
 
 
 
（
＊
は
女
帝
） 
多
少
事
情
を
違
え
な
が
ら
も
（
８
）
依
然
と
し
て
根
付
い
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。
（
系
図
１
） 
 
ま
た
『
令
義
解
』
後
宮
職
員
令
に
は
後
宮
に
お
け
る
キ
サ
キ
の
員
数
と
位
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
妃
は
定
員
二
名
、
四
品
以
上
（
「
妃
條
」
）
。
夫
人
は
三
名
、
三
位
以
上
（
「
夫
人
條
」
）
。
嬪
は
四
名
、
五
位
以
上
（
「
嬪
條
」
）
と
あ
る
。
品
位
は
皇
親
に
の
み
与
え
ら
れ
る
位
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
奈
良
時
代
以
前
、
妃
に
は
皇
女
し
か
な
れ
な
い
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
令
に
は
皇
后
に
関
す
る
規
定
は
な
い
が
、
実
例
か
ら
見
て
も
、
妃
よ
り
上
位
で
あ
る
は
ず
の
皇
后
も
ま
た
皇
女
に
の
み
許
さ
れ
た
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
こ
れ
が
即
ち
奈
良
時
代
以
前
の
皇
女
が
担
っ
た
役
割
で
あ
り
特
質
で
あ
っ
た
こ
と
が
言
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
皇
女
は
入
内
し
て
、
皇
后
に
立
て
ら
れ
る
と
、
皇
后
宮
殿
に
お
い
て
独
自
の
財
政
基
盤
を
築
き
、
皇
后
宮
職
を
運
営
し
た
。
皇
太
子
の
幼
年
時
な
ど
皇
位
が
潤
滑
に
継
承
さ
れ
な
い
際
に
女
帝
が
立
ち
得
た
の
も
、
こ
う
し
た
基
盤
を
持
ち
得
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 
 
例
え
ば
鸕
野
讃
良
皇
女
も
、
天
武
天
皇
に
入
内
し
て
皇
后
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
持
統
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
。 
 
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
即
位
前
紀
に
は
、
即
位
前
の
皇
后
と
し
て
の
役
割
と
職
権
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
（
天
武
）
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（系図２）  
 
 
 
 
 
 
県
犬
養
広
刀
自 
 
 
 
 
元
明
天
皇
＊ 
 
 
 
 
井
上
内
親
王 
 
 
 
 
元
正
天
皇
＊ 
 
 
不
破
内
親
王 
 
持
統
天
皇
＊ 
 
文
武
天
皇 
 
 
安
積
親
王 
 
 
 
 
草
壁
皇
子 
 
 
 
聖
武
天
皇 
 
天
武
天
皇 
 
 
宮
子 
 
 
 
基
王(
夭
折) 
 
 
 
 
 
藤
原
不
比
等 
 
 
 
 
孝
謙
天
皇[
称
徳]
＊ 
 
 
 
 
 
 
 
安
宿
媛 
 
 
 
 
 
（
＊
は
女
帝
） 
二
年
、
立
為
二
皇
后
一
、
皇
后
従
レ
始
迄
レ
今
、
佐
二
天
皇
一
定
二
天
下
一
、
毎
於
二
侍
執
之
際
一
、
輙
言
及
二
政
事
一
、
多
レ
所
二
毘
補
一
、
」
と
あ
っ
て
、
天
皇
を
助
け
天
下
を
安
定
さ
せ
、
政
事
面
に
お
い
て
も
多
く
を
輔
弼
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更
に
天
武
天
皇
は
病
に
伏
せ
る
と
天
下
の
事
は
大
小
を
問
わ
ず
、
悉
く
皇
后
・
皇
太
子
に
啓
せ
し
め
る
よ
う
述
べ
て
お
り
、
皇
后
が
天
皇
の
正
妻
に
留
ま
ら
ず
、
国
政
上
に
お
い
て
大
き
な
権
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
飛
鳥
時
代
に
お
い
て
は
皇
后
が
天
皇
と
政
務
を
分
担
し
、
共
同
統
治
し
て
い
た
こ
と
は
服
藤
早
苗
氏
等
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
９
）
天
武
朝
以
前
に
お
け
る
皇
女
に
は
、
入
内
し
、
皇
后
と
な
る
役
割
に
加
え
て
、
天
皇
の
政
事
を
輔
弼
し
女
帝
と
し
て
立
ち
得
る
条
件
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
、
こ
う
し
た
直
系
相
承
は
文
武
天
皇
の
即
位
を
期
に
絶
え
る
。
草
壁
皇
子
の
急
逝
に
引
き
続
き
文
武
天
皇
も
ま
た
短
命
で
、
所
生
子
に
皇
子
は
藤
原
宮
子
所
生
の
首
皇
子
［
聖
武
］
た
だ
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
生
母
を
皇
女
と
し
な
い
傍
系
の
皇
子
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
系
図
２
） 
 
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
既
に
河
内
氏
が
、
文
武
天
皇
の
成
人
も
し
く
は
即
位(
六
九
七)
か
ら
崩
御
す
る
慶
雲
四
年
(
七
〇
七)
ま
で
の
猶
予
が
あ
り
な
が
ら
皇
女
が
一
人
と
し
て
入
内
し
て
い
な
い
の
を
見
る
と
、
直
系
相
承
の
絶
え
る
可
能
性
は
早
く
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
氏
は
そ
の
原
因
と
し
て
妻
と
す
べ
き
皇
女
が
そ
も
そ
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、
皇
女
に
限
ら
ず
諸
親
王
の
女
（
女
王
）
の
存
在
ま
で
加
味
す
れ
ば
、
適
格
者
が
全
く
無
い
と
は
し
難
い
。
（
１
０
）
ま
し
て
や
文
武
天
皇
は
僅
 14 
 
か
十
五
歳
と
い
う
前
代
未
聞
の
若
さ
で
即
位
し
、
二
十
五
歳
で
崩
御
し
た
病
弱
な
天
皇
で
あ
る
。
即
位
当
初
に
は
祖
母
持
統
上
皇
が
「
並
び
坐
し
て
」
政
治
を
後
見
し
て
い
た
と
は
い
え
、
彼
女
も
七
〇
二
年
に
崩
じ
て
い
る
か
ら
、
有
力
な
臣
下
が
そ
こ
に
介
入
す
る
余
地
は
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
や
大
化
の
改
新
に
よ
り
功
臣
と
し
て
厚
く
遇
せ
ら
れ
た
藤
原
不
比
等
の
女
宮
子
が
文
武
天
皇
の
後
宮
で
抜
き
ん
で
て
夫
人
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
見
れ
ば
、
皇
女
の
不
在
を
良
い
こ
と
に
藤
原
氏
が
文
武
天
皇
の
後
宮
に
皇
親
女
子
を
入
れ
る
こ
と
を
拒
み
、
宮
子
所
生
の
皇
子
を
即
位
さ
せ
ん
と
す
る
願
望
を
持
っ
て
暗
躍
し
た
こ
と
は
想
定
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
ま
た
氏
は
文
武
皇
子
聖
武
天
皇
の
即
位
と
そ
れ
に
続
く
藤
原
安
宿
媛
（
光
明
子
）
の
立
后
、
所
生
皇
女
孝
謙
女
帝
の
立
太
子
と
即
位
と
い
っ
た
一
連
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
〝
藤
原
氏
の
権
力
闘
争
〟
史
観
に
根
付
い
た
〝
藤
原
氏
の
策
謀
〟
で
あ
る
と
す
る
従
来
の
見
解
に
（
１
１
）
依
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
上
で
、
聖
武
天
皇
自
身
が
己
の
傍
系
出
自
を
正
統
化
す
る
た
め
に
生
母
に
権
威
を
備
え
さ
せ
ん
と
し
て
い
た
の
だ
と
す
る
。
即
ち
藤
原
氏
を
〝
選
ば
れ
た
貴
族
〟
に
育
て
上
げ
、
藤
原
氏
を
生
母
と
す
る
者
が
直
系
の
皇
統
を
継
承
す
る
と
い
う
新
し
い
原
理
を
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。 
 
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
聖
武
天
皇
の
即
位
後
、
安
宿
媛
の
人
臣
の
女
と
し
て
の
初
の
立
后
と
、
安
宿
媛
所
生
の
孝
謙
天
皇
の
即
位
が
藤
原
氏
の
策
謀
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
聖
武
天
皇
が
意
図
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
藤
原
氏
を
外
戚
と
し
た
聖
武
天
皇
の
即
位
に
よ
り
藤
原
氏
が
急
伸
し
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。 
 
な
お
こ
の
件
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
聖
武
天
皇
成
人
ま
で
の
中
継
ぎ
と
し
て
即
位
し
た
祖
母
元
明
天
皇
の
即
位
詔
に
、
天
智
天
皇
が
定
め
た
と
さ
れ
る
「
不
改
常
典
」
（
１
２
）
が
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
を
も
加
味
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。 
 
そ
も
そ
も
草
壁
皇
子
、
文
武
天
皇
の
崩
じ
た
後
、
聖
武
天
皇
即
位
ま
で
の
間
、
皇
親
側
で
最
も
発
言
力
を
有
し
た
の
は
文
武
天
皇
生
母
で
あ
る
元
明
天
皇
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
元
明
天
皇
が
「
不
改
常
典
」
に
よ
り
、
皇
位
は
草
壁
皇
子
の
皇
統
か
ら
父
子
で
直
系
相
承
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
を
持
ち
出
し
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
既
に
元
明
天
皇
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に
と
っ
て
重
要
な
の
は
「
生
母
を
皇
女
と
す
る
者
が
正
統
で
あ
る
」
と
い
う
皇
統
原
理
で
は
な
く
、
「
天
皇
の
子
で
あ
る
こ
と
が
正
統
で
あ
る
」
と
い
う
原
理
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
藤
原
氏
の
策
謀
に
よ
っ
て
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
後
に
こ
の
原
理
に
則
っ
て
父
文
武
天
皇
の
後
を
継
ぎ
即
位
し
た
聖
武
天
皇
に
よ
り
更
に
正
統
性
を
加
え
る
た
め
に
藤
原
氏
を
特
別
化
せ
ん
と
し
た
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
元
明
朝
に
は
す
で
に
一
度
「
六
世
紀
型
皇
統
原
理
」
が
瓦
解
し
て
い
た
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。 
 
敢
え
て
こ
の
論
争
に
私
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
「
不
改
常
典
」
に
よ
り
、
聖
武
天
皇
の
即
位
は
予
め
入
念
に
正
統
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
意
図
し
た
の
は
元
明
天
皇
で
あ
り
藤
原
氏
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
藤
原
氏
策
謀
説
を
真
っ
向
か
ら
否
定
は
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
文
武
天
皇
に
は
聖
武
天
皇
生
母
藤
原
宮
子
の
他
に
石
川
刀
自
娘
、
紀
竈
門
娘
の
二
名
が
キ
サ
キ
と
し
て
確
認
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
宮
子
が
夫
人
で
あ
る
の
に
対
し
嬪
で
あ
っ
て
、
皇
親
を
入
内
さ
せ
て
い
な
い
以
上
文
武
天
皇
自
身
に
も
藤
原
氏
を
遇
す
る
傾
向
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
。
加
え
て
後
の
元
明
朝
に
「
貶
二
石
川
紀
二
嬪
號
一
、
不
レ
得
レ
稱
レ
嬪
、
」
（
『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年(
七
一
三)
十
一
月
五
日
条
）
と
し
て
、
明
確
な
理
由
も
記
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
嬪
号
を
剥
奪
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
益
々
元
明
天
皇
が
藤
原
氏
と
諮
っ
て
首
皇
子
［
聖
武
］
に
の
み
正
統
性
を
集
中
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
廃
嬪
も
、
そ
し
て
宮
子
所
生
の
首
皇
子
が
即
位
し
得
た
の
も
、
決
し
て
藤
原
氏
の
策
謀
も
無
く
行
わ
れ
た
事
態
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ま
い
。 
 
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
内
親
王
（
皇
女
）
の
入
内
と
い
う
点
を
考
え
る
と
、
五
世
紀
以
来
、
皇
女
所
生
の
皇
子
に
対
し
て
最
も
皇
位
の
正
統
性
が
あ
る
こ
と
は
前
提
と
し
て
残
り
つ
つ
も
、
奈
良
時
代
、
草
壁
皇
子
の
急
逝
と
文
武
天
皇
の
早
世
、
あ
る
い
は
文
武
天
皇
在
位
時
よ
り
、
急
速
に
勢
力
を
伸
ば
し
つ
つ
あ
っ
た
藤
原
氏
に
よ
り
、
藤
原
氏
を
生
母
と
し
な
が
ら
も
正
統
性
を
確
保
し
、
即
位
に
至
ら
し
む
新
た
な
皇
統
原
理
の
創
出
の
過
程
か
ら
、
必
然
的
に
入
内
す
る
こ
と
で
皇
后
と
な
り
得
る
内
親
王
（
皇
女
）
の
入
内
が
拒
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
武
朝
に
お
い
て
一
世
皇
女
が
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
文
武
天
皇
の
早
世
に
よ
り
、
孫
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で
あ
る
幼
い
首
皇
子
［
聖
武
］
の
即
位
を
渇
望
す
る
元
明
女
帝
、
並
び
に
新
た
な
「
未
婚
の
女
帝
」
と
し
て
即
位
し
た
元
正
女
帝
、
藤
原
氏
を
生
母
と
す
る
聖
武
天
皇
の
即
位
と
い
う
三
代
に
亘
っ
て
、
藤
原
氏
が
そ
の
勢
力
を
助
長
さ
せ
、
天
皇
と
共
謀
し
て
藤
原
氏
を
生
母
と
す
る
皇
子
に
正
統
性
が
付
与
さ
れ
得
る
状
況
を
築
い
た
こ
と
で
、
内
親
王
（
皇
女
）
入
内
の
必
要
性
は
低
下
し
た
の
で
あ
る
。 
 
河
内
氏
の
述
べ
る
と
こ
ろ
の
皇
統
原
理
で
行
け
ば
、
聖
武
天
皇
の
正
統
性
は
長
年
の
皇
太
子
期
間
と
、
更
に
皇
親
女
子
を
皇
后
と
す
る
こ
と
で
盤
石
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
聖
武
天
皇
が
皇
親
女
子
を
妻
と
し
た
様
子
は
な
く
、
そ
の
後
宮
に
は
藤
原
不
比
等
女
安
宿
媛
を
は
じ
め
と
し
て
、
県
犬
養
広
刀
自
、
橘
古
那
加
智
、
後
に
藤
原
武
智
麻
呂
女
、
藤
原
房
前
女
な
ど
が
見
ら
れ
る
限
り
で
あ
る
。
更
に
聖
武
天
皇
は
安
宿
媛
所
生
の
子
に
最
も
皇
位
継
承
の
正
統
性
が
あ
る
こ
と
を
明
言
す
る
か
の
よ
う
に
、
人
臣
の
女
で
初
め
て
と
な
る
安
宿
媛
の
立
后
を
断
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年(
七
二
九)
八
月
十
日
条
）
。
安
宿
媛
の
立
后
は
そ
も
そ
も
安
宿
媛
所
生
の
皇
太
子
基
王
の
夭
折
と
、
広
刀
自
の
安
積
親
王
出
産
が
相
次
い
だ
こ
と
に
端
を
発
し
、
そ
の
後
も
安
宿
媛
に
皇
子
が
生
ま
れ
ず
、
更
に
安
宿
媛
の
後
見
と
な
り
得
る
兄
弟
等
の
相
次
ぐ
急
死
に
よ
っ
て
、
広
刀
自
所
生
の
皇
子
を
即
位
さ
せ
た
く
な
い
藤
原
氏
が
策
を
弄
し
て
、
天
平
十
年(
七
三
八)
、
安
宿
媛
所
生
の
皇
女
阿
倍
内
親
王
［
孝
謙
］
立
太
子
を
図
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
河
内
氏
は
こ
れ
を
聖
武
天
皇
に
よ
る
藤
原
氏
の
特
別
化
に
起
因
す
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
無
論
聖
武
天
皇
の
同
意
な
し
に
こ
の
よ
う
な
事
態
は
実
現
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
聖
武
天
皇
の
即
位
か
ら
十
四
年
も
経
て
か
ら
起
こ
っ
た
事
態
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
藤
原
氏
の
意
図
も
ま
た
大
い
に
働
い
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
 
し
か
し
既
に
女
帝
と
は
未
婚
の
皇
女
が
就
く
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
孝
謙
天
皇
も
ま
た
独
身
の
女
帝
と
し
て
即
位
し
た
。
そ
の
た
め
草
壁
皇
統
並
び
に
藤
原
氏
の
外
戚
政
策
に
よ
る
皇
位
継
承
は
断
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
孝
謙
天
皇
は
皇
統
を
逸
し
た
淳
仁
天
皇
に
譲
位
し
た
が
、
間
も
な
く
孝
謙
上
皇
と
の
不
和
に
よ
り
こ
れ
を
廃
位
す
る
と
、
再
び
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称
徳
天
皇
と
し
て
重
祚
し
、
自
ら
の
異
母
姉
で
あ
る
広
刀
自
所
生
の
井
上
内
親
王
を
娶
っ
て
い
た
天
武
皇
孫
白
壁
王
［
光
仁
］
を
擁
立
す
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
一
連
の
皇
位
継
承
問
題
に
よ
り
、
奈
良
時
代
に
は
二
つ
の
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。 
 
一
つ
は
、
藤
原
宮
子
所
生
の
首
皇
子
［
聖
武
］
を
確
実
に
即
位
さ
せ
る
た
め
に
、
未
婚
の
女
帝
を
即
位
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
皇
后
で
も
皇
太
子
生
母
で
も
な
く
、
皇
后
宮
職
の
よ
う
な
基
盤
も
持
ち
え
な
い
未
婚
の
女
帝
元
正
天
皇
の
即
位
は
、
即
ち
皇
統
を
継
承
さ
せ
得
な
い
中
継
ぎ
と
し
て
の
女
帝
の
誕
生
を
意
味
し
て
い
る
。 
 
も
う
一
つ
は
藤
原
安
宿
媛
の
立
后
で
あ
る
。
臣
下
の
女
が
昇
り
得
る
夫
人
の
位
を
超
越
し
て
強
行
さ
れ
た
こ
の
立
后
は
、
皇
女
の
み
が
立
后
し
得
る
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
原
則
を
瓦
解
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
そ
し
て
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
夫
人
の
立
后
を
阻
む
妃
（
皇
后
）
と
な
り
、
あ
る
い
は
幼
帝
生
母
と
し
て
女
帝
に
も
な
り
得
る
「
皇
女
」
が
入
内
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
も
そ
も
の
内
親
王
（
皇
女
）
不
足
と
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
草
壁
皇
子
、
文
武
天
皇
、
聖
武
天
皇
が
い
ず
れ
も
多
妻
で
は
な
く
、
所
生
子
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
上
藤
原
氏
の
外
戚
政
策
と
聖
武
天
皇
の
出
自
故
か
、
藤
原
氏
所
生
の
皇
子
に
の
み
皇
位
継
承
権
を
拘
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な
り
、
皇
女
の
入
内
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
慣
例
は
完
全
に
瓦
解
し
、
意
義
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
な
が
ら
結
果
的
に
孝
謙
天
皇
（
称
徳
）
が
皇
統
を
「
継
ぐ
」
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
に
、
皇
女
の
入
内
の
途
絶
も
ま
た
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
孝
謙
天
皇
（
称
徳
）
は
己
の
皇
位
の
継
承
者
と
し
て
、
く
し
く
も
六
世
紀
の
皇
統
原
理
と
同
様
に
、
内
親
王
を
キ
サ
キ
と
す
る
光
仁
天
皇
に
こ
そ
正
統
性
を
認
め
、
こ
れ
を
擁
立
し
た
た
め
で
あ
る
。 
 
無
論
、
天
平
元
年(
七
二
九)
天
武
皇
孫
長
屋
王
の
排
斥
、
天
平
宝
字
元
年(
七
五
七)
道
祖
王
の
廃
太
子
、
そ
れ
に
際
し
て
皇
太
子
に
押
さ
れ
た
塩
焼
王
も
無
礼
を
理
由
に
こ
れ
を
退
け
ら
れ
、
後
に
天
平
宝
字
四
年(
七
六
〇)
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
に
与
し
て
斬
殺
さ
れ
る
な
ど
、
数
多
く
の
皇
親
に
よ
る
皇
位
争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
父
子
直
系
相
承
の
瓦
解
に
よ
り
、
正
統
性
を
主
張
し
得
る
皇
親
が
光
仁
天
皇
擁
立
以
前
に
も
複
数
浮
上
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
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る
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
乱
を
経
験
し
た
称
徳
天
皇
が
白
壁
王
［
光
仁
］
を
擁
立
し
た
の
は
、
紛
う
こ
と
な
く
異
母
姉
井
上
内
親
王
を
妻
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
称
徳
天
皇
の
中
に
依
然
と
し
て
聖
武
天
皇
の
直
系
こ
そ
が
正
統
で
あ
る
こ
と
の
意
識
が
存
在
し
て
い
た
た
め
に
、
井
上
内
親
王
を
介
し
て
そ
の
直
系
を
継
承
さ
せ
る
意
図
で
あ
っ
た
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
の
井
上
内
親
王
は
後
に
藤
原
氏
の
山
部
親
王
［
桓
武
］
擁
立
の
動
き
に
巻
き
込
ま
れ
て
廃
妃
さ
れ
、
所
生
の
他
戸
親
王
も
廃
太
子
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
し
か
し
光
仁
天
皇
即
位
時
に
は
、
先
の
聖
武
系
皇
統
と
新
た
な
天
智
系
皇
統
を
「
繋
ぐ
」
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
再
び
内
親
王
を
キ
サ
キ
と
す
る
こ
と
の
意
義
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
井
上
内
親
王
、
酒
人
内
親
王
、
（
１
３
）
朝
原
内
親
王
と
い
う
母
子
三
代
に
亘
る
聖
武
系
内
親
王
の
入
内
へ
と
繋
が
り
、
更
に
淳
和
朝
に
至
る
ま
で
の
内
親
王
入
内
の
再
発
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
 
 
２ 
平
安
初
期
・
入
内
中
絶
以
後 
 
聖
武
系
三
内
親
王
並
び
に
淳
和
朝(
八
二
三
～
八
三
三)
ま
で
の
四
内
親
王
の
入
内
の
後
、
仁
明
朝(
八
三
三
～
八
五
〇)
以
後
、
内
親
王
の
入
内
は
再
び
中
絶
期
を
迎
え
る
。
再
度
継
続
し
て
見
ら
れ
始
め
る
の
は
冷
泉
朝(
九
六
七
～)
以
後
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
以
前
に
も
単
発
的
で
は
あ
る
が
、
陽
成
上
皇
、
醍
醐
天
皇
に
入
侍
し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。 
 
し
か
し
こ
の
内
陽
成
上
皇
へ
入
内
し
た
例
は
、
陽
成
天
皇
退
位
後
の
事
例
で
あ
り
、
仁
明
天
皇
以
後
父
子
相
承
さ
れ
て
き
た
皇
統
を
逸
し
て
即
位
し
た
光
孝
天
皇
の
皇
女
が
、
退
位
し
た
先
帝
に
入
侍
し
た
例
で
あ
る
。
（
１
４
）
従
っ
て
こ
れ
は
例
外
と
見
做
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
れ
に
対
し
て
醍
醐
天
皇
へ
の
宇
多
天
皇
同
母
妹
為
子
内
親
王
入
内
の
例
は
、
明
ら
か
に
天
皇
家
側
の
意
図
に
よ
っ
て
成
立
し
た
入
内
で
あ
り
、
無
視
で
き
な
い
一
例
で
あ
る
。 
 
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
第
二
部
第
三
章
に
て
詳
述
す
る
が
、
こ
こ
に
端
的
に
記
す
と
、
藤
原
氏
を
外
戚
と
し
な
い
宇
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（系図３）  
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陽
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①
桓
武 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩
宇
多 
 
⑪
醍
醐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
為
子
内
親
王 
 
 
 
 
 
仲
野
親
王 
 
 
班
子
女
王 
 
（
数
字
は
即
位
の
順
） 
多
天
皇
の
即
位
に
よ
り
、
藤
原
氏
の
専
横
を
抑
制
せ
ん
と
し
た
宇
多
上
皇
並
び
に
生
母
班
子
女
王
が
、
藤
原
氏
子
女
（
穏
子
）
入
内
の
阻
害
を
共
に
企
て
て
行
い
、
実
現
し
た
事
例
で
あ
る
（
『
九
暦
』
天
暦
四
年(
九
五
〇)
六
月
十
五
日
条
）
。
こ
の
件
に
は
藤
原
氏
の
専
横
阻
止
の
目
的
ば
か
り
で
な
く
、
源
氏
か
ら
復
し
て
即
位
し
た
宇
多
天
皇
と
、
宇
多
天
皇
が
未
だ
源
氏
で
あ
っ
た
頃
に
所
生
し
た
元
源
氏
で
あ
る
醍
醐
天
皇
の
皇
権
の
脆
弱
さ
か
ら
、
皇
親
女
子
た
る
班
子
女
王
所
生
の
為
子
内
親
王
を
甥
醍
醐
天
皇
に
入
内
さ
せ
る
こ
と
で
そ
の
正
統
性
を
確
実
た
ら
し
め
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
さ
す
れ
ば
即
ち
こ
れ
は
「
六
世
紀
型
皇
統
原
理
」
の
模
倣
事
例
の
よ
う
で
あ
る
。
（
系
図
３
） 
 
し
か
し
な
が
ら
六
世
紀
と
違
い
藤
原
氏
が
圧
倒
的
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
ま
た
入
内
し
た
為
子
内
親
王
が
皇
女
出
産
を
期
に
早
世
し
た
こ
と
、
並
び
に
醍
醐
天
皇
が
父
宇
多
上
皇
の
意
図
に
背
き
、
一
度
は
阻
ま
れ
た
藤
原
穏
子
の
入
内
を
認
め
、
皇
子
を
出
産
、
立
太
子
し
た
こ
と
か
ら
、
内
親
王
入
内
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 
 
従
っ
て
醍
醐
天
皇
へ
の
為
子
内
親
王
入
内
も
ま
た
、
こ
の
時
期
の
特
異
な
皇
位
継
承
と
皇
統
の
転
換
に
伴
い
、
単
発
的
に
起
こ
っ
た
例
外
で
あ
っ
た
と
見
做
さ
れ
る
。 
 
こ
の
二
例
を
例
外
と
す
る
な
ら
ば
、
冷
泉
朝
に
再
び
内
親
王
が
入
内
す
る
ま
で
、
天
皇
九
代
に
亘
っ
て
入
内
は
中
絶
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
か
と
い
っ
て
冷
泉
朝
以
後
の
内
親
王
の
入
内
が
、
平
安
初
期
と
同
様
の
意
図
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
は
短
絡
的
で
あ
る
。 
 
冷
泉
朝
以
後(
九
六
七
～)
の
内
親
王
入
内
の
特
徴
と
し
て
は
、
入
内
す
る
内
親
王
が
い
ず
れ
も
藤
原
氏
を
生
母
と
す
る
、
あ
る
い
は
藤
原
氏
の
後
見
を
受
け
た
内
親
王
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
（
１
５
） 
 
そ
も
そ
も
仁
明
朝
以
後(
八
三
三
～)
、
后
妃
の
数
は
減
少
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傾
向
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
藤
原
氏
の
女
の
入
内
率
は
増
加
し
て
お
り
、
特
に
村
上
朝
以
後(
九
四
六
～)
は
ほ
ぼ
藤
原
氏
の
独
占
状
態
と
な
る
。
従
っ
て
必
然
的
に
天
皇
生
母
も
藤
原
氏
で
あ
り
、
所
生
の
皇
子
女
、
ひ
い
て
は
天
皇
に
入
内
す
る
内
親
王
す
ら
も
、
藤
原
氏
を
外
戚
と
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
章
末
表
２
参
照
）
。
そ
れ
を
鑑
み
れ
ば
、
平
安
初
期
ど
こ
ろ
か
醍
醐
天
皇
へ
の
為
子
内
親
王
入
内
と
も
ま
っ
た
く
性
格
を
異
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 
 
現
に
冷
泉
～
堀
河
朝(
九
六
七
～
一
一
〇
七)
ま
で
の
内
親
王
入
内
の
六
例
中
五
例
ま
で
も
が
、
藤
原
氏
を
外
戚
と
す
る
内
親
王
の
入
内
で
あ
り
、
唯
一
藤
原
氏
を
生
母
と
し
な
い
冷
泉
皇
后
昌
子
内
親
王
の
入
内
も
、
生
母
を
藤
原
氏
と
す
る
朱
雀
天
皇
を
父
に
、
保
明
親
王
（
母
は
藤
原
氏
）
と
藤
原
氏
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
煕
子
女
王
を
母
と
し
、
更
に
両
親
の
早
世
を
期
に
藤
原
氏
に
よ
っ
て
養
育
さ
れ
、
そ
の
後
見
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
即
ち
、
冷
泉
朝
以
後
の
内
親
王
の
入
内
は
、
平
安
初
期
並
び
に
為
子
内
親
王
の
単
発
的
な
一
例
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
天
皇
家
側
の
意
図
に
よ
る
入
内
と
は
異
な
り
、
藤
原
氏
の
後
見
を
受
け
た
、
藤
原
氏
の
意
図
に
よ
る
入
内
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
意
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
以
上
の
よ
う
に
一
、
二
の
例
外
は
あ
っ
た
も
の
の
、
平
安
初
期
を
以
て
、
生
母
の
出
自
に
捉
わ
れ
な
い
純
粋
な
皇
親
と
し
て
の
内
親
王
の
入
内
は
絶
え
た
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
平
安
初
期
に
お
け
る
内
親
王
入
内
と
そ
の
途
絶
に
は
、
そ
の
存
在
形
態
を
変
化
せ
し
む
る
に
至
る
重
大
な
意
義
が
あ
っ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。 
   
 
 
 
 
第
二
節 
内
親
王
入
内
の
背
景 
 
平
安
初
期
の
入
内
し
て
い
る
内
親
王
は
、
聖
武
系
内
親
王
が
母
子
三
代
に
亘
り
光
仁
―
桓
武
―
平
城
天
皇
に
入
内
し
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た
三
例
の
他
、
桓
武
皇
女
三
名
、
嵯
峨
皇
女
一
名
が
各
々
平
城
・
嵯
峨
・
淳
和
天
皇
に
入
内
、
も
し
く
は
入
侍
し
て
い
る
。
こ
の
内
桓
武
皇
女
三
名
の
内
訳
は
平
城
天
皇
妃
大
宅
内
親
王
、
嵯
峨
天
皇
妃
高
津
内
親
王
、
淳
和
天
皇
妃
高
志
内
親
王
で
あ
り
、
嵯
峨
皇
女
一
名
は
淳
和
天
皇
皇
后
正
子
内
親
王
を
指
す
。
他
に
平
城
天
皇
退
位
後
に
入
侍
し
た
と
思
わ
れ
る
桓
武
皇
女
甘
南
備
内
親
王
、
平
城
皇
子
阿
保
親
王
に
入
侍
し
た
桓
武
皇
女
伊
都
内
親
王
の
例
が
あ
る
が
、
前
者
は
退
位
後
の
例
外
的
な
入
内
、
後
者
は
親
王
へ
の
入
侍
で
あ
る
た
め
、
前
代
的
な
近
親
婚
が
行
わ
れ
て
い
る
点
に
は
注
目
で
き
る
も
の
の
、
検
討
の
対
象
か
ら
は
除
外
し
た
。 
 
そ
こ
で
第
二
節
で
は
以
下
、
聖
武
系
三
内
親
王
の
相
次
ぐ
入
内
と
桓
武
皇
女
の
入
内
、
並
び
に
嵯
峨
・
淳
和
朝
の
叔
父
姪
婚
の
各
々
を
個
別
に
検
討
し
、
こ
れ
ら
内
親
王
入
内
の
背
景
に
あ
る
情
勢
と
入
内
の
理
由
を
探
る
。 
  
 
 
１ 
光
仁
・
桓
武
・
平
城
朝 
 
ま
ず
聖
武
系
三
内
親
王
、
つ
ま
り
光
仁
天
皇
を
即
位
せ
し
め
た
孝
謙
女
帝
異
母
姉
井
上
内
親
王
と
、
井
上
内
親
王
所
生
桓
武
天
皇
妃
酒
人
内
親
王
、
酒
人
内
親
王
所
生
平
城
天
皇
妃
朝
原
内
親
王
の
三
代
に
亘
る
内
親
王
の
入
内
、
並
び
に
桓
武
皇
女
の
平
城
・
嵯
峨
・
淳
和
各
天
皇
へ
の
異
母
兄
妹
婚
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。 
 
こ
の
内
前
者
の
聖
武
系
三
内
親
王
の
入
内
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
母
子
三
代
に
亘
っ
て
異
母
兄
へ
入
内
し
た
例
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
特
異
な
入
内
は
他
に
例
を
見
な
い
。
従
っ
て
平
安
初
期
に
お
け
る
他
の
入
内
例
と
も
別
途
考
察
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
（
系
図
４
） 
 
三
内
親
王
の
内
最
初
の
入
内
者
で
あ
る
井
上
内
親
王
に
つ
い
て
は
、
入
内
で
は
な
く
皇
親
で
あ
っ
た
白
壁
王
［
光
仁
］
へ
と
入
侍
し
た
例
で
あ
り
、
聖
武
皇
女
で
あ
る
井
上
内
親
王
を
介
し
て
光
仁
天
皇
が
即
位
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
井
上
内
親
王
所
生
の
他
戸
親
王
が
即
位
す
る
こ
と
で
、
天
智
系
皇
統
と
天
武
系
皇
統
は
統
一
さ
れ
、
今
一
度
直
系
皇
統
が
創
出
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
。 
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『
日
本
紀
略
』
所
引
の
「
百
川
伝
」
に
は
、
称
徳
天
皇
崩
御
後
の
皇
嗣
に
つ
い
て
、
右
大
臣
吉
備
真
備
等
が
長
親
王
男
智
努
王
（
文
屋
浄
三
）
、
次
い
で
大
市
王
を
推
し
た
の
に
対
し
、
左
大
臣
藤
原
永
手
、
内
大
臣
藤
原
良
継
、
弟
百
川
等
が
白
壁
王
［
光
仁
］
を
推
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
藤
原
氏
に
出
し
抜
か
れ
た
真
備
は
そ
の
後
致
仕
を
願
い
出
た
と
さ
れ
て
い
る
。
永
手
は
孝
謙
朝
の
天
平
宝
字
元
年(
七
五
七)
に
道
祖
王
が
廃
太
子
さ
れ
た
後
の
皇
嗣
策
定
会
議
に
お
い
て
も
、
孝
謙
天
皇
異
母
妹
で
県
犬
養
広
刀
自
所
生
の
不
破
内
親
王
を
妻
と
す
る
塩
焼
王
を
推
挙
し
て
お
り
、
称
徳
天
皇
崩
御
に
際
し
て
、
不
破
内
親
王
と
も
同
母
妹
で
あ
る
井
上
内
親
王
を
妻
と
す
る
白
壁
王
を
推
し
た
の
を
見
て
も
、
そ
の
思
考
は
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
こ
れ
は
お
お
よ
そ
藤
原
氏
の
利
害
に
は
係
わ
ら
ぬ
、
聖
武
直
系
と
し
て
の
矜
持
を
持
っ
た
称
徳
天
皇
の
意
に
沿
う
、
穏
当
か
つ
適
切
な
政
治
的
判
断
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
 
そ
も
そ
も
永
手
は
藤
原
北
家
房
前
の
次
男
で
あ
る
一
方
、
母
は
安
宿
媛
の
異
父
姉
で
あ
る
牟
漏
女
王
で
あ
っ
た
か
ら
、
他
の
藤
原
良
継
、
百
川
等
と
比
べ
て
孝
謙
天
皇
（
称
徳
）
と
の
血
縁
関
係
が
一
層
濃
い
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
永
手
が
孝
謙
天
皇
に
深
く
信
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
瀧
浪
貞
子
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
（
１
６
）
氏
に
よ
る
と
永
手
は
藤
原
不
比
等
の
後
を
継
ぐ
人
物
と
見
做
さ
れ
、
重
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
永
手
が
光
仁
天
皇
即
位
後
も
そ
の
後
見
と
な
っ
て
、
井
上
内
親
王
立
后
、
他
戸
親
王
立
太
子
に
貢
献
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 
 
し
か
し
な
が
ら
光
仁
天
皇
擁
立
の
立
役
者
で
あ
る
永
手
が
光
仁
天
皇
即
位
か
ら
四
ヶ
月
後
、
他
戸
親
王
立
太
子
の
翌
月
に
薨
去
し
た
こ
と
で
、
翌
年
宝
亀
三
年(
七
七
二)
三
月
に
は
井
上
内
親
王
が
廃
后
、
同
年
五
月
に
は
他
戸
親
王
が
廃
太
子
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
藤
原
式
家
の
百
川
が
計
を
巡
ら
せ
て
起
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
『
公
卿
補
任
』(
宝
亀
二
年(
七
七
一)
百
川
略
歴)
、
『
続
日
本
紀
』
（
宝
亀
十
年(
七
七
九)
七
月
九
日
条
）
）
。 
 
恐
ら
く
は
永
手
の
死
後
、
藤
原
氏
の
長
老
的
立
場
に
あ
っ
た
良
継
や
、
良
継
に
重
用
さ
れ
て
い
た
異
母
弟
百
川
等
が
、
光
仁
＝
他
戸
体
制
の
確
立
に
よ
り
権
力
の
拠
り
所
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
て
、
生
母
の
身
分
が
低
く
、
よ
り
年
長
と
な
る
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山
部
親
王
［
桓
武
］
を
推
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
宝
亀
四
年(
七
七
三)
正
月
、
山
部
親
王
は
立
太
子
し
、
間
も
な
い
同
年
十
月
、
井
上
内
親
王
と
他
戸
親
王
は
大
和
へ
幽
閉
さ
れ
、
奇
怪
な
こ
と
に
宝
亀
六
年(
七
七
五)
四
月
二
十
七
日
に
、
母
子
は
揃
っ
て
死
去
し
て
い
る
（
『
続
日
本
紀
』
）
。
少
な
く
と
も
、
病
死
の
類
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 
 
か
く
し
て
藤
原
式
家
の
百
川
等
に
大
恩
を
受
け
て
立
太
子
し
た
山
部
親
王
で
あ
る
が
、
更
に
奇
怪
な
の
は
、
井
上
内
親
王
廃
后
、
他
戸
親
王
廃
太
子
の
同
年
、
十
一
月
十
三
日
に
、
井
上
内
親
王
所
生
で
あ
る
酒
人
内
親
王
が
伊
勢
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、
井
上
内
親
王
の
廃
后
は
天
皇
を
呪
詛
し
た
た
め
だ
と
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
来
そ
う
し
た
類
の
身
内
の
不
始
末
が
あ
れ
ば
忌
避
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
斎
宮
に
、
所
生
子
が
卜
定
さ
れ
る
と
い
う
の
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
酒
人
内
親
王
は
そ
の
二
年
後
に
母
の
喪
に
よ
り
斎
宮
を
退
下
す
る
と
、
間
も
な
く
山
部
親
王
に
入
侍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
一
文
字
昭
子
氏
は
酒
人
内
親
王
の
入
侍
に
つ
い
て
、
母
井
上
内
親
王
と
弟
他
戸
親
王
の
横
禍
を
理
解
し
て
い
た
父
光
仁
天
皇
が
、
酒
人
内
親
王
だ
け
は
そ
の
運
命
か
ら
守
ろ
う
と
し
て
皇
太
子
山
部
親
王
に
入
侍
さ
せ
た
の
だ
と
す
る
。
（
１
７
）
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
入
侍
の
説
得
力
に
は
欠
け
よ
う
。
結
果
論
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
酒
人
内
親
王
所
生
の
朝
原
内
親
王
ま
で
も
が
桓
武
朝
の
伊
勢
斎
宮
と
な
り
、
そ
の
後
皇
太
子
安
殿
親
王
［
平
城
］
に
入
侍
し
て
い
る
こ
と
、
そ
も
そ
も
井
上
内
親
王
も
ま
た
斎
宮
を
務
め
た
内
親
王
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
酒
人
内
親
王
の
斎
宮
卜
定
と
入
侍
は
母
の
過
失
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
も
と
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
聖
武
系
の
血
を
引
く
井
上
―
酒
人
―
朝
原
内
親
王
三
代
に
亘
る
入
侍
に
よ
り
、
皇
統
を
逸
し
て
即
位
し
た
光
仁
―
桓
武
―
平
城
天
皇
の
皇
位
の
正
統
性
を
正
す
と
い
う
意
図
、
並
び
に
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
斎
宮
を
経
験
し
た
内
親
王
で
あ
る
と
い
う
点
、
斎
宮
と
は
即
ち
天
皇
の
代
理
と
し
て
皇
祖
神
に
仕
え
る
役
割
で
あ
り
、
即
位
儀
礼
の
一
環
と
し
て
卜
定
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
こ
の
斎
宮
経
験
者
と
い
う
聖
性
に
よ
っ
て
更
な
る
即
位
と
皇
権
の
威
儀
付
け
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
（
１
８
） 
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し
か
し
こ
う
し
た
母
子
三
代
に
亘
る
入
内
も
、
平
城
天
皇
に
よ
る
藤
原
薬
子
へ
の
寵
愛
と
、
そ
れ
に
伴
い
朝
原
内
親
王
が
皇
女
を
出
産
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な
り
、
三
代
で
絶
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
以
上
を
鑑
み
て
も
、
平
安
初
期
に
頻
発
し
た
内
親
王
入
内
の
内
、
光
仁
―
桓
武
―
平
城
天
皇
へ
の
井
上
―
酒
人
―
朝
原
内
親
王
の
入
内
に
は
、
皇
統
を
逸
し
た
光
仁
天
皇
の
即
位
と
、
他
戸
親
王
廃
太
子
に
よ
る
桓
武
天
皇
擁
立
、
更
に
早
良
親
王
廃
太
子
に
よ
る
平
城
天
皇
の
擁
立
と
、
皇
位
継
承
が
円
滑
に
進
ま
な
い
特
異
な
事
情
の
も
と
、
斎
宮
経
験
に
よ
る
聖
性
と
聖
武
系
皇
統
の
正
統
な
血
筋
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
入
内
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
非
常
に
特
異
な
事
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
れ
に
続
く
桓
武
皇
女
（
大
宅
・
高
津
・
高
志
内
親
王
）
の
異
母
兄
弟
へ
の
入
内
は
、
こ
れ
と
は
性
格
を
異
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
藤
原
式
家
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
桓
武
天
皇
は
、
早
い
段
階
で
擁
立
の
立
役
者
で
あ
っ
た
藤
原
良
嗣
（
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
没
）・
百
川
（
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
没
）
等
を
亡
く
し
、
寵
臣
で
あ
っ
た
藤
原
種
継
（
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
没
）
を
も
亡
く
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
寵
臣
の
死
と
藤
原
氏
勢
力
の
後
退
に
よ
り
、
（
１
９
）
や
が
て
専
制
王
権
の
確
立
を
志
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
以
後
諸
王
・
外
戚
氏
族
（
和
氏
、
紀
氏
、
管
野
氏
、
秋
篠
氏(
土
師
氏)
や
百
済
王
氏
等
）
を
優
遇
し
た
。
（
２
０
） 
 
し
か
し
桓
武
天
皇
の
生
母
で
あ
る
高
野
新
笠
は
身
分
の
低
い
女
性
で
あ
り
、
延
暦
元
年(
七
八
二)
の
氷
上
川
継
の
乱
（
２
１
）
と
い
っ
た
皇
権
の
正
統
性
に
対
す
る
反
発
や
、
早
良
親
王
や
井
上
内
親
王
等
の
怨
霊
騒
動
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
専
制
政
治
を
行
う
に
は
、
新
た
な
天
智
系
皇
統
を
確
立
し
、
桓
武
皇
統
の
正
統
性
を
威
儀
付
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
皇
太
子
安
殿
親
王
［
平
城
］
へ
の
酒
人
内
親
王
所
生
朝
原
内
親
王
の
入
内
も
そ
の
一
環
と
し
て
の
面
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
桓
武
天
皇
は
更
に
、
族
内
婚
に
よ
る
血
縁
の
強
化
と
桓
武
系
皇
族
の
再
生
産
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。 
 
そ
れ
が
即
ち
、『
日
本
紀
略
』
延
暦
二
十
年(
八
〇
一)
十
一
月
九
日
条
に
お
け
る
桓
武
皇
女
大
宅
・
高
津
・
高
志
内
親
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（系図５）  
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原
平
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大
宅
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親
王 
 
 
 
 
 
 
 
 
葛
井
藤
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原
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牟
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保
親
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平
城
天
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橘
嘉
智
子 
 
 
 
仁
明
天
皇 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
正
子
内
親
王 
 
 
 
 
 
 
嵯
峨
天
皇  
 
 
 
 
桓
武
天
皇 
 
 
 
 
高
津
内
親
王 
 
 
恒
貞
親
王 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高
志
内
親
王 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
恒
世
親
王 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
淳
和
天
皇 
坂
上
全
子 
業
子
内
親
王 
業
良
親
王 
伊
都
内
親
王 
橘
常
子 
藤
原
旅
子 
王
の
同
時
加
笄
と
、
そ
の
後
間
も
な
く
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
安
殿
［
平
城
］
・
神
野
［
嵯
峨
］
・
大
伴
親
王
［
淳
和
］
と
い
っ
た
、
皇
位
継
承
し
得
る
有
力
な
親
王
達
へ
の
入
侍
で
あ
る
。
（
系
図
５
） 
 
ま
た
桓
武
天
皇
は
、
皇
女
の
婚
出
に
関
し
て
も
大
き
な
改
革
を
行
っ
て
お
り
、
延
暦
十
二
年
の
詔
（
２
２
）
で
は
、
そ
れ
ま
で
律
令
に
よ
っ
て
皇
親
以
外
と
の
結
婚
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
皇
女
に
対
し
、
三
世
女
王
以
下
と
大
臣
・
良
家
の
子
孫
、
二
世
女
王
以
下
と
藤
原
氏
の
結
婚
を
認
め
て
い
る
。
即
ち
、
二
世
・
三
世
の
皇
親
が
臣
下
に
接
近
す
る
こ
と
を
許
し
、
準
皇
族
化
さ
せ
た
の
に
対
し
、
桓
武
の
血
を
引
く
一
世
王
の
格
を
向
上
さ
せ
、
正
統
な
皇
親
の
範
囲
を
縮
小
し
た
の
で
あ
る
（
時
に
一
世
王
の
殆
ど
が
桓
武
天
皇
の
皇
子
女
で
あ
っ
た
）
。 
 
こ
の
よ
う
に
桓
武
天
皇
は
、
先
の
天
武
系
の
血
統
保
持
者
で
あ
る
浄
原
王
（
四
世
王
）
や
、
血
筋
の
遠
い
皇
親
の
格
を
落
と
し
、
自
身
の
皇
子
女
を
優
遇
、
か
つ
自
身
の
血
を
引
く
皇
子
に
自
身
の
血
を
引
く
皇
女
を
娶
ら
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
桓
武
の
血
を
引
く
皇
族
の
再
生
産
と
、
ミ
ウ
チ
の
結
束
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
桓
武
天
皇
の
意
図
に
よ
っ
て
三
内
親
王
は
親
王
に
入
侍
し
た
の
で
あ
り
、
次
の
平
城
天
皇
も
朝
原
・
大
宅
両
内
親
王
を
妃
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
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し
か
し
平
城
天
皇
の
藤
原
薬
子
へ
の
寵
愛
が
聖
武
系
内
親
王
の
三
代
に
亘
る
入
内
の
断
絶
を
招
い
た
の
と
同
じ
く
、
平
城
天
皇
に
桓
武
天
皇
の
婚
姻
政
策
は
踏
襲
さ
れ
な
か
っ
た
。 
  
 
 
２ 
嵯
峨
朝 
 
一
方
嵯
峨
朝
の
後
宮
を
見
る
と
、
妃
に
高
津
内
親
王
が
い
る
も
の
の
、
彼
女
は
弘
仁
六
年(
八
一
五)
の
橘
嘉
智
子
立
后
以
前
に
は
廃
妃
さ
れ
て
い
る
（
『
続
日
本
紀
』
承
和
八
年(
八
四
一)
四
月
十
七
日
条
「
（
前
略
）
大
同
四
年
六
月
授
二
親
王
三
品
一
、
卽
立
爲
レ
妃
、
未
レ
幾
而
廢
、
良
有
レ
以
也
、
」
）
。 
 
こ
れ
は
高
津
内
親
王
所
生
の
皇
子
業
良
親
王
の
精
神
的
な
異
常
（
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
年(
八
六
八)
正
月
十
一
日
条
）
（
２
３
）
が
原
因
と
も
言
わ
れ
る
が
、
業
良
親
王
が
嘉
智
子
所
生
の
正
良
親
王
［
仁
明
］
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
僅
か
に
先
ん
じ
て
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
意
図
的
に
精
神
の
異
常
を
言
い
立
て
ら
れ
、
皇
位
か
ら
除
外
さ
れ
た
可
能
性
も
有
り
得
る
。
し
か
も
業
良
親
王
は
生
母
高
津
内
親
王
が
廃
妃
さ
れ
て
い
な
が
ら
何
の
処
分
も
下
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
親
王
宣
下
を
受
け
て
い
る
。
更
に
弘
仁
六
年(
八
一
五)
五
月
二
十
九
日
に
は
備
前
国
に
荒
廃
田
十
九
町
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
（
『
日
本
後
紀
』
）
、
厚
遇
で
は
な
い
が
、
生
母
が
廃
妃
さ
れ
て
い
た
に
し
て
は
、
決
し
て
不
遇
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
即
ち
、
高
津
内
親
王
の
廃
妃
は
非
常
に
不
自
然
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
嵯
峨
朝
の
後
宮
の
特
色
と
し
て
、
内
親
王
で
も
先
例
の
あ
る
藤
原
氏
で
も
な
い
、
橘
氏
出
身
の
嘉
智
子
が
立
后
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
 
中
林
隆
之
氏
は
嵯
峨
天
皇
の
後
宮
に
つ
い
て
、
①
桓
武
天
皇
の
正
統
な
継
承
者
で
あ
る
事
を
意
図
し
た
高
津
内
親
王
・
長
岡
氏
の
入
内
、
②
天
武
系
・
そ
の
他
王
族
末
裔
氏
族
（
以
下
「
王
氏
」
と
記
す
）
の
入
内
（
高
階
氏
・
文
屋
氏
・
交
野
女
王
）
、
③
天
智
・
天
武
両
統
の
源
流
た
る
敏
達
―
舒
明
系
譜
に
連
な
る
王
氏
の
入
内
（
橘
氏
・
大
原
氏
・
甘
南
備
氏
）
、
④
非
敏
達
系
王
氏
の
入
内
（
多
治
比
氏
・
当
麻
氏
）
と
い
う
四
つ
の
傾
向
が
あ
り
、
王
氏
子
女
の
入
内
が
非
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常
に
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
（
２
４
）
中
で
も
橘
美
千
代
―
諸
兄
―
奈
良
麻
呂
―
清
友
か
ら
続
く
橘
氏
直
系
の
嘉
智
子
の
尊
貴
性
は
別
格
で
あ
り
、
王
氏
勢
力
の
中
核
的
存
在
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
し
、
こ
れ
を
嘉
智
子
立
后
の
一
因
と
し
て
い
る
。 
 
即
ち
、
嵯
峨
天
皇
は
桓
武
天
皇
の
よ
う
な
族
内
婚
に
よ
る
血
統
の
強
化
・
尊
貴
性
に
は
拘
ら
ず
、
多
く
の
王
氏
子
女
と
の
婚
姻
に
よ
り
、
分
離
し
つ
つ
あ
っ
た
王
族
・
王
氏
と
の
結
束
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。 
 
故
に
起
こ
り
得
た
の
が
、
内
親
王
を
廃
妃
し
た
上
で
の
嘉
智
子
立
后
で
あ
り
、
そ
し
て
嘉
智
子
を
立
后
す
る
た
め
に
は
、
皇
后
と
し
て
の
条
件
を
備
え
て
い
た
高
津
内
親
王
を
廃
妃
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
２
５
） 
 
こ
う
し
た
内
親
王
廃
妃
の
事
例
を
見
る
と
、
一
見
嵯
峨
朝
に
は
内
親
王
入
内
の
意
義
が
薄
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
嘉
智
子
立
后
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
嵯
峨
天
皇
が
内
親
王
入
内
を
拒
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
次
の
淳
和
天
皇
に
、
嵯
峨
天
皇
が
自
身
の
皇
女
を
娶
ら
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。 
  
 
 
３ 
淳
和
朝 
 
桓
武
天
皇
の
キ
サ
キ
二
十
七
名
、
嵯
峨
天
皇
の
キ
サ
キ
二
十
九
名
に
対
し
、
淳
和
天
皇
の
キ
サ
キ
は
十
二
名
と
減
少
し
、
し
か
も
そ
の
内
二
名
が
内
親
王
で
あ
る
。（
章
末
表
２
、
並
び
に
后
妃
一
覧
参
照
） 
 
親
王
時
代
に
入
侍
し
た
と
思
わ
れ
る
桓
武
皇
女
高
志
内
親
王
は
、
嵯
峨
朝
に
入
っ
て
す
ぐ
の
大
同
四
年(
八
〇
九)
五
月
に
没
し
て
い
る
。
薨
伝
に
よ
る
と
「
三
品
高
志
内
親
王
薨
、
遣
三
レ
使
監
二
護
喪
事
一
、
詔
贈
二
一
品
一
、
内
親
王
者
、
桓
武
天
皇
第
二
女
、
皇
帝
同
母
妹
也
、
天
皇
尤
所
二
鍾
愛
一
、
配
二
淳
和
天
皇
一
、
生
二
三
品
恒
世
親
王
、
氏
子
、
有
子
、
貞
子
内
親
王
一
、
薨
時
年
廿
一
、
」
（
『
日
本
紀
略
』
大
同
四
年(
八
〇
九)
五
月
七
日
条
）
と
あ
っ
て
、
高
志
内
親
王
が
嵯
峨
天
皇
の
同
母
妹
で
あ
り
、
桓
武
天
皇
鍾
愛
の
皇
女
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
淳
和
天
皇
即
位
の
後
に
は
皇
后
を
追
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贈
さ
れ
た
（
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
四
年(
八
二
三)
六
月
六
日
条
）
。 
 
高
志
内
親
王
所
生
の
恒
世
王
（
後
に
親
王
）
は
、
弘
仁
十
四
年(
八
二
三)
淳
和
天
皇
踐
祚
に
際
し
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
固
辞
し
、
代
わ
っ
て
嵯
峨
皇
子
正
良
親
王
［
仁
明
］
が
立
太
子
す
る
（
同
四
月
十
六
日
条
）
。
そ
の
後
も
嵯
峨
太
上
天
皇
が
詔
し
て
、「
亡
妹
高
志
内
親
王
者
、
下
愚
之
同
胞
、
先
帝
之
愛
女
也
、
」
と
し
た
上
で
恒
世
親
王
を
皇
太
子
と
す
る
が
、
や
は
り
淳
和
天
皇
に
よ
っ
て
固
辞
さ
れ
て
い
る
（
同
五
月
廿
八
日
条
）
。
そ
の
立
太
子
―
辞
退
の
過
程
は
儒
教
的
な
謙
遜
の
美
徳
を
表
し
た
儀
礼
的
な
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
立
太
子
し
得
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
生
母
高
志
内
親
王
の
出
自
に
影
響
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 
 
し
か
し
こ
の
恒
世
親
王
は
間
も
な
く
、
淳
和
朝
の
天
長
三
年(
八
二
六)
に
二
十
二
歳
で
薨
じ
て
お
り
、
「
天
皇
悲
痛
、
久
不
レ
視
レ
朝
、
」
（
『
日
本
紀
略
』
天
長
三
年
四
月
十
日
条
）
と
し
て
死
を
惜
し
ま
れ
た
。 
 
こ
の
よ
う
に
高
志
内
親
王
と
恒
世
親
王
は
い
ず
れ
も
早
世
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
く
淳
和
天
皇
の
キ
サ
キ
と
な
っ
た
嵯
峨
皇
女
正
子
内
親
王
は
長
寿
で
、
元
慶
三
年(
八
七
九)
七
十
一
歳
で
の
薨
去
で
あ
る
。 
 
正
子
内
親
王
は
嵯
峨
天
皇
を
父
、
皇
后
橘
嘉
智
子
を
母
と
し
、
弘
仁
元
年(
八
一
〇)
、
正
良
親
王
の
双
子
の
同
母
姉
（
あ
る
い
は
妹
）
と
し
て
生
ま
れ
た
。
入
内
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
所
生
の
恒
貞
親
王
が
天
長
二
年(
八
二
五)
の
生
ま
れ
で
、
出
産
時
が
十
六
歳
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
淳
和
天
皇
の
即
位
前
後
の
十
三
、
四
歳
の
頃
に
父
嵯
峨
天
皇
の
意
図
の
も
と
入
内
し
た
の
だ
ろ
う
。 
 
高
志
内
親
王
所
生
の
恒
世
親
王
が
薨
じ
た
翌
年
、
正
子
内
親
王
は
天
長
四
年(
八
二
七)
二
月
二
十
八
日
に
立
后
す
る
（
『
日
本
紀
略
』
）
。
薨
伝
に
よ
る
と
、
「
后
美
二
姿
顔
一
、
貞
婉
有
二
禮
度
一
、
存
二
母
儀
之
徳
一
、
中
表
則
レ
之
、
」
と
い
う
人
柄
で
、「
太
上
天
皇
（
嵯
峨
）
、
太
皇
太
后
（
嘉
智
子
）
、
甚
鍾
二
愛
之
一
、
」
し
た
と
い
う
（
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年(
八
七
九)
三
月
廿
三
日
条
）
。 
 
天
長
十
年(
八
三
三)
二
月
二
十
八
日
、
仁
明
天
皇
が
踐
祚
す
る
と
、
同
三
十
日
に
は
正
子
内
親
王
所
生
の
恒
貞
親
王
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が
立
太
子
さ
れ
（
『
続
日
本
後
紀
』
）
、
承
和
九
年(
八
四
二)
承
和
の
変
に
よ
り
廃
太
子
さ
れ
る
ま
で
は
、
名
実
と
も
に
時
の
人
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 
 
こ
れ
ら
入
内
し
た
内
親
王
は
い
ず
れ
も
皇
后
腹
の
高
貴
な
内
親
王
で
あ
り
、
淳
和
後
宮
で
厚
く
遇
さ
れ
て
い
た
の
は
、
淳
和
天
皇
が
皇
后
腹
で
は
な
く
、
平
城
・
嵯
峨
天
皇
の
異
母
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 
 
桓
武
天
皇
は
三
人
の
女
の
内
、
尤
も
、
高
貴
で
、
尤
も
鍾
愛
す
る
平
城
・
嵯
峨
天
皇
同
母
妹
の
高
志
内
親
王
を
、
平
城
・
嵯
峨
天
皇
と
は
生
母
の
異
な
る
夫
人
腹
の
淳
和
天
皇
に
娶
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
兄
弟
に
よ
る
皇
位
継
承
を
意
図
し
た
上
で
、
一
人
正
統
性
の
劣
る
淳
和
天
皇
の
血
筋
を
高
志
内
親
王
の
血
統
を
以
て
正
統
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
同
じ
く
正
子
内
親
王
も
、
仁
明
天
皇
と
同
母
、
皇
后
腹
と
い
う
尊
貴
性
を
担
っ
て
淳
和
天
皇
に
入
内
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
皇
権
を
威
儀
付
け
る
一
助
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。 
 
し
か
し
こ
れ
ら
内
親
王
の
入
内
が
、
淳
和
天
皇
の
皇
権
を
権
威
付
け
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
正
子
内
親
王
の
入
内
が
嵯
峨
上
皇
の
斡
旋
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
平
安
初
期
に
見
ら
れ
る
特
異
な
皇
位
継
承
法
か
ら
言
え
る
。 
  
 
 
４ 
皇
位
継
承
法
と
内
親
王 
 
平
安
初
期
の
皇
位
継
承
に
お
け
る
特
色
は
、
父
子
で
は
な
く
兄
弟
、
あ
る
い
は
伯
父
甥
、
従
兄
弟
間
で
立
太
子
―
即
位
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。 
 
桓
武
天
皇
は
は
じ
め
弟
の
早
良
親
王
を
皇
太
子
と
し
、
次
の
平
城
天
皇
も
ま
た
弟
の
神
野
親
王
［
嵯
峨
］
を
。
嵯
峨
天
皇
も
は
じ
め
は
兄
平
城
上
皇
の
子
で
あ
る
高
岳
親
王
を
立
太
子
し
、
廃
太
子
後
は
弟
の
大
伴
親
王
［
淳
和
］
を
。
淳
和
天
皇
は
嵯
峨
上
皇
の
子
で
あ
る
甥
の
正
良
親
王
［
仁
明
］
を
、
仁
明
天
皇
は
淳
和
上
皇
の
子
で
あ
る
従
弟
の
恒
貞
親
王
を
立
太
子
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
系
図
６
） 
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（系図６）  
 
 
 
 
 
平
城 
 
高
岳
親
王×
 
  
桓
武  
 
 
 
嵯
峨 
 
 
仁
明 
 
 
文
徳 
  
早
良
親
王×
 
 
 
 
 
 
恒
貞
親
王×
 
 
 
 
 
 
淳
和 
 
 
 
 
 
 
 
恒
世
親
王×
 
 
早
良
親
王
、
高
岳
親
王
、
恒
貞
親
王
な
ど
廃
太
子
が
相
次
い
だ
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
皇
位
の
継
承
が
複
雑
化
し
た
の
は
、
薬
子
の
変
に
（
２
６
）
伴
う
平
城
上
皇
と
の
軋
轢
を
経
た
嵯
峨
天
皇
が
、
譲
位
の
一
般
化
に
伴
っ
て
見
出
し
た
新
た
な
皇
位
継
承
法
（
オ
ジ
甥
相
承
）
故
で
あ
る
と
、
瀧
浪
氏
は
述
べ
て
い
る
。
（
２
７
）
即
ち
、
譲
位
制
に
基
づ
く
皇
位
継
承
法
を
円
滑
に
運
用
す
る
た
め
に
、
し
か
る
べ
き
「
次
々
代
の
継
承
者
」
（
次
代
の
天
皇
の
皇
太
子
）
を
も
定
め
る
意
図
で
、
こ
う
し
た
オ
ジ
か
ら
甥
へ
の
皇
位
継
承
法
を
行
い
、
譲
位
に
よ
る
皇
権
の
安
定
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。 
 
従
っ
て
、
嵯
峨
上
皇
が
女
正
子
内
親
王
を
弟
淳
和
天
皇
に
入
内
さ
せ
た
こ
と
は
、
族
内
婚
を
重
視
し
な
か
っ
た
嵯
峨
天
皇
の
方
針
と
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
こ
の
淳
和
系
と
嵯
峨
系
の
二
系
統
が
迭
立
す
る
皇
位
継
承
法
を
構
想
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
両
系
統
の
紐
帯
を
強
固
に
す
る
た
め
に
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 
 
尤
も
内
親
王
の
入
内
は
こ
の
正
子
内
親
王
を
最
後
に
途
絶
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
仁
明
天
皇
や
恒
貞
親
王
に
内
親
王
が
入
内
し
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。 
 
淳
和
上
皇
の
皇
女
が
仁
明
天
皇
に
配
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
春
名
宏
明
氏
は
、
嵯
峨
上
皇
は
淳
和
天
皇
と
の
融
合
に
力
を
尽
く
し
た
が
、
淳
和
天
皇
が
あ
く
ま
で
そ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
（
２
８
）
し
か
し
嵯
峨
上
皇
、
淳
和
天
皇
の
関
係
如
何
に
関
係
な
く
、
そ
も
そ
も
淳
和
天
皇
へ
の
内
親
王
入
内
は
単
発
的
な
紐
帯
の
た
め
の
入
内
で
あ
り
、
桓
武
朝
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
永
続
的
な
族
内
婚
に
よ
る
ミ
ウ
チ
政
策
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
嵯
峨
上
皇
の
意
図
し
た
新
た
な
皇
位
継
承
法
は
、
「
嵯
峨
―
嘉
智
子
」
の
血
統
が
最
も
正
統
な
血
筋
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
孕
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
正
子
内
親
王
を
介
し
て
こ
の
血
筋
を
取
り
入
れ
た
恒
貞
親
王
に
も
、
勿
論
仁
明
天
皇
に
も
、
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も
は
や
内
親
王
を
妃
と
し
て
正
統
性
を
強
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
単
発
的
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
入
内
す
る
内
親
王
の
尊
貴
性
は
よ
り
別
格
の
も
の
と
な
り
、
皇
権
を
威
儀
付
け
得
る
効
力
を
有
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
恒
貞
親
王
の
正
統
性
は
母
正
子
内
親
王
を
介
し
て
付
与
さ
れ
た
。
即
ち
、
正
子
内
親
王
は
嵯
峨
系
―
淳
和
系
両
皇
位
系
統
を
結
ぶ
仲
介
者
と
な
る
た
め
に
入
内
し
た
の
で
あ
る
。 
   
 
 
 
 
第
三
節 
内
親
王
入
内
の
役
割
と
そ
の
意
義 
 
 
 
１ 
内
親
王
入
内
の
役
割 
 
以
上
の
よ
う
に
、
平
安
初
期
に
見
ら
れ
た
内
親
王
の
入
内
は
、
桓
武
天
皇
の
族
内
婚
に
よ
る
ミ
ウ
チ
強
化
の
方
針
と
、
嵯
峨
上
皇
に
よ
る
新
た
な
皇
位
継
承
法
に
お
け
る
二
系
統
の
仲
介
を
理
由
と
し
て
実
現
し
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
特
に
後
者
に
関
し
て
は
、
内
親
王
な
く
し
て
起
こ
り
得
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。 
 
で
は
、
嵯
峨
系
―
淳
和
系
両
系
統
の
仲
介
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
入
内
に
お
い
て
、
内
親
王
が
担
っ
た
役
割
と
そ
の
意
義
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
そ
も
そ
も
飛
鳥
時
代
、
内
親
王
の
入
内
が
立
后
―
国
母
へ
直
結
し
て
い
た
こ
と
を
第
一
章
で
述
べ
た
。
皇
女
は
入
内
す
る
こ
と
で
正
統
な
皇
位
継
承
者
を
生
む
役
割
と
、
天
皇
の
政
務
を
輔
弼
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
役
割
は
奈
良
時
代
に
か
け
て
喪
失
し
た
が
、
し
か
し
皇
統
と
皇
統
を
結
び
つ
け
、
皇
子
に
皇
権
を
も
た
ら
す
こ
と
の
で
き
る
尊
貴
な
身
分
を
有
し
て
い
た
。 
 
正
子
内
親
王
の
入
内
も
、
先
帝
の
内
親
王
が
天
皇
に
入
内
し
て
皇
太
子
を
生
む
と
い
う
形
に
関
し
て
は
、
こ
う
し
た
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旧
例
と
一
致
す
る
。 
 
但
し
、
飛
鳥
時
代
に
は
譲
位
制
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
皇
女
が
天
皇
に
入
内
し
た
時
に
は
既
に
皇
女
の
父
天
皇
や
兄
天
皇
が
崩
じ
て
い
る
の
が
常
で
あ
り
、
妃
と
な
る
皇
女
を
介
し
て
先
帝
と
現
帝
を
結
び
つ
け
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
皇
女
は
、
皇
太
子
と
現
帝
と
い
う
父
子
を
結
び
つ
け
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
系
図
７
） 
 
し
か
し
正
子
内
親
王
の
事
例
で
は
譲
位
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
内
親
王
入
内
時
に
は
父
嵯
峨
上
皇
や
兄
仁
明
天
皇
が
（
２
９
）
ま
だ
生
き
て
い
る
。
よ
っ
て
正
子
内
親
王
の
果
た
し
た
役
割
は
、
こ
う
し
た
父
や
兄
の
外
戚
系
統
と
、
夫
方
に
存
在
す
る
皇
太
子
の
父
系
系
統
と
を
、
先
帝
の
皇
女
と
し
て
の
血
筋
（
母
系
）
に
よ
っ
て
繋
ぐ
こ
と
で
あ
っ
た
。（
系
図
８
） 
 
即
ち
、
同
じ
繋
ぐ
役
割
で
あ
っ
て
も
、
正
子
内
親
王
の
入
内
は
正
統
性
の
付
与
に
留
ま
ら
ず
、
生
存
し
て
い
る
上
皇
と
天
皇
、
上
皇
と
外
孫
（
外
甥
）
と
な
る
皇
太
子
と
を
上
皇
の
血
筋
と
い
う
立
場
か
ら
繋
ぐ
と
い
う
、
新
た
な
皇
位
継
承
法
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
、
新
た
な
役
割
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 
 
で
は
、
母
内
親
王
を
介
す
る
こ
と
で
、
所
生
の
皇
子
が
外
戚
と
な
る
母
方
の
祖
父
上
皇
や
伯
父
天
皇
と
血
縁
的
な
紐
帯
を
結
び
得
た
の
か
。
内
親
王
を
介
す
る
こ
と
で
、
嵯
峨
系
―
淳
和
系
の
両
系
統
が
、
親
密
な
関
係
と
成
り
得
た
の
か
。 
 
こ
れ
は
、
高
志
内
親
王
所
生
の
恒
世
親
王
皇
子
正
道
王
と
、
高
志
内
親
王
の
甥
仁
明
天
皇
と
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
早
い
段
階
か
ら
大
伴
親
王
［
淳
和
］
に
入
侍
し
て
い
た
高
志
内
親
王
は
、
大
同
四
年(
八
〇
九)
に
薨
去
し
て
い
る
。
同
じ
く
恒
世
親
王
も
天
長
三
年(
八
二
六)
に
薨
去
し
て
お
り
、
こ
の
時
所
生
の
正
道
王
は
ま
だ
五
歳
で
あ
っ
た
。 
 
正
道
王
は
、
「
故
中
務
卿
三
品
恒
世
親
王
之
子
、
而
後
太
上
天
皇
之
孫
也
、
後
（系図８）  
 
 
 
 
③
天
皇 
 
 
①
上
皇 
 
 
 
 
 
 
内
親
王 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
皇
太
子 
 
 
 
 
 
 
②
天
皇 
（系図７）  
 
 
①
先
帝 
 
内
親
王 
 
 
 
 
 
 
 
 
皇
太
子 
 
 
 
 
 
 
②
天
皇 
 
 
 
 
 
 
 
 
皇
子 
 
 
 
 
 
○ 
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（系図９）  
 
藤
原
乙
牟
漏 
平
城
天
皇 
 
 
 
 
 
 
仁
明
天
皇 
 
 
 
 
 
 
正
道
王 
 
 
 
 
 
 
 
嵯
峨
天
皇 
 
 
 
 
 
 
正
子
内
親
王 
 
桓
武
天
皇 
 
高
志
内
親
王 
 
 
 
恒
貞
親
王 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
恒
世
親
王 
 
正
道
王 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
淳
和
天
皇 
 
藤
原
旅
子 
太
上
天
皇
殊
鍾
愛
、
令
二
天
皇
為
一
レ
子
、
毎
陪
二
殿
上
一
、
」（
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
四
年(
八
三
七)
八
月
廿
六
日
条
）、「
縁
二
後
太
上
天
皇
之
付
属
一
、
今
帝
亦
鍾
二
寵
愛
一
、
」（
同
承
和
八
年(
八
四
一)
六
月
十
一
日
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
祖
父
淳
和
上
皇
（
後
太
上
天
皇
）
や
祖
母
の
甥
仁
明
天
皇
（
今
帝
）
に
鍾
愛
さ
れ
、
ま
た
仁
明
天
皇
（
天
皇
）
の
子
と
な
り
、
い
つ
も
天
皇
の
傍
に
陪
侍
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
正
道
王
は
父
系
に
当
た
る
淳
和
天
皇
だ
け
で
な
く
、
祖
母
高
志
内
親
王
方
の
親
族
と
な
る
仁
明
天
皇
と
の
間
に
、
鍾
愛
さ
れ
る
だ
け
の
関
わ
り
と
、
養
子
に
な
る
だ
け
の
近
親
意
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
系
図
９
） 
 
こ
れ
は
、
恒
世
親
王
家
が
母
系
家
族
と
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
と
し
て
お
り
、
よ
っ
て
恒
世
親
王
の
異
母
弟
で
あ
る
恒
貞
親
王
も
ま
た
、
嵯
峨
上
皇
、
仁
明
天
皇
と
濃
い
外
戚
関
係
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 
 
即
ち
、
淳
和
皇
子
で
あ
る
恒
貞
親
王
は
淳
和
天
皇
の
皇
統
に
属
し
て
い
る
が
、
外
祖
父
嵯
峨
上
皇
や
外
伯
父
仁
明
天
皇
と
の
近
親
意
識
を
持
ち
得
、
両
系
統
に
密
接
に
関
わ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
恒
貞
親
王
を
両
系
統
の
融
合
し
た
正
統
な
皇
位
継
承
者
と
し
た
母
正
子
内
親
王
が
、
新
た
な
譲
位
制
に
お
い
て
、
上
皇
（
天
皇
）
と
皇
太
子
と
の
関
係
を
築
く
た
め
の
媒
介
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
た
め
に
実
現
し
た
と
言
え
よ
う
。 
 
内
親
王
は
、
二
系
統
が
迭
立
す
る
新
た
な
皇
位
継
承
法
に
お
い
て
、
皇
統
と
皇
統
を
繋
ぎ
、
潤
滑
に
皇
位
を
継
承
す
る
た
め
の
紐
帯
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を
築
く
媒
介
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
  
 
 
２ 
内
親
王
入
内
の
意
義 
 
で
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
内
親
王
の
「
皇
位
の
系
統
と
系
統
を
繋
ぎ
紐
帯
を
図
る
」
と
い
う
役
割
が
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
た
の
か
。
そ
の
意
義
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
た
の
か
。 
 
そ
も
そ
も
こ
の
正
子
内
親
王
の
入
内
は
、
前
の
皇
位
と
次
の
皇
位
を
繋
が
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
、
即
ち
嵯
峨
上
皇
の
企
図
し
た
新
た
な
皇
位
継
承
法
（
オ
ジ
甥
相
承
）
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
承
和
九
年
（
八
四
二
）
に
起
き
た
承
和
の
変
を
期
に
恒
貞
親
王
は
廃
太
子
さ
れ
て
お
り
、
オ
ジ
甥
相
承
は
瓦
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
承
和
の
変
と
は
、
承
和
九
年(
八
四
二)
の
嵯
峨
上
皇
の
崩
御
を
期
と
し
て
起
き
た
、
恒
貞
親
王
廃
太
子
と
仁
明
皇
子
道
康
親
王
［
文
徳
］
立
太
子
を
目
的
と
し
た
政
変
で
あ
る
。 
 
承
和
九
年(
八
四
二)
七
月
十
五
日
、
オ
ジ
甥
相
承
の
提
唱
者
で
あ
る
嵯
峨
上
皇
が
崩
御
す
る
と
、
そ
の
僅
か
二
日
後
の
十
七
日
、
阿
保
親
王
か
ら
嵯
峨
皇
后
橘
嘉
智
子
へ
、
伴
健
岑
・
橘
逸
勢
等
が
恒
貞
親
王
を
奉
じ
て
国
家
を
傾
け
よ
う
と
謀
っ
て
い
る
と
い
う
密
告
が
も
た
ら
さ
れ
た
（
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
七
月
十
七
日
条
）
。
更
に
そ
の
旨
を
伝
奏
さ
れ
た
藤
原
北
家
の
良
房
が
仁
明
天
皇
へ
と
上
奏
し
、
恒
貞
親
王
の
廃
太
子
と
（
同
七
月
廿
四
日
条
）
、
恒
貞
親
王
の
外
戚
に
当
た
る
橘
氏
の
永
名
、
真
直
、
清
蔭
等
が
左
遷
、
並
び
に
良
房
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
式
家
の
愛
発
等
を
は
じ
め
と
す
る
東
宮
関
係
者
二
十
八
名
が
処
断
さ
れ
た
（
同
七
月
廿
六
日
条
）
事
件
で
あ
る
。
通
説
で
は
承
和
の
変
は
、
藤
原
良
房
が
伴
氏
等
旧
豪
族
の
打
倒
を
策
謀
し
て
引
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。 
 
一
方
で
福
井
俊
彦
氏
、
神
谷
正
昌
氏
は
、
恒
貞
派
と
仁
明
派
官
人
の
対
立
が
発
端
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
３
０
） 
 
両
氏
は
淳
和
朝
に
蕃
邸
の
旧
臣
（
天
皇
の
東
宮
時
代
か
ら
そ
の
傍
に
仕
え
て
い
た
者
）
（
３
１
）
が
多
く
登
用
さ
れ
急
速
に
昇
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進
し
て
い
る
の
に
対
し
、
仁
明
朝
の
官
人
が
良
吏
や
嵯
峨
上
皇
の
関
係
者
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
官
吏
登
用
の
傾
向
の
違
い
を
指
摘
し
た
上
で
、
承
和
の
変
は
淳
和
派
の
恒
貞
親
王
が
即
位
す
る
こ
と
で
、
恒
貞
派
の
蕃
邸
の
旧
臣
勢
力
が
拡
大
す
る
可
能
性
を
危
惧
し
た
仁
明
派
官
人
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
だ
と
す
る
。 
 
即
ち
、
藤
原
吉
野
・
近
主
等
藤
原
式
家
勢
力
と
北
家
楓
麻
呂
流
の
貞
守
と
、
女
を
恒
貞
親
王
に
入
侍
さ
せ
て
い
る
愛
発
と
そ
の
子
の
亮
直
、
（
３
２
）
南
家
の
岑
人
・
秋
常
と
い
っ
た
淳
和
―
恒
貞
派
の
官
人
と
、
嵯
峨
皇
女
源
潔
姫
の
降
嫁
を
受
け
る
ほ
ど
の
優
遇
を
さ
れ
て
い
た
藤
原
良
房
を
（
３
３
）
は
じ
め
と
す
る
、
北
家
の
冬
嗣
や
総
継
、
そ
れ
に
南
家
三
守
等
の
嵯
峨
―
仁
明
派
官
人
と
が
対
立
し
た
結
果
起
こ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。 
 
実
際
に
、
承
和
の
変
を
期
に
藤
原
氏
は
他
氏
排
斥
に
成
功
し
、
ま
た
氏
族
内
で
の
抗
争
に
決
着
を
つ
け
、
北
家
が
台
頭
。
外
甥
道
康
親
王
［
文
徳
］
の
立
太
子
と
い
う
外
戚
政
策
に
も
成
功
し
た
こ
と
で
、
藤
原
氏
は
勢
力
の
一
本
化
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
藤
原
北
家
勢
力
の
台
頭
と
外
戚
政
策
の
成
功
が
、
ひ
い
て
は
オ
ジ
甥
相
承
の
瓦
解
へ
と
繋
が
っ
た
。 
 
も
し
も
嵯
峨
上
皇
が
企
図
し
た
ま
ま
に
淳
和
―
仁
明
―
恒
貞
―
文
徳
と
皇
位
が
継
承
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
間
も
な
く
疎
遠
と
な
っ
た
血
縁
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
再
び
内
親
王
の
入
内
が
起
こ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
仁
明
―
文
徳
朝
以
後
、
父
子
直
系
の
皇
位
継
承
法
が
定
着
し
た
こ
と
で
、
系
統
の
違
う
上
皇
と
天
皇
と
を
繋
ぎ
、
傍
流
の
皇
権
を
威
儀
付
け
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
な
内
親
王
の
役
割
は
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
も
内
親
王
は
も
と
よ
り
、
入
内
す
る
こ
と
で
立
后
―
国
母
と
成
り
得
る
存
在
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
末
の
藤
原
氏
の
台
頭
期
、
文
武
天
皇
や
聖
武
天
皇
が
キ
サ
キ
と
し
て
内
親
王
や
女
王
を
娶
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
内
親
王
の
入
内
は
外
戚
政
策
を
狙
う
臣
下
に
と
っ
て
は
幣
害
と
な
る
の
で
あ
る
。 
 
従
っ
て
、
仁
明
朝
以
後
内
親
王
の
入
内
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
即
ち
内
親
王
の
入
内
が
藤
原
氏
に
と
っ
て
脅
威
と
成
り
得
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 
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そ
れ
は
先
の
嵯
峨
系
―
淳
和
系
の
二
系
統
が
迭
立
す
る
状
態
に
お
い
て
、
内
親
王
を
介
す
る
こ
と
で
皇
権
が
譲
渡
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
即
ち
高
志
・
正
子
内
親
王
の
入
内
は
、
共
に
皇
権
の
所
在
に
お
い
て
脅
威
と
成
り
得
る
ほ
ど
の
重
大
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
   
 
 
お
わ
り
に 
 
以
上
、
平
安
初
期
に
お
け
る
内
親
王
入
内
の
役
割
と
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
内
親
王
の
入
内
が
一
貫
し
た
理
由
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
飛
鳥
時
代
以
前
に
見
ら
れ
た
内
親
王
の
入
内
と
も
意
義
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 
 
飛
鳥
時
代
ま
で
の
内
親
王
は
、
恒
常
的
に
天
皇
に
入
内
し
、
立
后
、
国
母
と
な
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
き
た
が
、
奈
良
時
代
に
至
っ
て
藤
原
氏
の
外
戚
政
策
を
期
に
入
内
を
阻
ま
れ
た
こ
と
で
、
入
内
と
い
う
役
割
を
一
時
的
に
喪
失
す
る
。
更
に
藤
原
安
宿
媛
の
立
后
に
よ
り
、
内
親
王
（
皇
親
女
子
）
の
み
が
皇
后
に
立
ち
得
る
と
い
う
原
則
を
も
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。 
 
し
か
し
皇
統
を
継
げ
な
い
女
帝
孝
謙
天
皇
（
称
徳
）
の
即
位
に
よ
り
草
壁
皇
統
は
断
絶
し
、
皇
位
の
父
子
直
系
相
承
、
並
び
に
藤
原
氏
の
外
戚
政
策
も
途
絶
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
井
上
内
親
王
を
妃
と
す
る
光
仁
天
皇
の
即
位
が
実
現
し
、
再
び
内
親
王
は
入
内
し
て
「
皇
統
を
繋
ぐ
」
と
い
う
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
切
っ
掛
け
に
、
淳
和
皇
后
正
子
内
親
王
に
至
る
ま
で
七
名
の
内
親
王
が
入
内
す
る
。 
 
し
か
し
井
上
内
親
王
に
見
ら
れ
た
「
皇
統
を
繋
ぐ
」
役
割
は
、
以
後
の
内
親
王
の
入
内
に
は
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
、
①
先
の
聖
武
皇
統
の
血
を
引
き
、
か
つ
斎
宮
経
験
者
と
い
う
聖
性
を
持
っ
た
皇
女
に
よ
る
皇
統
の
正
統
化
の
た
め
の
入
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内
（
酒
人
・
朝
原
内
親
王
）
、
②
桓
武
天
皇
の
意
図
し
た
ミ
ウ
チ
強
化
の
政
策
と
皇
統
安
泰
の
た
め
の
入
内
（
大
宅
・
高
津
・
高
志
内
親
王
）
と
、
②
嵯
峨
天
皇
の
意
図
し
た
新
た
な
皇
位
継
承
法
に
伴
う
、
皇
位
の
系
統
と
系
統
を
繋
ぐ
た
め
の
入
内
（
正
子
内
親
王
）
と
い
う
理
由
に
依
っ
た
。 
 
特
に
③
に
関
し
て
は
、
飛
鳥
時
代
以
前
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
天
皇
と
皇
太
子
を
繋
ぐ
「
国
母
」
と
な
る
こ
と
に
意
義
を
持
つ
入
内
で
は
な
く
、
上
皇
と
天
皇
と
皇
太
子
と
を
繋
ぎ
、
皇
位
継
承
し
得
る
二
系
統
の
「
紐
帯
の
要
」
と
な
る
こ
と
に
意
義
を
持
っ
て
い
た
。
即
ち
、
平
安
初
期
に
お
け
る
内
親
王
は
、
皇
権
を
譲
渡
す
る
媒
介
で
あ
り
、
皇
権
の
所
在
に
お
い
て
重
大
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
こ
う
し
た
役
割
も
、
嵯
峨
上
皇
の
崩
御
と
承
和
の
変
を
経
て
喪
失
し
、
内
親
王
の
入
内
は
再
び
途
絶
す
る
の
で
あ
る
。 
     
注 
(
1) 
『
令
義
解
』
（
継
嗣
令
「
皇
兄
弟
子
條
」
）
に
よ
る
と
、
「
凡
皇
兄
弟
皇
子
、
皆
爲
二
親
王
一
、
女
帝
子
亦
同
、
以
外
並
爲
二
諸
王
一
、
自
二
親
王
一
五
世
雖
レ
得
二
王
名
一
、
不
レ
在
二
皇
親
之
限
一
、
」
と
あ
り
、
四
世
（
皇
玄
孫
）
以
内
の
皇
族
が
「
皇
親
」
と
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
後
に
五
世
王
と
そ
の
承
嫡
者
も
王
に
含
む
旨
の
改
訂
（
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
三
年
二
月
十
六
日
条
）
に
よ
り
皇
親
枠
が
拡
大
さ
れ
た
が
、
延
暦
十
七
年
桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
再
び
令
規
に
戻
さ
れ
、
四
世
王
以
内
が
皇
親
と
な
っ
た
（
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
七
年
閏
五
月
廿
三
日
条
）
。
以
下
本
論
に
お
い
て
用
い
る
「
皇
親
」
は
こ
 39 
 
の
規
定
と
改
変
に
従
う
。 
(
2) 
以
下
、
本
論
で
は
皇
親
に
含
ま
れ
る
皇
女
（
内
親
王
）
・
女
王
を
総
称
す
る
際
、
こ
れ
を
「
皇
親
女
子
」
と
記
す
。 
(
3) 
栗
原
弘
「
皇
親
女
子
と
臣
下
の
婚
姻
史
―
藤
原
良
房
と
潔
姫
の
結
婚
の
意
義
の
理
解
の
た
め
に
―
」（
『
名
古
屋
文
理
大
学
紀
要
』
二
五
、
二
〇
〇
二
年
）
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず
。 
(
4) 
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
二
年
九
月
十
日
条
、
本
論
第
二
部
第
一
章
に
て
詳
述 
 
 
端
的
に
述
べ
る
と
、
そ
れ
ま
で
皇
親
と
し
か
結
婚
出
来
な
か
っ
た
女
王
の
婚
姻
規
定
を
大
幅
に
緩
和
さ
せ
た
法
令
で
、
大
臣
・
良
家
の
子
孫
は
三
世
女
王
以
下
を
、
藤
原
氏
は
特
別
に
二
世
女
王
以
下
を
娶
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
但
し
こ
の
婚
制
緩
和
の
法
令
に
あ
っ
て
も
、
内
親
王
だ
け
は
臣
下
と
の
結
婚
を
許
さ
れ
ぬ
ま
ま
で
あ
っ
た
。 
(
5) 
今
江
広
道
「
八
世
紀
に
お
け
る
女
王
と
臣
下
と
の
婚
姻
に
関
す
る
覚
書
」
（
『
坂
本
太
郎
博
士
頌
寿
記
念
日
本
史
学
論
集
』
上
巻
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
） 
(
6) 
河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず
。 
(
7) 
石
和
田
京
子
「
古
代
皇
女
の
役
割
と
そ
の
意
義
―
摂
関
期
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
聖
心
女
子
大
学
大
学
院
論
集
』
二
五
、
二
〇
〇
三
年
） 
(
8) 
河
内
氏
は
天
智
～
文
武
朝
の
直
系
相
承
が
伝
統
に
則
っ
た
六
世
紀
以
来
の
直
系
継
承
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
一
方
で
、
し
か
し
な
が
ら
六
世
紀
と
違
い
直
系
継
承
を
補
完
す
る
役
割
が
兄
弟
相
承
で
は
な
く
女
帝
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
時
中
継
ぎ
と
し
て
女
帝
が
用
い
ら
れ
た
理
由
と
し
て
同
氏
は
、
孝
徳
天
皇
の
死
後
、
天
智
天
皇
が
即
位
す
る
ま
で
の
中
継
ぎ
と
な
っ
た
斉
明
朝
に
、
傍
系
と
雖
も
有
力
な
皇
位
継
承
者
で
あ
っ
た
孝
徳
男
有
間
皇
子
が
挙
兵
す
る
と
い
う
不
祥
事
を
起
こ
し
た
こ
と
を
教
訓
と
し
て
、
直
系
の
安
泰
の
た
め
に
男
帝
の
中
継
ぎ
を
忌
避
し
た
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
（
注(
6)
前
掲
書
） 
(
9) 
服
藤
早
苗
『
平
安
王
朝
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
家
・
王
権
・
性
愛
』
（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
） 
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(
10) 
例
え
ば
聖
武
天
皇
は
後
の
光
仁
天
皇
と
ほ
ぼ
同
年
代
で
あ
り
、
前
者
は
七
〇
一
年
所
生
、
後
者
は
七
〇
九
年
の
所
生
で
あ
る
。
光
仁
天
皇
に
は
姉
妹
の
存
在
が
伝
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
複
数
兄
弟
が
い
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
姉
妹
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
で
も
二
世
女
王
が
複
数
存
在
し
た
事
が
言
え
よ
う
。
天
武
系
で
あ
っ
て
も
、
天
武
皇
子
舎
人
親
王
の
晩
年
の
所
生
に
あ
た
る
後
の
淳
仁
天
皇
が
七
三
三
年
の
所
生
で
あ
る
か
ら
、
聖
武
天
皇
に
入
内
し
得
る
姉
な
ど
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
河
内
氏
も
考
慮
し
て
い
る
よ
う
に
、
入
内
す
る
皇
親
女
子
を
一
世
皇
女
に
拘
り
、
故
意
に
親
王
の
女
を
排
除
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
二
世
女
王
で
あ
れ
ば
入
内
し
得
る
者
が
複
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
以
上
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
。
ま
た
氏
は
吉
備
内
親
王
に
つ
い
て
、
長
屋
王
の
妻
と
な
っ
て
い
た
か
ら
文
武
天
皇
の
妻
に
は
な
れ
な
い
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
入
内
の
可
能
性
か
ら
除
外
し
て
い
る
が
、
早
く
か
ら
文
武
天
皇
に
入
内
し
得
る
皇
女
を
欠
く
と
分
か
っ
て
い
て
長
屋
王
に
嫁
す
と
い
う
判
断
を
し
た
こ
と
自
体
に
、
も
は
や
文
武
天
皇
に
皇
女
を
入
内
さ
せ
る
意
図
が
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
無
論
同
じ
く
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
吉
備
内
親
王
の
生
母
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
に
、
文
武
天
皇
の
同
母
妹
で
あ
っ
た
た
め
に
入
内
出
来
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
文
武
天
皇
に
是
が
非
で
も
皇
親
女
子
を
娶
ら
せ
る
こ
と
で
直
系
を
守
ろ
う
と
す
る
意
図
が
微
塵
も
感
じ
さ
せ
ら
れ
な
い
点
に
は
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。 
(
11) 
横
田
健
一
「
安
積
親
王
の
死
と
そ
の
前
後
」
（
『
南
都
仏
教
』
六
、
一
九
五
九
年
）
、
井
上
薫
「
長
屋
王
の
変
と
光
明
立
后
」
（
『
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）
、
岸
俊
男
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
六
六
年
）
、
長
山
泰
孝
「
古
代
貴
族
の
終
焉
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
四
一
、
一
九
八
一
年
）
な
ど 
(
12) 
不
改
常
典
（
改
む
ま
じ
き
常
の
典のり
）
は
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
四
年
の
元
明
天
皇
即
位
の
宣
命
に
初
見
し
、
以
後
元
正
天
皇
か
ら
聖
武
天
皇
へ
、
聖
武
天
皇
か
ら
孝
謙
天
皇
へ
の
譲
位
の
詔
に
も
用
い
ら
れ
、
以
後
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
慣
例
的
に
即
位
詔
中
に
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
は
皇
位
継
承
法
説
と
し
て
直
系
皇
位
継
承
法
説
（
岩
橋
小
弥
太
氏
、
北
山
茂
夫
氏
、
直
木
孝
次
郎
氏
な
ど
）
や
嫡
系
皇
位
継
承
法
説
（
井
上
光
貞
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氏
）
、
譲
位
継
承
法
説
（
倉
住
靖
彦
氏
）
、
皇
太
子
制
説
（
森
田
悌
氏
）
な
ど
が
提
示
さ
れ
、
内
容
認
識
に
は
差
異
が
あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
内
お
よ
そ
定
説
と
な
っ
て
い
る
皇
位
継
承
法
説
を
支
持
し
、
不
改
常
典
が
皇
位
を
父
子
に
よ
り
直
系
相
承
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
た
。
（
岩
橋
小
弥
太
「
天
智
天
皇
の
立
て
給
ひ
し
常
の
典
」(
『
日
本
学
士
院
紀
要
』
九(
一)
、
一
九
五
一
年)
、
直
木
孝
次
郎
「
天
智
天
皇
と
皇
位
継
承
法
」(
『
人
文
研
究
』
六(
九)
、
一
九
五
五
年)
、
北
山
茂
夫
「
壬
申
の
乱
の
論
点
」(
『
日
本
古
代
政
治
史
の
研
究
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年)
、
井
上
光
貞
「
古
代
の
皇
太
子
」(
『
日
本
古
代
国
家
の
研
究
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年)
、
森
田
悌
「
不
改
常
典
に
つ
い
て
」(
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
』
上
巻
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年)
ほ
か
） 
(
13) 
酒
人
内
親
王
は
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
お
い
て
桓
武
天
皇
と
同
母
、
即
ち
高
野
新
笠
の
所
生
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
母
兄
妹
の
結
婚
は
日
本
で
も
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
後
に
桓
武
天
皇
の
妃
と
な
っ
た
酒
人
内
親
王
が
桓
武
天
皇
と
同
母
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
ま
た
一
文
字
昭
子
氏
は
光
仁
天
皇
即
位
に
際
す
る
皇
子
女
の
叙
位
に
お
い
て
、
酒
人
内
親
王
が
抜
き
ん
で
て
三
品
を
授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
『
日
本
後
紀
』
逸
文
に
「
母
贈
吉
野
皇
后
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
『
続
日
本
紀
』
に
桓
武
天
皇
の
母
で
あ
る
高
野
新
笠
の
子
と
し
て
名
前
が
出
て
い
な
い
こ
と
の
三
つ
を
理
由
に
、
酒
人
内
親
王
の
生
母
は
井
上
内
親
王
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
本
論
で
も
酒
人
内
親
王
は
井
上
内
親
王
の
所
生
と
見
做
し
た
。
（
一
文
字
昭
子
「
酒
人
内
親
王
」
（
後
藤
祥
子
編
『
王
朝
文
学
と
斎
宮
・
斎
院
』
所
収
、
竹
林
舎
、
二
〇
〇
九
年
）
） 
(
14) 
こ
れ
は
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
綏
子
内
親
王
の
項
よ
り
、
光
孝
皇
女
に
し
て
宇
多
天
皇
同
母
妹
で
あ
る
綏
子
内
親
王
が
陽
成
上
皇
に
入
侍
し
た
例
で
あ
る
が
、
『
一
代
要
記
』
に
は
同
母
姉
簡
子
内
親
王
の
項
に
「
配
二
陽
成
院
一
、
号
二
釣
殿
宮
一
、
」
と
割
書
き
す
る
。
し
か
し
品
位
、
「
釣
殿
宮
」
の
号
な
ど
か
ら
、
本
論
で
は
陽
成
上
皇
の
妃
と
な
っ
た
の
は
綏
子
内
親
王
の
方
で
あ
る
と
見
做
し
、
こ
れ
を
採
用
し
た
。 
(
15) 
冷
泉
天
皇
に
入
内
し
た
昌
子
内
親
王
は
藤
原
氏
を
外
戚
に
持
つ
父
朱
雀
天
皇
を
早
く
に
亡
く
し
、
同
じ
く
早
く
に
父
を
亡
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く
し
た
母
煕
子
女
王
同
様
、
藤
原
氏
に
養
育
さ
れ
て
い
た
皇
女
で
あ
る
。
円
融
天
皇
に
入
内
し
た
尊
子
内
親
王
は
冷
泉
天
皇
を
父
、
藤
原
懐
子
を
母
と
し
て
お
り
、
同
じ
く
藤
原
氏
の
後
見
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
後
朱
雀
天
皇
に
入
内
し
た
禎
子
内
親
王
は
、
後
に
後
三
条
天
皇
と
な
る
皇
子
を
産
み
、
院
政
期
へ
の
橋
掛
り
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
や
は
り
母
は
藤
原
妍
子
で
あ
り
、
入
内
当
初
は
藤
原
頼
通
の
後
見
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
後
冷
泉
天
皇
に
入
内
し
た
章
子
内
親
王
、
後
三
条
天
皇
へ
入
内
し
た
馨
子
内
親
王
は
い
ず
れ
も
藤
原
威
子
を
母
と
し
、
堀
河
天
皇
に
入
内
し
た
篤
子
内
親
王
も
藤
原
茂
子
を
母
と
し
て
い
る
。
加
え
て
後
三
条
天
皇
を
除
く
以
上
の
天
皇
は
い
ず
れ
も
藤
原
氏
を
生
母
と
し
て
お
り
、
藤
原
氏
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
言
え
、
即
ち
純
粋
な
「
皇
親
」
と
し
て
の
入
内
で
は
な
く
、
半
ば
藤
原
氏
と
同
族
化
し
た
内
親
王
の
、
藤
原
氏
を
後
見
と
し
た
入
内
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。 
(
16) 
瀧
浪
貞
子
『
日
本
古
代
宮
廷
社
会
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
） 
(
17) 
一
文
字
昭
子
「
酒
人
内
親
王
」
（
後
藤
祥
子
編
『
王
朝
文
学
と
斎
宮
・
斎
院
』
所
収
、
竹
林
舎
、
二
〇
〇
九
年
） 
(
18) 
な
お
瀧
浪
貞
子
氏
は
、
そ
も
そ
も
井
上
内
親
王
の
生
母
県
犬
養
広
刀
自
が
聖
武
天
皇
に
入
内
し
得
た
点
に
つ
い
て
も
、
藤
原
氏
が
企
図
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
、
藤
原
安
宿
媛
が
「
皇
太
子
を
生
む
た
め
の
キ
サ
キ
」
と
し
て
入
内
し
た
の
に
対
し
、
広
刀
自
に
は
「
斎
王
を
生
む
た
め
の
キ
サ
キ
」
と
し
て
の
役
割
が
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
広
刀
自
の
出
身
氏
族
で
あ
る
県
犬
養
氏
と
い
う
の
が
、
伊
勢
の
旧
族
の
流
れ
を
汲
ん
で
お
り
、
伊
勢
と
関
係
の
深
い
氏
族
で
あ
っ
た
こ
と
、
並
び
に
藤
原
氏
待
望
の
外
戚
で
あ
る
聖
武
天
皇
の
後
見
を
強
固
と
す
る
た
め
、
聖
武
天
皇
が
未
だ
皇
太
子
で
あ
っ
た
元
正
朝
に
も
関
わ
ら
ず
、
井
上
内
親
王
が
皇
太
子
の
斎
宮
と
し
て
違
例
の
卜
定
を
さ
れ
て
い
る
点
（
『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年
九
月
十
一
日
条
）
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
更
に
こ
れ
は
聖
武
天
皇
即
位
を
斎
宮
を
以
て
正
統
化
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
安
宿
媛
を
通
じ
て
太
政
官
を
、
広
刀
自
を
通
じ
て
神
祇
官
を
掌
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
述
べ
て
い
る
（
瀧
浪
貞
子
「
伊
勢
斎
王
制
の
創
始
」
（
後
藤
祥
子
編
『
王
朝
文
学
と
斎
宮
・
斎
院
』
所
収
、
竹
林
舎
、
二
〇
〇
九
年
）
）
。 
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こ
の
論
に
則
る
な
ら
ば
、
次
い
で
酒
人
内
親
王
、
朝
原
内
親
王
が
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
、
母
同
様
皇
太
子
に
入
侍
し
た
の
も
、
未
だ
藤
原
氏
に
よ
る
「
県
犬
養
系
内
親
王
に
よ
る
神
祇
官
の
掌
握
」
が
継
続
し
て
思
考
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
「
内
親
王
の
入
内
」
と
い
う
も
の
の
、
そ
こ
に
は
聖
武
系
皇
統
を
取
り
込
み
た
い
天
皇
側
の
意
図
と
共
に
、
藤
原
氏
の
意
図
と
い
う
も
の
も
同
時
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
高
か
ろ
う
。 
(
19) 
野
村
忠
夫
氏
は
、
桓
武
朝
後
半
の
藤
原
氏
の
勢
力
衰
退
は
、
参
議
に
起
用
す
べ
き
一
定
の
年
齢
と
還
暦
に
達
し
た
藤
原
氏
子
息
の
不
足
が
原
因
で
あ
る
と
し
（
「
桓
武
朝
後
半
二
の
一
・
二
の
問
題
―
延
暦
十
四
年
十
月
八
日
格
を
中
心
に
―
」（
『
古
代
学
』
一
〇
、
一
九
六
二
年
）
）
、
佐
藤
宗
諄
氏
も
ま
た
藤
原
氏
勢
力
衰
退
の
原
因
を
、
七
四
〇
～
五
〇
年
代
の
出
生
者
の
少
な
さ
ゆ
え
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
「
藤
原
胤
継
暗
殺
事
件
以
後
―
桓
武
朝
に
お
け
る
官
人
構
成
の
基
礎
的
考
察
―
」（
『
滋
賀
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
一
九
、
一
九
六
九
年
）
）
。
従
っ
て
入
内
し
得
る
女
、
そ
れ
を
後
見
で
き
る
だ
け
の
人
材
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
人
的
資
源
の
不
足
が
、
桓
武
天
皇
の
専
制
王
権
の
確
立
を
許
し
た
一
因
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。 
(
20) 
高
田
淳
「
桓
武
朝
後
半
期
の
親
王
任
官
に
つ
い
て
」
（
『
國
史
學
』
一
二
一
、
一
九
八
三
年
）
、
宮
永
廣
美
「
桓
武
天
皇
と
外
戚
―
渡
来
系
氏
族
優
遇
説
の
再
検
討
―
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
五
二
、
二
〇
〇
四
年
） 
(
21) 
氷
上
川
継
は
天
武
皇
孫
塩
焼
王
の
子
で
、
聖
武
皇
女
不
破
内
親
王
を
母
と
し
て
い
た
。
延
暦
元
年
閏
正
月
、
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
、
母
共
々
配
流
と
な
っ
た
が
、
同
二
十
四
年
、
許
さ
れ
て
帰
京
し
た
。
（
『
続
日
本
紀
』
延
暦
元
年
閏
正
月
一
日
～
十
九
日
条
） 
(
22) 
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
二
年
九
月
十
日
条 
 
 
詔
曰
、
云
々
、
見
任
大
臣
良
家
子
孫
、
許
レ
娶
二
三
世
已
下
一
、
但
藤
原
氏
者
、
累
代
相
承
、
摂
レ
政
不
レ
絶
、
以
レ
此
論
レ
之
、
不
レ
可
二
同
等
一
、
殊
可
レ
聽
レ
娶
二
二
世
已
下
一
者
、
云
々
、 
（
本
論
第
二
部
第
一
章
に
て
詳
述
） 
(
23) 
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
年
正
月
十
一
日
条 
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親
王
清
爽
変
易
、
清
狂
不
レ
慧
、
心
不
レ
能
レ
審
二
特
質
之
地
一
、 
(
24) 
中
林
隆
之
「
嵯
峨
王
権
論
―
婚
姻
政
策
と
橘
嘉
智
子
の
立
后
を
手
が
か
り
に
―
」（
『
市
大
日
本
史
』
一
〇
、
二
〇
〇
七
年
） 
(
25) 
嘉
智
子
の
立
后
が
嵯
峨
天
皇
即
位
か
ら
六
年
も
た
っ
た
弘
仁
六
年
七
月
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
で
き
る
。
そ
の
前
月
に
高
津
内
親
王
所
生
の
嵯
峨
第
一
皇
女
業
子
内
親
王
が
薨
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
業
子
内
親
王
は
弟
業
良
親
王
の
精
神
的
不
安
を
払
拭
す
る
だ
け
の
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
故
に
高
津
内
親
王
の
廃
妃
も
、
と
も
す
れ
ば
業
子
内
親
王
の
死
後
、
嘉
智
子
立
后
と
多
治
比
高
子
立
妃
ま
で
の
期
間
に
起
こ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
高
津
内
親
王
は
業
子
内
親
王
生
存
中
、
相
応
の
存
在
感
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
か
。 
(
26) 
薬
子
の
変
は
、
弘
仁
元
年
平
城
上
皇
が
寵
愛
す
る
藤
原
薬
子
や
そ
の
兄
仲
成
と
共
に
平
城
京
還
都
と
復
権
を
目
論
ん
だ
事
件
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
嵯
峨
天
皇
は
、
上
皇
が
天
皇
の
皇
権
を
犯
さ
ぬ
よ
う
、
上
皇
の
居
所
を
大
内
裏
外
に
置
く
な
ど
、
譲
位
制
に
関
す
る
政
策
の
構
想
を
持
っ
た
。 
(
27) 
瀧
浪
貞
子
「
女
御
・
中
宮
・
女
院
―
後
宮
の
再
編
成
」
（
『
論
集
平
安
文
学
』
三
、
一
九
九
五
年
） 
(
28) 
春
名
宏
明
「
平
安
時
代
の
后
位
」
（
『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
四
、
二
〇
〇
〇
年
） 
(
29) 
仁
明
天
皇
と
正
子
内
親
王
は
双
生
児
と
思
わ
れ
る
た
め
、
仁
明
天
皇
が
兄
で
あ
っ
た
か
弟
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
便
宜
上
本
論
で
は
兄
と
記
し
た
。 
(
30) 
福
井
俊
彦
「
承
和
の
変
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
六
〇
、
一
九
七
〇
年
）
、
神
谷
正
昌
「
承
和
の
変
と
応
天
門
の
変
―
平
安
初
期
の
王
権
形
成
―
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一
一
一(
一
一)
、
二
〇
〇
二
年
） 
(
31) 
「
蕃
邸
の
旧
臣
」
の
語
は
『
公
卿
補
任
』
（
弘
仁
十
四
年
、
藤
原
三
守
項
）
の
「
（
前
略
）
十
一
廿
正
三
位
、
廿
二
日
重
上
表
辭
職
不
許
、
今
年
四
月
後
太
上
皇
（
嵯
峨
）
擇
重
巖
嶺
之
上
、
凝
慮
姑
射
之
浪
、
乃
錙
銖
万
乘
、
閑
居
一
院
、
納
言
以
蕃
邸
之
舊
臣
、
又
貪
煙
霞
之
幽
賞
、
固
辭
武
官
、
解
劔
殿
上
、
（
後
略
）
」
に
依
る
。 
(
32) 
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
七
月
廿
六
日
条
に
は
（
春
宮
）
大
進
・
藤
原
高
直
と
あ
る
が
、
高
直
と
い
う
人
物
は
『
尊
卑
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文
脈
』
に
も
見
ら
れ
ず
、
出
生
が
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
高
」
と
「
亮
」
が
間
違
え
や
す
い
字
で
あ
る
こ
と
、
駿
河
守
と
い
う
経
歴
の
重
複
等
か
ら
、
高
直
は
愛
発
の
子
で
あ
る
亮
直
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
す
る
福
井
氏
の
指
摘
に
則
る
。 
(
33) 
栗
原
氏
注(
3) 
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。
な
お
潔
姫
は
賜
姓
し
臣
下
と
な
っ
て
い
る
た
め
「
降
嫁
」
と
い
う
語
は
不
適
切
で
あ
る
が
、
便
宜
上
本
論
で
は
「
降
嫁
」
と
記
し
た
。 
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 天皇
（皇子）
名前 位 父 母 所生の皇子女 備考 享年
蘇我倉山田
遠智娘
嬪
蘇我倉山田
石川麻呂
持統天皇・建弭皇子・大田皇女
蘇我倉山田
姪娘
嬪
蘇我倉山田
石川麻呂
元明天皇・御名部皇女
宅子娘 大友皇子
伊良都賣 施基皇子
阿倍橘娘 嬪 阿倍倉橋麿 飛香皇子・新田部皇女
蘇我常陸娘 嬪 蘇我赤兄 山辺皇女
忍海造色夫
古娘
宮人 忍海造小龍 川島皇子・大江皇女・泉皇女
栗隈首黒姫 宮人 栗隈首徳万 水主皇女
持統天皇 天智天皇
蘇我倉山田
遠智娘
草壁皇子
大田皇女 妃 天智天皇
蘇我倉山田
姪娘
大来皇女・大津皇子
新田部皇女 天智天皇 阿倍橘娘 舎人親王
藤原氷上媛 夫人 藤原鎌足 但馬皇女
大江皇女 天智天皇
忍海造色夫
古娘
弓削皇子・長親王
藤原五百重
媛
藤原鎌足 新田部親王
蘇我大蕤媛 夫人 蘇我赤兄 穂積親王・多紀皇女・田形皇女
尼子媛 胸形君徳善 高市皇子
宍人臣椒媛 宮人 宍人臣大麿 刑部皇子・磯城皇子・詫基皇女
藤原宮子 夫人 藤原不比等 聖武天皇
石川刀自娘 嬪 広成皇子・広世皇子
紀竈門娘 嬪
藤原安宿媛 皇后 藤原不比等
県犬養三千
代
基王・孝謙(称徳)天皇
県犬養広刀
自
夫人 県犬養唐 安積親王・不和内親王・井上内親王
藤原某媛 夫人
藤原武知麻
呂
竹野女王(?)
藤原某媛 夫人 藤原房前 牟漏女王
橘古那可智 夫人 橘佐為
粟田緒姉
某女 安倍内親王
施基皇子 紀橡媛 紀諸人 光仁天皇
井上内親王 皇后 聖武天皇
県犬養広刀
自
他戸親王・酒人内親王 廃后
高野新笠 夫人 高野乙継 桓武天皇・早良親王・能登内親王
藤原曹子 夫人 藤原永手
藤原良継女
か
紀宮子 夫人 紀稲手
藤原産子 藤原百川か 69
尾張女王 湯原親王 薭田親王
県主島姫 県主毛人 弥努麿内親王
県犬養男耳 広根諸勝
藤原乙牟漏 皇后 藤原良継 阿倍古美奈 平城天皇・嵯峨天皇・高志内親王 贈皇太后 31
酒人内親王 妃 光仁天皇 井上内親王 朝原内親王 76
藤原旅子 夫人 藤原百川か 藤原緒姉 淳和天皇 贈妃、贈皇太后
藤原吉子 夫人 藤原是公 橘麻通我か 伊予親王
多治比真宗 夫人 多治比長野
葛原親王・佐味親王・賀陽親王・大野
親王・因幡内親王・安濃内親王
55
藤原小屎 夫人 藤原鷲取 藤原人数 万多親王
紀乙魚 女御
百済王教法 女御 百済王俊哲
　　皇妃一覧
桓武天皇
天智天皇
天武天皇
文武天皇
聖武天皇
淳仁天皇
光仁天皇
破  
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橘常子 女御 橘島田麻呂 大宅内親王 30
藤原仲子 女御 藤原家依
橘御井子 女御 橘入居 賀楽内親王・菅原内親王
橘田村子 女御 橘入居 池上内親王 後に藤原良縄室
藤原正子 女御 藤原清成 種継の姉妹
坂上春子
坂上田村麻
呂
葛井親王・春日内親王
坂上全子
坂上苅田麻
呂
高津内親王 春子の叔母
紀若子 紀船守 明日香内親王
藤原上子
藤原小豆麻
呂
滋野内親王
藤原河子 藤原大継
仲野親王・安勅内親王・大井内親王・
紀伊内親王・善原内親王
百済王教仁 百済王武鏡 大田親王
河上好 錦部連春人 坂本親王
藤原東子 藤原種継 甘南備内親王
藤原平子 藤原乙叡 伊都(豆)内親王 生母南子は誤り
中臣豊子 中臣大魚 伊勢内親王
百済王貞香 百済王教徳 駿河内親王
田治比豊継 女嬬 長岡岡成
百済永継 女嬬
飛鳥部奈止
麻呂
良岑安世 初め内麻呂妾
因幡国造浄
成女
采女
因幡国造清
成
藤原帯子 東宮妃 藤原百川 皇后追贈
藤原某女 東宮妃 藤原縄主 藤原薬子
朝原内親王 妃 桓武天皇 酒人内親王 後に妃を辞す 39
大宅内親王 妃 桓武天皇 橘常子 後に妃を辞す
藤原薬子 尚侍 藤原種継 初め縄主の妻
伊勢継子 宮人 伊勢老人
高岳・巨勢親王・上毛野内親王・石上
内親王・大原内親王
41
葛井藤子
(番永藤姫)
葛井道依 阿保親王
父は桑田良藤継
道とも
紀魚員 紀木津魚 叡努内親王
紀某女 紀兼貞
橘嘉智子 皇后 橘清友 田口某女
仁明天皇・正子内親王・秀良親王・秀
子内親王・俊子内親王・繁子内親王・
芳子内親王
65
高津内親王 妃 桓武天皇 坂上全子 業良親王・業子内親王 後に廃妃
多治比高子 妃 多治比氏守 39
藤原緒夏 夫人 藤原内麻呂
大原清子 女御 大原家継 仁子内親王
百済王貴命 女御 百済王俊哲 基良親王・忠良親王・基子内親王
高階河子 高階浄階 宗子内親王
交野女王 宮人 山口王 有智子内親王
文屋文子
文屋久我麻
呂
純子内親王・斉子内親王
秋篠京子 更衣 秋篠安人 源清
山田近子 更衣 源啓・源蜜姫
飯高宅刀自 更衣 源常・源明
百済王慶命 尚侍 百済王教俊 源定・源鎮・源善姫
笠継子 源生
大原全子 源融・源勤・源盈姫
橘春子
菅原閑子 掌侍
大中臣岑子 後に藤有統妾
布勢武蔵子 源貞姫・源端姫
広井某女 広井弟名 源信
嵯峨天皇
平城天皇
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安倍某女 安倍楊津 源寛
田中某女 源澄
粟田某女 源安
惟良某女 源勝
長岡某女 長岡岡成 源賢 父は桓武皇子
当麻某女 女嬬 当麻治田麻呂 源潔姫・源全姫
紀某女 源更姫
内蔵影子 源神姫・源容姫・源吾姫
甘奈備某女 源声姫
高志内親王 東宮妃 桓武天皇 藤原乙牟漏
常世親王・氏子内親王・有子内親王・
貞子内親王
贈皇后 31
正子内親王 皇后 嵯峨天皇 橘嘉智子 恒貞親王・恒統親王・基貞親王 71
橘氏子 女御 橘永名
永原原姫 女御
緒継女王 尚蔵 61
藤原潔子 更衣 藤原長岡
大中臣安子 大中臣淵魚 良貞親王
大野鷹子 大野真雄 寛子内親王
橘船子 橘浄野 崇子内親王 嘉智子従姉妹
多治池子 多治門成 同子内親王
清原春子 清原夏野 葛井庭子か 明子内親王
某女 統忠子
藤原順子 女御 藤原冬嗣 藤原美都子 文徳天皇 太皇太后 64
藤原沢子 女御 藤原総継 藤原数子
宗康親王・光孝天皇・人康親王・新子
内親王
後に贈皇太后
滋野縄子 女御 滋野貞主 本康親王・時子内親王・柔子内親王
藤原貞子 女御 藤原三守 成康親王・親子内親王・平子内親王
藤原息子 女御
紀種子 更衣 紀名虎 常康親王・真子内親王
藤原賀登子 更衣か
藤原福当麻
呂
国康親王
小野吉子 更衣か 小野瀧雄
三国某女 更衣 貞朝臣登
藤原小童子 藤原道長 重子内親王
高宗女王 岡屋王 久子内親王 父は三世王
百済王永慶 女嬬 高子内親王 慶命の妹
山口某女 源覚
某女 源効・源冷・源多・源光 同母か否か不明
仁明天皇
淳和天皇
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第
二
章 
賀
茂
斎
院
制
の
確
立 
 
 
 
 
 
は
じ
め
に 
 
こ
の
よ
う
に
し
て
承
和
九
年(
八
四
二)
の
承
和
の
変
に
よ
り
変
則
的
な
皇
位
継
承
法
（
オ
ジ
甥
相
承
）
（
１
）
が
瓦
解
す
る
と
、
仁
明
天
皇
か
ら
、
藤
原
氏
外
甥
文
徳
天
皇
、
同
外
孫
清
和
天
皇
、
同
外
甥
陽
成
天
皇
へ
と
父
子
直
系
相
承
が
定
着
す
る
。
同
じ
く
こ
れ
に
よ
っ
て
、
入
内
す
る
こ
と
で
臣
下
の
女
が
到
達
し
得
な
い
妃
と
な
り
、
ま
た
優
先
的
に
皇
后
と
成
り
得
る
内
親
王
の
入
内
を
も
阻
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
オ
ジ
甥
相
承
と
い
う
複
雑
な
皇
位
継
承
法
に
あ
っ
て
、
入
内
す
る
こ
と
に
よ
り
嵯
峨
系
皇
統
と
淳
和
系
皇
統
と
を
結
び
、
皇
権
の
譲
渡
の
媒
介
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
内
親
王
は
、
オ
ジ
甥
相
承
の
瓦
解
と
共
に
入
内
と
い
う
役
割
を
失
う
ど
こ
ろ
か
、
拒
ま
れ
す
ら
し
た
の
で
あ
る
。 
 
で
は
入
内
と
い
う
役
割
を
失
っ
た
内
親
王
が
、
何
の
意
義
も
担
わ
な
い
存
在
と
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
入
内
と
い
う
役
割
を
喪
失
す
る
過
程
に
前
後
し
て
即
位
儀
礼
化
し
た
賀
茂
斎
院
制
で
あ
る
。 
 
賀
茂
斎
院
と
は
、
『
延
喜
式
』
（
神
祇
・
斎
院
司
式
）
に
「
凡
天
皇
卽
レ
位
、
定
二
賀
茂
大
神
齋
王
一
、
仍
簡
二
内
親
王
未
嫁
者
一
卜
レ
之
、
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
即
位
と
同
時
に
卜
定
さ
れ
、
賀
茂
大
神
に
仕
え
た
未
婚
の
内
親
王
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
勢
神
宮
に
も
同
じ
く
斎
宮
が
奉
仕
し
て
い
る
が
、
賀
茂
斎
院
は
伊
勢
斎
宮
よ
り
遅
れ
て
平
安
初
期
、
嵯
峨
朝
(
八
〇
九
～
八
二
三)
の
頃
に
始
ま
り
、
斎
宮
同
様
に
即
位
儀
礼
の
一
環
（
以
下
、
こ
れ
を
即
位
儀
礼
化
と
表
記
す
る
）
と
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
内
親
王
入
内
が
途
絶
し
た
仁
明
朝(
八
三
三
～
八
五
〇)
に
至
っ
て
か
ら
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
賀
茂
斎
院
制
の
成
立
過
程
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
内
親
王
の
存
在
形
態
の
変
化
と
仁
明
朝
以
後
の
内
親
王
の
役
割
を
明
ら
か
と
す
る
上
で
も
非
常
に
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 
 51 
 
 
し
か
し
こ
う
し
た
斎
院
制
に
関
す
る
研
究
は
、
平
安
中
期
以
降
の
斎
院
と
な
っ
た
内
親
王
に
よ
る
作
詩
や
和
歌
会
と
い
っ
た
国
文
学
的
研
究
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
史
学
領
域
に
お
け
る
研
究
は
殆
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
但
し
少
な
い
な
が
ら
も
そ
の
創
始
に
関
し
て
は
、
亀
井
日
出
男
、
彦
由
三
枝
子
両
氏
の
非
常
に
優
れ
た
論
考
が
存
在
し
、
い
ず
れ
も
賀
茂
社
と
帰
化
系
氏
族
と
の
関
係
性
に
着
目
し
て
斎
院
制
の
創
始
と
本
質
に
つ
い
て
の
検
討
を
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）
そ
の
た
め
本
章
に
お
い
て
も
両
氏
の
見
解
を
適
宜
参
照
、
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 
 
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
お
け
る
見
解
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
章
で
は
斎
院
の
創
始
の
中
で
も
、
嵯
峨
～
仁
明
朝(
八
〇
九
～
八
五
〇)
に
整
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
「
制
度
的
な
確
立
」
の
背
景
と
そ
の
意
義
を
考
察
し
、
斎
院
制
が
内
親
王
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
と
す
る
。 
 
な
お
主
題
に
入
る
前
に
、
第
一
節
と
し
て
、
何
故
斎
院
が
賀
茂
社
に
置
か
れ
た
の
か
と
い
う
起
源
と
経
緯
、
並
び
に
斎
院
が
置
か
れ
た
原
因
と
、
制
度
化
の
時
期
に
関
す
る
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。 
   
 
 
 
 
第
一
節 
賀
茂
社
と
賀
茂
斎
院
制 
 
 
 
１ 
賀
茂
社
と
朝
廷 
 
賀
茂
社
と
は
現
在
の
京
都
市
北
区
並
び
に
左
京
区
に
鎮
座
す
る
賀
茂
別
雷
神
社
（
上
社
）
と
賀
茂
御
祖
神
社
（
下
社
）
の
総
称
で
あ
る
。
上
下
社
に
分
立
し
た
の
は
八
世
紀
後
半
の
こ
と
だ
が
、
分
立
以
後
も
朝
廷
か
ら
は
上
下
二
社
が
一
体
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。 
 
そ
の
縁
起
は
『
秦
氏
本
系
帳
』
等
に
見
ら
れ
、
賀
茂
上
下
社
壇
が
賀
茂
地
方
に
先
住
す
る
賀
茂
氏
と
帰
化
系
侵
寇
氏
族
で
あ
る
秦
氏
と
の
合
体
祭
祀
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
日
で
は
葵
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祭
と
呼
ば
れ
る
賀
茂
祭
の
起
源
も
、
同
史
料
に
よ
る
と
欽
明
朝(
五
三
九
～
五
七
一)
頃
に
あ
る
よ
う
で
、
即
ち
そ
れ
は
秦
氏
が
天
皇
に
近
侍
し
、
多
大
な
政
治
経
済
的
役
割
を
担
っ
た
時
代
と
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
賀
茂
社
は
秦
氏
等
帰
化
系
氏
族
と
非
常
に
関
係
の
深
い
神
社
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
賀
茂
社
と
朝
廷
と
の
関
わ
り
を
八
世
紀
頃
か
ら
追
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
『
続
日
本
紀
』
に
「
禁
二
山
背
国
賀
茂
社
祭
日
會
レ
衆
騎
射
一
、
」
（
文
武
二
年(
六
九
八)
三
月
廿
一
日
条
）
、
「
禁
下
祭
二
賀
茂
神
一
日
、
徒
衆
會
集
、
執
レ
仗
騎
射
上
、
唯
當
國
之
人
不
レ
在
二
禁
限
一
、
」（
大
宝
二
年(
七
〇
二)
四
月
三
日
条
）
と
あ
り
、
賀
茂
祭
に
山
城
国
以
（
３
）
外
の
衆
徒
ま
で
も
が
会
集
し
、
兵
仗
を
取
っ
て
騎
馬
し
て
弓
を
射
る
と
い
う
、
一
国
の
枠
を
も
超
え
た
大
規
模
な
軍
事
的
性
格
を
有
し
た
祭
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
並
び
に
朝
廷
が
そ
れ
を
度
々
禁
じ
る
ほ
ど
に
意
識
、
警
戒
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
く
和
銅
四
年(
七
一
一)
四
月
廿
日
条
で
は
、
禁
令
が
効
果
を
為
さ
な
か
っ
た
の
か
、
「
詔
、
賀
茂
神
祭
日
、
自
レ
今
以
後
、
國
司
每
年
親
臨
撿
察
焉
、
」
と
し
て
国
司
に
祭
を
検
察
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
。 
 
し
か
し
こ
の
関
係
は
天
平
の
頃
か
ら
変
化
し
は
じ
め
、
天
平
十
年
（
七
三
八
）
四
月
二
十
二
日
に
は
「
勑
、
此
年
以
來
、
祭
二
賀
茂
神
一
之
日
、
會
二
集
人
馬
一
、
悉
皆
禁
断
、
自
レ
今
以
後
、
任
レ
意
聽
レ
祭
、
但
祭
礼
之
庭
勿
レ
令
二
鬪
亂
一
、
」（
『
類
聚
三
代
格
』
）
と
し
て
祭
が
公
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
に
は
聖
武
天
皇
の
不
予
に
際
し
、
そ
の
回
復
を
祈
願
し
て
「
奉
レ
幣
祈
二
賀
茂
松
尾
等
神
社
一
、
」（
『
続
日
本
紀
』
九
月
十
九
日
条
）
と
、
病
気
平
癒
祈
願
の
奉
幣
対
象
に
も
な
っ
た
。 
 
更
に
、
山
城
国
へ
遷
都
を
行
っ
た
桓
武
朝(
七
八
一
～
八
〇
六)
に
は
賀
茂
社
関
係
記
事
も
増
加
し
て
お
り
、
対
応
に
も
一
層
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。 
 
桓
武
天
皇
は
、
ま
ず
天
応
元
年
（
七
八
一
）
四
月
十
五
日
に
即
位
す
る
と
、
五
日
後
に
「
令
下
二
賀
茂
神
社
二
社
禰
宜
祝
等
一
始
把
笏
上
、
」
（
『
続
日
本
紀
』
四
月
廿
日
条
）
と
し
て
賀
茂
社
の
禰
宜
・
祝
等
に
把
笏
を
許
し
て
い
る
。
把
笏
と
は
所
謂
官
吏
に
対
す
る
特
典
で
あ
り
、
熊
谷
保
孝
氏
は
、
禰
宜
・
祝
に
対
す
る
把
笏
の
例
と
し
て
は
こ
の
賀
茂
社
の
例
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が
最
も
早
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
４
）
即
ち
、
桓
武
天
皇
は
即
位
直
後
か
ら
既
に
山
城
国
遷
都
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
そ
の
上
で
賀
茂
社
に
注
目
、
禰
宜
・
祝
等
の
官
吏
化
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
延
暦
三
年(
七
八
四)
六
月
十
日
、
長
岡
京
の
造
営
を
開
始
す
る
と
、
間
も
な
く
紀
船
守
を
賀
茂
大
神
社
に
遣
わ
し
長
岡
京
遷
都
を
報
告
（
『
続
日
本
紀
』
同
年
六
月
十
三
日
条
）
。
同
年
十
一
月
十
一
日
に
遷
都
す
る
と
、
同
じ
く
紀
船
守
を
遣
わ
し
賀
茂
上
下
二
社
に
従
二
位
、
大
中
臣
諸
魚
を
遣
わ
し
松
尾
乙
訓
二
神
に
従
五
位
下
を
授
け
た
（
同
十
一
月
廿
日
条
）
。
平
安
初
期
に
お
け
る
神
階
奉
叙
は
非
常
に
稀
な
こ
と
で
あ
り
、
宇
佐
八
幡
の
一
品
、
比
売
神
の
二
品
と
い
う
異
例
を
除
く
と
、
鹿
島
・
住
吉
両
社
の
正
三
位
、
気
比
・
気
多
両
社
の
従
三
位
が
最
高
位
で
あ
っ
た
。
（
５
）
そ
れ
を
鑑
み
る
と
、
賀
茂
社
へ
の
従
二
位
奉
叙
は
破
格
の
待
遇
で
あ
る
。 
 
次
に
桓
武
天
皇
は
平
安
京
へ
の
遷
都
を
定
め
る
と
、
壹
志
濃
王
を
遣
わ
し
賀
茂
大
神
に
遷
都
の
由
を
報
告
し
（
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
二
月
二
日
条
）
、
翌
年
十
月
二
十
八
日
に
遷
都
を
行
う
と
、
や
は
り
賀
茂
、
松
尾
神
に
神
階
を
加
え
て
い
る
（
同
延
暦
十
三
年(
七
九
四)
十
月
廿
八
日
条
）
。
（
６
） 
 
以
上
の
よ
う
に
、
桓
武
朝
に
は
山
城
国
遷
都
に
際
し
て
、
特
に
賀
茂
社
・
賀
茂
神
・
禰
宜
等
へ
の
諸
々
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
賀
茂
社
が
山
城
国
に
お
け
る
最
も
重
要
な
社
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 
 
な
お
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年(
八
〇
五)
四
月
十
日
条
に
は
賀
茂
社
に
使
を
遣
わ
し
幣
帛
を
奉
っ
て
い
る
記
事
も
見
ら
れ
る
。
（
７
）
詳
細
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
四
月
十
日
は
「
中
酉
日
」
で
あ
り
、
後
の
儀
式
書
に
見
る
と
こ
ろ
の
賀
茂
祭
の
勅
使
奉
幣
の
儀
が
行
わ
れ
る
べ
き
日
で
あ
る
。
即
ち
、
桓
武
朝
に
は
賀
茂
祭
に
お
け
る
勅
使
奉
幣
記
事
の
初
見
も
ま
た
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
朝
廷
、
特
に
桓
武
天
皇
が
賀
茂
社
を
意
識
、
優
遇
し
た
理
由
と
し
て
は
、
「
山
背
と
い
う
湿
潤
な
盆
地
で
の
帝
都
造
営
に
は
、
秦
氏
や
百
済
王
氏
等
の
帰
化
系
豪
族
の
財
力
・
水
利
土
木
技
術
・
労
働
力
の
徴
発
に
頼
る
力
が
大
き
く
、
彼
等
の
意
向
を
体
制
的
に
編
成
し
て
獲
得
す
る
た
め
に
、
彼
等
の
奉
祭
す
る
賀
茂
上
下
社
壇
に
天
皇
が
奉
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幣
し
、
該
社
員
の
翼
賛
を
得
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
」
と
す
る
彦
由
氏
の
説
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
桓
武
天
皇
は
賀
茂
社
を
官
社
と
し
て
包
括
す
る
こ
と
で
、
賀
茂
社
に
奉
祭
す
る
山
城
土
豪
の
帰
化
系
氏
族
を
も
包
括
し
、
そ
の
技
術
・
労
働
力
等
を
以
て
新
都
並
び
に
治
世
の
地
盤
強
化
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。 
 
以
上
、
賀
茂
社
が
帰
化
系
氏
族
と
関
係
深
く
、
故
に
朝
廷
の
関
心
を
引
い
て
い
た
こ
と
、
特
に
桓
武
朝
以
後
の
山
城
国
遷
都
を
期
と
し
て
よ
り
重
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
か
と
思
う
。
で
は
そ
の
よ
う
な
賀
茂
社
に
対
し
、
何
故
斎
院
が
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
  
 
 
２ 
斎
院
・
斎
院
司
の
設
置
と
制
度
的
確
立 
 
初
代
賀
茂
斎
院
は
『
賀
茂
斎
院
記
』
に
よ
る
と
嵯
峨
天
皇
の
皇
女
有
智
子
内
親
王
で
あ
る
。
（
８
）
そ
の
創
始
は
、
冒
頭
に
「
嵯
峨
天
皇
與
二
平
城
天
皇
一
、
昆
弟
之
情
不
レ
睦
、
故
為
二
祈
願
一
特
設
二
齋
院
一
、
使
二
皇
女
有
智
一
侍
焉
、
」
と
あ
り
、
嵯
峨
天
皇
と
平
城
天
皇
と
の
兄
弟
間
に
睦
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
、
即
ち
不
和
が
生
じ
て
、
そ
の
祈
願
と
し
て
特
に
斎
院
を
設
け
、
皇
女
有
智
（
有
智
子
内
親
王
）
を
侍
ら
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
す
る
。 
 
同
じ
く
十
世
紀
前
半
に
編
纂
さ
れ
た
儀
式
書
で
あ
る
『
本
朝
月
令
』
（
９
）
に
お
い
て
も
、
平
城
天
皇
と
嵯
峨
天
皇
と
の
間
に
「
有
レ
隙
不
レ
穆
、
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
嵯
峨
天
皇
が
祈
禱
し
、
感
が
有
っ
た
た
め
に
斎
院
が
置
か
れ
た
と
す
る
説
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 
 
更
に
中
世
に
編
纂
さ
れ
た
『
賀
茂
皇
太
神
宮
記
』
で
は
そ
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
、 
其
頃
先
帝
内
侍
の
か
み
を
御
て
う
あ
い
ま
し
ま
し
て
、
な
に
ご
と
も
此
人
の
申
さ
る
ゝ
に
ぞ
う
ち
ま
か
せ
給
け
る
。
こ
れ
ハ
宰
相
た
ね
つ
ぐ
の
む
す
め
な
り
。
（
中
略
）
先
帝
く
ら
ゐ
に
つ
か
せ
給
ハ
バ
、
わ
れ
ハ
后
に
ぞ
な
る
べ
し
と
、
い
さ
み
を
な
し
、
せ
う
と
の
兵
衛
の
か
み
藤
原
仲
成
と
い
ふ
人
を
大
將
と
し
て
、
畿
内
の
兵
を
め
し
あ
つ
め
、
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い
く
さ
を
と
ゝ
の
へ
ら
れ
け
る
ほ
ど
に
…
… 
と
、
大
同
五
年(
＝
弘
仁
元
年
、
八
一
〇)
に
起
こ
っ
た
薬
子
の
変
に
つ
い
て
を
述
べ
る
。
先
に
あ
げ
た
『
賀
茂
斎
院
記
』
の
「
昆
弟
之
情
不
レ
睦
」
と
い
う
の
も
、
こ
の
薬
子
の
変
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 
 
『
賀
茂
皇
太
神
宮
記
』
は
そ
れ
に
続
き
、
神
武
天
皇
の
御
宇
に
お
い
て
皇
軍
が
八
咫
烏
の
神
力
を
以
て
勝
利
し
た
例
を
挙
げ
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。 
か
ゝ
る
た
め
し
お
ぼ
し
召
い
だ
さ
せ
給
て
、
賀
茂
皇
太
神
へ
勅
使
を
た
て
ら
れ
し
御
事
也
。
御
祈
、
ね
が
ハ
く
は
、
官
軍
に
神
力
を
そ
へ
ら
れ
、
天
下
ぶ
ゐ
に
歸
せ
し
め
給
へ
。
し
か
ら
バ
皇
女
を
奉
り
て
御
宮
づ
か
へ
申
さ
す
べ
し
と
ぞ
、
勅
願
ふ
か
く
仰
せ
ら
れ
け
る
。
（
中
略
・
薬
子
の
変
に
つ
い
て
）
、
か
く
て
世
の
中
静
か
り
し
か
バ
、
御
門
御
宿
願
は
た
し
給
は
ん
た
め
に
、
有
智
内
親
王
と
申
す
姫
宮
を
齋
王
に
な
し
給
ひ
て
、
弘
仁
元
年
四
月
に
賀
茂
皇
太
神
へ
参
ら
せ
給
ふ
。 
 
要
約
す
る
と
、
薬
子
の
変
に
際
す
る
戦
勝
祈
願
に
際
し
、
勝
利
す
れ
ば
皇
女
を
賀
茂
社
に
仕
え
さ
せ
る
こ
と
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
勝
利
し
た
た
め
、
盟
約
通
り
有
智
子
内
親
王
を
賀
茂
神
の
元
に
参
ら
せ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。 
 
薬
子
の
変
は
弘
仁
元
年
「
九
月
」
で
あ
る
た
め
、
宿
願
を
果
た
し
た
の
で
「
四
月
」
に
有
智
子
内
親
王
を
賀
茂
皇
太
神
へ
参
ら
せ
た
、
と
い
う
の
は
時
期
的
に
誤
り
が
あ
る
も
の
の
、
以
上
の
史
料
か
ら
有
智
子
内
親
王
が
斎
院
と
な
っ
た
原
因
が
薬
子
の
変
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。 
 
即
ち
、
平
城
上
皇
の
平
城
京
還
都
と
そ
れ
に
従
っ
た
諸
臣
・
諸
兵
等
へ
の
対
抗
手
段
と
し
て
、
嵯
峨
天
皇
は
賀
茂
社
に
戦
勝
祈
願
を
し
、
そ
の
神
力
を
得
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
賀
茂
社
を
奉
祭
す
る
山
城
国
帰
化
系
氏
族
が
持
つ
軍
事
力
を
味
方
に
つ
け
、
大
和
勢
力
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
桓
武
天
皇
の
山
城
国
遷
都
の
事
例
と
同
様
、
彼
等
を
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包
括
す
べ
く
、
嵯
峨
天
皇
は
賀
茂
社
に
特
に
斎
院
を
置
き
、
賀
茂
社
を
国
の
社
と
す
る
こ
と
を
誓
約
し
、
連
繋
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
こ
れ
を
亀
井
氏
の
言
葉
を
借
り
て
端
的
に
表
現
す
る
と
、
即
ち
「
天
皇
の
女
有
智
子
を
山
背
勢
力
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
賀
茂
神
に
奉
献
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
等
の
強
力
な
る
軍
事
・
経
済
力
を
自
ら
の
体
制
に
編
成
し
、
嵯
峨
施
政
を
完
全
な
る
形
で
翼
賛
す
る
方
向
へ
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
「
こ
の
嵯
峨
・
平
城
両
者
の
抗
争
が
直
接
的
原
因
と
な
り
成
立
し
た
賀
茂
斎
院
の
本
質
は
、
山
背
国
に
於
け
る
帰
化
人
を
中
心
と
し
た
在
地
豪
族
に
対
す
る
施
政
と
し
て
、
権
力
に
と
り
施
政
上
最
大
の
問
題
た
る
財
政
源
の
保
障
と
軍
事
力
の
確
保
と
い
う
意
味
を
有
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
 
以
上
の
よ
う
に
賀
茂
斎
院
設
置
の
起
源
は
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
し
か
し
『
賀
茂
皇
太
神
宮
記
』
が
言
う
よ
う
に
「
此
れ
い
を
も
て
代
々
の
み
か
ど
の
御
代
は
じ
め
に
ハ
、
皇
女
を
賀
茂
の
齋
に
そ
な
へ
ら
る
、
」
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
有
智
子
内
親
王
の
退
下
の
記
事
が
次
代
淳
和
朝
の
天
長
八
年(
八
三
一)
に
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
言
え
る
。 
 
有
智
子
内
親
王
は
嵯
峨
天
皇
譲
位
の
際
に
は
斎
院
を
退
下
し
て
お
ら
ず
、
淳
和
朝
の
末
に
老
齢
を
理
由
と
し
て
退
下
す
る
ま
で
斎
院
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
り
、
帝
の
御
代
の
始
め
に
、
伊
勢
斎
宮
と
同
様
に
賀
茂
斎
院
が
卜
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
仁
明
朝
の
高
子
内
親
王
が
初
例
で
あ
る
。
即
ち
、
創
始
期
の
賀
茂
斎
院
は
未
だ
制
度
化
さ
れ
た
「
斎
院
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
戦
勝
祈
願
の
た
め
に
賀
茂
社
へ
と
「
参
ら
せ
」
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
天
長
八
年(
八
三
一)
に
至
り
「
替
二
賀
茂
齋
内
親
王
一
、
」「
令
二
退
出
一
留
代
尓
、
」（
『
日
本
紀
略
』
天
長
八
年
十
二
月
八
日
条
）
と
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
に
、
今
日
想
像
し
得
る
よ
う
な
「
斎
院
」
へ
と
整
備
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
１
０
）
で
は
斎
院
は
い
つ
制
度
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
 
制
度
化
の
一
端
と
し
て
見
ら
れ
る
初
出
の
史
料
は
、
『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁
九
年(
八
一
八)
の
太
政
官
符
で
あ
る
。 
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ま
ず
五
月
九
日
の
官
符
で
は
、「
定
二
新
置
齋
院
司
官
位
軄
員
一
事
、
長
官
一
人
従
五
位
下
官
、
次
官
一
員
従
六
位
上
官
、
判
官
一
員
従
七
位
上
官
、
主
典
二
員
従
八
位
下
官
、
」
と
し
、
五
月
二
十
二
日
の
官
符
で
は
「
新
置
二
齋
院
司
宮
司
一
員
一
事
、
准
二
従
八
位
下
官
一
、
」
と
し
て
、
い
ず
れ
も
新
た
に
置
か
れ
た
斎
院
司
の
職
員
員
数
と
官
位
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
こ
の
斎
院
運
営
の
た
め
の
官
司
事
務
組
織
で
あ
る
斎
院
司
が
置
か
れ
た
弘
仁
九
年(
八
一
八)
が
、
斎
院
制
の
制
度
的
な
創
設
期
と
考
え
て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 
 
し
か
し
更
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
平
安
中
期
に
成
立
し
た
『
撰
集
秘
記
』
（
１
１
）
の
「
弘
仁
九
年
始
置
二
齋
院
司
一
、
十
四
年
停
、
天
長
元
年
復
レ
舊
亦
置
、
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
即
ち
斎
院
の
制
度
化
の
根
拠
と
な
る
斎
院
司
は
、
弘
仁
九
年
(
八
一
八)
の
設
置
後
同
十
四
年(
八
二
三)
に
一
度
停
止
さ
れ
、
天
長
元
年(
八
二
四)
に
な
っ
て
再
び
置
か
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 
 
後
世
の
編
纂
物
で
あ
る
た
め
信
憑
性
に
疑
問
は
残
る
も
の
の
、
（
１
２
）
弘
仁
十
四
年(
八
二
三)
、
即
ち
嵯
峨
天
皇
の
譲
位
に
際
し
て
一
度
斎
院
司
が
停
止
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
来
斎
院
は
薬
子
の
変
に
伴
う
戦
勝
祈
願
の
御
礼
と
し
て
嵯
峨
朝
一
代
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
嵯
峨
天
皇
の
譲
位
と
共
に
一
旦
は
解
散
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
翌
天
長
元
年(
八
二
四)
、
淳
和
天
皇
即
位
か
ら
一
年
を
待
た
ず
に
早
々
と
復
さ
れ
た
こ
と
こ
そ
が
、
斎
院
を
常
設
化
さ
せ
、
い
ず
れ
は
伊
勢
斎
宮
と
同
様
の
意
義
を
持
た
せ
ん
と
す
る
意
図
を
孕
ん
だ
措
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
 
即
ち
、
斎
院
制
が
弘
仁
九
年(
八
一
八)
よ
り
公
的
な
機
関
と
し
て
創
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
見
解
に
は
賛
同
す
る
も
の
の
、
し
か
し
今
日
想
像
し
得
る
斎
院
と
し
て
の
制
度
的
な
「
成
立
」
と
い
う
点
で
は
、
天
長
元
年(
八
二
四)
の
斎
院
司
再
設
時
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
有
智
子
内
親
王
が
未
だ
二
十
五
歳
に
し
て
「
老
齢
」
を
理
由
に
退
下
し
、
時
子
女
王
が
僅
か
一
年
間
だ
け
の
淳
和
朝
二
代
目
斎
院
に
卜
定
さ
れ
た
の
も
、
仁
明
朝
よ
り
斎
院
を
即
位
儀
礼
化
＝
常
設
化
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
の
基
盤
作
り
で
あ
っ
た
の
で
は
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。 
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以
上
こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
斎
院
制
は
仁
明
朝
に
至
り
始
め
て
制
度
的
に
確
立
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。 
 
で
は
こ
の
よ
う
に
斎
院
制
を
整
え
、
更
に
仁
明
朝
に
至
っ
て
即
位
儀
礼
の
一
環
と
し
て
確
立
さ
せ
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
か
、
右
の
見
解
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
く
。 
   
 
 
 
 
第
二
節 
即
位
儀
礼
化
と
そ
の
背
景 
 
 
 
１ 
即
位
儀
礼
化
の
意
義 
 
そ
も
そ
も
賀
茂
斎
院
が
即
位
儀
礼
化
す
る
こ
と
、
即
ち
天
皇
の
代
替
わ
り
ご
と
に
即
位
儀
礼
の
一
環
と
し
て
新
た
に
卜
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
 
賀
茂
斎
院
の
先
例
と
し
て
天
武
朝(
六
七
三
～
六
八
六)
に
即
位
儀
礼
化
し
た
伊
勢
斎
宮
の
例
を
み
る
と
、
斎
宮
が
斎
院
と
同
様
、
壬
申
の
乱(
六
七
二)
に
際
す
る
戦
勝
祈
願
に
よ
っ
て
置
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
斎
院
と
異
な
る
点
は
、
戦
勝
祈
願
を
し
た
の
が
大
海
人
皇
子
と
い
う
皇
子
で
あ
り
、
戦
勝
の
結
果
、
天
武
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
と
同
時
に
皇
女
を
斎
宮
と
し
た
こ
と
、
即
ち
壬
申
の
乱
を
期
に
、
早
く
も
即
位
儀
礼
化
し
た
点
で
あ
る
。 
 
こ
の
時
伊
勢
大
神
に
「
参
ら
せ
」
た
大
来
皇
女
の
担
っ
た
意
義
と
は
、
即
ち
皇
祖
神
・
国
家
の
宗
廟
で
あ
る
伊
勢
神
宮
に
皇
女
を
奉
仕
さ
せ
る
こ
と
で
、
皇
位
の
簒
奪
者
と
も
い
え
る
天
武
天
皇
の
皇
統
と
皇
権
が
正
統
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
斎
宮
の
皇
統
と
皇
権
を
強
化
し
得
る
性
格
は
、
後
に
首
皇
子
［
聖
武
］
が
確
実
に
即
位
す
る
こ
と
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
現
帝
で
は
な
く
皇
太
子
で
あ
る
首
皇
子
の
御
代
に
仕
え
る
次
代
の
斎
宮
を
卜
定
し
て
い
る
例
か
ら
も
窺
え
る
。
早
々
と
斎
宮
を
卜
定
す
る
こ
と
で
、
首
皇
子
の
正
統
性
を
主
張
し
、
皇
権
を
受
け
継
ぐ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
あ
る
。 
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こ
の
よ
う
に
、
斎
宮
は
皇
統
と
皇
権
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
大
き
な
存
在
意
義
を
持
っ
て
い
た
。 
 
で
は
斎
院
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
仁
明
天
皇
の
場
合
は
聖
武
天
皇
の
時
の
よ
う
に
、
皇
太
子
時
に
次
の
斎
王
を
定
め
る
と
い
っ
た
こ
と
は
行
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
し
か
し
淳
和
朝
の
二
代
目
斎
院
に
、
ま
だ
皇
太
子
で
あ
っ
た
仁
明
天
皇
の
女
時
子
女
王
が
卜
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
次
代
仁
明
天
皇
の
皇
統
と
皇
権
を
確
実
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
る
。 
 
即
ち
、
国
家
の
宗
廟
で
あ
る
伊
勢
神
宮
と
王
城
守
護
の
社
た
る
賀
茂
社
の
祭
祀
者
を
同
時
に
選
び
、
即
位
儀
礼
の
指
標
と
す
る
こ
と
で
、
天
皇
の
権
威
付
け
と
皇
権
の
強
化
が
図
ら
れ
た
と
す
る
瀧
浪
貞
子
氏
の
説
で
概
ね
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
１
３
） 
 
し
か
し
仁
明
天
皇
は
強
い
家
父
長
的
権
力
を
持
っ
た
嵯
峨
上
皇
の
皇
子
で
あ
り
、
幼
帝
で
も
な
け
れ
ば
生
母
も
皇
后
橘
嘉
智
子
で
あ
る
か
ら
、
皇
権
を
威
儀
付
け
る
必
要
が
あ
っ
た
か
と
い
う
と
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
既
に
強
い
皇
権
と
正
統
性
を
持
っ
て
い
て
な
お
、
仁
明
天
皇
の
即
位
を
特
別
に
威
儀
付
け
た
い
何
ら
か
の
意
図
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
つ
ま
り
嵯
峨
・
淳
和
系
の
皇
位
の
二
系
統
迭
立
状
態
に
あ
っ
て
、
淳
和
系
皇
太
子
恒
貞
親
王
の
影
を
薄
め
、
嵯
峨
系
仁
明
天
皇
の
存
在
を
強
力
に
演
出
せ
ん
と
す
る
意
図
、
即
ち
仁
明
天
皇
に
女
が
入
内
し
て
皇
子
を
儲
け
て
お
り
、
こ
の
仁
明
―
外
孫
道
康
親
王
の
父
子
に
こ
そ
正
統
性
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
、
藤
原
北
家
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 
 
そ
こ
で
次
に
、
斎
院
創
設
期
に
お
け
る
藤
原
氏
と
賀
茂
斎
院
、
並
び
に
斎
院
制
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。 
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２ 
賀
茂
斎
院
と
な
っ
た
皇
女
の
出
自 
 
ま
ず
、
藤
原
氏
が
賀
茂
斎
院
を
意
識
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
斎
院
と
な
っ
た
内
親
王
の
出
自
か
ら
窺
え
る
。
（
以
下
章
末
斎
宮
・
斎
院
一
覧
表
参
照
） 
 
と
り
わ
け
初
代
斎
院
有
智
子
内
親
王
並
び
に
三
代
目
高
子
内
親
王
が
、
帰
化
系
氏
族
と
非
常
に
関
係
深
い
内
親
王
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
先
学
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
 
有
智
子
内
親
王
は
生
母
を
交
野
女
王
と
い
い
、
山
口
王
の
女
で
あ
る
。
こ
の
女
王
の
交
野
と
い
う
名
は
、
現
在
の
大
阪
府
北
東
部
の
地
名
に
由
来
し
て
お
り
、
有
力
帰
化
系
豪
族
百
済
王
氏
が
集
団
居
住
し
て
い
る
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
か
ら
、
桓
武
天
皇
や
嵯
峨
天
皇
が
頻
り
に
行
幸
し
て
い
る
様
子
が
、『
類
聚
国
史
』『
六
国
史
』
等
に
散
見
す
る
。
特
に
嵯
峨
朝
の
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
年(
八
一
五)
二
月
十
七
日
条
で
は
交
野
行
幸
の
後
、
翌
十
八
日
こ
れ
に
奉
献
し
た
百
済
王
氏
ら
に
禄
を
下
賜
し
て
お
り
、
弘
仁
七
年(
八
一
六)
二
月
廿
日
条
で
も
交
野
行
幸
の
同
日
、
百
済
王
教
徳
並
び
に
勝
義
が
昇
叙
。
更
に
譲
位
後
の
天
長
二
年(
八
二
五)
十
月
十
日
条
で
も
、
左
大
臣
冬
嗣
を
伴
い
交
野
へ
御
幸
す
る
と
、
同
十
五
日
に
百
済
王
教
養
が
昇
叙
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
交
野
と
は
百
済
王
氏
と
極
め
て
密
接
な
関
係
の
地
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
交
野
女
王
は
生
母
が
百
済
王
氏
か
、
ま
た
は
そ
の
縁
の
人
物
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
じ
く
高
子
内
親
王
も
百
済
王
永
慶
を
生
母
と
し
て
い
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
有
智
子
・
高
子
内
親
王
は
、
い
ず
れ
も
百
済
王
氏
に
関
係
の
深
い
皇
女
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
で
は
そ
れ
以
後
の
斎
院
に
は
ど
の
よ
う
な
内
親
王
が
選
ば
れ
た
の
か
と
言
う
と
、
藤
原
氏
の
縁
者
で
あ
る
場
合
が
非
常
に
多
く
な
る
。 
 
例
え
ば
、
藤
原
氏
待
望
の
外
戚
と
な
る
文
徳
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
は
、
斎
宮
・
斎
院
共
に
藤
原
列
子
所
生
の
内
親
王
が
そ
れ
ぞ
れ
卜
定
さ
れ
て
い
る
。
（
１
４
）
ま
た
清
和
朝
の
斎
院
は
藤
原
明
子
所
生
の
儀
子
内
親
王
、
陽
成
朝
の
斎
院
は
藤
原
高
子
所
生
の
敦
子
内
親
王
で
あ
る
。
更
に
陽
成
朝
は
斎
宮
に
も
藤
原
良
近
女
所
生
の
識
子
内
親
王
や
、
藤
原
今
子
所
生
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の
掲
子
内
親
王
が
卜
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
陽
成
朝
以
前
に
お
け
る
藤
原
氏
縁
者
の
卜
定
は
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
藤
原
氏
が
斎
王
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
も
あ
ろ
う
。 
 
し
か
し
こ
れ
ほ
ど
斎
院
を
意
識
し
て
い
た
藤
原
氏
が
、
何
故
斎
院
の
創
始
期
、
特
に
斎
院
制
成
立
期
で
あ
る
淳
和
・
仁
明
朝
に
、
外
戚
と
な
る
よ
う
な
藤
原
氏
系
内
親
王
を
卜
定
さ
せ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。 
 
そ
の
理
由
と
し
て
、
そ
も
そ
も
嵯
峨
・
淳
和
朝
に
は
藤
原
氏
を
生
母
と
す
る
内
親
王
が
全
く
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
桓
武
朝
後
半
期
の
藤
原
氏
の
勢
力
衰
退
は
、
参
議
に
起
用
す
べ
き
一
定
の
年
齢
と
還
暦
に
達
し
た
藤
原
氏
子
息
の
不
足
、
七
四
〇
～
五
〇
年
代
の
藤
原
氏
の
出
生
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
だ
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
（
１
５
）
嵯
峨
・
淳
和
朝
に
は
天
皇
に
入
内
で
き
る
藤
原
氏
の
子
女
の
数
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
お
り
、
従
っ
て
必
然
的
に
藤
原
氏
を
生
母
と
す
る
皇
子
女
も
生
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 
 
一
方
で
仁
明
朝
に
は
六
名
の
藤
原
氏
子
女
の
入
内
が
見
ら
れ
、
皇
女
も
最
低
四
名
は
確
認
で
き
る
。
し
か
し
仁
明
天
皇
即
位
時
、
第
一
皇
子
の
道
康
親
王
が
漸
く
七
歳
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
や
は
り
取
る
べ
き
皇
女
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
尤
も
有
智
子
内
親
王
が
四
歳
で
卜
定
さ
れ
た
例
、
淳
和
朝
に
ま
だ
幼
少
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
正
良
親
王
女
（
仁
明
皇
女
）
時
子
女
王
が
卜
定
さ
れ
た
例
は
あ
る
が
、
斎
院
と
し
て
の
役
目
を
遂
行
で
き
る
か
否
か
、
特
に
幼
児
に
は
死
が
付
き
ま
と
う
こ
と
か
ら
も
、
万
に
一
つ
の
過
失
を
考
え
、
あ
え
て
藤
原
氏
系
の
内
親
王
の
卜
定
を
避
け
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 
 
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
藤
原
氏
系
内
親
王
の
不
足
し
て
い
た
期
間
に
卜
定
さ
れ
た
百
済
王
氏
系
内
親
王
と
藤
原
氏
と
の
関
係
、
ひ
い
て
は
百
済
王
氏
と
藤
原
氏
の
関
係
で
あ
る
。 
 
百
済
王
氏
と
は
、
桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
「
朕
の
外
戚
」
（
『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年(
七
九
〇)
二
月
廿
七
日
条
）
と
称
さ
れ
た
帰
化
系
氏
族
で
あ
り
、
桓
武
朝
前
後
よ
り
台
頭
し
て
き
た
氏
族
で
あ
る
。
こ
の
桓
武
天
皇
と
の
外
戚
関
係
、
並
び
に
桓
武
天
皇
の
百
済
王
氏
へ
の
優
遇
措
置
を
背
景
に
、
こ
の
頃
よ
り
藤
原
氏
も
ま
た
積
極
的
に
百
済
王
氏
と
の
パ
イ
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プ
を
持
と
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。 
 
例
え
ば
藤
原
継
縄
の
室
と
な
り
乙
叡
等
を
生
ん
だ
百
済
王
明
信
は
、
斎
院
高
子
内
親
王
の
母
、
百
済
王
永
慶
の
大
伯
母
に
あ
た
る
。
ま
た
藤
原
内
麻
呂
の
室
と
な
り
冬
嗣
等
の
生
母
と
な
っ
た
百
済
永
継
も
百
済
王
氏
系
の
出
身
と
思
わ
れ
る
。
但
し
こ
の
百
済
永
継
に
関
し
て
は
詳
細
な
系
譜
は
不
明
で
あ
り
、
百
済
王
氏
の
一
流
で
あ
る
百
済
宿
禰
系
で
あ
ろ
う
飛
鳥
部
奈
止
麻
呂
の
女
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
（
『
公
卿
補
任
』
）
。
（
１
６
）
し
か
し
少
な
く
と
も
藤
原
氏
が
帰
化
系
氏
族
と
姻
戚
関
係
を
結
び
、
独
自
の
パ
イ
プ
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
か
つ
そ
の
連
携
に
尽
力
し
た
冬
嗣
も
ま
た
帰
化
系
氏
族
の
血
を
引
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 
 
即
ち
以
上
を
小
括
す
る
と
、
創
設
期
賀
茂
斎
院
は
藤
原
氏
と
縁
を
持
つ
者
が
多
く
卜
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
斎
院
の
創
始
に
も
深
く
関
わ
る
帰
化
系
氏
族
と
藤
原
氏
が
早
い
段
階
か
ら
姻
戚
関
係
を
持
ち
、
連
繋
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
言
え
る
。
そ
し
て
特
に
斎
院
の
制
度
化
さ
れ
た
時
期
に
廟
堂
に
あ
り
、
か
つ
帰
化
系
氏
族
を
外
戚
と
し
て
い
た
藤
原
冬
嗣
と
の
関
係
性
に
は
、
更
な
る
注
目
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
従
っ
て
次
に
斎
院
制
と
藤
原
氏
、
特
に
冬
嗣
以
下
北
家
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
考
察
し
て
行
く
。 
   
 
 
 
 
第
三
節 
斎
院
制
の
整
備
と
藤
原
氏 
 
 
 
１ 
斎
院
制
と
藤
原
冬
嗣 
 
賀
茂
斎
院
制
と
藤
原
冬
嗣
と
の
関
係
性
を
見
て
行
く
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
先
に
あ
げ
た
弘
仁
九
年(
八
一
八)
斎
院
司
の
設
置
に
関
す
る
太
政
官
符
二
通
（
『
類
聚
三
代
格
』
）
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
斎
院
司
に
関
す
る
官
符
は
、
い
ず
れ
も
「
右
被
二
中
納
言
兼
左
近
衛
大
將
従
三
位
行
春
宮
大
夫
陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
冬
嗣
宣
一
偁
、
奉 
レ
勑
、
冝
二
依
レ
件
定
一
、
」
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と
し
て
、
冬
嗣
の
宣
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 
 
格
の
出
さ
れ
た
弘
仁
九
年(
八
一
八)
時
、
廟
堂
の
最
上
位
に
い
た
の
は
右
大
臣
藤
原
園
人
で
あ
っ
た
。
園
人
は
薨
伝
に
「
天
皇
痛
惜
殊
甚
」
と
あ
り
、
即
日
正
一
位
左
大
臣
を
追
贈
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
嵯
峨
天
皇
の
寵
臣
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
九
年
十
二
月
十
九
日
条
）
。
し
か
し
弘
仁
九
年
は
園
人
の
晩
年
の
年
に
も
当
た
り
、
前
年
の
二
月
頃
よ
り
政
務
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
一
方
の
冬
嗣
は
、
中
納
言
か
ら
大
納
言
へ
と
昇
進
し
た
待
望
の
年
で
あ
る
。 
 
即
ち
、
有
智
子
内
親
王
が
賀
茂
に
参
入
し
て
か
ら
九
年
目
に
し
て
漸
く
斎
院
司
が
設
置
さ
れ
た
背
景
に
は
、
ち
ょ
う
ど
廟
堂
の
主
導
権
を
握
っ
た
冬
嗣
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
斎
院
制
が
ど
の
時
期
に
ど
の
よ
う
に
整
え
ら
れ
た
の
か
の
詳
細
は
知
る
術
が
な
い
が
、
同
じ
く
斎
院
司
と
冬
嗣
の
関
係
性
に
着
目
し
た
亀
井
氏
は
、
『
延
喜
式
』
斎
院
司
式
を
用
い
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。 
 
そ
こ
で
、
こ
の
亀
井
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
六
つ
の
特
徴
の
内
、
特
に
藤
原
氏
と
関
係
性
の
深
い
三
点
、
①
斎
院
司
式
全
般
に
わ
た
っ
て
諸
衛
府
関
係
者
が
多
い
こ
と
、
②
蔵
人
関
係
者
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
、
③
賀
茂
祭
勅
使
の
行
列
の
責
任
者
が
神
祇
関
係
者
で
は
な
く
帰
化
系
氏
族
と
関
係
深
い
内
蔵
寮
関
係
者
で
あ
り
、
行
列
に
軍
事
関
係
者
と
蔵
人
が
目
立
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
再
考
し
て
み
た
い
。 
 
ま
ず
①
に
関
し
て
は
、
九
世
紀
初
頭
の
諸
衛
府
（
軍
事
）
が
藤
原
内
麻
呂
、
坂
上
田
村
麻
呂
に
よ
っ
て
整
備
、
掌
握
さ
れ
、
そ
の
職
権
が
内
麻
呂
か
ら
冬
嗣
へ
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
、
長
島
一
浩
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
１
７
）
そ
の
諸
衛
府
下
部
組
織
は
山
城
国
帰
化
系
兵
力
か
ら
な
っ
て
お
り
、
権
力
者
が
こ
れ
を
斎
院
を
媒
介
と
し
て
権
力
体
制
へ
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
斎
院
創
始
の
目
的
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
次
い
で
②
の
蔵
人
所
は
、
弘
仁
元
年(
八
一
〇)
薬
子
の
変
に
際
し
て
斎
院
と
同
じ
原
因
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
藤
原
冬
嗣
が
初
代
蔵
人
頭
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
冬
嗣
が
創
設
に
関
与
し
た
役
職
が
斎
院
制
に
深
く
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
③
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の
勅
使
行
列
の
構
成
よ
り
、
亀
井
氏
は
以
上
を
総
括
し
て
、
賀
茂
社
―
斎
院
制
の
中
に
於
け
る
嵯
峨
天
皇
―
藤
原
北
家
―
山
城
帰
化
系
氏
族
の
関
係
性
と
連
繋
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
確
か
に
、
冬
嗣
が
斎
院
制
を
積
極
的
に
制
度
化
せ
ん
と
し
た
推
進
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
こ
に
朝
廷
や
帰
化
系
氏
族
と
の
連
携
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
は
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。 
 
し
か
し
こ
れ
ら
亀
井
氏
の
説
は
、
斎
院
が
未
だ
制
度
化
さ
れ
る
以
前
、
有
智
子
内
親
王
が
賀
茂
社
に
参
入
し
た
弘
仁
元
年(
八
一
〇)
時
の
情
勢
を
基
点
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
斎
院
の
制
度
的
な
背
景
を
辿
る
上
で
は
、
少
な
く
と
も
弘
仁
九
年(
八
一
八)
以
降
を
起
点
と
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
時
冬
嗣
が
既
に
蔵
人
の
任
を
離
れ
て
七
年
目
に
な
る
こ
と
を
見
過
ご
す
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。 
 
ま
た
、
成
立
時
よ
り
常
に
一
名
以
上
の
蔵
人
を
輩
出
し
て
き
た
藤
原
氏
は
、
斎
院
司
の
置
か
れ
た
翌
弘
仁
十
年(
八
一
九)
よ
り
三
年
間
、
蔵
人
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
淳
和
朝
の
天
長
元
年(
八
二
四)
以
降
に
は
藤
原
氏
の
蔵
人
就
任
率
は
増
加
し
て
お
り
、
仁
明
朝(
八
三
三
～
八
五
〇)
に
は
更
に
増
加
し
大
多
数
を
占
め
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
蔵
人
所
は
確
か
に
冬
嗣
を
初
代
蔵
人
頭
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
藤
原
氏
の
職
掌
と
し
て
定
着
す
る
の
は
、
淳
和
・
仁
明
朝
頃
か
ら
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
要
す
る
に
、
『
延
喜
式
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
化
さ
れ
た
斎
院
司
と
い
う
組
織
は
、
斎
院
を
常
設
の
も
の
と
し
て
整
備
し
な
お
し
た
天
長
元
年(
八
二
四)
以
降
に
、
同
じ
く
著
し
く
整
備
さ
れ
な
お
し
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
天
長
三
年(
八
二
六)
に
冬
嗣
が
薨
じ
た
後
、
仁
明
天
皇
の
即
位
に
伴
っ
て
、
亀
井
氏
が
挙
げ
る
と
こ
ろ
の
斎
院
制
と
藤
原
氏
を
結
び
つ
け
る
軍
事
・
蔵
人
と
い
う
職
掌
が
共
に
冬
嗣
男
良
房
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
に
、
斎
院
制
は
や
は
り
仁
明
朝
―
良
房
の
代
に
至
っ
て
確
立
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
 
斎
院
司
の
設
置
と
再
設
に
よ
り
斎
院
制
を
常
設
化
せ
ん
と
目
論
ん
だ
冬
嗣
が
構
築
し
た
も
の
は
、
斎
院
制
（
所
謂
神
祇
行
政
権
の
一
端
）
の
主
導
権
を
藤
原
氏
が
掌
握
・
継
承
し
て
行
く
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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即
ち
斎
院
制
と
冬
嗣
の
関
係
性
は
、
亀
井
氏
の
述
べ
て
い
る
よ
う
な
、
冬
嗣
が
神
祇
行
政
を
通
し
て
経
済
的
・
軍
事
的
基
盤
を
構
築
し
た
、
と
い
う
過
程
的
な
面
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
朝
廷
の
意
を
受
け
る
形
で
整
備
し
始
め
た
斎
院
制
の
中
に
、
冬
嗣
が
自
ら
掌
握
し
て
い
た
役
所
や
帰
化
系
氏
族
と
の
連
携
部
分
を
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
の
だ
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
  
 
 
２ 
藤
原
氏
の
意
図 
 
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
藤
原
氏
（
特
に
冬
嗣
）
は
、
朝
廷
の
政
策
と
共
に
、
独
自
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
以
て
徐
々
に
斎
院
の
制
度
化
を
主
導
し
て
お
り
、
更
に
藤
原
氏
の
主
導
に
よ
る
常
設
的
な
斎
院
制
構
築
へ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
築
い
た
。
そ
し
て
そ
の
意
図
を
継
い
だ
良
房
以
降
、
賀
茂
神
に
奉
祭
す
る
内
親
王
に
も
縁
者
を
送
り
込
む
こ
と
で
、
即
位
儀
礼
の
一
端
を
抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
藤
原
氏
は
、
こ
の
神
祇
（
斎
王
）
を
掌
握
せ
ん
と
す
る
こ
と
、
並
び
に
皇
位
継
承
に
関
わ
る
こ
と
の
両
方
に
先
例
を
持
っ
て
い
る
。 
 
 
①
神
祇
の
掌
握 
 
文
武
二
年(
六
九
八)
八
月
十
九
日
、
藤
原
氏
は
、
藤
原
不
比
等
の
直
系
を
除
き
神
祇
に
供
す
る
藤
原
意
美
麻
呂
以
下
を
中
臣
の
旧
姓
に
復
し
た
（
『
続
日
本
紀
』
文
武
二
年
八
月
十
九
日
条
）
。
こ
う
し
て
中
臣
氏
を
旧
来
通
り
神
祇
官
に
専
念
さ
せ
る
こ
と
で
、
太
政
官
・
神
祇
官
の
二
本
柱
を
共
に
掌
握
せ
ん
と
画
策
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
八
世
紀
の
神
祇
官
の
最
上
位
（
伯
ま
た
は
大
副
）
が
中
臣
氏
の
氏
上
に
よ
っ
て
概
ね
独
占
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
鷺
森
浩
幸
氏
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
１
８
）
更
に
光
仁
朝(
七
七
〇
～
七
八
一)
の
中
臣
比
登
以
後
は
、
伊
勢
神
宮
司
を
も
中
臣
氏
が
独
占
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
伊
勢
神
宮
、
ひ
い
て
は
斎
宮
の
掌
握
を
も
目
論
ん
で
い
る
。 
 
そ
の
顕
著
な
例
が
、
奈
良
時
代
末
の
聖
武
系
（
県
犬
養
系
）
内
親
王
の
三
代
に
亘
る
斎
宮
卜
定
の
事
例
で
あ
る
。 
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瀧
浪
氏
に
よ
る
と
、
聖
武
朝
の
主
要
な
キ
サ
キ
で
あ
る
藤
原
安
宿
媛
と
県
犬
養
広
刀
自
は
い
ず
れ
も
藤
原
氏
の
意
図
の
も
と
入
内
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
安
宿
媛
は
皇
太
子
を
生
む
た
め
の
キ
サ
キ
、
広
刀
自
は
斎
王
を
生
む
た
め
の
キ
サ
キ
、
と
い
う
役
割
分
担
が
存
在
し
た
と
す
る
。
（
１
９
）
こ
う
し
た
役
割
分
担
が
存
在
し
た
た
め
に
、
首
皇
子
［
聖
武
］
が
皇
太
子
の
内
か
ら
、
広
刀
自
所
生
の
井
上
内
親
王
を
次
代
の
首
皇
子
の
斎
宮
と
し
て
卜
定
し
潔
斎
さ
せ
る
と
い
っ
た
例
が
起
こ
り
得
た
。
即
ち
、
藤
原
氏
は
斎
宮
制
を
用
い
て
、
外
戚
で
あ
る
首
皇
子
の
確
実
な
即
位
へ
の
体
制
作
り
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
し
か
も
こ
の
斎
宮
井
上
内
親
王
の
母
で
あ
る
広
刀
自
は
、
後
に
橘
を
賜
姓
さ
れ
た
県
犬
養
美
千
代
の
同
族
で
あ
る
。
美
千
代
は
始
め
美
努
王
の
妻
で
あ
っ
た
が
、
後
に
不
比
等
の
妻
と
な
っ
て
お
り
、
安
宿
媛
の
生
母
で
も
あ
る
。
ま
た
美
努
王
と
の
間
の
子
で
あ
る
牟
漏
女
王
は
、
北
家
の
祖
と
な
る
房
前
の
室
と
な
り
、
永
手
や
冬
嗣
の
祖
父
で
あ
る
真
楯
等
を
生
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
藤
原
氏
と
縁
戚
関
係
の
あ
る
氏
族
出
身
の
キ
サ
キ
所
生
の
皇
女
を
斎
王
と
す
る
例
と
し
て
も
、
平
安
初
期
に
お
け
る
藤
原
氏
と
百
済
王
氏
系
内
親
王
の
斎
院
卜
定
の
例
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。 
 
以
上
、
中
臣
氏
（
藤
原
氏
）
の
思
惑
が
、
斎
宮
と
の
関
係
を
梃
子
に
し
て
、
神
祇
官
制
に
お
け
る
一
族
の
立
場
を
強
化
し
、
そ
の
権
限
を
掌
握
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
藤
原
氏
に
は
神
祇
を
掌
握
せ
ん
と
す
る
こ
と
、
並
び
に
そ
の
た
め
に
斎
王
制
に
着
目
す
る
と
い
う
先
例
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
 
②
皇
位
継
承
問
題
へ
の
介
入 
 
即
位
儀
礼
の
一
端
を
抑
え
る
こ
と
は
即
ち
、
皇
位
継
承
問
題
に
介
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
皇
位
継
承
問
題
へ
の
介
入
の
先
例
も
、
『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
。 
 
中
大
兄
皇
子
［
天
智
］
が
母
皇
極
天
皇
か
ら
譲
位
さ
れ
ん
と
し
た
時
、
並
び
に
即
位
し
た
時
、
い
ず
れ
も
藤
原
鎌
足
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に
対
し
て
、
受
け
る
か
否
か
と
い
う
相
談
を
持
ち
か
け
て
い
る
と
い
う
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
田
村
圓
澄
氏
い
わ
く
、
藤
原
不
比
等
ら
嫡
流
が
、
皇
位
継
承
の
大
事
の
際
に
常
に
発
言
の
場
を
確
保
せ
ん
と
す
る
願
望
が
『
日
本
書
紀
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
と
す
る
。
（
２
０
） 
 
こ
の
傾
向
は
実
は
嵯
峨
朝
、
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
四
年(
八
二
三)
四
月
十
日
条
に
も
見
ら
れ
、
即
ち
「
帝
遷
二
于
冷
泉
院
一
、
詔
二
右
大
臣
藤
原
朝
臣
冬
嗣
一
曰
、
朕
思
レ
傳
二
位
于
皇
太
弟
一
矣
、
今
將
レ
果
二
宿
心
一
、
故
避
レ
宮
焉
、
冬
嗣
曰
、
聖
唯
知
レ
聖
、
今
陛
下
以
二
万
機
一
付
二
託
聖
人
一
、
天
下
幸
甚
、
但
此
年
之
間
、
豊
稔
未
レ
復
、
若
奉
二
一
帝
二
太
上
皇
一
、
臣
恐
天
下
難
レ
堪
、
臣
願
蹔
待
二
年
復
一
、
然
後
傳
レ
位
、
於
レ
事
不
レ
晩
、
帝
曰
、
朕
心
素
定
、
又
推
レ
賢
讓
レ
位
、
唯
為
二
天
下
一
、
賢
君
臨
レ
政
、
何
憂
二
年
之
未
一
レ
復
乎
、
」
と
あ
っ
て
、
嵯
峨
天
皇
が
譲
位
の
こ
と
を
冬
嗣
に
相
談
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
『
日
本
紀
略
』
の
母
体
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
『
日
本
後
紀
』
も
藤
原
冬
嗣
等
の
撰
に
依
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
願
望
が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
、
田
村
氏
の
言
う
「
皇
位
継
承
に
関
す
る
発
言
権
」
と
い
う
先
例
、
ま
た
は
藤
原
氏
の
特
権
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
冬
嗣
も
ま
た
意
識
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
即
ち
、
藤
原
氏
の
嫡
流
が
皇
位
継
承
、
ひ
い
て
は
皇
権
に
関
わ
る
問
題
に
口
を
挟
め
る
の
だ
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
以
上
を
総
括
す
る
と
、
ま
ず
藤
原
氏
は
か
つ
て
神
祇
官
の
掌
握
を
行
い
、
斎
宮
を
も
意
図
し
て
独
自
に
選
抜
し
て
お
り
、
望
む
べ
き
外
戚
と
な
る
天
皇
の
皇
権
を
、
藤
原
氏
縁
戚
に
当
た
る
斎
宮
卜
定
の
画
策
と
い
う
外
的
作
用
を
以
て
威
儀
付
け
て
き
た
先
例
が
あ
る
こ
と
。
即
ち
、
賀
茂
斎
院
の
掌
握
も
想
定
し
得
た
こ
と
が
言
え
る
。 
 
し
か
し
鷺
森
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
薬
子
の
変
以
来
、
神
祇
官
中
臣
氏
の
勢
力
は
衰
退
し
、
神
祇
支
配
力
も
低
下
し
て
い
た
。
（
２
１
）
そ
の
た
め
当
然
で
は
あ
る
が
、
奈
良
時
代
と
全
く
同
じ
方
法
で
の
斎
院
制
の
掌
握
は
不
可
能
だ
っ
た
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わ
け
で
あ
る
。 
 
そ
こ
で
冬
嗣
は
、
神
祇
官
的
側
面
か
ら
で
は
な
く
、
自
身
の
管
轄
す
る
役
所
を
組
み
込
ん
で
自
ら
整
備
し
た
斎
院
司
を
以
て
掌
握
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
斎
院
に
関
す
る
決
定
権
の
一
部
を
担
う
こ
と
で
、
藤
原
氏
の
望
む
べ
き
仁
明
―
文
徳
以
下
の
天
皇
の
即
位
を
、
藤
原
氏
に
縁
の
あ
る
斎
内
親
王
を
以
て
威
儀
付
け
る
。
即
ち
、
賀
茂
斎
院
の
卜
定
と
そ
れ
に
伴
う
天
皇
即
位
の
威
儀
付
け
を
藤
原
氏
が
挙
行
す
る
こ
と
で
、
再
び
皇
権
に
対
す
る
発
言
権
を
確
保
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。 
   
 
 
 
 
お
わ
り
に 
 
以
上
を
総
括
す
る
と
、
ま
ず
賀
茂
社
は
帰
化
系
氏
族
の
崇
敬
を
受
け
る
山
城
国
に
お
け
る
最
も
重
要
な
社
の
一
つ
で
あ
り
、
奈
良
時
代
よ
り
度
々
朝
廷
の
注
目
を
集
め
、
桓
武
朝
の
山
城
国
遷
都
を
期
と
し
て
つ
い
に
朝
廷
か
ら
の
奉
祭
に
預
か
る
よ
う
に
な
っ
た
事
を
述
べ
た
。 
 
そ
の
た
め
弘
仁
元
年(
八
一
〇)
の
薬
子
の
変
に
際
し
、
嵯
峨
天
皇
が
帰
化
系
氏
族
の
経
済
・
軍
事
的
翼
賛
を
得
る
た
め
に
賀
茂
社
に
皇
女
を
参
入
さ
せ
た
こ
と
で
斎
院
の
基
礎
が
構
築
さ
れ
、
そ
し
て
弘
仁
九
年(
八
一
八)
、
藤
原
冬
嗣
に
よ
る
斎
院
司
の
設
置
に
よ
っ
て
、
よ
り
公
的
な
組
織
と
し
て
編
成
さ
れ
る
。
次
い
で
弘
仁
十
四
年(
八
二
三)
の
斎
院
司
の
停
止
、
翌
天
長
元
年(
八
二
四)
の
再
設
を
期
に
、
戦
勝
祈
願
の
御
礼
と
し
て
嵯
峨
朝
一
代
を
限
り
に
置
か
れ
た
臨
時
的
な
斎
院
か
ら
、
常
設
化
す
る
に
当
た
っ
て
の
よ
り
制
度
的
な
斎
院
へ
と
性
格
を
変
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
斎
院
制
は
漸
く
一
応
の
成
立
を
迎
え
、
天
長
十
年(
八
三
三)
の
仁
明
天
皇
即
位
と
同
時
に
即
位
儀
礼
化
す
る
こ
と
で
確
立
し
た
の
で
あ
る
。 
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次
い
で
そ
の
背
景
と
し
て
、
こ
れ
ら
斎
院
制
の
整
備
に
斎
院
司
の
設
置
と
関
わ
る
藤
原
冬
嗣
の
意
図
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。 
 
冬
嗣
は
、
自
身
が
掌
握
し
、
ま
た
子
孫
に
継
承
さ
せ
得
る
役
所
・
権
限
を
以
て
斎
院
制
を
整
備
し
、
藤
原
氏
主
導
に
よ
る
常
設
化
（
即
位
儀
礼
化
）
へ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
斎
院
制
確
立
の
背
景
に
は
、
皇
位
の
嵯
峨
―
淳
和
系
二
統
迭
立
状
態
が
存
在
し
、
嵯
峨
系
仁
明
天
皇
の
皇
位
系
統
を
威
儀
付
け
よ
う
と
す
る
藤
原
北
家
と
し
て
の
思
惑
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
仁
明
朝
に
至
り
、
斎
院
が
斎
宮
と
共
に
即
位
儀
礼
の
一
環
と
し
て
新
た
に
卜
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
冬
嗣
の
構
想
し
た
斎
院
制
度
は
確
立
し
、
更
に
良
房
外
甥
文
徳
天
皇
の
即
位
に
伴
っ
て
斎
宮
・
斎
院
共
に
藤
原
氏
系
内
親
王
が
卜
定
さ
れ
る
な
ど
、
藤
原
氏
は
斎
王
制
を
以
て
即
位
儀
礼
の
一
端
を
抑
え
、
即
ち
即
位
・
皇
権
に
関
す
る
発
言
権
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
で
は
、
最
後
に
こ
の
賀
茂
斎
院
制
が
内
親
王
に
与
え
た
影
響
が
何
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。 
 
そ
も
そ
も
斎
院
と
い
う
と
、
宇
多
～
醍
醐
朝(
八
八
九
～
九
三
〇)
の
君
子
内
親
王
の
よ
う
に
譲
位
に
際
し
て
も
退
下
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
選
子
内
親
王
の
よ
う
に
忌
避
さ
れ
る
べ
き
仏
教
を
忌
避
し
て
い
な
か
っ
た
り
と
、
都
か
ら
近
か
っ
た
た
め
に
世
俗
化
が
進
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 
 
し
か
し
例
え
ば
文
徳
朝(
八
五
〇
～
八
五
八)
の
斎
院
慧
子
内
親
王
の
例
を
み
る
と
、「
田
村
の
み
か
ど
（
文
徳
天
皇
）
の
御
時
に
、
齋
院
に
侍
け
る
あ
き
ら
け
い
こ
の
み
こ
（
慧
子
内
親
王
）
を
、
は
ゝ
あ
や
ま
ち
有
と
い
ひ
て
、
齋
院
を
か
へ
ら
れ
ん
と
し
け
る
を
、
其
事
や
み
に
け
れ
ば
よ
め
る
…
…
」（
『
古
今
和
歌
集
』
）
と
あ
っ
て
、
天
安
元
年(
八
五
七)
に
母
藤
原
列
子
の
過
失
に
よ
っ
て
退
下
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
母
で
あ
る
は
ず
の
同
時
期
の
斎
宮
晏
子
内
親
王
は
退
下
し
て
い
な
い
。 
 
ま
た
清
和
～
陽
成
朝(
八
五
八
～
八
八
四)
の
斎
宮
と
斎
院
の
出
自
を
見
て
み
る
と
、
斎
宮
は
恬
子
内
親
王
（
母
紀
静
子
）
、
識
子
内
親
王
（
母
藤
原
良
近
女
）
、
掲
子
内
親
王
（
母
藤
原
今
子
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
斎
院
は
儀
子
内
親
王
（
母
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藤
原
明
子
）
、
敦
子
内
親
王
（
母
藤
原
高
子
）
、
穆
子
内
親
王
（
母
正
弭
王
女
）
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
斎
院
と
な
っ
た
儀
子
・
敦
子
内
親
王
の
生
母
は
天
皇
と
同
母
に
当
た
る
女
御
で
あ
り
、
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
た
内
親
王
の
生
母
よ
り
も
高
い
身
分
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
従
っ
て
、
斎
院
創
設
期
か
ら
陽
成
朝
に
か
け
て
の
斎
院
は
、
む
し
ろ
斎
宮
よ
り
重
視
さ
れ
て
お
り
、
実
態
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 
 
で
は
実
態
を
持
つ
斎
院
（
内
親
王
）
に
求
め
ら
れ
た
役
割
が
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
『
延
喜
式
』（
斎
院
司
式
）
に
見
る
と
こ
ろ
の
「
未
婚
の
女
性
」
、
即
ち
神
に
仕
え
る
巫
女
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。 
 
こ
の
「
未
婚
」
「
巫
女
的
性
格
」
は
淳
和
朝
ま
で
見
ら
れ
た
内
親
王
の
「
入
内
」
と
い
う
役
割
と
は
存
在
形
態
を
ま
っ
た
く
異
と
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
も
そ
も
内
親
王
と
は
律
令
に
お
い
て
皇
親
以
外
と
の
結
婚
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
、
世
俗
と
は
一
線
を
画
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
先
行
イ
メ
ー
ジ
に
、
こ
の
未
婚
＝
巫
女
的
性
格
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
平
安
中
期
、
紫
式
部
等
の
「
皇
女
は
未
婚
で
あ
る
の
が
望
ま
し
い
」
と
す
る
感
覚
を
養
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
ま
た
平
安
中
期
以
降
の
物
語
中
に
書
か
れ
る
皇
女
の
多
く
が
斎
宮
・
斎
院
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
内
親
王
＝
斎
王
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
人
々
の
間
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
斎
王
が
即
位
儀
式
、
祭
礼
等
に
お
い
て
大
々
的
な
群
行
・
行
列
を
行
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
、
普
段
表
に
は
現
れ
な
い
内
親
王
が
、
斎
王
、
特
に
斎
院
と
し
て
祭
事
に
参
加
し
、
都
の
人
々
の
目
に
直
接
触
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
人
々
の
目
に
触
れ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
絢
爛
さ
を
以
て
当
代
天
皇
の
権
威
を
知
ら
し
め
る
大
役
を
も
担
っ
て
い
た
の
だ
と
言
え
る
。 
 
即
ち
、
内
親
王
は
斎
王
と
し
て
朝
廷
の
神
祇
支
配
の
一
翼
を
担
う
と
同
時
に
、
即
位
儀
礼
と
皇
権
の
一
部
を
担
い
、
民
衆
に
知
ら
し
め
、
威
儀
付
け
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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こ
の
よ
う
に
、
内
親
王
が
未
婚
を
望
ま
れ
神
聖
視
さ
れ
る
よ
う
な
風
潮
、
ひ
い
て
は
平
安
前
期
に
お
け
る
内
親
王
の
存
在
形
態
に
変
化
と
新
構
築
を
も
た
ら
し
た
も
の
が
、
藤
原
冬
嗣
に
よ
っ
て
整
備
・
構
想
さ
れ
た
賀
茂
斎
院
制
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
斎
院
と
な
る
内
親
王
（
未
婚
の
皇
女
）
、
特
に
藤
原
氏
の
血
を
引
く
内
親
王
は
、
外
甥
・
外
孫
と
な
る
天
皇
の
即
位
の
威
儀
付
け
と
皇
権
の
安
定
、
そ
の
治
世
の
一
助
と
な
る
事
を
期
待
さ
れ
、
皇
権
を
神
祇
的
な
側
面
か
ら
輔
弼
す
る
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。 
     
注 
(
1) 
瀧
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あ
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。
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史
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史
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損
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史
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茂
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さ
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西
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史
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収
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、
拙
稿
「
賀
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（
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史
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二
〇
一
三
年
）
に
述
べ
た
斎
院
再
設
置
説
に
つ
い
て
、
『
類
聚
三
代
格
』
国
史
大
系
本
、
天
長
元
年
十
二
月
二
十
九
日
太
政
官
符
に
お
け
る
欠
字
を
『
同
』
狩
野
文
庫
本
よ
り
補
う
こ
と
で
、
弘
仁
十
四
年
廃
止
、
天
長
元
年
（
も
し
く
は
二
年
）
の
再
設
置
説
を
補
完
さ
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れ
た
（
な
お
天
長
二
年
説
は
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
に
依
る
）
。
な
お
氏
は
淳
和
朝
に
お
け
る
停
廃
は
賀
茂
斎
院
の
み
な
ら
ず
伊
勢
斎
宮
に
も
同
様
に
取
ら
れ
た
措
置
で
あ
り
、
し
か
し
こ
れ
が
嵯
峨
上
皇
の
意
図
に
よ
っ
て
直
ち
に
廃
止
が
撤
回
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
（
久
禮
旦
雄
「
賀
茂
斎
院
・
伊
勢
斎
宮
の
淳
和
朝
に
お
け
る
存
廃
に
つ
い
て
―
狩
野
本
『
類
聚
三
代
格
』
天
長
元
年
十
二
月
二
十
九
日
太
政
官
符
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
―
」(
『
続
日
本
紀
研
究
』
四
〇
九
、
二
〇
一
四
年)
） 
(
13) 
瀧
浪
貞
子
「
伊
勢
斎
王
制
の
創
始
」
（
後
藤
祥
子
編
『
王
朝
文
学
と
斎
宮
・
斎
院
』
所
収
、
竹
林
舎
、
二
〇
〇
九
年
） 
(
14) 
な
お
文
徳
朝
の
二
代
目
斎
院
で
あ
る
述
子
内
親
王
の
母
は
紀
氏
で
、
彦
由
氏
は
こ
れ
を
藤
原
氏
の
擁
す
る
惟
仁
親
王
［
清
和
］
に
対
し
て
、
紀
氏
の
擁
す
る
第
一
皇
子
惟
喬
親
王
の
地
位
を
格
段
に
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
即
ち
皇
太
子
惟
仁
親
王
の
対
抗
馬
的
存
在
へ
と
押
し
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
（
彦
由
氏
注(
2)
前
掲
論
文
）
。
文
徳
天
皇
が
、
鍾
愛
す
る
惟
喬
親
王
を
皇
位
に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
藤
原
氏
外
戚
慧
子
内
親
王
の
過
失
に
よ
る
斎
院
退
下
の
後
に
紀
氏
外
戚
・
述
子
内
親
王
が
卜
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
皇
位
争
い
が
存
在
し
た
こ
と
を
顕
示
し
て
お
り
、
惟
仁
親
王
が
立
太
子
し
た
こ
と
で
油
断
し
て
い
た
藤
原
氏
に
対
す
る
紀
氏
の
不
意
打
ち
と
も
い
え
る
対
抗
策
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
述
子
内
親
王
が
斎
院
に
卜
定
さ
れ
、
惟
喬
親
王
が
元
服
の
儀
を
行
う
と
、
間
も
な
く
惟
喬
親
王
は
大
宰
権
帥
と
な
り
政
治
の
中
枢
か
ら
排
除
さ
れ
、
述
子
内
親
王
が
紫
野
斎
院
に
入
御
す
る
前
に
、
文
徳
天
皇
も
急
死
す
る
。
更
に
清
和
朝
、
貞
観
八
年
の
応
天
門
の
変
に
際
し
、
紀
氏
が
完
全
に
没
落
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
藤
原
氏
が
他
氏
族
出
身
の
斎
院
す
ら
も
警
戒
し
て
い
た
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
(
15) 
野
村
忠
夫
「
桓
武
朝
後
半
期
の
一
・
二
の
問
題
―
延
暦
十
四
年
十
月
八
日
格
を
中
心
に
―
」
（
『
古
代
学
』
一
〇
、
一
九
六
二
年
）
、
佐
藤
宗
諄
「
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
以
後
―
桓
武
朝
に
お
け
る
官
人
構
成
の
基
礎
的
考
察
―
」
（
『
滋
賀
大
学
教
育
学
部
紀
要 
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
教
育
科
学
』
一
九
、
一
九
六
九
年
） 
(
16) 
百
済
王
氏
の
系
譜
と
し
て
は
、
唯
一
『
百
済
王
三
松
氏
系
圖
』
が
存
在
し
て
い
る
が
、
信
憑
性
に
欠
け
る
こ
と
も
既
に
多
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く
の
指
摘
が
あ
る
。
従
っ
て
本
論
で
は
当
系
図
に
見
ら
れ
る
縁
戚
関
係
に
つ
い
て
は
採
用
し
な
か
っ
た
。 
(
17) 
長
島
一
浩
「
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
北
家
藤
原
氏
―
冬
嗣
の
台
頭
と
北
家
諸
流
―
」（
『
政
治
経
済
史
学
』
三
四
四
、
一
九
九
五
年
）
内
麻
呂
は
参
議
に
至
る
ま
で
に
軍
事
警
察
的
職
掌
を
歴
任
し
、
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
最
枢
要
部
で
あ
る
軍
事
主
導
権
を
一
貫
し
て
掌
握
し
て
い
た
。
同
じ
く
軍
事
官
衛
の
中
枢
近
衛
府
に
あ
っ
た
坂
上
田
村
麻
呂
は
、
内
麻
呂
と
外
戚
（
義
兄
弟
）
で
あ
り
、
こ
の
内
麻
呂
の
職
権
が
冬
嗣
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
(
18) 
鷺
森
浩
幸
「
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
中
臣
氏
と
神
祇
官
」
（
『
帝
塚
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
二
九
、
二
〇
一
一
年
） 
(
19) 
瀧
浪
氏
注(
13)
前
掲
論
文 
(
20) 
田
村
圓
澄
「
藤
原
氏
と
中
臣
氏
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
五
〇
、
一
九
六
九
年
） 
(
21) 
鷺
森
氏
注(
18)
前
掲
論
文 
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名前 斎宮備考 名前 斎院備考
仁子内親王 　　　父：嵯峨天皇
　　　大同4年卜定 　　　母：大原浄子 有智子内親王 　　　父：嵯峨天皇 弘仁元年(810) 薬子の変
　　　弘仁元年参入 　　　母：交野女王 弘仁9年(819) 斎院司の設置
　　　弘仁14年退下 * 父帝譲位 (父帝譲位)
氏子内親王 　　　父：淳和天皇
　　　弘仁14年卜定 　　　母：高志内親王 天長元年(824)斎院司の再設置
　　　天長4年退下 * 疾病
宣子女王 　　　父：仲野親王
　　　天長5年卜定 　　　母：菅野氏 　　　天長8年退下 * 病・齢老身
時子内親王(女王 ) 　　　父：正良親王(仁明)
　　　天長8年卜定 　　　母：滋野繩子
　　　天長10年退下 * 当帝譲位 　　　天長10年退下 * 当帝譲位
久子内親王 　　　父：仁明天皇 高子内親王 　　　父：仁明天皇
　　　天長10年卜定 　　　母：高宗女王 　　　天長10年卜定 　　　母：百済王永慶
承和9年(842) 承和の変
　　　嘉祥3年退下 * 父帝崩御 　　　嘉祥3年退下 * 父帝崩御
晏子内親王 　　　父：文徳天皇 慧子内親王 　　　父：文徳天皇
　　　嘉祥3年卜定 　　　母：藤原列子 　　　嘉祥3年卜定 　　　母：藤原列子
　　　天安元年退下 * 母の過失か
述子内親王 　　　父：文徳天皇
　　　天安元年卜定 　　　母：紀静子
　　　天安2年退下 * 父帝崩御 　　　天安2年退下 * 父帝崩御
恬子内親王 　　　父：文徳天皇 儀子内親王 　　　父：文徳天皇
　　　貞観元年卜定 　　　母：紀静子 　　　貞観元年卜定 　　　母：藤原明子
貞観8年(866) 応天門の変
　　　貞観18年退下 * 当帝譲位 　　　貞観18年退下 * 当帝譲位
識子内親王 　　　父：清和天皇 敦子内親王 　　　父：清和天皇
　　　元慶元年卜定 　　　母：藤原良近女 　　　元慶元年卜定 　　　母：藤原高子
　　　元慶4年退下  * 父上皇崩御 　　　元慶4年退下 * 父上皇崩御
掲子内親王 　　　父：文徳天皇 穆子内親王 　　　父：時康親王(光孝)
　　　元慶6年卜定 　　　母：藤原今子 　　　元慶6年卜定 　　　母：正躬王女
　　　元慶8年不遂群行 * 当帝崩御 (当帝譲位) ※掲子、遂に群行せず
繁子内親王 　　　父：光孝天皇
　　　元慶8年卜定 　　　母：滋野直子
　　　仁和3年退下 * 父帝崩御 　　　仁和3年退下 * 父帝崩御
元子女王 　　　父：本康親王 直子女王 　　　父：惟彦親王
　　　寛平元年卜定 　　　寛平元年卜定
　　　寛平4年退下 * 薨去
君子内親王 　　　父：宇多天皇
　　　寛平5年卜定 　　　母：橘義子
　　　寛平9年3月退下 (理由不明)
※同年7月に天皇譲位
柔子内親王 　　　父：宇多天皇
　　　寛平9年卜定 　　　母：藤原胤子
　　　延喜2年退下 * 薨去
恭子内親王 　　　父：醍醐天皇
　　　延喜3年卜定 　　　母：藤原鮮子
　　　延喜15年退下 * 母卒去
宣子内親王 　　　父：醍醐天皇
　　　延喜15年卜定 　　　母：源封子
　　　延喜20年退下 * 薨去
韶子内親王 　　　父：醍醐天皇
　　　延喜21年卜定 　　　母：源和子
　　　延長8年9/22退下 * 当帝譲位 ※醍醐、9/22譲位、/29崩御
(朱雀) 　　　延長8年9/29退下 * 父上皇崩御 ※朱雀、9/22踐祚、11/21即位
斎宮・斎院一覧 <嵯峨～醍醐朝>
 斎宮  斎院
天皇
醍醐天皇　　。
(897-930)
宇多天皇　　。
(887-897)
清和天皇　　。
(858-876)
陽成天皇　　。
(876-884)
光孝天皇　　。
(884-887)
備考
嵯峨天皇　　。
(809-823)
淳和天皇　　。
(823-833)
仁明天皇　　。
(833-850)
文徳天皇　　。
(850-858)
  
          
第
二
部 
内
親
王
降
嫁 
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第
一
章 
延
暦
十
二
年
の
詔 
―
皇
親
女
子
の
婚
制
緩
和
の
法
令
― 
 
 
 
 
 
は
じ
め
に 
 
九
世
紀
、
皇
統
を
繋
ぐ
た
め
の
入
内
と
い
う
役
割
を
失
い
、
代
わ
っ
て
斎
王
と
し
て
皇
権
を
輔
弼
す
る
「
未
婚
の
皇
女
」
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
た
内
親
王
だ
が
、
こ
の
第
二
部
で
は
、
そ
の
内
親
王
が
十
世
紀
、
今
度
は
藤
原
氏
へ
と
降
嫁
を
す
る
よ
う
に
な
る
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
く
。 
 
そ
も
そ
も
皇
親
女
子
と
臣
下
の
婚
姻
事
例
と
い
う
の
は
奈
良
時
代
以
前
に
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
平
安
時
代
に
は
じ
ま
っ
た
事
例
で
あ
る
。
そ
の
初
例
は
嵯
峨
天
皇
皇
孫
二
世
女
王
の
藤
原
氏
へ
の
降
嫁
で
、
二
世
女
王
の
臣
下
へ
の
降
嫁
に
関
し
て
は
、
十
世
紀
の
村
上
二
世
女
王
と
藤
原
氏
の
婚
姻
事
例
ま
で
、
十
六
例
が
確
認
で
き
る
（
表
１
参
照
）
。 
 
で
は
何
故
平
安
時
代
に
な
り
皇
親
女
子
と
臣
下
の
結
婚
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に
は
桓
武
天
皇
の
定
め
た
法
令
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
が
延
暦
十
二
年
の
詔
で
あ
る
。 
 
延
暦
十
二
年
の
詔
と
は
、『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
九
月
十
日
条
に
見
え
る
詔
で
、
即
ち
、
見
任
大
臣
・
良
家
の
子
孫
が
三
世
以
下
の
女
王
（
皇
曾
孫
）
を
、
藤
原
氏
が
二
世
以
下
の
女
王
（
皇
孫
）
を
娶
る
こ
と
を
許
す
と
い
う
、
皇
親
女
子
の
婚
姻
枠
を
大
幅
に
拡
大
し
、
そ
の
存
在
形
態
に
多
大
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
法
令
で
あ
る
。 
 
こ
の
延
暦
十
二
年
の
詔
に
関
し
て
も
、
史
料
上
に
見
ら
れ
る
実
例
が
少
な
い
た
め
に
、
実
際
に
僅
か
な
例
し
か
存
在
し
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
記
し
遺
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
な
の
か
の
判
別
は
つ
き
難
く
、
非
常
に
論
証
し
難
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
平
安
時
代
以
後
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
藤
原
氏
へ
の
女
王
降
嫁
の
問
題
、
そ
し
て
藤
原
師
輔
に
始
ま
る
内
親
王
降
嫁
と
い
う
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
以
前
二
世
女
王
ま
で
な
ら
ば
藤
原
氏
に
降
嫁
し
得
た
と
い
う
法
の
緩
和
が
あ
っ
た
と
い
う
点
、
そ
れ
で
も
な
お
内
親
王
降
嫁
だ
け
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、
非
常
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祖父天皇 父親王 女王名 結婚 子女 備考
桓武天皇 事例無
平城天皇 事例無
嵯峨天皇 忠良親王 操子女王 藤原氏 藤原基経 兼平・温子
淳和天皇 恒世親王 恒世親王女 藤原氏 藤原衛 有全・俊実
人康親王女 平氏 平惟範
本康親王 廉子女王 藤原氏 藤原時平 保忠
文徳天皇 事例無
清和天皇 貞元親王 貞元親王女 藤原氏 藤原興嗣 ※安田氏は誤伝とする（１）
陽成天皇 元平親王 元平親王女 藤原氏 藤原兼通 顕光
是貞親王 是貞親王女 藤原氏 藤原定方 ※新山氏は源氏に嫁すとする
―――― （源礼子） 藤原氏 藤原連永
後に一世王、源氏となるが、結婚
は二世女王の頃
宇多天皇 敦慶親王 敦慶親王女 源氏 源信明か 歌人・中務 / 後に源信明室
厳子女王 藤原氏 藤原頼忠 公任・遵子・諟子
恵子女王 藤原氏 藤原伊尹 親賢・懐子ほか
重明親王 旅子女王 藤原氏 藤原朝光 朝経・相任・登朝 斎宮　※悦子女王とも
昭子女王 藤原氏 藤原兼通 朝光（・媓子） ※能子女王とも
馨子女王か 藤原氏 藤原公季 実成・如源・義子
行明親王 行明親王女 源氏 ※新山氏説
婉子女王 藤原氏 藤原実資 天皇出家後再婚
為平親王女 皇族 具平親王 源師房
嫥子女王 藤原氏 藤原教通 斎宮、資子皇女養女、頼通が後見
隆姫女王 藤原氏 藤原頼通
具平親王女 皇族 敦康親王 嫄子女王 嫄子は頼通と隆姫の養女に
昭平親王 昭平親王女 藤原氏 藤原公任 『大鏡』　/ 藤原道兼女
光孝天皇
代明親王
※なお新山氏説は新山春道「二世女王の婚姻―朝顔の姫君を中心に―」（『中古文学』67.2001年による
村上天皇
為平親王
具平親王
醍醐天皇
有明親王
頼子・妹子は清和女御、穏子は醍
醐皇后
 （表１）二世女王の婚姻事例一覧 (桓武皇孫～村上皇孫)
仁明天皇
人康親王
人康親王女 藤原氏 藤原基経
時平・仲平・忠平・良
平・頼子・妹子・穏子
に
重
要
な
法
令
で
あ
る
。
故
に
延
暦
十
二
年
の
詔
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
内
親
王
史
上
に
お
い
て
も
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
考
え
る
が
、
し
か
し
該
当
時
期
の
正
史
で
あ
る
『
日
本
後
紀
』
の
散
逸
に
よ
り
、
詔
の
具
体
的
な
内
容
が
分
か
ら
な
い
上
に
実
例
が
乏
し
い
た
め
、
詔
の
解
釈
も
、
発
布
の
意
図
も
明
確
で
は
な
い
。 
 
先
行
研
究
に
お
い
て
も
皇
親
女
子
の
結
婚
に
関
し
て
論
究
す
る
場
合
に
必
ず
引
用
さ
れ
る
法
令
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
詔
の
概
略
を
取
り
上
げ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
言
及
し
た
と
し
て
も
二
次
的
な
も
の
と
し
て
触
れ
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
具
体
性
を
欠
く
の
が
現
状
で
あ
る
。 
 
唯
一
、
安
田
政
彦
氏
が
著
書
内
に
お
い
て
延
暦
十
二
年
の
詔
の
意
味
す
べ
き
と
こ
ろ
に
つ
い
て
論
究
し
て
お
り
、
そ
の
運
用
を
二
世
・
三
世
女
王
を
中
心
に
検
証
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
氏
の
見
解
と
論
証
に
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
再
考
を
要
す
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
１
） 
 
従
っ
て
十
世
紀
に
お
け
る
内
親
王
降
嫁
の
問
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題
を
取
り
上
げ
る
の
に
先
立
っ
て
、
本
章
で
は
こ
の
延
暦
十
二
年
の
詔
を
取
り
上
げ
る
も
の
と
し
、
以
下
安
田
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
た
上
で
の
詔
の
解
釈
に
関
す
る
再
考
と
、
詔
発
布
の
意
図
と
背
景
を
考
察
し
、
延
暦
十
二
年
の
詔
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
影
響
に
つ
い
て
を
明
ら
か
に
す
る
。 
   
 
 
 
 
第
一
節 
皇
親
女
子
の
婚
姻
に
関
す
る
規
定 
 
 
 
１ 
皇
親
枠
と
そ
れ
に
伴
う
婚
姻
枠
の
推
移 
 
第
一
部
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
は
じ
め
に
、
延
暦
十
二
年(
七
九
八)
以
前
に
お
け
る
皇
親
女
子
の
婚
姻
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。 
 
皇
親
女
子
の
婚
姻
規
定
に
関
す
る
法
令
と
し
て
現
在
確
認
で
き
る
最
も
古
い
も
の
は
、
天
平
宝
字
元
年(
七
五
七)
施
行
の
『
養
老
令
』
、
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
大
宝
元
年(
七
〇
一)
施
行
の
『
大
宝
令
』
で
あ
る
。 
 
『
令
義
解
』
（
継
嗣
令
「
王
娶
親
王
條
」
）
に
よ
る
と
、
（
２
）
「
凡
王
娶
二
親
王
一
、
臣
娶
二
五
世
王
一
者
聽
、
唯
五
世
王
、
不
レ
得
レ
娶
二
親
王
一
、
」
と
あ
り
、
王
は
内
親
王
を
娶
り
、
臣
下
は
五
世
女
王
を
娶
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
（
３
） 
 
同
じ
く
『
令
義
解
』
（
継
嗣
令
「
皇
兄
弟
子
條
」
）
に
は
「
凡
皇
兄
弟
皇
子
、
皆
爲
二
親
王
一
、
女
帝
子
亦
同
、
以
外
並
爲
二
諸
王
一
、
自
二
親
王
一
五
世
雖
レ
得
二
王
名
一
、
不
レ
在
二
皇
親
之
限
一
、
」
と
あ
り
、
親
王
（
内
親
王
）
と
は
天
皇
の
兄
弟
・
子
を
い
い
、
そ
の
他
が
王
（
女
王
）
と
称
す
こ
と
、
並
び
に
五
世
王
（
五
世
女
王
）
は
王
名
を
得
る
が
皇
親
の
限
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。 
 
従
っ
て
先
の
「
王
娶
親
王
條
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
八
世
紀
段
階
に
お
け
る
内
親
王
は
、
皇
親
と
の
結
婚
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
皇
親
の
限
で
は
な
い
五
世
王
以
下
も
ま
た
内
親
王
を
娶
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
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並
び
に
臣
下
が
皇
親
と
の
結
婚
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 
 
次
い
で
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
三
年(
七
〇
六)
二
月
十
六
日
条
に
は
、「
准
レ
令
、
五
世
之
王
、
雖
レ
得
二
王
名
一
、
不
レ
在
二
皇
親
之
限
一
、
今
五
世
之
王
、
雖
レ
有
二
王
名
一
、
已
絶
二
皇
親
之
籍
一
、
遂
入
二
諸
臣
之
例
一
、
顧
二
念
親
親
之
恩
一
、
不
レ
勝
二
絶
籍
之
痛
一
、
自
今
以
後
、
五
世
之
王
、
在
二
皇
親
之
限
一
、
其
承
嫡
者
相
承
為
レ
王
、
自
餘
如
レ
令
、
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
即
ち
、
五
世
王
は
王
を
名
乗
る
が
皇
親
の
籍
を
断
っ
て
臣
下
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
以
後
は
五
世
王
も
皇
親
の
限
と
し
、
そ
の
承
嫡
者
も
王
と
す
る
規
定
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 
 
こ
の
皇
親
枠
の
拡
大
に
伴
い
、
先
の
継
嗣
令
に
も
改
変
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
以
後
は
「
臣
娶
二
六
世
王
一
者
聽
、
」
、
「
唯
六
世
王
、
不
レ
得
レ
娶
二
親
王
一
、
」
、
「
六
世
雖
レ
得
二
王
名
一
、
不
レ
在
二
皇
親
之
限
一
、
」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
臣
下
は
皇
親
の
限
と
な
っ
た
五
世
女
王
を
娶
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
六
世
女
王
以
下
と
の
み
結
婚
し
得
た
。
六
世
王
が
内
親
王
を
娶
り
得
な
い
の
は
変
わ
り
な
い
が
、
逆
に
皇
親
の
限
に
含
ま
れ
た
五
世
王
は
内
親
王
を
娶
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
 
な
お
本
章
で
取
り
上
げ
る
延
暦
十
二
年
の
詔
の
発
布
の
五
年
後
、
延
暦
十
七
年(
七
九
八)
に
は
「
勅
依
レ
令
、
五
世
之
王
雖
レ
得
二
王
名
一
不
レ
在
二
皇
親
之
限
一
、
爰
逮
二
慶
雲
一
、
昇
居
二
親
限
一
、
如
レ
聞
、
頑
闇
之
輩
苟
規
二
微
祿
一
携
二
養
庸
流
一
、
名
爲
二
己
胤
一
、
遂
附
二
属
籍
一
、
以
汚
二
宗
室
一
、
非
三
徒
二
禍
於
一
己
一
、
固
亦
延
黷
二
於
七
廟
一
、
朕
所
以
丁
寧
過
二
於
再
三
一
、
曾
不
二
改
悟
一
、
弥
長
二
姧
濫
一
、
靜
言
二
其
弊
一
、
深
合
二
懲
淸
一
、
冝
下
停
二
後
挌
一
一
依
二
令
條
一
、
俾
中
夫
玉
石
殊
レ
貫
、
蘭
艾
不
上
レ
雜
、
主
者
施
行
、
」（
『
類
聚
三
代
格
』
延
暦
十
七
年
閏
五
月
廿
三
日
勅
）
と
し
て
令
の
規
定
、
つ
ま
り
四
世
王
ま
で
が
皇
親
の
限
と
さ
れ
る
旧
例
に
復
さ
れ
て
い
る
。 
 
以
上
を
小
括
す
る
と
、
皇
族
に
は
皇
親
の
限
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
内
皇
親
に
含
ま
れ
る
皇
女
・
女
王
は
、
皇
親
と
し
か
結
婚
で
き
な
い
規
定
が
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
臣
下
は
皇
親
女
子
を
娶
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
女
王
で
あ
っ
て
も
皇
親
の
限
で
は
な
い
五
世
女
王
、
慶
雲
三
年(
七
〇
六)
以
降
は
六
世
女
王
、
延
暦
十
七
年(
七
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九
八)
以
降
は
再
び
五
世
女
王
以
下
と
の
み
、
結
婚
し
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
皇
親
の
内
女
子
の
婚
姻
に
の
み
厳
し
い
制
限
が
設
け
ら
れ
て
き
た
の
は
、
天
皇
家
の
「
血
縁
的
尊
貴
性
」
を
保
護
維
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
、
栗
原
弘
氏
は
述
べ
る
。
（
４
）
古
来
よ
り
我
が
国
の
子
供
の
帰
属
権
は
父
系
に
あ
る
た
め
、
男
女
間
の
子
供
は
父
方
一
族
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
皇
親
男
子
が
臣
下
の
女
と
の
間
に
儲
け
た
子
は
皇
親
に
列
し
、
逆
に
皇
親
女
子
が
臣
下
の
男
と
の
間
に
子
を
儲
け
た
場
合
は
臣
下
の
籍
に
列
す
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
、
皇
族
の
血
統
が
臣
下
に
流
出
し
て
尊
貴
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
に
、
皇
親
女
子
に
限
っ
て
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
婚
姻
の
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
図
１
参
照
）
。
し
か
も
栗
原
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
皇
親
女
子
に
関
す
る
婚
姻
規
制
は
、
皇
族
内
で
の
近
親
婚
が
集
中
し
て
見
ら
れ
る
仁
徳
朝
以
前
、
遅
く
と
も
五
世
紀
初
頭
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
規
制
が
八
世
紀
中
に
お
い
て
も
堅
く
遵
守
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
今
江
広
道
氏
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。
（
５
） 
 
更
に
『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年(
七
二
九)
八
月
五
日
条
に
よ
る
と
「
（
６
）
五
世
王
嫡
子
已
上
、
娶
二
孫
王
一
生
二
男
女
一
者
、
入
二
皇
親
之
限
一
、
自
餘
依
二
慶
雲
三
年
格
一
、
」
と
あ
り
、
五
世
王
の
嫡
子
以
上
（
五
世
王
内
皇
親
＋
五
世
王
承
嫡
者
）
が
孫
女
王
（
二
世
女
王
）
を
娶
っ
て
生
ま
れ
た
男
女
が
皇
親
の
籍
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
皇
親
の
限
に
含
ま
れ
る
最
後
の
世
代
と
な
る
五
世
王
・
六
世
王
（
五
世
王
承
嫡
者
）
が
二
世
女
王
を
娶
っ
て
生
ま
れ
た
子
供
は
、
父
系
に
従
っ
て
臣
下
の
籍
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
特
別
に
母
の
身
分
に
従
っ
て
皇
親
の
籍
に
加
え
よ
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
母
が
二
世
女
王
な
ど
尊
貴
な
皇
族
で
あ
る
以
上
、
子
も
皇
親
と
し
て
留
め
置
く
こ
と
で
、
女
王
が
臣
下
を
生
み
だ
す
可
能
性
を
回
避
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
（
７
） 
 
以
上
よ
り
、
我
が
国
が
い
か
に
皇
親
女
子
の
結
婚
を
厳
し
く
規
制
し
て
き
た
の
か
、
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ひ
い
て
は
皇
族
の
血
の
流
出
を
警
戒
し
制
限
し
て
き
た
の
か
が
理
解
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
、
桓
武
天
皇
は
三
世
以
下
の
女
王
が
臣
下
に
嫁
ぐ
こ
と
、
並
び
に
二
世
女
王
が
藤
原
氏
に
嫁
ぐ
こ
と
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
の
厳
し
い
婚
姻
規
制
と
、
臣
下
が
六
世
女
王
以
下
し
か
娶
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
氏
族
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
詔
が
多
大
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 
 
で
は
、
延
暦
十
二
年
の
詔
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
法
が
ど
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
氏
族
が
詔
の
対
象
と
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。 
  
 
 
２ 
延
暦
十
二
年
の
詔
の
解
釈 
延
暦
十
二
年
の
詔
の
全
文
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
以
下
傍
線
筆
者
）
。 
 
詔
曰
、
云
々
、
見
任
大
臣
良
家
子
孫
、
許
レ
娶
二
三
世
已
下
一
、
但
藤
原
氏
者
、
累
代
相
承
、
摂
レ
政
不
レ
絶
、
以
レ
此
論
レ
之
、
不
レ
可
二
同
等
一
、
殊
可
レ
聽
レ
娶
二
二
世
已
下
一
者
、
云
々
、 
  
解
釈
を
加
え
る
上
で
問
題
と
な
る
の
は
、
詔
中
の
「
見
任
大
臣
良
家
子
孫
」
が
指
す
範
囲
、
並
び
に
「
藤
原
氏
」
と
し
て
適
応
さ
れ
る
範
囲
。
即
ち
、
詔
が
誰
を
対
象
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
①
見
任
大
臣
、
②
良
家
、
③
子
孫
、
④
藤
原
氏
、
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。 
 
 
①
「
見
任
大
臣
（
良
家
）
子
孫
」 
 
見
任
と
は
即
ち
現
在
任
じ
ら
れ
て
い
る
者
の
意
で
あ
る
か
ら
、
直
訳
す
る
な
ら
ば
、
現
在
大
臣
で
あ
る
者
の
子
孫
と
い
う
意
味
と
な
る
が
、
安
田
氏
は
こ
れ
を
、
「
よ
り
普
遍
的
に
在
任
の
大
臣
を
意
味
す
る
」
と
し
て
、
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
時
に
お
け
る
見
任
大
臣
で
あ
る
藤
原
継
縄
に
は
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。 
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こ
れ
に
関
し
て
は
同
意
見
で
あ
る
が
、
詔
中
に
お
い
て
「
見
任
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
普
遍
的
と
い
う
よ
り
は
、「
そ
の
時
大
臣
で
あ
る
者
の
子
孫
」
と
い
う
「
見
任
」
に
対
す
る
限
定
性
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
か
つ
て
大
臣
で
あ
っ
た
者
の
子
孫
」
は
含
ま
れ
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
 
 
②
「
（
見
任
大
臣
）
良
家
子
孫
」 
 
次
に
良
家
と
は
、
国
語
辞
典
的
に
は
良
い
家
柄
や
正
し
い
家
柄
、
豊
か
な
家
柄
を
指
す
と
さ
れ
る
が
、
（
８
）
そ
れ
で
は
対
象
が
い
さ
さ
か
漠
然
と
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
 
安
田
氏
は
良
家
に
含
ま
れ
る
者
と
し
て
、
大
臣
を
出
し
た
家
柄
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
家
柄
、
外
戚
氏
族
、
キ
サ
キ
を
入
れ
て
い
る
氏
族
、
女
御
以
上
を
出
し
得
る
よ
う
な
氏
族
と
い
っ
た
、
即
ち
議
政
官
構
成
氏
族
を
中
心
と
し
た
桓
武
天
皇
と
個
人
的
繋
が
り
の
深
い
氏
族
を
指
し
て
い
る
と
す
る
。 
 
し
か
し
大
臣
を
出
し
た
家
柄
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
家
柄
と
い
う
だ
け
で
は
、
や
は
り
適
応
範
囲
が
不
明
確
す
ぎ
よ
う
。 
 
ま
た
桓
武
天
皇
の
外
戚
氏
族
へ
の
優
遇
は
、
確
か
に
「
朕
外
曾
贈
一
位
紀
朝
臣
」
「
尊
祖
妣
道
氏
」
（
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年(
七
八
五)
五
月
三
日
条
）
、
「
百
済
王
等
者
朕
之
外
戚
也
、
」
（
同
延
暦
九
年(
七
九
〇)
二
月
廿
七
日
条
）
、
「
朕
外
祖
父
高
野
朝
臣
、
外
祖
母
土
師
宿
祢
、
」
（
同
十
二
月
一
日
条
）
な
ど
の
表
記
、
贈
位
・
贈
官
・
昇
叙
の
様
子
な
ど
に
窺
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
等
が
大
臣
家
と
並
列
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
な
「
良
家
」
と
い
う
存
在
足
り
得
た
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
例
え
ば
、
外
戚
和
家
麻
呂
の
薨
伝
に
は
、
「
為
レ
人
木
訥
、
以
二
帝
外
戚
一
、
特
被
二
擢
進
一
、
蕃
人
入
二
相
府
一
、
自
レ
此
始
終
、
」（
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年(
八
〇
四)
四
月
廿
七
日
条
）
と
あ
り
、「
蕃
人
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
て
も
、
和
氏
を
「
良
家
」
と
呼
ん
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
、
優
遇
と
良
家
待
遇
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。 
 
キ
サ
キ
を
入
れ
て
い
る
氏
族
、
女
御
以
上
を
出
し
得
る
よ
う
な
氏
族
に
関
し
て
も
、
平
安
初
期
に
お
け
る
「
入
内
さ
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せ
る
こ
と
の
で
き
る
家
柄
」
が
決
し
て
ご
く
一
部
に
限
定
さ
れ
た
特
権
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
氏
女
や
中
小
貴
族
の
子
女
も
入
内
し
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
「
女
御
」
が
ま
だ
定
着
し
た
后
位
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
象
を
限
定
さ
れ
て
い
る
延
暦
十
二
年
の
詔
に
お
い
て
「
良
家
」
と
し
て
含
ま
れ
た
と
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
頑
な
な
皇
親
女
子
の
婚
姻
規
制
を
鑑
み
て
も
、
「
入
内
す
る
こ
と
」
を
「
降
嫁
さ
れ
得
る
こ
と
」
と
同
義
と
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 
 
以
上
よ
り
、
桓
武
天
皇
の
「
個
人
的
繋
が
り
」
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
「
良
家
」
で
は
な
く
明
確
な
「
外
戚
」
等
の
直
接
的
表
記
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
安
田
氏
の
挙
げ
る
と
こ
ろ
の
範
囲
は
い
ず
れ
も
「
良
家
」
の
定
義
と
し
て
憶
測
の
域
を
出
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
 
で
は
詔
の
中
で
、
明
確
に
「
良
家
」
と
見
做
さ
れ
る
の
が
ど
う
い
う
氏
族
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
ま
ず
『
本
朝
文
粹
』
天
長
四
年(
八
二
七)
六
月
十
三
日
の
太
政
官
符
に
、
「
（
前
略
）
太
政
官
去
十
一
月
十
五
日
符
偁
、
案
二
唐
式
一
、
昭
文
崇
文
両
舘
學
生
、
取
二
三
品
已
上
子
孫
一
、
不
レ
選
二
凡
流
一
、
今
須
下
文
章
生
者
取
二
良
家
子
弟
一
、
（
中
略
）
今
謂
二
良
家
一
、
偏
據
二
符
文
一
、
似
レ
謂
二
三
位
已
上
一
、
（
後
略
）
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
即
ち
、
文
章
生
は
「
良
家
子
弟
」
か
ら
取
る
べ
き
だ
と
し
た
上
で
、
「
良
家
」
と
は
「
三
位
已
上
」
を
言
う
と
す
る
。 
 
同
じ
く
『
政
事
要
略
』（
糾
弾
雜
事
）「
罪
名
并
贖
銅
八
虐
六
議
」
の
六
議
に
は
「
六
曰
、
議
レ
貴
、 
謂
、
三
位
以
上
、 
戸
令
云
、
（
中
略
）
、
又
以
二
三
位
一
、
為
二
良
家
一
之
由
、
見
二
至
要
雜
事
一
、
」
と
あ
り
、
三
位
を
以
て
「
良
家
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
９
） 
 
更
に
『
類
聚
三
代
格
』
寛
平
六
年(
八
九
四)
二
月
二
十
三
日
の
太
政
官
符
で
は
、
「
應
下
准
二
耕
田
數
一
班
二
擧
正
税
一
幷
有
二
對
捍
輩
一
卽
科
中
其
罪
上
事
、（
中
略
）
、
班
二
擧
買
耕
之
人
一
、
而
或
諸
司
官
人
雜
任
幷
良
家
子
弟
内
外
散
位
以
下
及
諸
院
諸
宮
王
臣
勢
家
人
等
、
多
接
二
部
内
一
領
二
作
田
地
一
、
（
後
略
）
」
と
あ
っ
て
、
良
家
が
即
ち
勢
家
（
そ
の
時
勢
い
の
あ
る
権
門
や
権
力
者
）
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
て
い
る
。 
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以
上
よ
り
、
「
良
家
」
と
は
具
体
的
に
三
位
以
上
の
家
柄
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
尤
も
「
見
任
大
臣
」
同
様
、
「
三
位
以
上
子
孫
」
、
と
明
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
「
良
家
」
に
は
三
位
以
上
の
家
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
国
語
的
な
意
味
で
の
良
家
＝
良
い
家
柄
と
認
識
さ
れ
る
一
部
氏
族
も
多
少
な
り
と
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
そ
れ
は
安
田
氏
の
述
べ
る
大
臣
家
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
家
柄
と
い
う
権
力
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
女
が
女
御
と
な
り
得
る
か
ど
う
か
も
問
題
で
は
な
く
、
即
ち
「
勢
家
」
で
は
な
く
、
王
族
末
裔
氏
族
等
の
ご
く
一
部
の
伝
統
的
な
名
門
氏
族
が
対
象
と
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
 
 
③
「
（
見
任
大
臣
良
家
）
子
孫
」 
 
こ
こ
で
「
子
孫
」
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
「
子
孫
」
が
即
ち
「
子
」
と
「
孫
」
と
い
う
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
「
子
孫
」
と
い
う
永
続
的
な
も
の
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
た
め
で
あ
る
。 
 
安
田
氏
は
『
皇
室
制
度
史
料
』
に
お
い
て
「
子
孫
」
を
「
子
・
孫
」
と
限
定
的
に
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
実
例
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
む
し
ろ
「
子
孫
」
と
解
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。 
 
但
し
、
こ
の
安
田
氏
が
根
拠
に
す
る
と
こ
ろ
の
実
例
の
大
半
が
藤
原
氏
の
事
例
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
見
任
大
臣
良
家
子
孫
」
に
関
す
る
実
例
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、「
子
孫
」
と
す
る
説
は
一
概
に
は
支
持
し
難
い
。
（
１
０
）
し
か
も
「
見
任
」
で
あ
っ
た
大
臣
の
子
孫
す
べ
て
を
指
す
こ
と
は
、
そ
の
後
の
盛
衰
に
関
係
な
く
適
応
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
結
果
を
生
み
だ
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
を
鑑
み
れ
ば
、
「
見
任
大
臣
」
に
関
し
て
は
、
対
応
す
る
子
孫
も
限
定
的
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。 
 
一
方
で
安
田
氏
の
挙
げ
る
実
例
中
、
橘
広
相
に
関
し
て
は
、
確
か
に
良
家
子
孫
と
し
て
の
実
例
で
あ
る
。 
 
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
良
家
」
に
は
時
代
に
よ
っ
て
移
り
替
わ
る
「
三
位
以
上
の
家
」
の
意
の
他
に
「
伝
統
的
な
良
い
家
柄
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
た
め
、
広
相
も
ま
た
嵯
峨
皇
后
橘
嘉
智
子
を
輩
出
し
た
王
族
末
裔
氏
族
橘
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氏
の
後
裔
と
し
て
、
女
王
を
娶
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
「
良
家
」
に
関
し
て
は
「
子
・
孫
」
に
限
定
さ
れ
な
い
「
子
孫
」
と
し
て
の
適
応
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 
 
従
っ
て
、
「
子
孫
」
の
指
す
と
こ
ろ
を
厳
密
に
規
定
す
る
こ
と
、
並
び
に
実
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
私
は
「
見
任
大
臣
」
と
い
う
限
ら
れ
た
個
人
に
対
し
て
は
狭
い
意
味
で
の
「
子
・
孫
」
を
意
味
し
、
「
良
家
」
と
い
う
限
ら
れ
な
い
家
に
対
し
て
は
広
い
意
味
で
の
「
子
孫
」
を
意
味
し
た
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。 
 
 
④
「
藤
原
氏
」 
 
最
後
に
、
特
別
に
二
世
女
王
を
娶
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
藤
原
氏
に
つ
い
て
述
べ
る
。 
 
安
田
氏
は
、
「
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
藤
原
氏
す
べ
て
を
指
す
の
で
は
な
く
、
主
に
大
臣
・
納
言
を
出
し
た
系
統
を
意
味
す
る
と
し
て
、
可
能
性
の
あ
る
系
統
を
列
挙
し
て
い
る
。
（
１
１
）
し
か
し
当
詔
は
「
但
藤
原
氏
者
、
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
、
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
、
安
田
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
「
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
で
あ
る
藤
原
氏
勢
流
が
、
特
別
に
二
世
女
王
を
娶
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
」
の
で
は
な
く
、
「
但
し
藤
原
氏
は
、
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
で
あ
る
か
ら
、
二
世
女
王
を
娶
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
」
は
「
藤
原
氏
」
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
藤
原
氏
が
特
に
優
遇
さ
れ
る
理
由
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
厳
密
に
言
え
ば
、
詔
中
に
藤
原
氏
の
系
統
を
限
定
す
る
よ
う
な
内
容
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 
 
例
え
ば
、
安
田
氏
の
挙
げ
る
二
世
女
王
を
娶
り
得
る
系
統
に
含
ま
れ
て
は
い
な
い
事
例
と
し
て
、
京
家
の
祖
、
麻
呂
か
ら
数
え
て
四
世
の
玄
孫
と
な
る
正
五
位
下
信
濃
掾
藤
原
興
嗣
が
、
清
和
皇
孫
貞
元
親
王
女
（
二
世
女
王
）
と
結
婚
し
た
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』
の
藤
原
忠
房
の
項
に
お
い
て
、
「
信
乃
掾
興
嗣
男
、
母
貞
元
親
王
女
、
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
典
拠
し
て
お
り
、
即
ち
、
忠
房
の
母
で
あ
る
貞
元
親
王
女
が
忠
房
の
父
で
あ
る
興
嗣
の
室
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。 
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安
田
氏
は
こ
の
事
例
に
関
し
て
、
興
嗣
と
貞
元
親
王
女
と
の
間
に
一
世
代
ほ
ど
の
年
齢
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
誤
伝
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
一
世
代
以
上
の
年
齢
差
に
よ
る
婚
姻
は
、
こ
の
当
時
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
他
に
も
複
数
例
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
根
拠
と
は
し
難
い
。
ま
た
『
尊
卑
文
脈
』
で
は
貞
元
親
王
女
は
忠
房
の
子
で
あ
る
親
公
の
生
母
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
貞
元
親
王
女
が
興
嗣
で
は
な
く
忠
房
室
で
あ
っ
た
可
能
性
も
大
い
に
あ
り
得
る
た
め
、
誤
伝
と
し
て
実
例
か
ら
は
除
き
難
い
。 
 
尤
も
興
嗣
（
も
し
く
は
忠
房
）
と
貞
元
親
王
女
の
結
婚
は
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
よ
り
百
年
足
ら
ず
が
経
過
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
法
の
拘
束
力
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
既
に
藤
原
氏
の
庶
流
と
な
っ
て
長
い
興
嗣
（
忠
房
）
が
二
世
女
王
を
娶
っ
て
い
る
事
実
は
、
延
暦
十
二
年
の
詔
の
定
め
る
と
こ
ろ
の
「
藤
原
氏
」
に
、
系
統
に
対
す
る
拘
束
力
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
敢
え
て
「
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
」
の
系
統
を
意
識
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
即
ち
藤
原
氏
の
祖
と
も
い
う
べ
き
鎌
足
―
不
比
等
の
子
孫
す
べ
て
を
指
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
 
以
上
、
詔
中
に
お
け
る
「
藤
原
氏
」
に
は
限
定
性
が
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
但
し
実
際
の
女
王
降
嫁
の
実
例
が
多
く
な
い
こ
と
を
鑑
み
て
も
、
安
田
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
、
限
ら
れ
た
系
統
の
み
が
対
象
に
な
り
得
る
と
い
う
限
定
性
が
、
良
識
の
範
囲
内
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。 
 
で
は
、
桓
武
天
皇
が
以
上
の
よ
う
な
詔
を
発
布
し
た
意
図
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
次
の
第
二
節
に
お
い
て
考
察
し
て
行
く
。 
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第
二
節 
詔
発
布
の
背
景
と
そ
の
意
図 
 
 
 
１ 
延
暦
十
二
年
の
情
勢 
 
詔
の
出
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
度
々
桓
武
天
皇
の
出
自
の
低
さ
が
女
王
降
嫁
へ
の
抵
抗
を
無
く
し
た
た
め
と
さ
れ
て
き
た
。
（
１
２
）
こ
の
所
見
に
は
私
も
賛
同
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
詔
を
出
し
得
た
理
由
の
一
端
と
は
な
り
得
る
も
の
の
、
詔
を
出
す
こ
と
を
思
い
至
っ
た
理
由
で
は
な
い
。
即
ち
先
行
研
究
に
お
け
る
見
解
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
延
暦
十
二
年
と
い
う
年
に
婚
姻
規
制
緩
和
の
詔
の
発
布
を
決
定
し
た
具
体
的
理
由
に
関
す
る
考
察
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
で
は
桓
武
天
皇
が
延
暦
十
二
年
に
至
り
詔
を
発
布
せ
ん
と
考
え
た
理
由
が
何
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
手
立
て
と
し
て
、
延
暦
十
二
年
前
後
を
中
心
と
し
た
当
時
の
情
勢
に
つ
い
て
以
下
に
考
察
す
る
。 
 
 
 
①
廟
堂
の
様
相 
 
ま
ず
桓
武
朝
に
お
け
る
議
政
官
構
成
氏
族
の
傾
向
に
つ
い
て
見
て
行
く
。 
 
桓
武
天
皇
は
父
光
仁
天
皇
の
思
い
が
け
な
い
即
位
に
よ
り
一
世
皇
子
（
親
王
）
と
な
っ
た
が
、
初
め
立
太
子
さ
れ
た
の
は
井
上
内
親
王
所
生
の
他
戸
親
王
で
あ
り
、
山
部
親
王
［
桓
武
］
は
皇
位
継
承
圏
外
で
あ
っ
た
。
し
か
し
他
戸
親
王
を
推
す
北
家
藤
原
永
手
が
薨
じ
る
と
、
間
も
な
く
井
上
内
親
王
は
廃
后
、
他
戸
親
王
は
廃
太
子
さ
れ
る
。
こ
の
廃
后
・
廃
太
子
に
伴
う
山
部
親
王
擁
立
は
、
『
続
日
本
紀
』
（
宝
亀
十
年(
七
七
九)
七
月
九
日
条
）
、
並
び
に
『
公
卿
補
任
』
（
宝
亀
二
年(
七
七
一)
、
藤
原
百
川
略
歴
）
に
お
い
て
、
式
家
藤
原
百
川
の
奇
計
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
即
ち
、
桓
武
天
皇
の
即
位
は
百
川
や
そ
の
異
母
兄
の
良
継
（
桓
武
皇
后
乙
牟
漏
の
父
）
等
が
関
わ
っ
て
実
現
し
た
。
（
１
３
） 
 
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
桓
武
天
皇
は
延
暦
二
十
一
年(
八
〇
二)
六
月
の
宴
の
最
中
、
皇
太
子
等
を
召
し
、
「
微
二
緒
嗣
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之
父
一
、
予
豈
得
レ
踐
二
帝
位
一
乎
、
雖
レ
知
下
緒
嗣
為
中
臣
下
所
上
レ
恠
、
而
其
父
元
功
、
予
尚
不
レ
忘
、
冝
下
拝
二
参
議
一
以
報
中
宿
恩
上
、
」
（
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
年(
八
四
三)
七
月
廿
三
日
条
）
と
し
て
、
予
（
桓
武
）
を
即
位
さ
せ
て
く
れ
た
百
川
へ
の
恩
を
忘
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
桓
武
天
皇
は
藤
原
式
家
の
後
見
の
も
と
即
位
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
即
位
以
前
の
宝
亀
八
年(
七
七
七)
に
良
継
、
同
十
年(
七
七
九)
に
百
川
が
既
に
薨
じ
て
い
る
も
の
の
、
藤
原
氏
を
優
遇
し
得
る
理
由
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
桓
武
朝
初
期
の
廟
堂
に
は
、
藤
原
氏
の
起
用
が
大
変
に
目
立
っ
て
い
る
。 
 
例
え
ば
、『
公
卿
補
任
』
に
見
ら
れ
る
桓
武
天
皇
即
位
の
年
（
天
応
元
年(
七
八
一)
）
の
廟
堂
は
、
左
大
臣
藤
原
魚
名
を
筆
頭
に
藤
原
氏
八
名
、
大
中
臣
氏
一
名
、
石
上
氏
一
名
、
大
伴
氏
二
名
、
紀
氏
一
名
、
石
川
氏
一
名
、
皇
親
一
名
で
あ
る
。
翌
延
暦
元
年(
七
八
二)
に
は
左
大
臣
か
ら
中
納
言
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
官
を
藤
原
氏
が
独
占
し
、
藤
原
氏
七
名
、
大
中
臣
氏
一
名
、
大
伴
氏
二
名
、
紀
氏
一
名
、
石
川
氏
一
名
、
皇
親
一
名
と
な
る
。
特
に
延
暦
二
年(
七
八
三)
に
参
議
に
起
用
さ
れ
た
式
家
藤
原
種
継
が
桓
武
天
皇
の
寵
臣
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
の
内
に
正
三
位
中
納
言
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
薨
伝
に
お
い
て
「
天
皇
甚
委
二
任
之
一
、
中
外
之
事
皆
取
レ
決
焉
、
」
（
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年(
七
八
五)
九
月
廿
四
日
条
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
延
暦
四
年
、
そ
の
種
継
が
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
と
、
以
後
廟
堂
に
は
紀
氏
、
佐
伯
氏
等
の
進
出
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。 
 
そ
し
て
詔
の
発
布
さ
れ
た
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
に
な
る
と
、
依
然
と
し
て
藤
原
氏
が
筆
頭
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
構
成
は
藤
原
氏
三
名
、
大
中
臣
氏
一
名
、
紀
氏
一
名
、
石
川
氏
一
名
、
皇
親
二
名
と
な
り
、
桓
武
朝
初
期
の
半
分
以
下
の
起
用
数
へ
と
激
減
し
て
い
る
。 
 
更
に
翌
延
暦
十
三
年(
七
九
四)
平
安
京
へ
遷
都
を
す
る
と
、
新
た
に
藤
原
氏
三
名
が
参
議
に
起
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
長
く
参
議
の
席
に
あ
っ
た
神
王
・
壹
志
濃
王
・
紀
古
佐
美
が
中
納
言
へ
と
昇
進
し
、
同
十
五
年(
七
九
六)
の
右
大
臣
藤
原
継
縄
の
薨
去
に
よ
り
、
つ
い
に
廟
堂
の
筆
頭
は
同
年
大
納
言
と
な
っ
た
神
王
・
紀
古
佐
美
と
な
る
。
そ
し
て
延
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暦
十
七
年(
七
九
八)
、
神
王
の
右
大
臣
就
任
（
時
に
廟
堂
の
首
班
は
右
大
臣
）
、
壹
志
濃
王
の
大
納
言
昇
進
に
よ
り
、
桓
武
朝
は
皇
親
政
権
を
樹
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
１
４
）
（
章
末
表
３
参
照
） 
 
以
上
よ
り
、
種
継
暗
殺
事
件
以
後
、
藤
原
氏
の
圧
倒
的
優
位
性
は
減
退
し
た
も
の
の
な
お
廟
堂
の
筆
頭
と
し
て
あ
り
続
け
た
が
、
平
安
京
遷
都
を
期
に
更
に
勢
力
は
衰
退
し
、
皇
親
の
進
出
に
よ
っ
て
桓
武
朝
政
権
が
皇
親
政
治
へ
と
転
換
し
た
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。 
 
こ
う
し
た
藤
原
氏
の
勢
力
衰
退
の
背
景
と
し
て
、
野
村
忠
夫
氏
は
、
藤
原
氏
の
地
歩
形
成
に
伴
っ
て
内
部
諸
家
間
の
勢
力
を
め
ぐ
る
暗
闘
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
並
び
に
参
議
に
起
用
す
べ
き
一
定
の
年
齢
と
官
歴
に
達
し
た
人
物
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
（
１
５
）
一
方
で
佐
藤
宗
諄
氏
は
、
野
村
氏
の
説
を
受
け
、
藤
原
氏
内
に
お
け
る
七
四
〇
～
五
〇
年
代
出
生
者
が
少
な
か
っ
た
可
能
性
を
述
べ
た
上
で
、
し
か
し
同
時
期
の
五
位
叙
爵
者
傾
向
に
は
大
差
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
単
純
に
藤
原
氏
が
新
た
に
参
議
に
任
用
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
１
６
） 
 
佐
藤
氏
は
、
種
継
暗
殺
事
件
以
後
参
議
に
起
用
さ
れ
る
べ
き
可
能
性
が
あ
っ
た
者
の
内
出
身
の
明
ら
か
な
者
十
二
名
（
北
家
五
名
、
南
家
五
名
、
式
家
一
名
、
京
家
一
名
）
に
関
し
て
、
北
家
は
免
官
、
左
遷
、
死
去
、
種
継
事
件
へ
の
関
与
な
ど
で
進
出
せ
ず
、
南
家
に
は
中
級
官
人
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
者
が
多
く
、
ま
た
京
家
は
浜
成
の
左
降
事
件
も
あ
っ
て
元
々
弱
体
で
あ
っ
た
中
で
、
式
家
の
数
が
少
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
良
継
・
百
川
・
種
継
等
に
よ
っ
て
藤
原
氏
族
内
に
お
い
て
も
躍
進
し
て
い
た
式
家
で
あ
っ
た
が
、
種
継
の
早
世
以
後
そ
の
後
継
を
務
め
る
べ
き
者
も
な
く
他
家
と
同
様
の
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
藤
原
氏
勢
力
が
衰
退
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
こ
れ
を
期
に
進
出
し
た
他
氏
族
も
ま
た
他
の
氏
族
を
圧
倒
す
る
だ
け
の
力
量
は
持
ち
得
な
か
っ
た
た
め
に
、
桓
武
朝
後
半
期
は
皇
親
政
権
に
よ
る
皇
親
政
治
期
へ
と
転
換
す
る
こ
と
に
な
る
。 
 
そ
し
て
こ
の
転
換
期
と
な
っ
た
の
が
、
神
王
・
壹
志
濃
王
の
躍
進
の
年
。
即
ち
、
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
か
ら
同
十
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三
年(
七
九
四)
の
、
平
安
京
遷
都
の
構
想
と
実
現
が
な
さ
れ
た
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
 
 
②
造
都
・
棄
都
・
遷
都 
 
延
暦
十
三
年(
七
九
四)
の
平
安
京
遷
都
を
期
に
神
王
・
壹
志
濃
王
等
皇
親
が
進
出
し
始
め
た
原
因
と
し
て
、
遷
都
が
政
策
の
心
機
一
転
を
行
う
に
相
応
し
い
一
つ
の
節
目
と
な
り
得
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
平
安
京
に
遷
都
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
僅
か
十
年
の
都
で
あ
っ
た
長
岡
京
を
棄
都
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
 
桓
武
天
皇
は
早
く
よ
り
大
和
国
か
ら
山
背
国
へ
の
遷
都
を
構
想
し
て
い
た
。
特
に
延
暦
元
年(
七
八
二)
、
長
岡
京
造
都
の
推
進
者
で
あ
る
藤
原
種
継
が
（
１
７
）
参
議
に
起
用
さ
れ
る
と
、
翌
月
に
は
平
城
京
造
宮
省
が
廃
止
さ
れ
、
早
く
も
平
城
京
棄
都
の
兆
し
が
現
れ
る
。
そ
し
て
延
暦
三
年(
七
八
四)
五
月
十
六
日
に
乙
訓
郡
長
岡
村
の
地
を
視
察
し
、
同
六
月
一
日
に
種
継
等
を
造
長
岡
京
使
に
任
命
す
る
と
、
視
察
か
ら
僅
か
半
年
後
の
同
年
十
一
月
十
一
日
、
つ
い
に
長
岡
京
へ
と
遷
都
す
る
（
以
上
『
続
日
本
紀
』
）
。 
 
一
方
の
平
安
京
に
つ
い
て
は
、
桓
武
天
皇
が
平
安
京
遷
都
を
構
想
し
て
山
背
国
葛
野
郡
宇
陀
野
を
視
察
さ
せ
た
の
が
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
正
月
十
五
日
で
あ
り
、
実
際
に
遷
都
し
た
の
は
翌
十
三
年(
七
九
四)
十
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
（
以
上
『
日
本
紀
略
』
）
。
そ
し
て
平
安
京
の
造
営
は
、
長
岡
京
造
営
時
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
桓
武
天
皇
の
積
極
的
な
参
加
の
も
と
、
（
１
８
）
和
気
清
麻
呂
、
菅
野
真
道
等
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
。 
 
長
岡
京
遷
都
と
平
安
京
遷
都
と
を
比
較
す
る
と
、
主
な
推
進
者
が
異
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
構
想
の
具
体
化
か
ら
遷
都
実
現
ま
で
の
期
間
が
圧
倒
的
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
平
安
京
は
同
山
背
国
内
で
の
遷
都
で
あ
り
な
が
ら
一
年
半
の
準
備
期
間
を
取
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
長
岡
京
は
国
を
隔
て
て
の
遷
都
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
僅
か
半
年
、
造
営
が
始
ま
っ
て
か
ら
を
起
点
と
す
る
な
ら
ば
、
遷
都
ま
で
五
ヶ
月
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
長
岡
京
遷
都
が
急
が
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
既
に
、
日
次
が
良
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
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る
。
即
ち
、
延
暦
三
年(
七
八
四)
と
は
万
事
改
ま
る
「
甲
子
革
令
」
の
年
で
あ
っ
て
、
し
か
も
こ
の
年
の
十
一
月
一
日
は
十
九
年
に
一
度
し
か
巡
っ
て
こ
な
い
「
朔
旦
冬
至
」
の
日
と
な
る
こ
と
か
ら
、
遷
都
す
る
に
あ
た
っ
て
大
変
縁
起
が
良
か
っ
た
の
で
あ
る
（
但
し
実
際
の
遷
都
は
十
一
月
十
一
日
で
あ
る
）
。
同
時
に
、
長
岡
京
遷
都
が
遷
都
反
対
派
を
恐
れ
て
秘
密
裏
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
ま
た
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
次
を
重
要
と
す
る
な
ら
ば
、
本
来
造
営
の
起
点
を
早
め
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
極
め
て
短
期
間
で
迅
速
に
遷
都
を
行
っ
た
事
実
は
、
長
岡
京
、
ひ
い
て
は
山
背
国
遷
都
に
対
す
る
反
対
派
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
の
証
明
に
他
な
ら
な
い
。 
 
こ
の
懸
念
は
遷
都
の
翌
年
、
延
暦
四
年(
七
八
五)
九
月
二
十
三
日
の
種
継
暗
殺
事
件
に
お
い
て
現
実
の
も
の
と
な
る
。
即
ち
、
大
和
国
に
根
強
い
基
盤
を
持
つ
大
伴
氏
を
中
心
と
し
た
反
対
派
に
よ
り
、
山
背
国
遷
都
の
推
進
者
で
あ
っ
た
種
継
が
暗
殺
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。 
 
つ
ま
り
長
岡
京
と
は
、
桓
武
天
皇
の
寵
臣
で
あ
っ
た
種
継
が
命
を
賭
し
て
切
り
開
い
た
都
で
あ
り
、
桓
武
朝
前
半
期
に
お
け
る
藤
原
氏
最
大
の
功
と
も
い
う
べ
き
大
事
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
で
は
桓
武
天
皇
は
何
故
、
大
望
を
か
け
て
造
営
を
始
め
た
長
岡
京
を
僅
か
十
年
で
棄
都
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
 
棄
都
の
理
由
と
し
て
、
先
学
で
は
早
良
親
王
怨
霊
説
・
水
災
説
の
二
説
を
中
心
に
論
議
さ
れ
て
き
た
。 
 
例
え
ば
怨
霊
説
と
は
、
喜
田
貞
吉
氏
に
始
ま
り
山
中
裕
氏
、
中
山
修
一
氏
、
佐
伯
有
清
氏
等
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
説
で
あ
る
。
（
１
９
）
つ
ま
り
、
延
暦
九
年
～
十
年(
七
九
〇
～
九
一)
頃
は
廃
皇
太
弟
早
良
親
王
の
怨
霊
が
最
も
恐
れ
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
、
皇
太
子
安
殿
親
王
［
平
城
］
の
病
が
早
良
親
王
の
祟
り
に
よ
る
と
い
う
卜
も
あ
っ
て
、
遷
都
を
決
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
安
井
良
三
氏
は
、
安
殿
親
王
の
病
は
怨
霊
の
祟
り
で
は
な
く
、
早
良
親
王
が
罪
を
赦
除
さ
れ
た
後
も
、
そ
の
墓
が
濫
穢
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
の
祟
り
で
あ
り
、
早
良
親
王
の
怨
霊
が
祟
る
と
い
う
思
想
は
平
安
遷
都
後
に
成
立
し
た
と
見
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
（
２
０
）
一
方
田
中
重
久
氏
は
、
長
岡
京
流
域
に
は
氾
濫
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
廃
都
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
す
る
水
災
説
を
唱
え
、
（
２
１
）
ま
た
延
暦
十
一
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年(
七
九
二)
の
二
度
に
渡
る
洪
水
被
害
等
が
原
因
と
し
て
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
更
に
前
川
明
久
氏
は
、
水
災
説
再
考
の
上
で
、
や
は
り
廃
都
の
理
由
は
水
災
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
加
え
て
桓
武
天
皇
が
怨
霊
恐
怖
に
駆
ら
れ
た
た
め
だ
と
す
る
、
怨
霊
に
よ
る
水
災
説
を
提
唱
し
て
い
る
。
（
２
２
） 
 
そ
の
他
諸
説
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
瀧
浪
貞
子
氏
は
、
長
岡
京
棄
都
の
理
由
に
怨
霊
や
洪
水
の
問
題
が
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
な
い
が
、
実
際
の
理
由
は
長
岡
京
が
「
十
年
」
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
（
２
３
）
即
ち
、
か
つ
て
の
建
物
の
耐
用
年
数
は
ほ
ぼ
二
十
年
で
あ
り
、
十
年
と
は
建
造
物
の
生
命
の
半
分
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
。
並
び
に
次
の
平
安
京
造
都
も
十
一
年
目
に
造
宮
職
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
工
事
が
事
実
上
十
年
で
終
止
符
を
打
た
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
年
が
一
つ
の
造
都
の
区
切
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
年(
七
九
九)
二
月
廿
一
日
条
の
和
気
清
麻
呂
薨
伝
に
は
「
長
岡
新
都
、
経
二
十
載
一
未
レ
成
レ
功
、
費
不
レ
可
二
勝
計
一
、
清
麻
呂
潜
奏
、
令
下
上
託
二
遊
猟
一
相
中
葛
野
地
上
、
更
遷
二
上
都
一
、
」
と
あ
り
、
長
岡
京
が
十
年
の
造
都
工
事
を
経
て
な
お
未
だ
完
成
し
な
い
た
め
に
、
（
だ
か
ら
長
岡
京
は
こ
の
あ
た
り
で
棄
て
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
と
）
密
か
に
奏
上
し
た
と
こ
ろ
、
遷
都
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
す
る
。 
 
お
そ
ら
く
桓
武
天
皇
は
、
種
継
の
功
績
た
る
長
岡
京
棄
都
へ
の
躊
躇
を
持
ち
つ
つ
、
し
か
し
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
完
成
せ
ず
水
害
等
に
も
悩
ま
さ
れ
る
長
岡
京
に
対
し
て
疲
倦
す
る
気
持
ち
も
あ
り
、
そ
れ
が
清
麻
呂
の
奏
上
と
十
年
と
い
う
節
目
を
機
に
、
つ
い
に
棄
都
と
い
う
決
断
を
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
以
上
よ
り
延
暦
十
三
年(
七
九
四)
の
平
安
京
遷
都
と
い
う
年
は
、
藤
原
氏
が
勢
力
衰
退
し
、
皇
親
勢
力
が
廟
堂
進
出
す
る
こ
と
に
な
る
政
権
交
代
期
で
あ
っ
て
、
同
時
に
藤
原
氏
の
功
績
た
る
長
岡
京
を
棄
都
し
た
年
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
か
と
思
う
。
つ
ま
り
延
暦
十
三
年
は
、
藤
原
氏
に
特
別
の
恩
寵
を
持
っ
た
長
岡
京
時
代
を
棄
て
、
皇
親
を
取
り
立
て
た
平
安
京
時
代
へ
と
転
換
し
た
節
目
の
年
な
の
で
あ
る
。 
 
従
っ
て
延
暦
十
二
年
の
詔
発
布
の
背
景
に
も
、
①
廟
堂
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
皇
親
（
諸
王
）
へ
の
計
ら
い
＝
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皇
親
政
策
の
一
環
と
、
②
衰
退
を
目
前
と
し
た
藤
原
氏
へ
の
別
格
の
計
ら
い
＝
恩
賞
的
な
一
面
、
の
二
つ
の
原
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 
 
そ
こ
で
次
に
、
皇
親
政
策
の
一
環
と
し
て
の
一
面
、
並
び
に
藤
原
氏
へ
の
恩
賞
と
し
て
の
一
面
と
い
う
点
か
ら
、
詔
発
布
の
原
因
を
更
に
掘
り
下
げ
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。 
  
 
 
２ 
皇
親
政
策
の
一
環
と
し
て 
 
先
に
見
た
よ
う
に
、
桓
武
朝
後
半
期
に
お
い
て
飛
躍
的
な
廟
堂
進
出
を
果
た
し
た
皇
親
と
は
、
神
王
と
壹
志
濃
王
の
二
名
で
あ
る
。 
 
神
王
は
七
三
七
～
八
〇
六
年
に
生
き
た
人
物
で
、
桓
武
天
皇
、
藤
原
種
継
と
は
同
年
の
生
ま
れ
と
な
る
。
父
は
光
仁
天
皇
兄
弟
榎
井
皇
子
で
あ
り
、
天
智
曾
孫
（
三
世
王
）
で
あ
っ
た
神
王
は
、
光
仁
天
皇
即
位
に
伴
う
父
へ
の
親
王
宣
下
と
一
世
王
昇
格
に
よ
り
、
お
そ
ら
く
二
世
王
的
な
立
場
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
神
王
の
室
は
従
妹
で
あ
り
桓
武
天
皇
異
母
妹
で
あ
る
光
仁
皇
女
美
努
摩
内
親
王
で
あ
り
、
桓
武
天
皇
と
は
極
め
て
近
し
い
親
縁
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
神
王
の
性
格
は
薨
伝
に
「
性
恭
謹
少
レ
文
、
接
レ
物
淡
若
、
雖
レ
居
二
顕
貴
一
、
克
有
レ
終
焉
、
」
（
『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年(
八
〇
六)
四
月
廿
四
日
条
）
と
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
性
格
が
桓
武
天
皇
に
重
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
一
方
壹
志
濃
王
は
、
七
三
三
～
八
〇
五
年
に
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
神
王
と
同
じ
天
智
曾
孫
で
あ
り
、
父
の
光
仁
天
皇
兄
弟
湯
原
親
王
へ
の
親
王
宣
下
に
伴
い
、
や
は
り
二
世
王
的
な
立
場
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
兄
妹
に
、
光
仁
天
皇
の
後
宮
に
入
っ
た
尾
張
女
王
が
お
り
、
稗
田
親
王
を
生
ん
で
い
る
。 
 
延
暦
十
二
年
の
詔
と
は
即
ち
女
王
と
臣
下
と
の
結
婚
を
許
し
た
詔
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
女
王
の
存
在
が
重
要
と
な
る
。
し
か
し
既
に
安
田
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
時
の
諸
親
王
の
年
齢
か
ら
見
て
も
、
詔
の
適
応
範
囲
内
と
な
る
婚
姻
適
齢
期
の
二
世
女
王
は
殆
ど
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
唯
一
、
尾
張
女
王
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所
生
の
光
仁
皇
子
稗
田
親
王
に
女
（
二
世
女
王
）
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
先
行
研
究
で
は
、
詔
の
発
布
時
に
該
当
す
る
二
世
女
王
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
詔
が
将
来
的
な
優
遇
を
語
っ
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
。 
 
し
か
し
皇
親
側
か
ら
延
暦
十
二
年
の
詔
を
捉
え
た
時
、
果
た
し
て
二
世
女
王
が
存
在
す
る
か
否
か
は
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
世
代
は
関
係
な
く
、
少
な
く
と
も
神
王
や
壹
志
濃
王
ら
二
世
王
の
女
（
三
世
女
王
）
や
孫
（
四
世
女
王
）
に
対
す
る
婚
制
緩
和
が
実
現
さ
れ
た
時
点
で
、
皇
親
に
と
っ
て
は
大
き
く
意
味
の
あ
る
詔
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
我
が
国
の
政
治
体
制
が
合
議
制
を
基
本
と
す
る
こ
と
か
ら
も
、
皇
親
が
廟
堂
に
進
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
廟
堂
内
で
の
協
力
関
係
を
結
ぶ
た
め
に
女
王
が
臣
下
に
嫁
ぐ
こ
と
が
許
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
い
に
価
値
の
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
女
王
が
何
世
で
あ
る
か
は
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
廟
堂
に
参
画
す
る
王
の
女
な
り
孫
な
り
に
当
た
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。 
 
つ
ま
り
桓
武
天
皇
の
皇
親
政
権
の
構
想
上
、
皇
親
（
諸
王
）
が
有
力
な
臣
下
と
緊
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
は
彼
ら
を
廟
堂
に
参
画
さ
せ
る
上
で
非
常
に
有
益
で
あ
り
、
皇
親
家
（
諸
王
家
）
が
官
人
家
と
し
て
存
続
し
て
い
く
上
で
も
有
意
義
な
詔
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
神
王
・
壹
志
濃
王
に
女
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
詔
は
発
布
時
よ
り
十
分
に
機
能
し
得
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
 
し
か
し
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
直
後
の
女
王
と
臣
下
の
結
婚
に
関
す
る
実
例
が
史
料
上
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
り
、
桓
武
朝
と
共
に
神
王
政
権
が
瓦
解
し
て
以
後
、
そ
れ
に
続
く
皇
親
（
諸
王
）
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
故
に
以
上
述
べ
た
皇
親
側
へ
の
利
点
は
、
あ
く
ま
で
皇
親
が
廟
堂
に
参
画
し
や
す
く
な
る
た
め
の
、
あ
る
い
は
廟
堂
で
の
立
場
を
盤
石
と
す
る
た
め
の
有
力
氏
族
と
の
紐
帯
を
築
き
得
る
可
能
性
を
認
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
（
２
４
） 
 
尤
も
、
二
世
女
王
以
下
の
婚
制
を
緩
和
す
る
こ
と
は
、
即
ち
詔
の
対
象
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
一
世
皇
女
（
内
親
王
）
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の
存
在
を
別
格
の
も
の
へ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
に
も
直
結
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
神
王
室
美
努
摩
内
親
王
を
通
し
て
神
王
家
の
尊
貴
性
を
高
め
る
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
も
考
え
得
る
。 
 
し
か
し
神
王
・
壹
志
濃
王
等
の
女
と
臣
下
の
結
婚
が
確
認
で
き
な
い
以
上
、
こ
れ
の
み
を
桓
武
天
皇
の
詔
発
布
の
意
図
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
神
王
等
が
廟
堂
に
進
出
し
始
め
る
時
期
、
と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
明
確
に
延
暦
十
二
年
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
皇
親
政
策
の
一
端
と
い
う
一
面
の
中
に
は
見
出
せ
な
い
。 
 
で
は
そ
の
直
接
的
原
因
が
何
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
次
に
藤
原
氏
へ
の
恩
賞
的
一
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 
  
 
 
３ 
恩
賞
的
一
面
と
し
て 
 
延
暦
十
二
年
の
詔
の
発
布
の
背
景
に
翌
年
の
平
安
京
遷
都
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
安
田
氏
も
指
摘
し
て
お
り
、
氏
は
、
桓
武
天
皇
が
平
安
新
都
を
ミ
ウ
チ
的
体
制
の
構
築
に
よ
っ
て
維
持
し
よ
う
と
構
想
し
、
有
力
な
氏
族
、
特
に
藤
原
氏
を
ミ
ウ
チ
的
体
制
に
取
り
込
も
う
と
詔
を
発
布
し
た
と
し
て
い
る
。 
 
同
じ
く
浅
尾
広
良
氏
も
、
延
暦
十
二
年
の
詔
は
桓
武
皇
統
の
権
威
が
極
め
て
脆
弱
で
あ
っ
た
た
め
に
、
藤
原
氏
と
の
繋
が
り
を
強
化
し
よ
う
と
意
図
し
て
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
概
ね
安
田
氏
の
見
解
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
２
５
） 
 
し
か
し
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
は
藤
原
氏
衰
退
の
要
と
な
っ
た
平
安
京
遷
都
構
想
の
年
で
あ
り
、
廟
堂
に
お
け
る
藤
原
氏
勢
力
も
ま
た
他
氏
族
と
一
線
を
画
す
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
も
藤
原
氏
包
括
を
意
図
す
る
、
あ
る
い
は
藤
原
氏
の
後
見
を
求
め
る
の
な
ら
ば
、
も
っ
と
実
現
可
能
で
明
確
な
藤
原
氏
へ
の
優
遇
策
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
様
子
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
二
世
女
王
が
詔
発
布
直
後
に
藤
原
氏
へ
嫁
い
だ
と
い
う
実
例
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
両
氏
の
見
解
に
は
賛
同
し
難
い
。 
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む
し
ろ
、
平
安
京
遷
都
を
機
に
藤
原
氏
が
衰
退
し
た
こ
と
、
並
び
に
平
安
京
遷
都
に
当
た
っ
て
棄
都
し
た
長
岡
京
が
、
そ
も
そ
も
長
岡
京
造
営
に
尽
力
し
て
命
を
落
と
し
た
か
つ
て
の
寵
臣
藤
原
種
継
の
実
績
を
放
り
棄
て
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
に
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
 
即
ち
詔
は
、
長
岡
京
棄
都
に
当
た
っ
て
、
そ
の
功
績
を
有
す
る
藤
原
氏
に
棄
都
を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
緩
和
策
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
翌
年
以
降
の
新
平
安
京
造
営
と
新
桓
武
皇
親
政
権
の
樹
立
を
想
定
し
た
上
で
の
藤
原
氏
へ
の
最
後
の
恩
賞
的
な
意
味
合
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 
 
尤
も
、
延
暦
十
三
年(
七
九
四)
以
後
に
な
り
桓
武
天
皇
が
意
図
的
に
藤
原
氏
を
廟
堂
か
ら
排
除
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
藤
原
氏
出
身
者
は
一
時
減
少
し
、
政
権
は
神
王
の
主
導
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
も
の
の
、
藤
原
氏
か
ら
複
数
人
を
参
議
に
登
用
す
る
な
ど
の
優
遇
は
残
り
、
そ
の
起
用
数
も
徐
々
に
盛
り
返
し
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
ま
で
の
ミ
ウ
チ
的
な
親
密
さ
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
関
係
が
希
薄
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
の
様
子
は
、
例
え
ば
桓
武
天
皇
の
藤
原
氏
私
邸
へ
の
行
幸
傾
向
か
ら
窺
え
る
。
（
２
６
）
（
章
末
表
２
参
照
） 
 
ま
ず
『
続
日
本
紀
』
延
暦
二
年
～
十
年(
七
八
三
～
九
一)
の
桓
武
天
皇
の
行
幸
記
事
は
八
回
あ
り
、
（
２
７
）
そ
の
内
四
回
が
藤
原
氏
私
邸
へ
の
行
幸
を
含
む
。
初
見
は
延
暦
三
年(
七
八
四)
閏
九
月
十
七
日
の
右
大
臣
藤
原
是
公
の
田
村
邸
へ
の
行
幸
で
、
以
後
延
暦
六
年(
七
八
七)
八
月
二
十
四
日
、
同
年
十
月
十
七
日
～
二
十
日
、
延
暦
十
年
十
月
十
日
～
十
三
日
と
、
大
納
言
（
後
に
右
大
臣
）
藤
原
継
縄
邸
、
並
び
に
継
縄
の
別
荘
へ
行
幸
し
て
い
る
。 
 
『
日
本
後
紀
』（
延
暦
十
一
年
～
）
で
は
、
延
暦
十
一
年(
七
九
二)
の
全
十
九
回
の
行
幸
の
内
、
藤
原
氏
私
邸
へ
の
行
幸
は
三
回
（
是
公
邸
・
乙
叡
邸
・
継
縄
邸
）
、
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
に
は
全
十
八
回
の
行
幸
の
内
、
藤
原
氏
私
邸
へ
四
回
（
継
縄
邸
三
回
、
乙
叡
邸
）
と
頻
繁
に
行
幸
し
て
お
り
、
し
か
し
延
暦
十
三
年(
七
九
四)
に
な
る
と
全
十
四
回
の
行
幸
の
内
、
藤
原
氏
私
邸
に
つ
い
て
は
継
縄
邸
の
一
回
の
み
と
な
る
。
更
に
平
安
京
遷
都
を
経
た
、
延
暦
十
四
年(
七
九
五)
に
は
全
二
十
二
回
中
継
縄
邸
一
回
と
な
り
、
延
暦
十
五
年(
七
九
六)
以
後
、
遂
に
藤
原
氏
私
邸
へ
の
行
幸
は
途
絶
え
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る
。
即
ち
、
桓
武
天
皇
の
藤
原
氏
私
邸
へ
の
行
幸
回
数
も
ま
た
平
安
京
遷
都
を
期
に
殆
ど
絶
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 
 
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
八
月
二
十
六
日
の
乙
叡
邸
園
池
へ
の
行
幸
と
、
そ
れ
に
続
く
同
二
十
八
日
の
継
縄
邸
別
荘
へ
の
行
幸
で
あ
る
。
こ
の
二
所
へ
の
行
幸
と
、
そ
の
直
後
の
同
年
九
月
十
日
に
発
布
さ
れ
た
延
暦
十
二
年
の
詔
と
を
鑑
み
る
と
、
翌
年
の
平
安
京
遷
都
の
構
想
に
よ
り
藤
原
氏
の
功
績
を
無
碍
に
す
る
上
で
、
廟
堂
の
最
高
位
、
つ
ま
り
藤
原
氏
の
氏
長
者
的
立
場
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
継
縄
に
私
的
に
こ
れ
を
相
談
し
た
上
で
、
詔
が
用
意
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
即
ち
桓
武
天
皇
は
、
延
暦
十
三
年(
七
九
四)
の
平
安
京
遷
都
に
よ
る
長
岡
京
の
棄
都
、
並
び
に
そ
れ
に
伴
う
神
王
・
壹
志
濃
王
登
用
に
よ
る
皇
親
政
権
確
立
の
構
想
に
よ
っ
て
、
大
恩
あ
る
藤
原
氏
に
対
し
、
最
後
の
恩
賞
と
し
て
の
優
遇
策
＝
延
暦
十
二
年
の
詔
を
発
布
し
た
の
で
あ
る
。 
 
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
長
岡
新
京
造
営
と
桓
武
天
皇
即
位
の
実
現
と
い
う
点
に
お
い
て
多
大
な
功
と
恩
の
あ
る
藤
原
氏
に
対
し
、
そ
の
恩
を
忘
れ
は
し
な
い
こ
と
、
さ
れ
ど
新
た
な
新
京
造
営
と
皇
親
政
権
の
構
想
に
よ
り
、
こ
れ
よ
り
下
火
と
な
る
で
あ
ろ
う
藤
原
氏
勢
力
が
依
然
と
し
て
「
特
別
で
あ
る
」
こ
と
を
公
表
す
る
と
い
う
意
図
を
以
て
、
延
暦
十
二
年
の
詔
は
発
布
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 
   
 
 
 
お
わ
り
に 
 
以
上
を
総
括
す
る
と
、
ま
ず
延
暦
十
二
年
の
詔
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
と
は
即
ち
、
在
任
の
大
臣
家
と
三
位
以
上
の
良
家
の
子
弟
、
並
び
に
そ
れ
に
準
じ
る
伝
統
氏
族
の
子
孫
に
対
し
て
三
世
女
王
以
下
と
の
結
婚
を
許
し
、
ま
た
藤
原
氏
は
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
特
別
に
二
世
女
王
と
の
結
婚
を
許
し
た
法
令
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。 
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そ
し
て
桓
武
天
皇
が
こ
の
よ
う
な
皇
親
女
子
の
婚
制
に
対
す
る
大
幅
な
緩
和
を
行
っ
た
背
景
と
し
て
、
延
暦
十
三
年
(
七
九
四)
の
平
安
京
遷
都
を
機
と
し
て
変
貌
す
る
桓
武
朝
の
方
針
転
換
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
即
ち
、
藤
原
氏
の
功
で
あ
る
長
岡
京
を
棄
都
す
る
こ
と
へ
の
謝
礼
、
並
び
に
桓
武
天
皇
擁
立
と
即
位
の
実
現
に
関
し
て
恩
の
あ
る
藤
原
氏
が
、
今
後
の
皇
親
政
権
樹
立
の
構
想
に
伴
い
衰
退
し
て
い
く
こ
と
を
見
越
し
た
上
で
、
そ
の
大
恩
へ
の
最
後
の
恩
賞
と
し
て
、
そ
し
て
衰
退
し
て
も
な
お
藤
原
氏
が
特
別
で
あ
る
こ
と
を
公
表
す
る
意
図
を
以
て
、
延
暦
十
二
年
の
詔
は
発
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
 
で
は
延
暦
十
二
年
の
詔
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
で
、
藤
原
氏
を
含
む
臣
下
に
と
っ
て
、
ま
た
皇
親
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
ま
ず
臣
下
に
と
っ
て
の
意
義
と
し
て
は
、
先
行
研
究
で
は
藤
原
氏
へ
の
未
来
へ
の
優
遇
を
語
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
消
極
的
な
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
し
本
論
に
よ
っ
て
、
詔
の
発
布
が
、
桓
武
天
皇
の
藤
原
氏
へ
の
恩
賞
的
意
味
合
い
、
並
び
に
特
別
性
の
公
表
と
い
う
意
図
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
か
と
思
う
。 
 
ま
た
時
代
が
下
る
と
、
女
王
と
臣
下
、
特
に
二
世
女
王
と
藤
原
氏
の
婚
姻
事
例
は
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
詔
が
臣
下
に
と
っ
て
有
用
に
働
い
た
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 
 
更
に
二
世
女
王
が
藤
原
氏
と
結
婚
で
き
る
と
い
う
詔
は
、
そ
の
過
大
解
釈
に
よ
っ
て
、
一
世
皇
女
で
あ
る
嵯
峨
天
皇
女
源
潔
姫
が
藤
原
良
房
へ
と
降
嫁
す
る
可
能
性
を
生
み
だ
し
、
次
い
で
源
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
、
次
い
で
藤
原
師
輔
が
内
親
王
を
娶
る
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
。
（
２
８
）
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
は
延
暦
十
二
年
の
詔
に
も
規
定
さ
れ
な
い
違
法
行
為
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
勅
勘
を
蒙
ら
ず
に
許
さ
れ
た
こ
と
は
、
藤
原
氏
勢
力
の
増
大
ば
か
り
で
な
く
、
延
暦
十
二
年
の
詔
に
よ
る
婚
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
二
世
女
王
ま
で
な
ら
ば
娶
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
、
と
い
う
前
提
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
も
し
も
臣
下
が
皇
親
女
子
を
娶
る
こ
と
が
な
お
も
堅
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
い
か
に
師
輔
と
い
え
ど
も
内
親
王
を
降
嫁
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 
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即
ち
延
暦
十
二
年
の
詔
は
、
特
に
藤
原
氏
の
皇
族
へ
の
接
近
と
、
内
親
王
降
嫁
実
現
に
と
っ
て
、
大
い
に
意
義
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
次
に
天
皇
家
（
皇
親
）
に
と
っ
て
の
意
義
が
存
在
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
臣
下
と
の
姻
戚
関
係
に
よ
る
親
王
諸
王
の
政
界
進
出
の
可
能
性
が
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
臣
下
が
よ
り
皇
族
に
近
し
い
血
筋
の
女
王
を
娶
り
皇
族
に
接
近
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
王
家
に
と
っ
て
も
、
臣
下
を
娘
婿
と
し
て
家
に
包
括
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
延
暦
十
二
年(
七
九
三)
時
、
お
そ
ら
く
一
世
皇
女
（
内
親
王
）
は
光
仁
・
桓
武
皇
女
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
諸
皇
統
諸
王
家
の
女
王
が
臣
下
に
降
嫁
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
臣
下
と
の
距
離
を
縮
め
た
の
に
対
し
、
天
智
系
皇
統
に
あ
る
光
仁
・
桓
武
皇
女
に
の
み
そ
れ
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
桓
武
天
皇
が
新
皇
統
の
確
立
と
皇
権
の
安
定
化
を
図
る
中
で
、
自
身
の
子
女
姉
妹
に
限
り
婚
姻
を
規
制
し
尊
貴
性
を
維
持
さ
せ
た
こ
と
は
、
他
の
皇
統
の
皇
親
に
追
随
を
許
さ
な
い
尊
貴
な
存
在
と
し
て
、
天
智
系
血
統
ひ
い
て
は
桓
武
血
族
を
別
格
化
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 
 
そ
の
上
で
桓
武
天
皇
は
、
皇
位
継
承
し
得
る
安
殿
［
平
城
］
・
神
野
［
嵯
峨
］
・
大
伴
親
王
［
淳
和
］
に
そ
れ
ぞ
れ
別
格
化
し
た
桓
武
皇
女
、
大
宅
・
高
津
・
高
志
内
親
王
を
娶
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
臣
下
が
決
し
て
娶
り
得
な
い
内
親
王
を
娶
っ
た
親
王
と
な
り
、
桓
武
血
族
の
尊
貴
性
を
重
ね
て
向
上
さ
せ
て
い
る
。
桓
武
天
皇
は
、
こ
の
よ
う
な
桓
武
皇
子
女
の
別
格
化
と
そ
れ
ら
皇
子
女
の
異
母
兄
妹
婚
の
促
進
に
よ
り
、
桓
武
天
皇
の
血
を
引
く
皇
親
を
再
生
産
す
る
こ
と
で
ミ
ウ
チ
の
結
束
を
固
め
、
桓
武
皇
統
を
よ
り
正
統
で
尊
貴
な
も
の
と
し
て
格
付
け
た
の
で
あ
る
。 
 
即
ち
、
桓
武
天
皇
は
延
暦
十
二
年
の
詔
を
以
て
、
藤
原
氏
へ
の
優
遇
と
恩
賞
を
公
表
す
る
と
同
時
に
、
諸
王
へ
の
政
治
参
画
の
機
会
を
与
え
、
更
に
桓
武
皇
子
女
の
尊
貴
性
の
向
上
に
よ
る
別
格
化
を
図
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
臣
下
に
も
、
皇
族
に
も
、
そ
し
て
自
身
に
も
有
益
と
な
り
得
る
法
令
と
し
て
詔
を
発
布
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
く
し
く
も
 100 
 
後
世
、
臣
下
へ
の
内
親
王
降
嫁
を
引
き
起
こ
し
、
藤
原
氏
の
益
々
の
台
頭
を
許
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
桓
武
天
皇
も
想
定
し
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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収
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令
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『
類
聚
三
代
格
』
に
も
ほ
ぼ
同
文
を
載
せ
る 
(
7) 
例
え
ば
、
吉
備
内
親
王
と
長
屋
王
（
二
世
王
）
の
子
（
三
世
王
）
を
二
世
王
に
。
能
登
内
親
王
と
市
原
王
（
四
世
王
）
の
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子
（
五
世
王
）
を
二
世
王
と
し
た
例
な
ど
が
あ
る
。 
(
8) 
良
家
【
り
ょ
う
‐
か
】
「
身
分
の
よ
い
家
。
家
柄
の
よ
い
家
。
現
代
で
は
…
（
後
略
）
」
（
『
日
本
国
語
大
事
典
』
第
十
巻
、
小
学
館
、
一
九
八
一
年
） 
(
9) 
但
し
『
政
事
要
略
』
欠
損
の
た
め
、
「
至
要
雑
事
」
中
の
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
(
10) 
な
お
安
田
氏
の
挙
げ
る
と
こ
ろ
の
藤
原
氏
以
外
の
実
例
で
あ
る
源
弘
や
平
惟
範
の
例
に
つ
い
て
は
、
氏
の
見
解
の
通
り
、
准
皇
親
的
な
特
殊
性
が
あ
っ
た
と
し
て
実
例
か
ら
例
外
的
に
除
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 
(
11) 
安
田
氏
は
、
二
世
女
王
を
娶
り
得
た
系
統
と
し
て
、
北
家
［
小
黒
麻
呂
流
、
永
手
流
、
真
楯
流
、
魚
名
流
］
、
南
家
［
豊
成
・
継
縄
流
、
是
公
流
、
縄
麿
流
］
、
式
家
［
良
継
流
、
種
継
流
、
田
麿
流
］
を
挙
げ
、
こ
の
他
式
家
の
百
川
が
桓
武
天
皇
擁
立
の
功
臣
と
し
て
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
南
家
の
仲
麻
呂
流
は
逆
臣
と
し
て
除
外
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
。 
(
12) 
安
田
氏
注(
1)
前
掲
書
、
栗
原
氏
注(
4)
前
掲
論
文
、
ほ
か 
(
13) 
瀧
浪
貞
子
『
日
本
古
代
宮
廷
社
会
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
） 
(
14) 
彦
由
三
枝
子
「
桓
武
天
皇
朝
に
於
け
る
大
納
言
神
王
政
権
の
成
立
と
そ
の
諸
政
策( Ⅰ
)
」
（
『
政
治
経
済
史
学
』
三
四
四
、
一
九
九
五
年
） 
(
15) 
野
村
忠
夫
「
桓
武
朝
後
半
期
の
一
・
二
の
問
題
―
延
暦
十
四
年
十
月
八
日
格
を
中
心
に
―
」
（
『
古
代
学
』
一
〇
、
一
九
六
二
年
） 
(
16) 
佐
藤
宗
諄
「
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
以
後
―
桓
武
朝
に
お
け
る
官
人
構
成
の
基
礎
的
考
察
―
」（
『
滋
賀
大
学
教
育
学
部
紀
要
、
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
教
育
科
学
』
一
九
、
一
九
七
〇
年
） 
(
17) 
藤
原
種
継
は
薨
伝
に
お
い
て
「
初
首
建
レ
議
、
遷
二
都
長
岡
一
、
」（
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
九
月
廿
四
日
条
）
と
も
さ
れ
て
お
り
、
長
岡
京
遷
都
建
議
に
お
け
る
初
期
段
階
か
ら
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 
(
18) 
管
見
の
限
り
で
は
延
暦
十
二
年
か
ら
同
十
六
年
の
五
年
の
間
に
明
確
な
も
の
だ
け
で
も
十
七
回
の
京
中
巡
覧
並
び
に
視
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察
が
行
わ
れ
て
お
り
（
表
２
参
照
）
、
こ
れ
は
長
岡
京
造
営
時
に
は
見
ら
れ
な
い
傾
向
で
あ
る
。
更
に
『
寛
平
御
遺
誡
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
等
に
も
、
桓
武
天
皇
と
技
術
者
と
の
や
り
取
り
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
収
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
平
安
京
造
営
に
対
す
る
関
心
ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
。 
(
19) 
喜
田
貞
吉
『
帝
都
』
、
山
中
裕
「
平
安
京
」
（
『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
』
二
〇
（
四
）
、
一
九
五
五
年
）
、
中
山
修
一
「
長
岡
廃
都
考
」
（
『
史
想
』
五
）
、
佐
伯
有
清
「
長
岡
・
平
安
遷
都
事
情
新
考
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
二
五
、
一
九
五
八
年
） 
(
20) 
安
井
良
三
「
長
岡
京
の
廃
都
と
早
良
親
王
の
怨
霊
」
（
『
文
化
史
研
究
』
九
・
十
合
併
号
、
一
九
五
九
年
） 
(
21) 
田
中
重
久
「
長
岡
京
の
生
態
」
（
『
学
海
』
四
（
五
）
、
一
九
四
七
年
） 
(
22) 
前
川
明
久
「
長
岡
京
廢
都
理
由
の
一
考
察
」
（
『
日
本
上
古
史
研
究
』
四
（
六
）
、
一
九
六
〇
年
） 
(
23) 
瀧
浪
貞
子
『
日
本
の
歴
史
⑤ 
平
安
建
都
』
（
集
英
社
、
一
九
九
一
年
） 
(
24) 
こ
れ
は
後
に
、
よ
り
臣
下
と
し
て
の
立
場
に
近
し
く
廟
堂
に
参
画
し
得
、
更
に
臣
下
と
も
自
由
に
姻
戚
関
係
を
結
び
得
た
存
在
、
即
ち
賜
姓
源
氏
等
に
取
っ
て
変
わ
ら
れ
た
。
源
氏
等
は
皇
親
の
一
員
と
し
て
天
皇
の
親
政
を
助
け
る
存
在
に
な
り
得
る
と
同
時
に
、
明
確
な
臣
下
と
し
て
政
権
を
獲
得
し
得
、
諸
王
と
も
ま
た
違
っ
た
皇
族
と
臣
下
と
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
的
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
賜
姓
源
氏
等
の
創
出
が
諸
王
の
政
界
進
出
を
阻
ん
だ
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。 
(
25) 
浅
尾
広
良
「
桐
壺
皇
統
の
始
ま
り
―
后
腹
内
親
王
の
入
内
と
降
嫁
―
」（
『
國
學
院
雜
誌
』
一
〇
九(
一
〇)
、
二
〇
〇
八
年
） 
(
26) 
桓
武
天
皇
の
行
幸
記
事
は
『
続
日
本
紀
』
中
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、『
日
本
後
紀
』
内
に
は
圧
倒
的
に
増
加
す
る
。
こ
れ
は
『
日
本
後
紀
』
以
降
行
幸
が
増
加
し
た
の
で
は
な
く
、
執
筆
傾
向
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
点
に
は
留
意
さ
れ
た
い
。
な
お
『
日
本
後
紀
』
は
多
く
が
散
逸
し
て
い
る
た
め
、
『
日
本
紀
略
』
『
類
聚
国
史
』
か
ら
適
宜
補
っ
た
。 
(
27) 
な
お
桓
武
天
皇
の
即
位
し
た
天
応
元
年
、
並
び
に
翌
延
暦
元
年
に
つ
い
て
は
、
行
幸
記
事
が
一
度
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
除
外
し
た
。 
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(
28) 
源
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
と
藤
原
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
が
先
行
し
た
の
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
通
説
で
は
源
氏
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
本
論
第
二
部
第
三
章
に
て
詳
述
し
、
検
討
を
加
え
た
。 
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年 月日 行幸先 目的 恩給 備考 出典
延暦2年
(783) 10.14
－10.18
交野 遊猟
当年交野郡田祖免除、国・郡司、近隣高
齢者と諸司従者に賜物、百済王氏数名に
位階昇授、百済寺に施入
続紀・類史
閏9.17 田村第
宴会飲
酒
是公三男弟友に従五位下 右大臣藤原是公邸 続日本紀
[11.11] 長岡京遷都 続日本紀
8.24
－9.24
平城宮
斎宮下
向
9月7日下向 続日本紀
9.8 水雄岡 遊猟 （巨勢嶋人、池原縄主に位階を授く）
現京都市右京区嵯
峨水尾
続日本紀
[9.23] 藤原種継暗殺事件 続日本紀
8.24
高埼津・継
縄邸
行幸 継縄正室百済王明信に従三位
行幸帰途に継縄邸
へ
続日本紀
10.17
－10.20.
交野・継縄
邸
遊猟
別荘遊楽で、百済王氏、藤原氏等に位階
授与（20日）
大納言継縄別荘を
行宮と為す
続日本紀
4.27 神王邸 酒宴 神王女潔庭王(女王)に従五位下 弾正尹神王邸 続日本紀
10.10
－10.13
交野・継縄
邸
遊猟
別荘遊楽で、百済王氏、藤原氏等に位階
授与（12日）
継縄別荘を行宮と為
す
続日本紀
1.9 諸院 巡覧 猪隈院において五位以上に銭を下賜 類聚国史
1.20. 登勒野 遊猟 終了後、葛野川畔で臣下に酒を下賜 山城国、現在地未詳 類聚国史
2.6 水生野 遊猟 現大阪府三島郡 類聚国史
2.18 大原野 遊猟 現京都市西京区 紀略・類史
2.27
栗前野・是
公邸
遊猟 身分に応じて物を下賜
現宇治、後是公別荘
へ
類聚国史
2.29
京中、乙叡
邸
巡幸・
宴
乙叡の父右大臣継縄の孫、正六位上諸
主に従五位下
巡幸後兵部大輔乙
叡邸へ
紀略・類史
3.1 榲谷 行幸
現京都市西京区大
原野
日本紀略
5.17
葛野川・継
縄邸
行幸
後に右大臣継縄別
荘へ
日本紀略
9.9 大原野 遊猟 類聚国史
9.21 栗前野 遊猟 五位以上の者に衣被を下賜 類聚国史
9.25 登勒野 遊猟 類聚国史
9.28 交野 遊猟 現大阪府枚方・交野 類聚国史
10.14 大原野 遊猟 類聚国史
閏11.2 水生野 遊猟 類聚国史
閏11.7 諸院 巡幸 宮に帰る後扈従の官人に禄を下賜 紀略・類史
閏11.9 葛葉野 遊猟 類聚国史
閏11.16 大原野 遊猟 日暮後宮に帰り五位以上の者に綿を下賜 類聚国史
閏11.18
高橋津・石
作丘
行幸・
遊猟
類聚国史
閏11.24 登勒野 遊猟 類聚国史
2.4
栗前野・伊
予親王邸
遊猟 五位以上の者に衣被を下賜
後伊予親王に立ち
寄る
類聚国史
2.13 水生野 遊猟 類聚国史
3.1 葛野 巡覧 新京巡覧 日本紀略
4.3
葛野・継縄
邸
行幸
後右大臣継縄の別
荘へ
日本紀略
7.19 大原野 遊猟 類聚国史
7.25 新京 巡覧 造宮使と将領に衣を下賜 日本紀略
8.21 大原野 遊猟 五位以上に衣を下賜 類聚国史
8.26
京中・乙叡
邸
巡覧
乙叡邸宅の園池にて四位以上の者に衣
を下賜
後左京大夫乙叡邸
園池へ
類聚国史
8.28
葛野・継縄
邸
遊猟
継縄別荘にて侍臣と右大臣子弟に衣を下
賜
後右大臣継縄の別
荘へ
類聚国史
9.7 大原野 遊猟 類聚国史
（表２）桓武天皇行幸一覧　 (延暦2年～同15年)
延暦10年
(791)
延暦11年
(792)
延暦6年
(787)
延暦3年
(784)
延暦4年
(785)
延暦12年
(793)
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[9.10] 【延暦十二年の詔】 日本紀略
9.22
栗前野・伊
予親王邸
遊猟
伊予親王と奉献した藤原雄友の子弟に衣
を下賜
後伊予親王の川沿
いの邸へ
類聚国史
9.24 瑞野 遊猟 現伏見区淀美豆 類聚国史
11.2
新京・継縄
邸
巡覧
継縄別荘に立ち寄り五位以上の者に衣を
下賜
紀略・類史
11.5 葛野 遊猟 類聚国史
11.10. 交野 遊猟
継縄が摺衣を献上、五位以上と命婦・采
女等に下賜
類聚国史
11.26 栗倉野 遊猟 栗前野のことか 類聚国史
12.10. 瑞野 遊猟 類聚国史
12.19 岡屋野 遊猟
紀古佐美、紀木津魚が奉献、侍臣以上に
物を下賜
類聚国史
1.25 栗前野 遊猟 類聚国史
1.26 瑞野 遊猟 類聚国史
2.13 葛野 遊猟 類聚国史
2.27 水生野 遊猟 類聚国史
3.4 大原野 遊猟 類聚国史
4.28
新京・継縄
邸
巡覧
継縄の別荘まで戻り宴を催し五位以上に
衣を下賜
後継縄の高橋津の
別荘へ
紀略・類史
8.10. 大原野 遊猟 類聚国史
8.16 大原野 遊猟 類聚国史
9.22 交野 遊猟 類聚国史
10.13 交野 遊猟 百済王等に物を下賜 類聚国史
[10.22] 天皇新京へ遷る 日本紀略
[10.28] 平安京遷都 日本紀略
11.2 北岡 遊猟
平安京北方丘陵地
か
類聚国史
11.9 康楽岡 遊猟
現左京区吉田神楽
岡
類聚国史
12.17 大原野 遊猟 類聚国史
12.24 山階野 遊猟 現京都市山科区 類聚国史
3.16 日野 猟 五位以上に衣を下賜 現京都市伏見区 類聚国史
3.27 交野 遊猟 類聚国史
6.15 近東院 行幸 日本紀略
6.27 大堰 行幸
葛野川に設置された
井堰
日本紀略
7.12 京中 巡幸 類聚国史
7.13 佐比津 行幸
現京都市南区吉祥
院
日本紀略
閏7.7 大堰 行幸 日本紀略
8.3 大堰 行幸 日本紀略
8.5 柏原野 遊猟 類聚国史
8.16 大原野 遊猟 類聚国史
8.18 北野 遊猟 現京都市北区 日本紀略
8.19 朝堂院 視察 日本紀略
8.22 柏原野 遊猟 紀略・類史
8.28 日野 遊猟 紀略・類史
9.4 東院 行幸 日本紀略
9.22 登勒野 遊猟 紀略・類史
10.1 紫野 遊猟 現京都市北区 紀略・類史
10.16
－10.22
交野・継縄
邸
行幸
後継縄の別荘を行
宮と為す
日本紀略
10.28 栗栖野 遊猟 近衛将監従五位下住吉綱主に従五位上 現京都市東山区 紀略・類史
11.25 大原野 遊猟 紀略・類史
12.1 京中 巡幸 紀略・類史
12.18 京中 巡幸 紀略・類史
1.11 芹川野 遊猟 現京都市伏見区 紀略・類史
1.20. 登勒野 遊猟 四位以上に衣、五位に帖綿を下賜 紀略・類史
延暦14年
(795)
延暦13年
(794)
延暦15年
(796)
延暦12年
(793)
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1.28 水生野 遊猟 五位以上に衣を下賜 紀略・類史
2.12 紫野 行幸 日本紀略
3.2 日野 遊猟 紀略・類史
3.24 朝堂・諸院 巡覧 侍臣と護衛の諸衛府の者に物を下賜
近東院にて終日宴を
催す
紀略・類史
4.1 京中 巡幸 紀略・類史
6.16 葛野川 行幸 日本紀略
8.25 大蔵省 行幸 侍臣以下に布を下賜 日本後紀
8.28 登勒野 遊猟 日本後紀
9.21 栗前野 遊猟 日本後紀
10.5 大原野 遊猟 日本後紀
10.6 紫野 遊猟 五位以上に衣被を下賜 日本後紀
10.9 日野 遊猟 五位以上に衣を下賜 日本後紀
10.16 登勒野 遊猟 日本後紀
11.2 北野 遊猟 日本後紀
11.21 日野 遊猟 日本後紀
11.29 栗栖野 遊猟 日本後紀
12.14
京中・朝原
皇女邸
巡幸
朝原内親王邸に立ち寄り五位以上に物を
下賜
日本後紀
※出典略記 / 続紀：『続日本紀』、紀略：『日本紀略』、類史：『類聚国史』
延暦15年
(796)
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年 左大臣 右大臣
天応元年
（781)
4.1即位　*
『続紀』3
日
藤魚名
(6.27)
中清麿
(6.致仕)
石宅嗣
(6.24薨)
・
田麿
(6,27)
藤田麿 藤継縄
・
・
・
是公
(9.2)
藤是公 藤小黒
麿
藤濱成 藤家依 伴家持 伴伯麿 神王 藤乙縄
(6.6卒)
・
紀船守
(6.27)
石名足
・
・
藤子老
(6.27)
延暦元年
(782)
(6.14坐
事)
田麿
(6.13)
是公
(6.13)
　　　・
(1.解却)
(閏1.13
坐事)
藤種継
(3.26)
・・紀家
・守
・・(6.13)
延暦２年
(783)
　　　・
田麿
(3.19薨)
*『続紀』
右大臣
是公
(7.17)
継縄
(7.19)
家持
(7.13)
延暦３年
(784)
・
・
小黒麿
(1.21)
・
・
種継
(1.22)
佐今毛
人
(12.)
・
(4.19卒)
延暦４年
(785))
　　・
(9.24薨)
・
・
名足
(11.1)
　　　・
(8.薨)
・
・
船守
(11.1)
　　　・
(6.25薨)
紀古佐
美
(10.13)
・
延暦５年
(786)
延暦６年
(787)
壹志濃
王
(8.16)
延暦７年
(788)
・
(6.4薨)
延暦８年
(789)
(9.19薨)
・
(1.10致
仕)
多長野
(1.7)
・
・
・
(12.22
薨)
・
(1.26卒)
延暦９年
(790)
　　　・
継縄
(2.27)
小黒麿
(2.9)
伴潔足
(2.9)
石眞守
(2.9)
中諸魚
(2.9)
藤雄友
(2.9)
延暦10年
(791)
船守
(1.16)
・
・
延暦11年
(792)
(4.2薨)
・
・
(10.2卒)
延暦12年
(793)
（表３）『公卿補任』における桓武朝廟堂の編成
参議大納言 中納言
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延暦13年
(794)
・
・
(7.1薨)
・
・
古佐美
(10.27)
・
・
神王
(10.27)
・
・
・
壹志濃
王
(10.27)
・
・
・
・
藤内麿
(10.27)
・
・
・
・
藤眞友
(10.27)
・
・
・
・
藤乙叡
(10.27)
延暦14年
(795)
延暦15年
(796)
(7.16薨)
・
古佐美
(7.28)
神王
(7.28)
和家麿
(3.1)
・
紀梶長
(1.7)
延暦16年
(797)
・
(4.4薨)
・
(221卒)
(6.25卒)
延暦17年
(798)
・
・
神王
(8.16)
壹志濃
王
(8.16)
・
雄友
(8.16)
・
・
内麿
(8.16)
・
・
家麿
(8.16)
・
・
(4.致仕)
藤縄主
(8.16)
・
延暦18年
(799)
延暦19年
(800)
延暦20年
(801)
延暦21年
(802)
藤緒嗣
(6.19)
・
延暦22年
(803)
［権］。
乙叡
(10.27)
延暦23年
(804)
(4.27薨)
・
・
延暦24年
(805)
(11.11
薨)
・
坂田村
麿
(6.23)
菅眞道
(1.14)
・
・
秋安人
(1.17)
・
・
延暦25年
(806)
～3月
※同官職内では左を上とし、位階に則して序列した
※一部『続日本紀』と日付け等が相違するが、本表はあくまで『公卿補任』の表記に依った
※氏略記 / 藤：藤原、中：大中臣、石：石上、伴：大伴、佐：佐伯、多：多治比、坂：坂上、菅：菅野、秋：秋篠
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第
二
章 
一
世
皇
子
女
の
親
王
宣
下
と
源
氏
賜
姓 
 
 
 
 
 
は
じ
め
に 
 
さ
て
、
内
親
王
は
こ
う
し
た
延
暦
十
二
年
の
詔
に
（
１
）
お
い
て
も
、
皇
親
以
外
と
の
結
婚
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
朱
雀
・
村
上
朝(
九
三
〇
～
九
六
七)
に
は
醍
醐
皇
女
の
勤
子
・
雅
子
・
康
子
内
親
王
の
三
名
が
藤
原
師
輔
に
降
嫁
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
本
来
法
的
に
も
許
さ
れ
な
い
結
婚
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
後
の
朱
雀
・
村
上
天
皇
の
同
母
妹
で
あ
る
康
子
内
親
王
の
降
嫁
に
つ
い
て
は
、
『
大
鏡
』
（
２
）
（
公
季
項
）
に
お
い
て
「
世
の
人
、
便
な
き
こ
と
に
申
」
し
、
更
に
村
上
天
皇
も
こ
れ
を
「
や
す
か
ら
ぬ
こ
と
」
と
思
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
そ
れ
以
前
に
降
嫁
し
て
い
る
勤
子
・
雅
子
内
親
王
の
降
嫁
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。 
 
こ
れ
に
つ
い
て
安
田
政
彦
氏
は
、
康
子
内
親
王
の
降
嫁
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
皇
后
所
生
の
皇
女
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
し
、
ま
た
勤
子
・
雅
子
内
親
王
の
降
嫁
に
つ
い
て
は
「
本
来
賜
姓
さ
れ
る
べ
き
更
衣
腹
出
自
の
内
親
王
」
で
あ
っ
た
た
め
に
実
現
し
た
と
す
る
。
（
３
） 
 
し
か
し
更
衣
腹
の
皇
女
に
も
、
紀
種
子
所
生
の
仁
明
皇
子
女
、
紀
静
子
所
生
の
文
徳
皇
女
、
在
原
文
子
・
藤
原
良
近
女
所
生
の
清
和
皇
子
女
、
十
世
王
女
・
源
貞
子
・
藤
原
有
実
女
所
生
の
宇
多
皇
女
な
ど
、
宣
下
さ
れ
た
例
は
複
数
存
在
し
て
い
る
。
確
か
に
女
御
腹
以
上
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
た
例
は
生
母
が
明
確
な
者
の
内
に
は
殆
ど
存
在
し
て
い
な
い
が
、
（
４
）
し
か
し
更
衣
腹
と
い
う
だ
け
で
即
ち
賜
姓
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
で
は
賜
姓
さ
れ
た
皇
子
女
と
は
ど
の
よ
う
な
皇
子
女
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
と
す
る
た
め
に
は
、
賜
姓
が
ど
の
よ
う
な
原
則
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 
 
こ
の
源
氏
賜
姓
に
関
す
る
研
究
は
度
々
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
各
朝
の
皇
子
女
並
び
に
親
王
所
生
の
王
に
至
る
ま
で
、
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源
氏
の
成
立
事
情
に
関
し
て
詳
細
な
基
礎
的
考
察
を
行
っ
た
林
陸
朗
氏
の
研
究
は
非
常
に
参
考
と
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
（
５
）
し
か
し
問
題
と
な
る
宇
多
・
醍
醐
朝(
八
八
七
～
九
三
〇)
に
つ
い
て
は
詳
細
の
知
れ
な
い
点
に
つ
い
て
多
く
の
疑
問
点
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
藤
木
邦
彦
氏
は
、
醍
醐
朝(
八
九
七
～
九
三
〇)
を
経
て
村
上
朝(
九
四
六
～
九
六
七)
以
後
賜
姓
が
減
少
す
る
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
僅
か
に
起
こ
り
得
た
賜
姓
の
理
由
に
つ
い
て
は
述
べ
て
お
ら
れ
ず
、
（
６
）
安
田
氏
も
醍
醐
朝
の
賜
姓
が
一
定
時
期
以
後
を
皆
賜
姓
す
る
出
生
順
に
よ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
一
方
で
、
晩
年
に
宣
下
を
受
け
た
皇
子
女
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
西
松
陽
介
氏
は
、
醍
醐
朝
に
親
王
と
す
る
人
数
の
枠
が
築
か
れ
、
皇
位
継
承
問
題
に
関
連
し
て
有
力
で
は
な
い
皇
子
が
賜
姓
さ
れ
た
と
す
る
が
、
（
７
）
そ
も
そ
も
皇
位
を
脅
か
す
存
在
で
は
な
い
更
衣
腹
所
生
の
皇
子
を
、
皇
位
継
承
権
か
ら
除
外
す
る
た
め
の
賜
姓
で
あ
っ
た
と
す
る
点
な
ど
、
再
考
の
要
さ
れ
る
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
諸
説
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
宣
下
と
賜
姓
の
別
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
は
な
お
も
再
考
さ
れ
る
べ
き
点
が
多
い
。 
 
本
章
の
発
端
は
そ
も
そ
も
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
ら
内
親
王
が
賜
姓
さ
れ
得
る
存
在
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
が
、
こ
の
各
朝
に
お
け
る
親
王
宣
下
さ
れ
る
者
と
源
氏
賜
姓
さ
れ
る
者
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
即
ち
各
朝
に
お
け
る
皇
親
に
対
す
る
対
応
と
そ
の
傾
向
を
明
ら
か
と
す
る
一
助
に
も
な
り
、
更
に
降
嫁
の
実
現
す
る
時
代
に
お
け
る
内
親
王
に
対
す
る
認
識
を
も
確
認
さ
せ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
こ
で
本
章
で
は
こ
の
賜
姓
と
宣
下
の
別
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
、
一
世
王
へ
の
源
氏
賜
姓
が
始
ま
る
嵯
峨
朝
(
八
〇
九
～
八
二
三)
か
ら
同
賜
姓
が
終
焉
す
る
村
上
朝(
九
四
六
～
九
六
七)
ま
で
を
限
り
に
、
源
氏
賜
姓
が
始
ま
り
、
踏
襲
さ
れ
た
前
期
（
嵯
峨
～
陽
成
朝
）
と
、
そ
の
変
革
か
ら
終
焉
に
か
け
て
の
後
期
（
光
孝
～
村
上
朝
）
と
に
分
け
、
各
朝
に
お
け
る
源
氏
賜
姓
の
原
則
を
明
ら
か
と
し
、
皇
親
形
態
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
た
。 
 
な
お
そ
の
手
立
て
と
し
て
、
ま
ず
嵯
峨
～
後
三
条
朝(
八
〇
九
～
一
〇
七
二)
の
皇
子
女
と
そ
の
親
王
宣
下
・
源
氏
賜
姓
の
年
月
日
、
宣
下
・
賜
姓
の
年
齢
、
並
び
に
生
母
と
そ
の
后
妃
の
別
な
ど
、
知
ら
れ
る
限
り
を
史
料
よ
り
収
集
し
、
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表
を
作
成
し
て
章
末
に
付
し
た
。
適
宜
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
以
下
章
末
親
王
宣
下
・
源
氏
賜
姓
一
覧
参
照
） 
   
 
 
 
 
第
一
節 
桓
武
朝
か
ら
陽
成
朝 
―
「
同
母
後
産
」
の
原
則
― 
 
 
 
１ 
源
氏
賜
姓
の
開
始 
①
桓
武
皇
子
女 
 
初
め
て
一
世
皇
子
に
賜
姓
が
行
わ
れ
た
の
は
、
桓
武
朝(
七
八
一
～
八
〇
六)
の
こ
と
で
あ
る
。
初
見
は
延
暦
六
年(
七
八
七)
に
、
女
嬬
県
犬
養
男
耳
所
生
の
光
仁
皇
子
諸
勝
に
広
根
朝
臣
を
、
女
嬬
多
治
比
豊
継
所
生
の
桓
武
皇
子
岡
成
に
長
岡
朝
臣
を
賜
姓
し
た
例
で
あ
る
（
『
続
日
本
紀
』
延
暦
六
年
二
月
五
日
条
）
。
更
に
桓
武
天
皇
は
延
暦
二
十
一
年(
八
〇
二)
女
嬬
百
済
永
継
所
生
の
皇
子
安
世
に
良
岑
朝
臣
を
賜
姓
す
る
（
『
公
卿
補
任
』
弘
仁
七
年(
八
一
六)
良
岑
安
世
略
歴
「
延
暦
廿
一
十
二
廿
七
、
特
賜
姓
良
峯
朝
臣
、
」
）
。
こ
れ
ら
は
皇
統
の
転
換
と
キ
サ
キ
・
皇
子
女
の
増
加
に
よ
る
皇
親
の
増
大
、
並
び
に
桓
武
朝
に
お
け
る
二
度
の
遷
都
と
造
都
に
よ
る
財
政
の
逼
迫
が
契
機
と
な
っ
て
お
り
、
僅
か
な
例
と
は
い
え
皇
親
の
減
少
を
企
図
し
て
、
生
母
が
女
嬬
で
あ
る
者
を
選
ん
で
賜
姓
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
８
） 
 
更
に
桓
武
天
皇
は
二
世
以
下
の
王
に
も
賜
姓
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
積
極
的
な
賜
姓
の
申
請
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
（
９
）
更
に
桓
武
朝
に
次
ぐ
平
城
朝(
八
〇
六
～
八
〇
九)
に
至
っ
て
も
、
キ
サ
キ
・
皇
子
女
共
に
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
世
皇
子
へ
の
賜
姓
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。 
②
嵯
峨
皇
子
女 
 
こ
う
し
た
桓
武
朝
の
一
世
皇
子
へ
の
賜
姓
と
い
う
前
例
を
経
て
、
嵯
峨
朝(
八
〇
九
～
八
二
三)
に
初
め
て
源
氏
賜
姓
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の
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
『
類
聚
三
代
格
』
（
以
下
『
類
三
』
）
弘
仁
五
年(
八
一
四)
五
月
八
日
の
詔
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
男
女
稍
衆
、
未
レ
識
二
子
道
一
、
還
爲
二
人
父
一
、
辱
累
二
封
邑
一
、
空
費
二
府
庫
一
、
」
と
あ
り
、
賜
姓
が
経
済
的
理
由
に
よ
る
こ
と
を
述
べ
、
ま
た
「
唯
前
号
二
親
王
一
、
不
レ
可
二
更
改
一
、
同
母
後
産
、
猶
復
一
例
、
其
餘
如
レ
可
レ
閞（聞
）
者
、
朕
殊
裁
下
、
」（
以
下
傍
線
筆
者
）
と
し
て
、
既
に
親
王
で
あ
る
者
は
改
め
ず
、
親
王
と
同
母
で
後
に
産
ま
れ
た
者
も
親
王
と
す
る
こ
と
、
更
に
そ
の
他
天
皇
が
特
別
の
裁
可
に
よ
り
下
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
前
代
か
ら
の
経
済
的
逼
迫
に
重
ね
て
、
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
女
数
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
そ
の
数
は
五
十
名
に
も
及
び
、
こ
の
詔
を
期
に
皇
子
女
八
名
が
。
最
終
的
に
は
計
三
十
二
名
が
賜
姓
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
詔
中
に
も
賜
姓
の
基
準
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
既
に
親
王
で
あ
る
者
と
そ
の
「
同
母
後
産
」
、
並
び
に
「
余
如
レ
可
レ
聞
者
」
が
親
王
と
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
ば
か
り
で
あ
る
。 
 
さ
て
、
初
め
弘
仁
五
年(
八
一
四)
に
賜
姓
さ
れ
た
者
の
内
、
最
年
長
と
な
っ
た
の
は
信
・
貞
姫
・
潔
姫
の
六
歳
で
あ
る
（
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
五
年
五
月
八
日
条
）
。
こ
れ
よ
り
彼
等
の
生
年
は
大
同
四
年(
八
〇
九)
と
な
る
が
、
こ
の
翌
年
に
は
後
の
皇
后
橘
嘉
智
子
が
正
良
親
王
［
仁
明
］
を
出
産
し
て
お
り
、
従
っ
て
弘
仁
五
年
に
賜
姓
の
詔
が
発
さ
れ
た
の
は
、
皇
嗣
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
更
に
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
女
の
内
宣
下
さ
れ
た
者
と
賜
姓
さ
れ
た
者
の
別
を
検
討
す
る
と
、
ま
ず
「
同
母
後
産
」
に
当
た
る
皇
子
女
は
、
妃
高
津
内
親
王
（
１
０
）
・
皇
后
橘
嘉
智
子
・
女
御
大
原
浄
子
・
交
野
女
王
の
所
生
と
な
る
。
こ
の
他
に
百
済
王
貴
命
・
高
階
河
子
・
文
屋
文
子
所
生
の
皇
子
女
が
そ
れ
ぞ
れ
宣
下
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
内
貴
命
の
出
産
は
弘
仁
六
年
(
八
一
五)
頃
と
同
十
年(
八
一
九)
頃
の
詔
発
布
後
で
あ
る
が
、
し
か
し
『
文
徳
天
皇
実
録
』
（
以
下
『
文
実
』
）
に
「
嵯
峨
太
上
天
皇
御
宇
之
時
、
引
為
二
女
御
一
、
」
（
仁
寿
三
年(
八
五
一)
九
月
五
日
条
）
と
あ
り
女
御
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
后
妃
の
別
に
よ
っ
て
所
生
の
皇
子
女
も
宣
下
の
特
例
と
し
て
殊
に
裁
可
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
し
か
し
后
妃
の
別
の
不
明
で
あ
る
高
階
河
子
・
文
屋
文
子
所
生
の
皇
子
女
に
つ
い
て
は
宣
下
の
理
由
に
つ
い
て
も
詳
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細
は
知
れ
ず
、
林
氏
は
、
い
ず
れ
も
生
母
が
王
氏
賜
姓
の
真
人
姓
一
族
で
あ
っ
た
た
め
に
皇
親
に
准
ぜ
ら
れ
て
親
王
号
が
許
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
真
人
姓
に
は
、
賜
姓
の
列
に
入
っ
た
皇
子
女
の
生
母
に
当
麻
氏
・
甘
南
備
氏
・
大
原
氏
等
も
有
る
。
ま
た
桓
武
天
皇
か
ら
血
筋
の
近
い
長
岡
岡
成
の
女
所
生
の
皇
女
も
賜
姓
さ
れ
て
お
り
、
更
に
同
じ
大
原
氏
出
身
の
生
母
で
も
、
浄
子
所
生
は
宣
下
、
全
子
所
生
は
賜
姓
（
但
し
こ
れ
は
浄
子
所
生
の
仁
子
内
親
王
が
斎
宮
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
詔
以
前
の
所
生
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
た
め
か
も
し
れ
な
い
）
、
百
済
王
氏
の
貴
命
所
生
は
宣
下
、
慶
命
所
生
は
賜
姓
な
ど
、
出
身
氏
族
に
よ
ら
な
い
例
も
あ
る
。
一
方
、
真
人
姓
で
も
当
麻
氏
が
女
嬬
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
百
済
王
氏
の
内
慶
命
が
宮
女
（
１
１
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
宣
下
と
賜
姓
の
別
は
、
同
時
に
宮
女
と
キ
サ
キ
の
別
に
よ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
更
衣
の
所
生
に
も
賜
姓
の
者
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
宮
女
と
一
部
更
衣
所
生
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
以
上
嵯
峨
朝
に
お
け
る
源
氏
賜
姓
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
し
か
し
嵯
峨
朝
の
賜
姓
の
詔
に
は
皇
子
女
に
「
賜
二
朝
臣
之
姓
一
、
」
と
あ
る
の
み
で
、
源
氏
を
賜
姓
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
次
の
淳
和
朝
に
「
源
氏
」
賜
姓
の
こ
と
は
見
ら
れ
な
い
。 
 
 
③
淳
和
皇
子
女 
 
淳
和
朝(
八
二
三
～
八
三
三)
の
賜
姓
は
嵯
峨
朝
に
比
べ
て
皇
子
女
数
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
確
認
さ
れ
る
の
は
『
日
本
三
代
実
録
』
（
以
下
『
三
実
』
）
貞
観
五
年(
八
六
三)
正
月
廿
五
日
条
に
薨
伝
を
残
す
統
忠
子
で
あ
る
が
、
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
（
以
下
『
紹
運
録
』
）
に
は
こ
の
他
に
統
熟
子
を
載
せ
る
。 
 
賜
姓
は
天
長
九
年(
八
三
二)
に
行
わ
れ
、
「
今
思
既
号
二
親
王
一
、
依
レ
舊
不
レ
悛
、
同
母
後
産
、
号
レ
之
亦
同
、
自
外
並
賜
二
朝
臣
之
姓
一
、
或
可
二
親
王
一
者
、
特
將
レ
定
焉
、
」
（
『
類
三
』
天
長
九
年
二
月
十
五
日
勅
）
と
す
る
。
即
ち
、
既
に
親
王
で
あ
る
者
と
同
母
後
産
は
親
王
と
し
、
他
に
親
王
と
す
べ
き
者
が
あ
れ
ば
特
に
定
め
る
旨
を
述
べ
る
。
ま
た
嵯
峨
朝
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の
詔
同
様
、
賜
姓
に
は
朝
臣
を
賜
う
と
あ
る
の
み
で
、
源
氏
を
賜
う
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
淳
和
皇
子
女
が
源
氏
で
は
な
く
統
氏
を
賜
姓
さ
れ
た
こ
と
も
詔
的
に
は
何
ら
問
題
で
は
な
い
。 
 
さ
て
、
こ
の
統
氏
賜
姓
で
あ
る
が
、『
紹
運
録
』
で
は
統
熟
子
の
賜
姓
を
天
長
二
年(
八
二
五)
、
統
忠
子
の
賜
姓
を
同
九
年(
八
三
二)
に
作
る
。
し
か
も
『
紹
運
録
』
は
忠
子
を
仁
明
皇
女
に
作
る
が
、
年
齢
差
よ
り
仁
明
皇
女
と
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
た
め
、
忠
子
は
淳
和
皇
女
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
賜
姓
の
詔
が
発
さ
れ
た
の
は
天
長
九
年
で
あ
る
か
ら
、
天
長
二
年
も
九
年
の
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
更
に
統
氏
に
は
『
三
実
』
貞
観
五
年(
八
六
三)
正
月
八
日
条
に
統
尚
子
の
名
が
見
ら
れ
、
『
一
代
要
記
』
に
は
統
就
子
の
名
を
載
せ
る
。
ま
た
『
群
書
類
従
』
（
巻
第
六
〇
、
系
譜
部
一
）
所
収
『
紹
運
録
』
で
は
忠
子
と
熟
子
を
同
一
人
物
と
見
る
旨
を
注
記
す
る
な
ど
、
度
々
こ
れ
ら
の
女
子
は
混
同
、
同
一
視
さ
れ
て
き
た
。 
 
こ
れ
に
対
し
林
氏
は
、『
三
実
』
の
従
四
位
上
叙
位
に
見
ら
れ
る
統
氏
の
記
載
か
ら
、
貞
観
二
年(
八
六
〇)
十
一
月
廿
六
日
条
叙
位
の
敦
子
、
同
四
年(
八
六
二)
正
月
八
日
条
叙
位
の
忠
子
、
同
五
年(
八
六
三)
正
月
八
日
条
叙
位
の
尚
子
の
三
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
、
就
子
と
熟
子
は
い
ず
れ
も
敦
子
に
字
形
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
同
一
人
物
と
見
做
し
た
。
こ
れ
よ
り
、
統
賜
姓
は
こ
の
三
名
と
す
る
説
で
間
違
い
無
い
で
あ
ろ
う
。
賜
姓
の
原
因
は
不
詳
だ
が
、
や
は
り
生
母
の
別
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 
 
一
方
淳
和
朝
に
は
天
長
九
年(
八
三
二)
以
後
所
生
と
な
る
三
名
の
皇
女
（
崇
子
・
明
子
・
同
子
）
も
宣
下
さ
れ
て
い
る
（
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年(
八
三
五)
正
月
廿
三
日
条
）
。
こ
の
皇
女
等
は
い
ず
れ
も
同
母
後
産
に
も
当
て
は
ま
ら
ず
、
や
は
り
宣
下
の
理
由
は
不
明
確
で
あ
る
。
ま
た
淳
和
天
皇
の
譲
位
後
の
所
生
と
思
わ
れ
る
た
め
、
譲
位
さ
れ
た
仁
明
天
皇
が
こ
れ
を
取
り
成
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
嵯
峨
上
皇
が
淳
和
朝
以
後
も
所
生
の
嵯
峨
皇
子
女
を
源
氏
と
し
て
い
る
例
を
考
え
る
に
、
や
は
り
譲
位
後
の
所
生
で
あ
る
こ
と
は
理
由
に
は
し
難
い
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
皇
女
の
生
母
の
出
身
を
見
る
と
、
崇
子
内
親
王
生
母
の
橘
船
子
は
、
淳
和
天
皇
の
幸
姫
に
し
て
嵯
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峨
皇
后
橘
嘉
智
子
の
従
姉
妹
。
明
子
内
親
王
生
母
の
清
原
春
子
は
元
右
大
臣
清
原
夏
野
の
女
で
あ
り
真
人
姓
出
身
の
王
氏
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
同
子
内
親
王
生
母
の
多
治
池
子
は
真
人
姓
の
出
身
で
は
あ
る
も
の
の
父
は
大
和
守
と
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
即
ち
有
力
な
出
身
で
は
な
い
。
尤
も
、
林
氏
の
説
に
よ
り
真
人
姓
で
あ
る
こ
と
を
一
因
と
す
る
な
ら
ば
宣
下
の
理
由
も
説
明
で
き
る
が
、
全
て
の
真
人
姓
の
生
母
の
子
が
宣
下
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
但
し
淳
和
天
皇
は
嵯
峨
天
皇
に
比
べ
て
皇
子
女
数
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
詔
の
発
布
が
退
位
の
前
年
と
非
常
に
遅
か
っ
た
こ
と
を
見
て
も
、
賜
姓
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
多
治
池
子
所
生
の
皇
女
も
か
ろ
う
じ
て
宣
下
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 
以
上
淳
和
朝
に
は
一
様
に
統
氏
が
賜
姓
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
し
次
の
仁
明
朝
で
は
、
再
び
源
氏
賜
姓
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 
 
 
④
仁
明
皇
子
女 
 
仁
明
朝(
八
三
三
～
八
五
〇)
で
は
承
和
二
年(
八
三
五)
に
最
初
の
賜
姓
が
見
ら
れ
、
以
後
六
名
の
皇
子
が
賜
姓
さ
れ
た
。
な
お
そ
の
内
の
源
登
は
後
に
母
の
過
失
に
よ
り
源
氏
の
属
籍
を
削
ら
れ
、
貞
を
賜
姓
さ
れ
た
様
子
が
見
ら
れ
る
が
（
『
三
実
』
承
和
八
年(
八
六
六)
三
月
二
日
条
）
、
こ
れ
は
同
日
条
よ
り
、
嵯
峨
天
皇
の
遺
旨
に
「
母
氏
有
レ
過
者
、
其
子
不
レ
得
レ
為
二
源
氏
一
、
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
別
姓
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
１
２
） 
 
賜
姓
の
詔
で
は
「
如
今
所
レ
有
、
朕
之
兒
息
、
除
二
親
王
之
号
一
、
賜
二
朝
臣
之
姓
一
、
」
、「
其
前
号
二
親
王
一
、
依
レ
舊
不
レ
改
、
同
母
後
産
、
猶
復
一
例
等
制
、
」
（
『
類
三
』
承
和
二
年
四
月
二
日
勅
）
と
さ
れ
、
お
よ
そ
前
代
同
様
に
、
朝
臣
の
姓
を
賜
う
こ
と
、
既
に
親
王
で
あ
る
者
は
改
め
ず
、
同
母
後
産
も
同
じ
く
親
王
と
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。 
 
仁
明
皇
子
の
賜
姓
は
嵯
峨
朝
に
倣
い
源
氏
が
賜
姓
さ
れ
た
が
、
同
じ
く
賜
姓
さ
れ
る
者
の
名
を
一
字
名
に
統
一
す
る
と
い
う
名
付
け
の
法
則
も
嵯
峨
朝
を
踏
襲
し
て
い
る
。
先
の
淳
和
朝
で
は
統
氏
を
賜
姓
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
再
び
仁
明
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朝
で
は
源
氏
を
賜
姓
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
嵯
峨
天
皇
と
淳
和
天
皇
が
兄
弟
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
仁
明
天
皇
が
嵯
峨
天
皇
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
女
の
内
源
氏
と
な
っ
た
者
は
仁
明
天
皇
の
兄
弟
姉
妹
で
あ
り
、
嵯
峨
天
皇
の
孫
で
あ
る
仁
明
皇
子
女
が
同
じ
源
氏
を
賜
る
こ
と
は
、
同
じ
嵯
峨
天
皇
の
血
脈
の
出
身
者
と
い
う
意
味
で
問
題
な
い
の
で
あ
る
。 
 
さ
て
、『
公
卿
補
任
』
等
か
ら
推
測
さ
れ
る
皇
子
女
の
生
年
及
び
賜
姓
の
時
期
か
ら
、
承
和
二
年(
八
三
五)
の
詔
発
布
以
前
に
生
ま
れ
た
皇
子
は
人
康
親
王
ま
で
の
四
名
、
並
び
に
源
氏
賜
姓
さ
れ
た
多
・
冷
・
登
等
が
い
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
人
康
親
王
が
天
長
八
年(
八
三
一)
の
所
生
、
同
じ
く
賜
姓
さ
れ
た
皇
子
の
内
最
年
長
の
多
が
同
年
の
生
ま
れ
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
（
１
３
）
即
ち
こ
の
頃
＝
即
位
以
前
か
ら
賜
姓
の
構
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
言
え
る
。
仁
明
皇
子
女
に
は
既
に
斎
王
と
な
り
得
る
皇
女
が
お
り
、
皇
太
子
も
叔
父
淳
和
天
皇
の
皇
子
に
定
ま
っ
て
お
り
、
更
に
承
和
二
年
頃
に
は
本
康
親
王
も
生
ま
れ
て
、
父
嵯
峨
天
皇
が
親
王
と
し
て
残
し
た
五
名
と
同
数
と
な
っ
た
こ
と
で
、
皇
位
継
承
問
題
も
安
定
し
た
た
め
、
賜
姓
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
多
が
嵯
峨
皇
子
の
賜
姓
時
の
年
齢
に
近
し
い
五
歳
程
の
適
齢
と
な
っ
た
こ
と
が
、
賜
姓
の
切
っ
掛
け
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 
 
宣
下
と
賜
姓
の
別
は
そ
れ
ま
で
通
り
生
母
の
出
身
に
よ
っ
て
お
り
、
宣
下
を
受
け
た
皇
子
女
の
母
に
対
し
、
賜
姓
さ
れ
た
皇
子
の
生
母
は
い
ず
れ
も
三
国
氏
・
山
口
氏
等
中
小
貴
族
の
出
身
で
あ
っ
た
。
一
方
宮
女
と
思
し
き
百
済
王
永
慶
所
生
の
高
子
内
親
王
が
宣
下
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
仁
明
天
皇
即
位
時
、
所
生
の
皇
女
が
時
子
・
久
子
・
高
子
内
親
王
の
三
名
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
、
斎
院
と
す
べ
く
宣
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
長
女
時
子
内
親
王
は
既
に
淳
和
朝
の
斎
院
を
務
め
て
お
り
、
（
１
４
）
久
子
内
親
王
は
天
長
十
年(
八
三
三)
に
斎
宮
と
し
て
卜
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
天
長
十
年
に
斎
院
と
な
り
得
る
皇
女
と
し
て
、
高
子
内
親
王
が
宣
下
、
卜
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
ま
た
更
衣
の
藤
原
賀
登
子
・
紀
種
子
所
生
の
皇
子
女
と
、
后
妃
の
位
の
不
明
な
藤
原
小
童
子
所
生
の
皇
女
も
宣
下
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
種
子
は
承
和
六
年(
八
三
九)
正
五
位
下
（
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
正
月
八
日
条
）
、
賀
登
子
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は
承
和
九
年(
八
四
二)
正
六
位
上
（
同
承
和
九
年
正
月
八
日
条
）
と
あ
る
点
か
ら
、
こ
の
頃
入
内
、
も
し
く
は
出
産
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
い
ず
れ
も
承
和
二
年
の
詔
以
後
の
出
産
で
あ
り
、
所
生
子
は
賜
姓
さ
れ
得
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
（
な
お
小
童
子
に
つ
い
て
は
そ
の
詳
細
も
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
同
様
の
頃
の
出
産
と
推
定
し
、
考
察
を
加
え
る
） 
 
そ
も
そ
も
藤
原
氏
所
生
の
皇
子
女
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
傾
向
を
見
て
も
皆
宣
下
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
賀
登
子
は
父
が
国
司
階
級
に
留
ま
る
も
の
の
北
家
冬
嗣
の
異
母
弟
で
あ
り
、
文
徳
天
皇
生
母
と
な
っ
た
藤
原
順
子
の
従
姉
妹
に
当
た
る
。
一
方
小
童
子
は
南
家
出
身
で
あ
る
が
、
橘
佐
為
女
を
母
と
す
る
真
友
の
孫
で
あ
り
、
父
道
長
の
生
母
は
桓
武
皇
后
藤
原
乙
牟
漏
の
従
姉
妹
に
当
た
る
。
従
っ
て
藤
原
氏
並
び
に
橘
氏
の
血
縁
と
い
う
出
身
か
ら
、
所
生
の
子
も
親
王
に
列
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。 
 
一
方
種
子
に
つ
い
て
は
、
父
名
虎
は
正
四
位
下
右
兵
衛
督
を
極
位
極
官
と
し
、
し
か
も
そ
の
昇
進
は
女
の
種
子
が
仁
明
天
皇
、
静
子
が
文
徳
天
皇
に
各
々
入
内
し
寵
を
得
た
こ
と
が
切
っ
掛
け
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
種
子
入
内
以
後
の
昇
進
で
あ
る
。
即
ち
父
や
氏
族
の
後
ろ
盾
に
よ
っ
て
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
し
た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
種
子
の
入
内
の
影
響
か
、
種
子
の
弟
有
常
は
承
和
十
一
年(
八
四
四)
の
初
叙
に
前
後
し
て
藤
原
内
麻
呂
女
を
室
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
更
に
妹
の
某
は
仁
明
女
御
貞
子
の
兄
弟
有
貞
の
室
と
な
る
な
ど
、
藤
原
氏
と
の
接
近
が
窺
え
、
即
ち
藤
原
氏
と
の
縁
戚
に
よ
る
出
世
へ
の
下
地
が
種
子
入
内
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
後
の
名
虎
の
昇
進
と
種
子
の
二
子
出
産
か
ら
も
、
種
子
が
仁
明
天
皇
に
寵
妃
と
し
て
遇
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
が
所
生
の
皇
子
女
の
宣
下
に
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 
以
上
、
更
衣
で
あ
っ
た
三
国
氏
所
生
の
皇
子
が
賜
姓
さ
れ
る
一
方
で
同
じ
く
更
衣
で
あ
る
紀
種
子
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
さ
れ
た
例
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
よ
り
、
姓
は
関
係
な
く
、
出
身
氏
族
の
影
響
力
が
宣
下
と
賜
姓
の
別
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
天
皇
の
寵
と
い
う
個
人
的
感
情
に
左
右
さ
れ
た
面
も
あ
っ
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た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
  
 
 
２ 
原
則
の
踏
襲 
 
 
⑤
文
徳
皇
子
女 
 
文
徳
朝(
八
五
〇
～
八
五
八)
最
初
の
賜
姓
の
詔
は
仁
寿
三
年(
八
五
三)
に
発
布
さ
れ
、
「
除
二
親
王
之
号
一
、
賜
二
朝
臣
之
姓
一
、
弈
代
相
沿
、
已
為
二
成
式
一
、
誠
冝
下
陶
二
聖
風
一
而
長
扇
、
共
二
源
氏
一
而
混
上
レ
流
、
」
「
但
前
号
二
親
王
一
、
不
レ
在
二
此
限
一
、
同
母
後
産
、
亦
復
一
例
、
」（
『
類
三
』
仁
寿
三
年
二
月
十
九
日
勅
）
と
あ
り
、
お
よ
そ
承
和
の
勅
と
相
違
な
く
、
更
に
賜
姓
が
「
弈
代
相
沿
、
已
為
二
成
式
一
、
」
と
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
そ
れ
ま
で
同
様
に
既
に
親
王
で
あ
る
者
は
改
め
ず
、
同
母
後
産
を
同
じ
と
す
る
生
母
別
に
よ
る
こ
と
を
述
べ
る
。 
 
詔
の
発
布
の
三
年
前
に
は
惟
仁
親
王
［
清
和
］
が
生
ま
れ
て
お
り
、
親
王
宣
下
の
年
齢
が
一
～
五
歳
、
特
に
二
、
三
歳
頃
で
あ
る
例
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
惟
仁
親
王
の
宣
下
を
期
に
賜
姓
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
惟
仁
親
王
は
第
四
皇
子
で
あ
り
、
仁
明
朝
賜
姓
時
の
親
王
も
四
～
五
名
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
か
ら
、
嵯
峨
朝
以
来
そ
の
前
後
の
人
数
が
一
定
の
基
準
と
な
っ
て
賜
姓
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
仁
寿
三
年(
八
五
三)
時
に
は
既
に
九
歳
と
な
る
皇
子
源
能
有
等
が
あ
り
、
即
位
時
か
ら
宣
下
を
保
留
さ
れ
続
け
た
こ
と
を
見
て
も
、
や
は
り
即
位
前
か
ら
賜
姓
の
構
想
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
宣
下
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
に
は
女
御
藤
原
明
子
（
良
房
女
）
を
は
じ
め
、
后
妃
の
別
の
分
か
ら
な
い
列
子
・
今
子
等
藤
原
氏
と
、
同
じ
く
后
妃
の
別
の
不
明
な
仁
明
女
御
滋
野
縄
子
の
妹
奥
子
、
仁
明
更
衣
紀
種
子
の
妹
静
子
の
二
人
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
他
に
も
藤
原
氏
出
身
の
キ
サ
キ
に
古
子
・
年
子
・
多
賀
幾
子
・
是
子
等
が
お
り
、
女
御
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
『
文
実
』
嘉
祥
三
年(
八
五
〇)
七
月
九
日
条
）
、
後
宮
に
お
け
る
藤
原
氏
の
増
加
と
共
に
、
彼
女
等
は
殊
更
の
優
遇
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
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滋
野
奥
子
・
紀
静
子
所
生
の
皇
子
女
へ
の
宣
下
は
、
各
々
の
姉
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
い
ず
れ
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
し
か
し
奥
子
の
従
姉
妹
で
あ
る
岑
子
所
生
の
皇
子
は
賜
姓
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
身
氏
族
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
尤
も
奥
子
に
つ
い
て
は
姉
が
女
御
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
同
じ
く
女
御
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
子
女
の
宣
下
の
理
由
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
更
に
父
貞
主
は
正
四
位
下
参
議
宮
内
卿
に
至
っ
た
人
物
で
、
貞
主
家
が
多
く
の
皇
子
女
を
得
て
繁
盛
し
た
の
は
貞
主
の
思
い
や
り
が
あ
り
情
け
深
い
性
格
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
（
『
文
実
』
仁
寿
二
年(
八
五
二)
二
月
八
日
条
）
、
父
が
評
判
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
長
女
縄
子
が
穏
や
か
で
立
ち
居
振
る
舞
い
も
整
っ
た
仁
明
天
皇
の
寵
妃
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
同
じ
く
奥
子
も
容
貌
に
優
れ
文
徳
天
皇
の
寵
を
得
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
影
響
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
同
日
条
）
。 
 
一
方
の
静
子
の
后
妃
の
別
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』
は
御
息
所
と
し
、『
作
者
部
類
』
は
更
衣
と
す
る
た
め
、
東
宮
に
入
侍
し
御
息
所
と
称
さ
れ
た
後
、
更
衣
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
呼
称
も
『
紀
氏
系
図
』
『
歴
代
編
年
集
成
』
に
て
「
三
條
町
」
、
『
古
今
和
歌
集
』
に
て
「
三
條
の
町
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
女
御
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
静
子
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
第
一
皇
子
惟
喬
親
王
の
生
母
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、『
西
宮
記
』「
五
日
叙
位
儀
」
に
は
「
一
親
王
及
后
腹
、
一
度
三
品
、
余
四
品
、
」
と
あ
っ
て
長
男
と
な
る
親
王
及
び
后
腹
の
親
王
が
他
の
親
王
に
対
し
初
叙
に
お
い
て
優
遇
さ
れ
三
品
を
授
け
ら
れ
る
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
て
も
、
生
母
に
関
わ
ら
ず
、
長
男
は
別
格
の
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
言
え
る
。 
 
従
っ
て
、
滋
野
奥
子
は
女
御
、
あ
る
い
は
天
皇
の
寵
に
よ
っ
て
。
紀
静
子
は
寵
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
所
生
の
皇
子
が
第
一
皇
子
で
あ
っ
た
た
め
、
各
々
の
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。 
 
対
す
る
賜
姓
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
に
つ
い
て
は
、
清
原
氏
・
多
治
氏
等
淳
和
朝
で
は
宣
下
さ
れ
て
い
た
出
身
者
に
加
え
、
伴
氏
・
菅
原
氏
・
布
勢
氏
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
中
小
貴
族
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
伴
氏
に
つ
い
て
は
文
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徳
朝
に
参
議
に
至
っ
た
伴
善
男
等
が
あ
る
も
の
の
、
源
能
有
の
生
母
と
伝
え
ら
れ
る
伴
氏
は
詳
し
い
出
身
も
不
詳
で
、
「
宮
女
」
「
氏
女
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
有
力
と
さ
れ
な
い
出
身
か
、
后
妃
の
別
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
所
生
子
の
賜
姓
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
以
上
よ
り
文
徳
朝
は
、
仁
明
朝
に
親
王
と
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
と
同
じ
出
身
氏
族
の
キ
サ
キ
所
生
の
皇
子
女
が
同
様
に
宣
下
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
除
か
れ
る
中
小
貴
族
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
多
く
の
藤
原
氏
子
女
が
入
内
し
た
例
か
ら
、
外
戚
と
し
て
の
藤
原
氏
勢
力
の
急
速
な
拡
大
と
、
加
え
て
前
代
か
ら
の
後
宮
の
様
相
が
こ
の
宣
下
と
賜
姓
の
別
に
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
 
 
⑥
清
和
皇
子
女 
 
次
の
清
和
朝(
八
五
八
～
八
七
六)
の
最
初
の
賜
姓
は
、
貞
観
十
五
年(
八
七
三)
に
行
わ
れ
た
。
勅
の
内
容
は
前
代
ま
で
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
更
に
「
故
其
不
レ
獲
レ
已
者
、
擇
レ
之
以
爲
二
親
王
一
、
」
、
「
唯
湏
下
其
後
一
世
早
停
二
王
号
一
即
賜
中
朝
臣
上
、
以
節
二
國
家
之
經
用
一
、
」
（
『
類
三
』
貞
観
十
五
年
四
月
廿
一
日
勅
）
と
あ
り
、
已
む
を
得
ざ
る
者
を
択
ん
で
親
王
と
す
る
事
、
ま
た
王
に
つ
い
て
も
、
従
来
よ
り
一
世
早
く
王
号
を
止
め
朝
臣
を
賜
う
旨
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
其
号
二
親
王
一
者
、
同
母
後
産
、
並
同
盡
（
畫
）
一
、
」（
同
上
）
と
あ
り
、
そ
れ
ま
で
同
様
同
母
後
産
を
同
じ
と
す
る
生
母
別
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
清
和
朝
の
賜
姓
は
復
数
人
へ
の
宣
下
も
同
時
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
は
宣
下
さ
れ
た
者
が
八
名
、
賜
姓
さ
れ
た
者
が
五
名
の
計
十
三
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
前
の
宣
下
の
例
は
貞
明
親
王
［
陽
成
］
の
一
例
の
み
で
あ
る
。 
 
貞
観
十
年(
八
六
八)
十
二
月
十
六
日
所
生
の
貞
明
親
王
は
、
翌
年
二
月
一
日
に
生
後
三
ヶ
月
で
立
太
子
さ
れ
て
お
り
、
親
王
宣
下
も
そ
の
間
に
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
間
も
な
く
貞
固
・
貞
元
親
王
等
が
生
ま
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
彼
等
は
早
々
と
宣
下
さ
れ
た
貞
明
親
王
に
対
し
四
～
五
歳
ま
で
宣
下
を
保
留
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
貞
明
親
王
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の
早
す
ぎ
る
立
太
子
に
際
し
、
夭
折
の
危
険
性
等
も
残
る
中
、
第
二
・
第
三
皇
子
の
宣
下
を
保
留
さ
せ
た
か
っ
た
藤
原
氏
の
意
図
が
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
貞
観
十
五
年(
八
七
三)
に
は
貞
明
親
王
も
六
歳
と
な
り
夭
折
の
可
能
性
も
減
少
し
た
ば
か
り
か
、
同
母
弟
と
な
る
藤
原
高
子
（
長
良
女
）
所
生
の
貞
保
親
王
も
誕
生
し
て
お
り
、
源
氏
と
す
べ
き
皇
子
も
一
定
数
生
ま
れ
て
い
た
た
め
に
、
同
時
に
宣
下
と
賜
姓
の
こ
と
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。 
 
そ
の
宣
下
と
賜
姓
の
別
は
生
母
の
出
身
氏
族
に
よ
っ
て
お
り
、
宣
下
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
は
外
戚
藤
原
氏
、
嵯
峨
皇
后
嘉
智
子
を
通
し
て
外
戚
と
な
る
橘
氏
、
並
び
に
皇
親
と
な
る
女
王
、
近
親
の
王
氏
と
な
る
在
原
氏
で
あ
り
、
父
は
参
議
以
上
か
各
省
大
輔
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
唯
一
藤
原
良
近
が
こ
の
時
右
中
弁
で
あ
る
が
、
女
も
藤
原
氏
と
あ
っ
て
こ
れ
に
含
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
賜
姓
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
は
、
賀
茂
氏
・
大
野
氏
・
佐
伯
氏
等
、
や
は
り
中
小
貴
族
の
子
女
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
貞
観
十
八
年(
八
七
六)
に
は
正
六
位
木
工
允
で
し
か
な
い
藤
原
眞
宗
女
（
更
衣
）
所
生
の
皇
子
貞
頼
が
宣
下
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
既
に
外
戚
の
一
族
と
い
う
だ
け
で
、
藤
原
氏
子
女
の
所
生
子
が
宣
下
さ
れ
る
な
ど
、
出
身
氏
族
が
大
き
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
原
則
か
ら
行
く
と
、
清
和
朝
に
問
題
と
な
り
得
る
事
例
は
な
い
。 
 
 
⑦
陽
成
皇
子
女 
 
次
の
陽
成
天
皇
は
、
藤
原
氏
を
外
戚
と
し
九
歳
で
受
禅
さ
れ
た
も
の
の
、
摂
政
藤
原
基
経
と
の
反
目
に
よ
り
若
く
し
て
退
位
し
た
天
皇
で
あ
る
。
従
っ
て
所
生
の
皇
子
女
も
皆
退
位
後
の
所
生
と
な
る
た
め
、
賜
姓
の
詔
も
見
ら
れ
な
い
。
但
し
『
尊
卑
分
脈
』
、『
紹
運
録
』（
村
上
本
）
、『
帝
王
系
図
』（
吹
上
本
）
よ
り
、
延
長
三
年(
九
二
五)
に
清
蔭
・
清
鑒
・
清
遠
の
三
名
が
賜
姓
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
生
母
は
紀
氏
・
伴
氏
・
佐
伯
氏
で
あ
り
、
一
方
藤
原
氏
・
皇
親
の
所
生
は
宣
下
と
、
清
和
朝
と
同
様
の
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。 
 
と
こ
ろ
で
延
長
三
年(
九
二
五)
の
賜
姓
時
、『
公
卿
補
任
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
生
年
か
ら
計
算
し
た
源
清
蔭
の
年
齢
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は
四
十
二
歳
と
高
齢
に
な
り
、
こ
れ
は
非
常
に
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
清
蔭
は
延
喜
三
年(
九
〇
三)
に
は
既
に
従
四
位
に
叙
さ
れ
て
お
り
（
『
公
卿
補
任
』
）
、
即
ち
品
位
で
な
く
位
階
で
あ
る
点
か
ら
も
、
賜
姓
以
前
に
親
王
宣
下
を
受
け
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
な
か
ろ
う
。
あ
る
い
は
親
王
と
も
源
氏
と
も
定
め
ら
れ
ず
王
と
い
う
曖
昧
な
立
場
で
有
り
続
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
父
陽
成
上
皇
が
存
命
で
あ
り
、
か
つ
清
蔭
が
二
十
歳
前
後
で
通
常
通
り
初
叙
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
や
は
り
考
え
難
い
。 
 
そ
こ
で
『
尊
卑
分
脈
』
の
表
記
を
よ
り
深
く
検
討
し
て
み
る
と
、
弟
の
清
鑒
項
に
お
け
る
「
延
長
三
五
廿
」
の
表
記
が
、
前
田
家
本
、
内
閣
文
庫
本
で
は
欠
け
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
清
遠
項
に
お
け
る
「
延
長
」
の
表
記
が
、
前
田
家
脇
坂
本
、
前
田
家
本
、
内
閣
文
庫
本
で
は
「
延
木（喜
）
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
即
ち
「
延
長
」
が
「
延
喜
」
の
誤
り
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
尤
も
延
喜
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
延
喜
三
年(
九
〇
三)
五
月
二
十
日
の
賜
姓
で
は
清
蔭
の
延
喜
三
年
正
月
の
叙
位
に
は
間
に
合
わ
な
い
が
、
し
か
し
長
く
親
王
と
も
源
氏
と
も
定
め
ら
れ
ず
に
い
た
も
の
が
延
喜
三
年
に
到
り
初
叙
を
機
に
賜
姓
さ
れ
た
と
い
う
方
が
、
延
長
三
年(
八
二
五)
に
四
十
代
で
賜
姓
さ
れ
た
と
す
る
よ
り
は
は
る
か
に
可
能
性
と
し
て
有
り
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
以
上
嵯
峨
～
陽
成
朝(
八
〇
九
～
八
八
四)
の
宣
下
と
賜
姓
の
別
を
見
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
一
貫
し
て
一
定
時
期
以
後
所
生
の
皇
子
女
を
、
「
同
母
後
産
の
原
則
」
に
よ
り
、
生
母
別
に
よ
っ
て
宣
下
・
賜
姓
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
そ
の
生
母
は
、
初
め
は
キ
サ
キ
と
宮
女
の
別
、
並
び
に
更
衣
の
内
出
身
勢
力
の
弱
い
者
か
ら
賜
姓
さ
れ
る
皇
子
女
が
選
ば
れ
て
い
た
が
、
仁
明
朝
以
後
藤
原
氏
等
の
有
力
氏
族
出
身
の
キ
サ
キ
に
加
え
、
天
皇
の
寵
が
宣
下
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
、
更
に
清
和
朝(
八
五
八
～
八
七
六)
以
後
、
明
確
に
出
身
氏
族
に
よ
っ
て
選
別
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
宣
下
さ
れ
る
者
の
選
別
は
そ
の
ま
ま
キ
サ
キ
の
選
別
と
も
比
例
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
清
和
朝
の
よ
う
な
生
母
氏
族
を
限
定
し
て
行
わ
れ
る
宣
下
の
例
か
ら
は
、
皇
親
の
血
筋
が
母
系
を
通
し
て
よ
り
限
定
さ
れ
た
も
の
へ
と
集
束
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
宣
下
さ
れ
た
皇
子
女
の
生
母
の
出
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身
は
、
天
皇
と
近
親
に
な
る
藤
原
氏
・
橘
氏
・
皇
親
・
王
氏
等
で
あ
り
、
と
り
わ
け
藤
原
氏
の
子
女
が
多
く
、
父
の
身
分
に
も
関
わ
ら
ず
出
身
氏
族
だ
け
で
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
さ
れ
た
例
か
ら
、
そ
こ
に
は
藤
原
氏
の
後
宮
政
策
の
中
で
、
血
統
と
外
戚
関
係
を
通
し
て
皇
親
す
ら
も
掌
握
せ
ん
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。 
   
 
 
 
 
第
二
節 
光
孝
朝
か
ら
村
上
朝 
―
賜
姓
の
原
則
の
変
革
と
そ
の
終
焉
― 
 
 
 
１ 
皇
統
の
転
換
に
よ
る
変
則
的
な
賜
姓 
 
 
⑧
光
孝
皇
子
女 
 
陽
成
天
皇
の
退
位
に
よ
り
思
い
が
け
ず
即
位
し
た
光
孝
天
皇
は
、
即
位
後
間
も
な
い
元
慶
八
年(
八
八
四)
六
月
二
日
、
先
に
斎
王
と
し
て
内
親
王
宣
下
し
た
二
名
の
皇
女
を
除
き
、
全
て
の
皇
子
女
を
賜
姓
し
た
。
そ
れ
以
前
、
貞
観
十
二
年
(
八
七
〇)
二
月
十
四
日
の
時
点
で
も
光
孝
天
皇
は
所
生
の
王
十
四
名
を
賜
姓
し
て
お
り
、
元
慶
八
年
時
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
子
を
除
い
た
源
旧
鑒
・
是
忠
・
是
貞
等
は
、
元
慶
八
年
の
賜
姓
に
お
い
て
再
度
重
複
し
て
賜
姓
さ
れ
て
い
る
（
１
５
）（
『
三
実
』
）
。
更
に
時
服
月
俸
に
預
か
っ
て
い
る
「
空
性
」
と
い
う
僧
が
貞
恒
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
後
に
還
俗
し
、
寛
平
八
年(
八
九
六)
再
び
源
氏
と
な
っ
て
い
る
（
『
紹
運
録
』
）
。
即
位
後
こ
の
よ
う
に
重
複
し
て
賜
姓
が
行
わ
れ
た
の
は
、
一
世
源
氏
と
二
世
源
氏
で
は
時
服
月
俸
、
初
叙
等
に
も
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
一
世
源
氏
と
し
て
賜
姓
し
な
お
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
貞
観
十
二
年(
八
七
〇)
に
は
公
損
が
少
な
い
こ
と
を
理
由
に
賜
姓
さ
れ
な
か
っ
た
女
王
（
皇
女
）
も
、
元
慶
八
年
に
は
賜
姓
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
（
１
６
） 
 
そ
も
そ
も
光
孝
天
皇
が
斎
王
を
除
く
す
べ
て
の
皇
子
女
を
賜
姓
し
た
の
は
、
即
位
の
擁
立
者
で
あ
る
藤
原
基
経
へ
の
恩
義
か
ら
、
自
身
の
皇
子
女
を
皇
位
継
承
者
の
列
か
ら
除
き
、
次
代
こ
そ
は
基
経
が
外
戚
と
な
る
天
皇
が
即
位
で
き
る
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よ
う
に
と
の
配
慮
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
基
経
は
血
縁
関
係
の
あ
る
皇
太
子
の
擁
立
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
光
孝
天
皇
の
晩
年
に
至
っ
て
も
、
未
だ
皇
太
子
は
立
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
遂
に
仁
和
三
年
(
八
八
七)
八
月
二
十
五
日
、
光
孝
天
皇
の
薨
去
の
直
前
に
な
り
、
元
慶
八
年(
八
八
四)
に
源
氏
賜
姓
さ
れ
て
い
た
源
定
省
［
宇
多
］
が
親
王
に
復
さ
れ
、
翌
日
立
太
子
、
踐
祚
す
る
事
態
と
な
る
（
『
日
本
紀
略
』（
以
下
『
紀
略
』
）
）
。
即
ち
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
退
位
と
即
位
に
よ
る
皇
統
と
政
局
の
転
換
が
、
源
氏
か
ら
親
王
に
復
し
た
天
皇
が
即
位
す
る
、
と
い
う
更
な
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
源
氏
は
、
親
王
に
復
さ
れ
る
可
能
性
を
持
っ
た
存
在
へ
と
変
化
し
た
。 
 
 
⑨
宇
多
皇
子
女 
 
源
氏
か
ら
復
し
て
即
位
し
た
宇
多
天
皇
の
皇
権
は
脆
弱
で
あ
り
、
治
世
当
初
に
お
け
る
基
経
と
の
確
執
も
あ
っ
て
長
く
近
親
へ
の
宣
下
は
な
く
、
即
位
の
二
年
後
の
寛
平
元
年(
八
八
九)
に
よ
う
や
く
皇
子
へ
の
宣
下
が
初
見
す
る
。
こ
の
時
宣
下
を
受
け
た
皇
子
四
名
は
い
ず
れ
も
即
位
以
前
の
所
生
で
あ
り
、
即
ち
源
氏
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
も
源
氏
か
ら
親
王
へ
と
復
さ
れ
た
例
と
な
る
。 
 
さ
て
、
宇
多
朝(
八
八
七
～
八
九
七)
に
確
認
で
き
る
賜
姓
は
源
順
子
（
１
７
）
・
臣
子
の
二
名
だ
け
で
あ
る
。
宇
多
天
皇
と
同
じ
血
統
と
な
る
皇
子
女
は
光
孝
天
皇
の
一
斉
賜
姓
に
よ
り
殆
ど
存
在
し
て
お
ら
ず
、
皇
権
の
弱
い
宇
多
天
皇
が
宇
多
系
の
皇
親
を
増
産
さ
せ
る
た
め
に
も
皇
子
女
の
賜
姓
を
避
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
光
孝
～
醍
醐
朝(
八
八
四
～
九
三
〇)
に
は
近
親
婚
も
多
く
見
ら
れ
、
光
孝
血
統
の
皇
親
の
結
束
を
固
め
、
皇
権
を
正
統
化
せ
ん
と
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
。
（
１
８
）
従
っ
て
、
基
本
的
に
は
全
て
の
皇
子
女
に
宣
下
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
し
か
し
同
時
に
宇
多
皇
子
女
は
、
生
母
不
詳
の
成
子
内
親
王
・
戴
明
親
王
（
１
９
）
・
行
中
親
王
の
他
は
藤
原
氏
・
橘
氏
・
源
氏
・
皇
親
を
生
母
と
し
て
お
り
、
即
ち
こ
れ
ま
で
も
宣
下
に
預
か
っ
て
き
た
氏
族
出
身
の
生
母
で
あ
る
。
一
方
賜
姓
さ
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れ
た
順
子
の
生
母
は
『
菅
原
氏
系
図
』
等
よ
り
菅
原
氏
の
出
身
と
思
わ
れ
、
後
に
菅
原
道
真
等
が
台
頭
す
る
も
の
の
、
前
代
か
ら
の
通
例
で
は
宣
下
に
預
か
ら
な
い
生
母
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
然
そ
れ
ま
で
同
様
生
母
の
出
身
に
よ
り
宣
下
と
賜
姓
が
分
け
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
、
源
順
子
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
考
察
し
て
ゆ
く
。
（
２
０
） 
 
そ
も
そ
も
順
子
は
『
紹
運
録
』
に
「
配
二
貞
信
公
一
、
」
、
『
一
代
要
記
』
に
「
適
二
貞
信
公
一
、
」
と
あ
り
、
藤
原
忠
平
室
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
『
公
卿
補
任
』
（
承
平
元
年(
九
三
一)
藤
原
実
頼
略
歴
）
の
「
母
宇
多
第
一
源
氏
順
子
、
」
等
の
記
述
か
ら
、
実
頼
の
生
母
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 
 
し
か
し
一
方
で
角
田
文
衛
氏
は
、『
紀
貫
之
集
』
延
長
二
年(
九
二
四)
忠
平
北
方
の
五
十
算
賀
の
記
事
よ
り
順
子
の
生
年
を
逆
算
す
る
と
宇
多
天
皇
と
の
年
齢
差
が
九
つ
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
順
子
が
光
孝
天
皇
皇
女
で
、
後
に
宇
多
天
皇
養
女
と
な
っ
た
と
す
る
説
を
提
示
さ
れ
た
。
（
２
１
）
一
方
で
林
氏
は
、
こ
の
『
紀
貫
之
集
』
の
五
十
算
賀
は
四
十
算
賀
の
誤
り
で
あ
る
と
し
、
宇
多
天
皇
と
の
年
齢
差
の
解
消
を
図
っ
た
。
更
に
島
田
と
よ
子
氏
は
、
従
来
の
延
長
三
年(
九
二
五)
の
忠
平
室
卒
去
の
記
事
よ
り
、
こ
れ
を
順
子
の
死
去
と
見
る
説
で
は
、
『
大
和
物
語
』
に
お
け
る
実
頼
の
母
の
菅
原
の
君
（
順
子
）
が
没
し
、
そ
の
服
喪
が
明
け
た
頃
に
宇
多
法
皇
の
仲
介
に
よ
っ
て
忠
平
に
禁
色
が
勅
許
さ
れ
た
と
す
る
記
事
に
つ
い
て
、
延
長
三
年
に
は
既
に
忠
平
が
正
二
位
左
大
臣
と
な
っ
て
お
り
、
非
参
議
四
位
以
下
を
対
象
と
す
る
禁
色
勅
許
を
受
け
る
に
は
相
応
し
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
卒
去
の
記
事
が
順
子
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
（
２
２
）
即
ち
、
延
長
三
年(
九
二
五)
に
没
し
た
「
北
方
」
（
『
貞
信
公
記
』
大
日
本
古
記
録
所
収
「
貞
信
公
記
抄
」
抄
出
者
分
註
）
は
忠
平
の
も
う
一
人
の
室
で
あ
る
源
能
有
女
昭
子
で
あ
る
と
し
、
順
子
の
没
年
は
実
頼
を
生
ん
だ
昌
泰
三
年(
九
〇
〇)
か
ら
、
忠
平
が
参
議
と
な
る
延
喜
八
年(
九
〇
八)
の
間
と
想
定
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
同
じ
く
『
紀
貫
之
集
』
に
見
ら
れ
る
五
十
算
賀
も
、
こ
の
時
に
は
既
に
順
子
は
没
し
て
お
り
、
従
っ
て
源
昭
子
の
た
め
の
五
十
算
賀
で
あ
っ
た
と
見
る
。
こ
の
説
で
あ
れ
ば
延
長
三
年
四
月
没
を
順
子
と
す
る
説
に
対
し
、
『
後
撰
和
歌
集
』
忠
平
の
和
歌
の
詞
書
に
あ
る
「
七
月
ば
か
り
に
、
左
大
臣
の
母
身
ま
か
り
け
る
時
」
と
い
う
内
容
に
も
齟
齬
は
無
く
な
り
、
ま
た
五
十
算
賀
と
も
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関
係
が
な
く
な
る
た
め
、
順
子
の
生
年
は
不
明
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
順
子
が
二
十
歳
で
実
頼
を
生
ん
だ
と
し
て
も
順
子
の
所
生
は
元
慶
五
年(
八
八
一)
と
な
り
、
時
に
宇
多
天
皇
は
十
五
歳
で
あ
る
。
今
少
し
順
子
の
出
産
年
齢
が
若
か
っ
た
と
考
え
て
も
問
題
は
な
く
、
宇
多
皇
女
と
い
う
史
料
を
疑
う
必
要
は
な
く
な
ろ
う
。
従
っ
て
、
や
は
り
順
子
は
宇
多
皇
女
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。
（
２
３
） 
 
順
子
が
宇
多
天
皇
の
実
子
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
恐
ら
く
は
宇
多
天
皇
二
十
歳
以
前
の
所
生
で
あ
ろ
う
か
ら
、
即
位
以
前
の
子
と
な
る
。
即
位
以
前
の
所
生
で
も
、
藤
原
胤
子
・
橘
義
子
所
生
の
皇
子
四
名
は
寛
平
元
年(
八
八
九)
に
宣
下
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
共
に
更
衣
で
あ
っ
た
か
ら
（
『
紀
略
』
）
、
こ
の
宣
下
が
生
母
の
后
妃
の
別
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
順
子
の
生
母
は
『
菅
原
氏
系
図
』
道
真
女
項
に
「
寛
平
妃
衍
子
、
欣
子
（
順
子
）
母
、
」
と
あ
る
人
物
で
、
『
北
野
天
神
御
傳
』
昌
泰
二
年(
八
九
九)
三
月
条
に
「
于
時
大
臣
長
女
、
寛
平
太
上
天
皇
女
御
、
」
、
同
じ
く
『
尊
卑
分
脈
』
に
「
寛
平
女
御
」
と
見
え
、
寛
平
八
年(
八
九
六)
十
一
月
二
十
六
日
に
宇
多
天
皇
の
女
御
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
『
紀
略
』
）
。
こ
れ
は
宇
多
朝
後
半
か
ら
の
父
菅
原
道
真
の
昇
進
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
母
が
女
御
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
順
子
が
親
王
に
復
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。 
 
し
か
し
こ
の
こ
と
に
は
前
例
が
存
在
し
て
い
る
。
即
ち
、
光
孝
天
皇
の
全
皇
子
女
へ
の
賜
姓
に
よ
り
、
光
孝
朝
に
は
女
御
と
な
っ
た
班
子
女
王
所
生
の
皇
子
女
が
皆
賜
姓
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
等
は
宇
多
天
皇
即
位
後
に
宇
多
同
母
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
親
王
に
復
さ
れ
た
が
、
順
子
の
場
合
は
兄
弟
が
即
位
し
た
例
も
無
い
た
め
、
親
王
と
さ
れ
る
こ
と
も
無
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
順
子
は
源
氏
賜
姓
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
源
定
省
［
宇
多
］
所
生
の
二
世
源
氏
と
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
後
父
の
即
位
に
際
し
て
も
、
親
王
に
復
す
と
い
う
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態
に
預
か
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
源
氏
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 
 
一
方
胤
子
・
義
子
所
生
の
皇
子
女
が
親
王
と
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、
林
氏
は
、
光
孝
天
皇
の
即
位
は
基
経
が
定
省
を
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皇
嗣
に
考
慮
し
た
上
で
推
戴
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
、
従
っ
て
仁
和
元
年(
八
八
五)
に
産
ま
れ
た
維
城
［
醍
醐
］
（
敦
仁
（
２
４
）
）
・
斉
中
は
身
分
を
留
保
し
、
宇
多
即
位
後
に
晴
れ
て
宣
下
が
行
わ
れ
た
も
の
と
す
る
。
し
か
し
定
省
が
源
氏
で
あ
る
以
上
、
所
生
の
子
は
そ
の
時
点
で
源
氏
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
身
分
を
留
保
さ
れ
る
と
い
う
前
提
に
誤
り
が
あ
ろ
う
。
ま
た
宇
多
天
皇
即
位
直
後
の
宣
下
で
な
か
っ
た
こ
と
を
見
て
も
、
当
初
は
や
は
り
藤
原
温
子
（
基
経
女
）
の
皇
子
誕
生
が
望
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
生
ま
れ
た
の
は
皇
女
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
皇
女
を
所
生
し
た
寛
平
二
年(
八
九
二)
十
二
月
に
は
基
経
が
関
白
を
辞
任
、
翌
一
月
に
薨
じ
て
お
り
、
宇
多
天
皇
は
基
経
の
圧
力
か
ら
も
解
放
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
温
子
の
懐
妊
に
皇
子
誕
生
の
可
能
性
を
残
し
た
上
で
、
皇
位
継
承
者
の
安
定
と
、
従
来
宣
下
に
預
か
っ
て
き
た
出
身
の
生
母
に
対
す
る
考
慮
で
、
寛
平
元
年(
八
九
一)
に
宣
下
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
以
上
よ
り
、
順
子
が
源
氏
と
な
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
源
氏
と
し
て
生
ま
れ
て
お
り
、
特
に
親
王
に
復
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
し
た
。
同
時
に
、
順
子
が
十
代
の
早
い
段
階
よ
り
藤
原
忠
平
室
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
で
き
よ
う
。
即
ち
、
内
親
王
が
臣
下
に
降
嫁
す
る
こ
と
は
律
令
的
に
不
可
能
で
あ
る
が
、
一
世
源
氏
が
臣
下
に
嫁
い
だ
例
は
、
過
去
に
嵯
峨
天
皇
が
皇
女
源
潔
姫
を
藤
原
良
房
に
降
嫁
さ
せ
た
例
が
あ
り
、
宇
多
天
皇
が
そ
の
先
例
を
用
い
て
、
順
子
を
源
氏
の
ま
ま
据
え
置
き
、
藤
原
氏
に
娶
ら
せ
る
こ
と
で
藤
原
氏
と
の
紐
帯
を
築
こ
う
と
し
た
こ
と
は
大
い
に
考
え
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
２
５
） 
  
 
 
２ 
「
同
母
後
産
」
の
消
失 
 
 
⑩
醍
醐
皇
子
女 
 
源
順
子
・
臣
子
と
い
う
そ
も
そ
も
源
氏
と
し
て
生
ま
れ
た
二
名
の
皇
女
の
宣
下
を
留
め
た
他
、
全
て
の
皇
子
女
に
宣
下
を
行
っ
た
宇
多
朝
に
対
し
、
醍
醐
朝(
八
九
七
～
九
三
〇)
で
も
所
生
の
皇
子
女
は
順
当
に
皆
宣
下
を
受
け
て
い
た
よ
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う
で
あ
る
。
し
か
し
源
高
明
以
下
、
醍
醐
朝
治
世
の
後
半
に
な
る
と
、
急
遽
賜
姓
の
こ
と
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 
 
こ
の
醍
醐
皇
子
女
の
賜
姓
に
つ
い
て
、
林
氏
は
延
喜
十
四
年
～
十
九
年(
九
一
四
～
九
一
九)
生
ま
れ
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
た
点
を
指
摘
し
、
一
方
醍
醐
天
皇
崩
御
後
に
賜
姓
さ
れ
た
と
思
し
き
源
為
明
・
盛
明
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
父
が
公
卿
で
な
か
っ
た
こ
と
、
後
者
は
天
皇
崩
御
後
の
例
で
あ
っ
た
た
め
、
旧
来
の
原
則
に
従
い
賜
姓
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
原
則
は
醍
醐
朝
の
実
例
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
安
易
に
旧
来
の
原
則
を
用
い
た
と
は
し
難
い
。 
 
次
に
安
田
氏
は
、
藤
原
忠
平
の
政
権
掌
握
に
よ
り
延
喜
十
四
年(
九
一
四)
頃
か
ら
全
皇
子
女
を
宣
下
す
る
方
針
に
転
換
し
、
以
後
所
生
の
皇
子
女
を
全
て
賜
姓
し
た
と
す
る
。
林
氏
の
よ
う
に
下
限
を
定
め
ず
、
延
喜
十
四
年
以
後
所
生
の
全
皇
子
女
を
対
象
と
し
て
賜
姓
が
行
わ
れ
た
点
は
特
に
賛
同
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
う
す
る
と
同
十
四
年
以
後
所
生
の
靖
子
内
親
王
・
英
子
内
親
王
・
章
明
親
王
が
宣
下
さ
れ
た
理
由
が
不
明
確
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
て
い
な
い
点
に
問
題
が
残
る
。 
 
ま
た
西
松
氏
は
延
喜
十
六
年(
九
一
六)
皇
太
子
保
明
親
王
の
元
服
に
よ
り
皇
位
に
見
通
し
が
つ
い
た
た
め
、
延
喜
二
十
一
年(
九
二
一)
に
至
り
賜
姓
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
更
に
親
王
定
員
枠
を
九
名
と
定
め
、
そ
れ
を
越
え
て
生
ま
れ
た
皇
子
が
賜
姓
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
為
明
・
盛
明
に
つ
い
て
は
、
天
皇
崩
御
後
の
皇
位
継
承
外
の
皇
子
で
あ
っ
た
た
め
に
賜
姓
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
皇
位
継
承
と
皇
子
の
数
に
関
係
が
無
い
と
は
思
わ
な
い
も
の
の
、
保
明
親
王
の
元
服
か
ら
五
年
も
経
て
賜
姓
す
る
理
由
、
並
び
に
賜
姓
と
宣
下
の
別
を
一
貫
し
て
皇
位
継
承
に
の
み
原
因
を
追
及
し
て
い
る
点
に
問
題
が
残
る
。 
 
そ
も
そ
も
醍
醐
皇
子
女
の
内
賜
姓
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
名
に
も
問
題
が
あ
る
。 
 
『
類
聚
符
宣
抄
』
に
挙
げ
ら
れ
る
所
の
延
喜
二
十
年(
九
二
〇)
に
賜
姓
さ
れ
た
者
は
、
高
明
・
兼
明
・
自
明
・
允
明
・
兼
子
・
厳
子
・
雅
子
の
七
名
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
内
雅
子
は
延
喜
十
一
年(
九
一
一)
に
既
に
親
王
宣
下
を
受
け
て
お
り
、
賜
姓
の
列
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
非
常
に
不
自
然
で
あ
る
。
更
に
延
喜
十
五
年(
九
一
五)
所
生
と
思
し
き
靖
子
は
、
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延
長
八
年(
九
三
〇)
に
よ
う
や
く
宣
下
さ
れ
た
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
既
に
十
六
歳
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
不
自
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
醍
醐
天
皇
実
録
』
（
２
６
）
（
第
二
巻
）
で
は
、
靖
子
内
親
王
が
初
め
賜
姓
さ
れ
て
い
た
と
の
見
解
を
述
べ
る
。
即
ち
、
延
喜
二
十
年
に
賜
姓
さ
れ
た
の
は
雅
子
で
は
な
く
、
靖
子
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
れ
は
靖
子
内
親
王
と
共
に
宣
下
を
受
け
た
英
子
内
親
王
・
章
明
親
王
に
も
同
様
に
言
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
英
子
内
親
王
は
延
長
八
年(
九
三
〇)
の
宣
下
時
十
歳
で
あ
り
、
章
明
親
王
も
七
歳
と
や
や
年
齢
が
高
い
。
即
ち
、
靖
子
内
親
王
の
み
な
ら
ず
三
名
共
が
、
一
度
賜
姓
さ
れ
た
後
に
再
び
親
王
宣
下
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
２
７
）
こ
れ
よ
り
、
中
宮
藤
原
穏
子
所
生
の
寛
明
親
王
［
朱
雀
］
・
成
明
親
王
［
村
上
］
・
康
子
内
親
王
と
、
女
御
源
和
子
所
生
の
韶
子
内
親
王
・
斉
子
内
親
王
の
計
五
名
を
除
き
、
延
喜
十
四
年(
九
一
四)
以
後
所
生
の
皇
子
女
が
皆
賜
姓
さ
れ
た
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。 
 
そ
の
際
更
に
問
題
と
な
る
の
は
、
先
に
賜
姓
さ
れ
た
高
明
以
下
、
並
び
に
延
長
五
年(
九
二
五)
所
生
と
思
し
き
為
明
、
翌
年
所
生
と
思
し
き
盛
明
等
が
賜
姓
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
靖
子
・
英
子
・
章
明
の
み
親
王
に
復
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。 
 
こ
れ
が
慣
例
通
り
の
生
母
別
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
藤
原
氏
・
源
氏
の
所
生
は
皆
宣
下
を
受
け
て
い
る
が
、
更
に
生
母
の
出
身
に
限
っ
て
宣
下
さ
れ
た
の
だ
と
し
て
も
、
藤
原
淑
姫
所
生
の
英
子
内
親
王
は
同
母
兄
が
源
氏
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
生
母
別
で
は
な
い
。
ま
た
後
に
村
上
朝
の
斎
宮
と
な
っ
た
英
子
内
親
王
の
場
合
は
、
醍
醐
皇
女
の
中
で
も
尤
も
年
若
い
皇
女
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
め
斎
王
と
な
る
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
し
か
し
朱
雀
朝
の
斎
王
と
な
っ
た
斉
子
内
親
王
が
同
年
頃
の
生
ま
れ
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
初
め
か
ら
斎
王
卜
定
を
目
的
と
し
て
宣
下
さ
れ
た
と
も
考
え
難
い
。 
 
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
靖
子
内
親
王
・
英
子
内
親
王
・
章
明
親
王
等
三
名
へ
の
宣
下
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。 
 
『
紀
略
』
に
よ
る
と
、
宣
下
の
行
わ
れ
た
延
長
八
年(
九
三
〇)
に
は
、
七
月
に
雷
に
打
た
れ
た
人
が
内
裏
で
死
ぬ
と
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い
う
事
件
や
、
疫
病
の
流
行
、
更
に
醍
醐
天
皇
不
予
と
い
う
事
態
が
お
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
醍
醐
天
皇
は
九
月
二
十
二
日
、
譲
位
。
二
十
七
日
に
は
朱
雀
院
に
遷
御
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
病
が
重
く
、
右
近
衛
府
に
移
り
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
八
日
に
は
宇
多
法
皇
が
こ
れ
を
見
舞
い
、
翌
二
十
九
日
に
宣
下
の
こ
と
、
続
い
て
天
下
大
赦
が
行
わ
れ
る
も
、
同
日
醍
醐
天
皇
は
崩
御
し
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
宣
下
は
ま
さ
に
今
際
の
際
で
あ
り
、
し
か
も
天
下
大
赦
と
並
列
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
で
き
る
。
つ
ま
り
醍
醐
天
皇
不
予
に
際
し
回
復
を
求
め
て
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
天
下
大
赦
の
恩
典
と
同
様
に
、
恩
典
を
為
す
目
的
で
、
賜
姓
さ
れ
て
い
た
皇
子
女
を
親
王
に
復
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
し
か
し
、
何
故
靖
子
内
親
王
・
英
子
内
親
王
・
章
明
親
王
で
あ
っ
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
靖
子
内
親
王
は
第
一
皇
子
克
明
親
王
と
同
母
で
あ
る
と
い
う
点
、
章
明
親
王
は
参
議
藤
原
兼
輔
の
女
を
生
母
と
す
る
点
が
考
慮
さ
れ
る
が
、
英
子
内
親
王
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
、
取
り
立
て
て
宣
下
さ
れ
る
理
由
は
見
い
だ
せ
な
い
。
但
し
皇
女
の
内
、
と
い
う
限
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
右
大
弁
源
唱
女
周
子
所
生
の
兼
子
や
母
不
詳
の
厳
子
に
対
し
、
後
に
参
議
に
至
っ
た
藤
原
菅
根
女
淑
姫
の
所
生
で
あ
る
と
い
う
出
身
の
点
に
、
選
ば
れ
た
理
由
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 
 
以
上
よ
り
、
醍
醐
朝
で
は
女
御
以
上
の
キ
サ
キ
の
所
生
を
除
き
、
延
喜
十
四
年(
九
一
四)
以
後
所
生
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
但
し
三
人
の
更
衣
所
生
の
皇
子
女
へ
の
宣
下
は
、
初
め
賜
姓
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
醍
醐
天
皇
不
予
に
関
連
し
て
そ
の
回
復
を
願
う
恩
典
と
し
、
異
例
と
し
て
親
王
に
復
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
即
ち
、
そ
の
原
則
は
従
来
通
り
の
「
出
生
順
」
で
あ
り
、
し
か
し
同
母
兄
弟
で
も
宣
下
さ
れ
る
者
と
賜
姓
さ
れ
る
者
が
い
る
と
い
う
、
「
同
母
後
産
」
の
原
則
が
廃
除
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
で
は
何
故
同
母
後
産
の
原
則
は
醍
醐
朝
に
至
っ
て
消
失
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
 
そ
の
一
因
と
し
て
、
醍
醐
天
皇
が
元
々
更
衣
で
あ
っ
た
藤
原
胤
子
を
生
母
と
し
て
い
る
事
、
即
ち
更
衣
腹
の
所
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
胤
子
は
醍
醐
立
太
子
の
三
ヶ
月
前
に
よ
う
や
く
女
御
と
な
る
が
、
こ
れ
は
藤
原
温
子
に
 131 
 
皇
子
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
敦
仁
親
王
［
醍
醐
］
を
立
太
子
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
女
御
に
昇
格
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
元
更
衣
腹
で
あ
る
こ
と
が
、
「
女
御
所
生
と
更
衣
所
生
」
の
、
そ
し
て
宇
多
・
醍
醐
両
天
皇
が
元
源
氏
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
宣
下
と
賜
姓
」
の
境
界
を
濁
し
、
同
母
後
産
に
よ
ら
な
い
賜
姓
の
可
能
性
を
生
み
だ
し
た
も
の
と
考
え
る
。
（
２
８
） 
 
ま
た
こ
う
し
た
思
想
に
加
え
て
、
そ
も
そ
も
醍
醐
朝
は
後
宮
の
構
成
が
そ
れ
ま
で
と
大
き
く
異
な
り
、
キ
サ
キ
に
は
そ
れ
ま
で
宣
下
の
列
に
預
か
っ
て
き
た
皇
子
女
の
生
母
と
な
る
藤
原
氏
・
源
氏
（
王
氏
）
・
皇
親
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
大
き
な
一
因
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
治
世
当
初
所
生
の
皇
子
女
は
す
べ
て
宣
下
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
い
ざ
賜
姓
を
行
お
う
と
す
る
と
、
藤
原
氏
等
の
本
来
宣
下
さ
れ
る
べ
き
生
母
の
内
か
ら
更
に
厳
選
し
て
そ
れ
ら
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
延
喜
十
四
年(
九
一
四)
以
降
同
母
後
産
に
も
関
わ
ら
ず
出
生
順
に
の
み
原
則
を
お
い
て
賜
姓
が
行
わ
れ
た
の
も
、
安
田
氏
の
述
べ
る
忠
平
の
政
権
掌
握
に
よ
る
方
針
転
換
と
い
う
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
生
母
の
出
身
の
向
上
に
よ
り
、
予
想
外
に
賜
姓
し
得
な
い
皇
子
女
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 
 
即
ち
、
安
田
氏
の
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
更
衣
腹
は
本
来
賜
姓
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
に
対
し
、
更
衣
腹
が
賜
姓
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
は
確
か
だ
が
、
源
氏
を
生
母
と
す
る
勤
子
・
雅
子
内
親
王
等
藤
原
師
輔
に
降
嫁
し
た
皇
女
達
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
本
来
賜
姓
さ
れ
得
る
皇
女
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
 
⑪
村
上
皇
子
女 
 
皇
女
を
一
名
し
か
儲
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
朱
雀
天
皇
に
続
き
即
位
し
た
村
上
天
皇
は
、
そ
の
所
生
の
皇
子
女
十
九
名
の
内
十
八
名
を
親
王
と
し
、
僅
か
一
名
、
源
昭
平
だ
け
を
賜
姓
し
て
い
る
。 
 
先
行
研
究
で
は
村
上
朝(
九
四
六
～
九
六
七)
に
て
賜
姓
は
「
激
減
し
た
」
と
片
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
唯
一
賜
姓
さ
れ
た
昭
平
の
賜
姓
理
由
が
考
察
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
大
き
な
問
題
が
残
る
。
そ
の
中
で
林
氏
は
「
全
く
昭
平
だ
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け
が
源
氏
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
由
は
不
可
解
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
し
、
更
に
藤
原
元
方
の
怨
霊
、
源
高
明
の
不
満
等
皇
嗣
を
巡
る
宮
廷
の
暗
闘
を
背
景
に
、
昭
平
の
生
母
藤
原
正
妃
が
と
か
く
日
陰
の
存
在
で
（
『
栄
花
物
語
』
）
、
後
見
も
弱
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
謀
略
が
あ
っ
て
賜
姓
が
行
わ
れ
た
と
推
察
す
る
。 
 
一
方
西
松
氏
は
醍
醐
朝
以
来
の
親
王
定
員
原
則
が
強
く
関
係
し
て
い
る
と
し
、
将
来
有
力
な
皇
子
が
生
ま
れ
た
際
に
親
王
の
ポ
ス
ト
を
確
保
す
る
た
め
、
更
衣
所
生
で
あ
る
上
に
同
母
に
よ
る
二
人
目
の
子
と
あ
っ
て
と
か
く
皇
位
継
承
の
優
先
順
位
が
低
か
っ
た
昭
平
が
賜
姓
さ
れ
た
と
い
う
。 
 
当
代
天
皇
が
、
先
代
天
皇
の
親
王
と
し
た
数
を
一
定
の
基
準
と
し
た
例
は
そ
れ
以
前
か
ら
も
考
慮
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
し
か
し
西
松
氏
が
醍
醐
天
皇
の
定
め
た
枠
組
み
が
父
宇
多
天
皇
の
残
す
と
こ
ろ
の
親
王
数
九
名
を
踏
襲
し
た
と
す
る
説
に
つ
い
て
は
、
皇
太
子
保
明
親
王
が
薨
去
し
予
定
が
狂
っ
た
に
せ
よ
、
最
終
的
に
十
二
名
の
皇
子
と
養
子
と
し
た
宇
多
皇
子
二
名
を
宣
下
し
た
点
か
ら
も
一
概
に
は
支
持
し
難
い
。
そ
の
上
で
更
に
昭
平
が
村
上
天
皇
の
第
五
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
九
名
を
親
王
宣
下
す
る
と
い
う
枠
組
み
に
適
用
さ
れ
る
に
は
早
す
ぎ
る
生
ま
れ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
そ
の
後
の
所
生
の
皇
子
の
数
な
ど
は
調
節
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
親
王
と
す
る
数
と
い
う
の
は
、
一
定
の
目
安
に
は
な
り
得
て
も
枠
と
し
て
定
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
の
た
め
九
名
定
員
説
に
つ
い
て
は
肯
定
し
か
ね
る
が
、
し
か
し
前
述
の
通
り
先
例
を
何
か
し
ら
の
基
準
と
す
る
こ
と
は
有
っ
た
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
嵯
峨
天
皇
が
親
王
と
し
た
五
名
と
い
う
数
は
、
淳
和
朝
の
親
王
が
五
名
で
あ
っ
た
例
、
仁
明
朝
の
賜
姓
は
親
王
が
五
名
と
な
っ
た
時
で
あ
っ
た
と
い
う
例
、
更
に
清
和
朝
の
賜
姓
も
親
王
が
六
名
と
な
っ
た
時
で
あ
っ
た
例
等
に
継
承
さ
れ
て
お
り
、
多
少
前
後
す
る
も
の
の
、
五
名
前
後
が
賜
姓
開
始
の
一
定
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
西
松
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
宇
多
天
皇
が
親
王
と
し
た
九
名
に
対
し
、
醍
醐
皇
子
女
の
宣
下
の
時
期
も
親
王
が
九
名
と
な
っ
た
時
点
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
注
目
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
村
上
朝
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
数
字
に
よ
り
賜
姓
の
構
想
が
生
ま
れ
た
可
能
性
は
考
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
現
に
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昭
平
は
第
五
子
で
あ
る
。
こ
れ
は
嵯
峨
朝
以
来
の
例
か
ら
い
け
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
賜
姓
さ
れ
得
る
人
数
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
 
し
か
し
村
上
朝
に
お
い
て
ま
ず
先
例
と
さ
れ
る
べ
き
は
父
醍
醐
天
皇
の
先
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
醍
醐
朝
に
始
め
て
賜
姓
さ
れ
た
六
名
の
内
、
最
も
年
長
で
あ
っ
た
高
明
等
三
名
は
七
、
八
歳
頃
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
が
五
歳
以
前
、
特
に
二
、
三
歳
の
頃
に
宣
下
さ
れ
る
例
に
比
べ
て
、
賜
姓
の
場
合
は
年
齢
が
や
や
高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
嵯
峨
皇
子
女
の
最
初
の
賜
姓
で
も
最
年
長
の
信
等
が
六
歳
で
あ
っ
た
こ
と
、
文
徳
皇
子
女
の
最
初
の
賜
姓
に
お
い
て
も
能
有
が
九
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
類
似
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
以
後
所
生
の
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
初
回
で
は
復
数
人
を
同
時
に
賜
姓
す
る
事
が
常
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
同
時
に
賜
姓
さ
れ
る
者
の
内
年
少
の
者
が
二
、
三
歳
の
適
齢
に
な
る
の
を
待
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
昭
平
の
賜
姓
も
七
歳
と
年
齢
は
や
や
高
く
、
そ
れ
ま
で
宣
下
も
賜
姓
も
な
く
処
遇
が
保
留
さ
れ
て
い
た
の
は
、
林
氏
が
述
べ
る
よ
う
な
「
親
王
宣
下
を
見
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
」
の
で
も
「
皇
嗣
問
題
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
」
の
で
も
な
く
、
先
例
に
基
づ
い
て
復
数
人
を
同
時
に
賜
姓
す
る
た
め
の
保
留
期
間
と
同
義
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
上
で
村
上
朝
の
賜
姓
は
、
キ
サ
キ
の
出
身
並
び
に
同
母
兄
弟
の
宣
下
と
賜
姓
の
別
か
ら
「
同
母
後
産
」
の
原
則
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
原
則
と
は
異
な
る
賜
姓
を
行
っ
た
醍
醐
朝
を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
延
喜
二
十
年(
九
二
〇)
以
後
所
生
の
更
衣
腹
の
皇
子
女
を
賜
姓
す
る
出
生
順
の
み
に
よ
る
と
い
う
原
則
で
あ
り
、
村
上
天
皇
は
こ
れ
に
倣
い
、
天
暦
八
年(
九
五
四)
以
後
所
生
の
更
衣
腹
の
皇
子
女
を
皆
賜
姓
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 
 
し
か
し
こ
の
場
合
問
題
と
な
る
の
は
、
昭
平
の
生
ま
れ
た
天
暦
八
年(
九
五
四)
以
後
に
、
更
衣
腹
の
所
生
と
し
て
生
ま
れ
た
可
能
性
の
あ
る
緝
子
内
親
王
と
昌
平
親
王
へ
の
宣
下
で
あ
る
。 
 
緝
子
内
親
王
の
場
合
、
そ
の
生
年
は
知
ら
れ
な
い
が
、
薨
伝
に
て
「
第
八
之
女
」
（
２
９
）
（
『
紀
略
』
天
禄
元
年(
九
七
〇)
八
月
十
八
日
条
）
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
暦
七
年(
九
五
三)
頃
所
生
の
「
女
七
の
宮
（
輔
子
内
親
王
）
」（
『
大
鏡
』
）
と
、
天
暦
九
年(
九
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五
五)
頃
所
生
の
「
第
九
女
親
王
（
資
子
内
親
王
）
」（
『
小
右
記
』
長
和
四
年(
一
〇
一
五)
四
月
廿
六
日
条
）
の
間
の
天
暦
七
年
～
九
年(
九
五
三
～
五
五)
の
所
生
と
想
定
さ
れ
、
昭
平
よ
り
後
の
所
生
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。 
 
そ
こ
で
、
緝
子
内
親
王
が
昭
平
の
妹
で
あ
っ
た
場
合
を
考
え
る
と
、
ま
ず
緝
子
内
親
王
の
生
母
は
更
衣
藤
原
元
方
女
祐
姫
で
あ
り
、
即
ち
第
一
皇
子
廣
平
親
王
に
皇
位
の
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
、
そ
の
直
後
に
産
ま
れ
た
藤
原
安
子
所
生
の
皇
子
が
早
々
と
立
太
子
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
深
く
恨
ん
だ
と
さ
れ
る
元
方
の
女
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
元
方
は
恨
み
を
残
し
た
ま
ま
天
暦
七
年(
九
五
三)
に
没
し
て
い
る
。
そ
の
点
が
憂
慮
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
靖
子
内
親
王
が
第
一
皇
子
克
明
親
王
と
同
母
で
あ
っ
た
た
め
に
親
王
に
復
さ
れ
た
可
能
性
が
有
る
よ
う
に
、
第
一
皇
子
廣
平
親
王
の
同
母
妹
で
あ
っ
た
こ
と
が
宣
下
の
理
由
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 
次
に
昌
平
親
王
も
、
や
は
り
そ
の
生
年
が
分
か
ら
な
い
。
ま
ず
薨
伝
で
は
「
年
六
、
今
上
第
六
子
、
」
（
『
紀
略
』
応
和
元
年(
九
六
一)
八
月
廿
三
日
条
）
と
あ
り
、
こ
れ
よ
り
天
暦
十
年(
九
五
六)
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
後
「
六
歳
」
で
夭
折
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
一
方
で
守
平
親
王
［
円
融
］
が
「
皇
后
産
二
第
五
皇
子
守
平
一
、
」（
『
紀
略
』
天
徳
三
年(
九
五
九)
三
月
二
日
条
）
と
し
て
誕
生
し
て
お
り
、
即
ち
第
六
皇
子
で
あ
る
昌
平
親
王
の
生
年
は
第
五
皇
子
守
平
親
王
誕
生
の
天
徳
三
年(
九
五
九)
以
後
、
宣
下
を
受
け
る
天
徳
四
年(
九
六
〇)
以
前
と
な
り
、『
紀
略
』
に
お
け
る
薨
年
が
「
年
三
」
の
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
れ
ら
の
記
述
よ
り
問
題
に
な
る
の
は
、
昌
平
親
王
の
生
母
で
あ
る
藤
原
芳
子
の
后
妃
の
別
で
あ
る
。
芳
子
は
初
め
更
衣
で
あ
り
、
天
徳
二
年(
九
五
八)
十
月
二
十
八
日
に
女
御
と
な
っ
た
（
『
紀
略
』
）
。
即
ち
昌
平
親
王
が
天
徳
三
年(
九
五
九)
の
所
生
で
あ
れ
ば
女
御
の
所
生
と
な
り
宣
下
さ
れ
得
る
が
、
天
暦
十
年(
九
五
六)
の
所
生
で
あ
れ
ば
更
衣
の
所
生
と
な
り
、
賜
姓
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。 
 
そ
こ
で
更
衣
腹
と
し
て
賜
姓
さ
れ
た
昭
平
の
例
を
見
て
み
る
と
、
本
来
第
五
子
で
あ
る
昭
平
は
、
賜
姓
さ
れ
た
た
め
に
皇
子
の
序
列
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
弟
守
平
親
王
が
第
五
皇
子
と
さ
れ
た
こ
と
に
も
問
題
は
無
い
。
し
か
し
昭
平
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が
後
に
親
王
に
復
さ
れ
た
際
、
本
来
第
五
皇
子
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
九
宮
」
（
『
紹
運
録
』
）
、
「
第
九
昭
平
」
（
『
紀
略
』
天
徳
四
年(
九
六
〇)
十
二
月
廿
五
日
条
）
な
ど
、
末
弟
で
あ
る
永
平
親
王
の
下
に
序
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
に
先
の
親
王
等
の
序
列
が
定
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
変
動
を
避
け
る
た
め
に
親
王
と
な
っ
た
年
次
に
よ
っ
て
序
列
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
す
れ
ば
昌
平
親
王
の
例
も
こ
れ
と
同
様
で
、
兄
昌
平
に
先
ん
じ
て
守
平
親
王
が
宣
下
を
受
け
た
た
め
に
第
五
皇
子
と
さ
れ
、
そ
の
後
兄
で
あ
り
な
が
ら
宣
下
の
遅
れ
た
昌
平
親
王
が
第
六
皇
子
と
さ
れ
た
こ
と
に
も
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
昌
平
親
王
は
母
芳
子
が
未
だ
更
衣
の
時
分
に
、
昭
平
の
弟
、
守
平
親
王
の
兄
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
。 
 
さ
て
、
昌
平
親
王
の
同
母
弟
で
あ
り
女
御
腹
と
し
て
生
ま
れ
た
永
平
親
王
は
、
慣
例
に
従
い
二
歳
で
宣
下
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
他
村
上
朝
の
皇
子
女
も
各
々
そ
の
前
後
の
年
齢
で
宣
下
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
昌
平
親
王
に
つ
い
て
は
五
歳
で
の
宣
下
と
、
決
し
て
異
例
で
は
な
い
も
の
の
や
や
年
齢
が
高
く
な
る
。
し
か
も
弟
守
平
親
王
よ
り
も
遅
れ
て
の
宣
下
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
母
を
女
御
と
す
る
ま
で
の
保
留
期
間
で
あ
っ
た
可
能
性
、
並
び
に
賜
姓
の
為
に
保
留
さ
れ
て
い
た
可
能
性
の
両
方
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
芳
子
は
更
衣
で
あ
っ
た
も
の
の
、
父
師
尹
が
忠
平
息
で
あ
っ
た
か
ら
、
女
御
に
成
り
得
る
可
能
性
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
賜
姓
さ
れ
た
昭
平
の
生
母
正
妃
の
父
は
在
衡
で
、
彼
は
師
尹
と
ほ
ぼ
同
列
で
官
位
を
進
ん
で
お
り
、
む
し
ろ
冷
泉
朝
以
前
に
関
し
て
は
在
衡
が
先
任
で
あ
っ
た
。
し
か
し
在
衡
が
藤
原
氏
傍
流
納
言
の
子
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
師
尹
が
摂
関
家
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
、
並
び
に
正
妃
に
対
し
て
芳
子
が
天
皇
か
ら
寵
せ
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
芳
子
が
女
御
と
な
り
得
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
女
御
と
な
っ
た
の
は
藤
原
安
子
の
懐
妊
後
で
あ
る
の
を
鑑
み
て
も
、
女
御
と
な
っ
て
す
ぐ
に
昌
平
が
宣
下
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
安
子
一
家
に
慮
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
昌
平
親
王
の
宣
下
は
、
生
母
芳
子
を
い
ず
れ
女
御
に
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
処
遇
を
保
留
さ
れ
た
た
め
に
宣
下
が
遅
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
無
論
、
天
徳
三
年(
九
五
九)
の
所
生
で
あ
れ
ば
も
と
よ
り
女
御
腹
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
懐
妊
 136 
 
に
際
し
て
の
女
御
宣
旨
で
あ
っ
た
と
い
う
説
明
も
付
け
ら
れ
る
が
、
何
分
こ
れ
以
上
の
史
料
を
欠
く
た
め
に
昌
平
親
王
の
生
年
と
宣
下
の
事
情
を
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
昌
平
親
王
は
母
が
女
御
と
な
っ
た
こ
と
で
、
宣
下
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
以
上
よ
り
、
村
上
朝
は
有
力
な
生
母
と
な
る
藤
原
安
子
に
憲
平
親
王
［
冷
泉
］
が
生
ま
れ
、
立
太
子
、
更
に
第
二
子
の
為
平
親
王
も
生
ま
れ
、
皇
位
継
承
し
得
る
皇
子
の
数
が
安
定
し
た
こ
と
で
、
天
暦
八
年(
九
五
四)
所
生
の
昭
平
以
後
、
更
衣
腹
の
皇
子
女
を
す
べ
て
賜
姓
す
る
こ
と
と
し
た
と
考
え
る
。
し
か
し
昭
平
と
同
年
以
後
の
所
生
の
可
能
性
の
あ
る
緝
子
内
親
王
・
昌
平
親
王
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
外
祖
父
元
方
へ
の
憂
慮
と
、
第
一
皇
子
と
同
母
で
あ
る
こ
と
等
が
考
慮
さ
れ
て
宣
下
さ
れ
、
後
者
は
更
衣
腹
と
し
て
所
生
し
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
母
の
出
身
と
天
皇
の
寵
愛
か
ら
女
御
と
な
っ
て
お
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
想
定
し
、
や
や
遅
れ
た
も
の
の
女
御
所
生
と
な
っ
た
上
で
宣
下
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
結
果
的
に
天
暦
八
年
以
降
の
更
衣
所
生
の
皇
子
女
は
緝
子
内
親
王
の
例
外
を
除
き
昭
平
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
に
こ
の
一
例
し
か
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
昭
平
も
、
従
来
の
「
同
母
後
産
」
で
あ
れ
ば
宣
下
さ
れ
得
た
故
に
、
後
に
親
王
に
復
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
   
 
 
 
 
お
わ
り
に 
 
村
上
朝(
九
四
六
～
九
六
七)
以
後
の
後
宮
に
つ
い
て
明
ら
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
入
内
す
る
キ
サ
キ
が
い
ず
れ
も
身
分
の
高
い
出
身
の
女
性
た
ち
に
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
更
衣
の
藤
原
正
妃
と
て
、
昭
平
所
生
時
に
父
は
中
納
言
で
あ
り
、
円
融
朝(
九
六
九
～
九
八
四)
に
は
左
大
臣
に
至
っ
た
人
物
で
あ
る
。
即
ち
、
陽
成
朝(
八
七
六
～
八
八
四)
以
前
で
あ
れ
ば
無
条
件
に
藤
原
氏
所
生
の
皇
子
女
が
宣
下
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
村
上
朝(
九
四
六
～
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九
六
七)
に
は
父
が
公
卿
ク
ラ
ス
に
至
っ
て
い
て
も
女
は
更
衣
で
あ
り
、
そ
の
子
も
賜
姓
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。
逆
に
女
御
に
な
っ
た
の
は
藤
原
摂
関
家
の
血
を
引
く
子
女
並
び
に
二
世
女
王
と
い
っ
た
皇
親
の
み
で
あ
り
、
そ
の
女
王
も
母
が
藤
原
氏
で
あ
る
な
ど
、
厳
選
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
る
。
こ
の
現
象
が
即
ち
冷
泉
朝
以
後
、
更
な
る
キ
サ
キ
の
厳
選
に
よ
る
減
少
に
繋
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
従
っ
て
生
母
の
身
分
の
上
昇
に
よ
る
キ
サ
キ
の
減
少
と
、
そ
れ
に
伴
う
皇
子
女
数
の
減
少
が
一
因
と
な
っ
て
、
村
上
朝
を
最
後
に
一
世
皇
子
女
へ
の
賜
姓
も
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。 
 
同
時
に
、
源
盛
明
・
兼
明
・
昭
平
等
が
後
に
親
王
に
復
さ
れ
た
よ
う
に
、
親
王
と
違
い
廟
堂
に
参
画
し
得
る
源
氏
の
存
在
は
、
藤
原
氏
が
廟
堂
を
掌
握
し
て
行
く
上
で
弊
害
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
皇
子
女
数
の
減
少
に
よ
り
国
庫
へ
の
負
担
も
軽
減
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
来
の
賜
姓
の
意
義
も
既
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
源
氏
か
ら
親
王
に
復
さ
れ
た
宇
多
天
皇
の
即
位
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
源
氏
と
皇
親
と
の
線
引
き
は
曖
昧
な
も
の
と
な
っ
た
。
更
に
そ
の
脆
弱
な
皇
権
か
ら
全
て
の
皇
子
女
を
親
王
に
せ
ん
と
し
て
い
た
宇
多
朝
、
「
同
母
後
産
」
に
よ
ら
な
い
賜
姓
を
行
っ
た
醍
醐
朝
の
賜
姓
の
原
則
に
よ
り
、
親
王
と
源
氏
と
の
線
引
き
は
益
々
曖
昧
と
な
っ
た
。
そ
し
て
村
上
朝
の
賜
姓
は
一
名
の
み
と
、
既
に
慣
例
に
従
い
源
氏
を
算
出
す
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た
よ
う
な
感
も
あ
り
、
源
氏
が
親
王
に
復
さ
れ
る
と
い
う
例
も
ま
た
珍
し
く
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
源
氏
の
有
用
性
は
完
全
に
薄
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
し
か
し
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
二
世
王
へ
の
源
氏
賜
姓
に
も
こ
の
皇
子
女
の
源
氏
賜
姓
の
減
少
に
関
す
る
原
因
が
有
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
 
嵯
峨
源
氏
以
後
、
一
世
源
氏
の
子
や
孫
が
廟
堂
に
参
画
し
公
卿
と
な
る
例
も
あ
っ
た
が
、
数
を
増
す
ば
か
り
の
一
世
源
氏
に
、
そ
の
家
が
永
く
繁
栄
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
源
氏
賜
姓
さ
れ
た
者
の
生
母
の
多
く
は
、
中
小
貴
族
等
有
力
で
は
な
い
出
身
で
あ
り
、
皇
親
に
准
じ
る
恩
恵
は
あ
っ
た
も
の
の
廟
堂
の
門
も
狭
く
、
更
に
父
天
皇
が
譲
位
す
れ
ば
、
次
代
の
よ
り
天
皇
と
近
親
と
な
る
源
氏
が
生
ま
れ
る
た
め
、
子
息
の
更
な
る
出
世
が
望
み
難
く
な
る
と
い
う
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悪
循
環
が
お
こ
る
。
そ
の
た
め
臣
下
と
し
て
成
功
し
た
者
も
少
な
い
の
で
あ
る
。 
 
そ
の
一
方
で
、
有
力
な
親
王
の
場
合
は
高
位
任
官
や
、
国
庫
か
ら
支
給
さ
れ
る
諸
々
の
経
済
的
恩
恵
が
あ
り
、
し
か
も
二
世
女
王
と
藤
原
氏
の
結
婚
が
許
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
権
勢
を
握
っ
て
ゆ
く
藤
原
氏
と
の
間
に
縁
戚
関
係
を
築
く
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
積
極
的
な
婚
姻
政
策
が
行
わ
れ
て
お
り
、
藤
原
氏
に
と
っ
て
は
皇
親
を
通
じ
て
天
皇
と
の
接
近
と
皇
親
の
恩
恵
を
、
親
王
家
に
と
っ
て
は
自
ら
の
権
益
と
更
に
子
女
子
息
の
出
世
を
求
め
る
等
、
相
互
利
益
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
ま
た
藤
原
氏
族
内
で
の
近
親
に
よ
る
廟
堂
・
後
宮
双
方
で
の
勢
力
争
い
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
、
藤
原
氏
の
子
女
子
息
に
も
よ
り
高
い
身
分
の
生
母
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
際
、
臣
下
で
あ
り
多
く
が
四
位
五
位
に
留
ま
る
源
氏
の
子
女
に
対
し
、
法
的
に
も
許
容
さ
れ
て
い
な
が
ら
高
い
身
分
、
も
し
く
は
藤
原
氏
を
外
戚
と
し
て
生
ま
れ
た
二
世
女
王
を
娶
る
こ
と
を
求
め
た
の
も
、
自
然
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
（
３
０
）
そ
れ
に
伴
い
、
女
王
の
兄
弟
は
、
王
、
あ
る
い
は
二
世
源
氏
と
し
て
出
仕
し
、
藤
原
氏
縁
戚
と
し
て
、
藤
原
氏
か
ら
の
恩
恵
を
得
る
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
後
に
藤
原
氏
と
並
ん
で
、
結
果
的
に
一
人
の
一
世
源
氏
も
生
み
出
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
の
村
上
源
氏
が
そ
の
後
大
き
く
台
頭
し
て
ゆ
く
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
     
注 
(
1)
 
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
二
年
九
月
十
日
条 
 139 
 
詔
曰
、
云
々
、
見
任
大
臣
良
家
子
孫
、
許
レ
娶
二
三
世
已
下
一
、
但
藤
原
氏
者
、
累
代
相
承
、
摂
レ
政
不
レ
絶
、
以
レ
此
論
レ
之
、
不
レ
可
二
同
等
一
、
殊
可
レ
聽
レ
娶
二
二
世
已
下
一
者
、
云
々
、 
（
本
論
第
二
部
第
一
章
に
詳
述
） 
(
2) 
『
〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
34
〉
大
鏡
』
（
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）
、
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず
。 
(
3) 
安
田
政
彦
「
醍
醐
内
親
王
の
降
嫁
と
醍
醐
源
氏
賜
姓
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
七
四
、
二
〇
〇
八
年
）
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず
。 
(
4) 
一
時
女
御
班
子
女
王
所
生
の
光
孝
皇
子
女
が
賜
姓
さ
れ
て
い
た
事
例
、
宇
多
皇
女
源
順
子
の
生
母
が
女
御
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 
(
5) 
林
陸
朗
「
賜
姓
源
氏
の
成
立
事
情
」
（
『
上
代
政
治
社
会
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず
。 
(
6) 
藤
木
邦
彦
「
奈
良
・
平
安
朝
に
お
け
る
皇
親
賜
姓
に
つ
い
て
」
（
『
国
士
館
大
学
人
文
学
会
紀
要
』
二
、
一
九
七
〇
年
）
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず
。 
(
7) 
西
松
陽
介
「
賜
姓
源
氏
の
再
検
討
―
賜
姓
理
由
を
中
心
に
―
」
（
『
日
本
歴
史
』
七
三
七
、
二
〇
〇
九
年
）
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず
。 
(
8) 
桓
武
朝
の
賜
姓
は
通
説
で
は
生
母
の
身
分
が
低
か
っ
た
た
め
と
さ
れ
る
が
、
中
谷
氏
は
、
生
母
の
女
嬬
と
い
う
身
分
が
、
出
産
後
も
職
務
に
従
事
し
た
こ
と
、
自
宅
通
勤
が
許
さ
れ
て
お
り
子
供
が
自
立
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。
（
中
谷
征
充
「
一
世
賜
姓
と
良
岑
安
世
」
（
『
密
教
学
会
報
』
四
四
、
二
〇
〇
六
年
）
） 
(
9) 
賜
姓
を
奨
励
す
る
こ
と
は
『
類
聚
三
代
格
』
延
暦
十
一
年
七
月
三
日
太
政
官
符
や
、
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年
正
月
廿
三
日
条
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
よ
り
吉
住
恭
子
氏
は
、
こ
う
し
た
度
重
な
る
奨
励
の
勅
よ
り
、
皇
親
が
賜
姓
を
願
い
出
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
と
す
る
。
（
吉
住
恭
子
「
皇
親
と
賜
姓
皇
親
」
（
『
史
窓
』
五
八
、
二
〇
〇
一
年
）
） 
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(
10) 
高
津
内
親
王
は
後
に
廃
妃
さ
れ
る
も
、
皇
子
女
は
妃
の
所
生
と
し
て
宣
下
を
受
け
て
い
る
。 
(
11) 
以
後
入
内
し
て
皇
后
以
下
更
衣
以
上
と
な
っ
た
者
を
キ
サ
キ
、
そ
の
他
宮
廷
に
出
仕
し
た
女
官
、
女
房
等
を
宮
女
と
記
述
す
る
。
ま
た
百
済
王
慶
命
は
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
八
月
十
六
日
条
に
て
尚
侍
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
宮
女
と
し
た
。 
(
12) 
貞
登
は
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
三
月
二
日
条
に
よ
る
と
、
更
衣
三
国
氏
の
所
生
で
、
承
和
の
初
め
に
源
氏
賜
姓
さ
れ
時
服
月
俸
に
預
か
っ
た
が
、
後
に
母
の
過
失
に
よ
っ
て
属
籍
を
削
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
母
の
過
失
に
つ
い
て
は
、
同
貞
観
十
五
年
二
月
廿
六
日
条
に
て
右
大
臣
藤
原
三
守
の
子
有
貞
が
承
和
十
二
年
に
「
見
レ
疑
レ
私
二
通
後
宮
寵
姫
一
、
出
為
二
常
陸
権
介
一
、
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
他
に
仁
明
天
皇
の
キ
サ
キ
の
過
と
な
る
例
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
時
有
貞
と
私
通
を
し
た
寵
姫
と
い
う
の
が
仁
明
更
衣
の
三
国
氏
で
あ
り
、
こ
れ
が
登
が
属
籍
を
削
ら
れ
る
原
因
で
あ
る
母
の
過
失
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
(
13) 
人
康
親
王
は
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
（
村
上
本
）
、
『
一
代
要
記
』
に
て
貞
観
十
四
年
五
月
五
日
に
四
十
二
歳
で
薨
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
逆
算
す
る
と
天
長
八
年
の
生
ま
れ
と
な
る
。
な
お
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
は
貞
観
十
三
年
の
薨
去
と
す
る
が
、
『
日
本
紀
略
』
に
て
薨
伝
が
貞
観
十
四
年
五
月
五
日
条
に
作
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
貞
観
十
四
年
と
し
て
逆
算
し
た
。
一
方
源
多
は
『
公
卿
補
任
』（
仁
寿
四
年
源
多
略
歴
）
に
て
「
天
長
八
年
辛
亥
生
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
た
。 
(
14) 
本
論
第
一
部
第
二
章
に
詳
述 
(
15) 
貞
観
十
二
年
の
賜
姓
に
つ
い
て
、
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年
九
月
十
日
条
で
は
時
康
親
王
［
光
孝
］
は
子
に
宗
室
姓
を
請
う
た
が
、
清
和
天
皇
に
不
許
可
さ
れ
、
そ
の
後
貞
観
十
二
年
に
改
め
て
、
「
（
前
略
）
以
二
宗
室
朝
臣
一
、
将
レ
為
二
其
姓
一
、
而
挙（今
）
覆
二
案
世
情
一
、
凡
雖
二
一
宗
之
胤
一
、
而
姓
號
分
異
、
則
人
心
自
疎
、
既
屬
二
吾
就
敢
序
之
時
一
、
蓋
レ
念
二
同
族
和
穆
之
義
一
、
臣
雖
二
不
肖
一
、
苟
為
二
弘
仁
朝
廷
之
苗
裔
一
、
因
願
同
編
二
於
源
氏
之
末
一
、
成
二
親
親
之
厚
一
、
（
後
略
）
」
と
上
表
し
、
弘
仁
の
朝
廷
の
苗
裔
、
即
ち
嵯
峨
天
皇
の
子
孫
で
あ
る
た
め
、
同
じ
く
源
氏
賜
姓
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
許
可
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さ
れ
た
。
こ
の
事
例
は
二
世
王
へ
の
源
氏
賜
姓
の
初
例
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由
が
嵯
峨
天
皇
の
後
裔
で
あ
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
宗
室
氏
賜
姓
を
不
許
可
さ
れ
た
後
に
源
氏
賜
姓
を
請
い
許
可
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
こ
れ
に
は
清
和
天
皇
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
(
16) 
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年
九
月
十
日
条 
（
前
略
）
夫
男
能
自
謀
、
女
尤
足
レ
悲
、
況
亦
祿
留
二
一
身
一
、
公
費
斯
淺
、
是
以
故
一
品
葛
原
親
王
等
除
レ
之
、
不
レ
入
二
於
改
姓
一
、
臣
之
愚
意
、
苟
復
同
レ
之
、
（
後
略
） 
 
 
 
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
二
年
二
月
十
四
日
条 
（
前
略
） 
先
日
表
曰
、
女
子
祿
留
二
其
身
一
、
公
損
猶
少
、
因
願
、
唯
令
二
男
兒
等
改
一
レ
姓
、
以
二
宗
室
朝
臣
一
、
将 
レ
為
二
其
姓
一
、
（
後
略
・
注(
16)
参
照
） 
(
17) 
名
前
に
は
順
子
・
傾
子
・
欣
子
な
ど
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
本
論
で
は
「
順
子
」
に
統
一
す
る
。 
(
18) 
例
え
ば
宇
多
同
母
妹
の
為
子
内
親
王
が
醍
醐
天
皇
妃
、
宇
多
異
母
妹
源
和
子
が
醍
醐
天
皇
女
御
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
宇
多
皇
女
均
子
内
親
王
が
異
母
兄
敦
慶
親
王
の
室
、
光
孝
皇
女
源
和
子
所
生
の
第
五
皇
女
慶
子
内
親
王
が
宇
多
皇
子
敦
固
親
王
の
室
と
な
る
な
ど
。 
(
19) 
戴
明
親
王
は
『
尊
卑
分
脈
』
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
等
よ
り
雅
明
親
王
（
宇
多
皇
子
・
醍
醐
養
子
）
の
同
母
弟
と
さ
れ
て
い
る
が
、
戴
明
親
王
は
雅
明
親
王
の
生
年
以
前
の
寛
平
五
年
に
親
王
宣
下
の
記
事
が
あ
り
（
『
日
本
紀
略
』
）
、
同
母
と
す
る
と
年
齢
差
が
三
十
近
く
な
り
不
自
然
で
あ
る
。
し
か
も
寛
平
五
年
時
、
雅
明
親
王
生
母
で
あ
る
藤
原
褒
子
の
父
時
平
は
二
十
三
歳
で
あ
り
、
従
っ
て
時
平
女
の
所
生
で
は
有
り
得
な
い
。
以
上
よ
り
寛
平
五
年
の
宣
下
、
あ
る
い
は
母
の
い
ず
れ
か
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
も
そ
も
『
尊
卑
分
脈
』
前
田
家
脇
坂
本
、
前
田
家
本
、
内
閣
文
庫
本
に
は
戴
明
親
王
の
生
母
に
関
す
る
情
報
を
欠
き
、
ま
た
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
等
の
名
前
の
順
序
も
兄
弟
の
生
年
順
と
は
錯
誤
し
て
い
る
た
め
、
以
上
か
ら
雅
明
親
王
の
弟
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
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ま
た
皇
子
誕
生
の
順
序
を
宣
下
の
年
等
か
ら
推
測
す
る
と
、
①
②
八
八
五
年
生
（
醍
醐
・
斉
中
）
、
③
八
八
六
年
生
（
斉
世
）
、
④
八
八
七
年
生
（
敦
慶
）
、
⑤
⑥
八
八
九
～
九
〇
年
頃
生
（
敦
固
、
斉
邦
）
、
◎
八
九
五
年
生
（
敦
実
）
、
◎
九
〇
九
年
生
（
行
中
）
、
◎
九
二
〇
年
生
（
雅
明
）
、
◎
九
二
六
年
生
（
行
明
）
と
な
り
、
こ
の
中
で
七
番
目
に
当
た
る
敦
実
親
王
は
、
『
扶
桑
略
記
』
に
て
「
寛
平
第
八
皇
子
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戴
明
親
王
が
第
七
皇
子
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
行
明
親
王
が
『
日
本
紀
略
』
に
お
い
て
「
今
上
第
十
二
皇
子
行
明
為
二
親
王
一
、
」
、
雅
明
親
王
が
「
以
第
十
皇
子
雅
明
為
二
親
王
一
、
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戴
明
親
王
が
雅
明
親
王
の
弟
、
行
明
親
王
の
兄
と
も
見
做
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
し
か
し
雅
明
親
王
の
記
事
に
は
、
醍
醐
天
皇
の
養
子
と
す
る
旨
が
続
い
て
お
り
、
即
ち
宇
多
皇
子
で
は
な
く
醍
醐
皇
子
と
し
て
「
第
十
皇
子
」
と
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
行
明
親
王
の
場
合
醍
醐
養
子
と
な
っ
た
旨
の
文
言
は
無
い
が
、
恐
ら
く
兄
雅
明
親
王
に
倣
っ
て
宣
下
以
前
か
ら
醍
醐
養
子
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
行
明
親
王
の
「
第
十
二
皇
子
」
と
い
う
の
も
、
醍
醐
皇
子
と
し
て
序
列
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
第
十
一
皇
子
は
戴
明
親
王
で
は
な
く
延
長
元
年
に
産
ま
れ
た
朱
雀
天
皇
の
こ
と
を
指
す
た
め
、
戴
明
親
王
は
や
は
り
宇
多
第
七
皇
子
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 
 
 
 
な
お
戴
明
親
王
の
醍
醐
養
子
説
で
は
、
醍
醐
皇
子
が
皆
「
明
」
の
字
を
通
字
と
し
て
い
た
こ
と
が
根
拠
と
さ
れ
る
が
、
し
か
し
戴
明
親
王
の
生
ま
れ
る
一
、
二
年
前
所
生
の
宇
多
同
母
兄
貞
忠
親
王
男
正
明
王
の
例
も
あ
り
、
偶
然
の
一
致
で
あ
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
ま
た
十
三
歳
で
薨
去
し
た
行
中
親
王
同
様
史
料
上
に
殆
ど
情
報
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
戴
明
親
王
も
早
世
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
醍
醐
皇
子
の
通
字
と
し
て
「
明
」
が
定
め
ら
れ
た
延
喜
十
一
年
以
前
に
薨
去
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
偶
然
の
一
致
の
可
能
性
を
除
き
名
の
一
字
が
「
明
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
醍
醐
養
子
で
あ
っ
た
た
め
と
す
る
こ
と
は
、
根
拠
に
乏
し
く
思
わ
れ
る
。 
(
20) 
源
臣
子
に
つ
い
て
は
、
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
名
前
が
見
ら
れ
る
の
み
で
詳
細
が
不
詳
で
あ
る
た
め
、
順
子
の
方
を
取
り
上
げ
た
。 
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(
21) 
角
田
文
衛
「
菅
原
の
君
」
（
『
紫
式
部
と
そ
の
時
代
』
所
収
、
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
） 
(
22) 
島
田
と
よ
子
「
忠
平
の
禁
色
聴
許
の
時
期
に
つ
い
て
―
宇
多
法
皇
と
忠
平
」（
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
二
三
、
一
九
九
三
年
） 
(
23) 
『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
九
年
八
月
廿
二
日
条
で
は
、
「
忠
平
室
家
源
氏
」
の
傍
ら
に
「
欣
子
」
（
順
子
。
注(
17)
参
照
）
と
傍
書
す
る
が
、
こ
れ
は
『
日
本
紀
略
』
原
本
に
は
本
来
記
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
底
本
の
段
階
で
の
誤
認
で
あ
ろ
う
。 
(
24) 
『
日
本
紀
略
』
寛
平
二
年
十
二
月
十
七
日
条
に
て
敦
仁
［
醍
醐
］
・
敦
慶
親
王
が
各
々
維
城
・
維
蕃
よ
り
改
名
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 
(
25) 
基
経
の
長
男
時
平
で
な
く
三
男
忠
平
で
あ
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
本
論
第
二
部
第
三
章
に
て
後
述
。 
(
26) 
藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之
監
修
『
〈
天
皇
皇
族
実
録
16
〉
醍
醐
天
皇
実
録
（
第
二
巻
）
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
七
年
） 
(
27) 
『
西
宮
記
』
『
禁
秘
抄
』
に
は
、
延
長
元
年
に
皇
子
二
名
を
賜
姓
し
た
と
す
る
記
事
が
あ
り
、
『
大
日
本
史
料
』
は
当
該
条
に
て
賜
姓
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
知
れ
な
い
為
明
・
盛
明
両
名
の
賜
姓
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
両
者
の
生
年
は
共
に
こ
れ
よ
り
以
後
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
こ
の
時
賜
姓
さ
れ
得
る
人
物
は
い
な
い
。
し
か
し
二
年
前
の
延
喜
二
十
一
年
に
は
斉
子
・
英
子
の
二
名
が
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
内
斉
子
は
延
長
元
年
に
三
歳
で
宣
下
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
皇
子
二
名
の
内
一
名
は
皇
女
の
誤
り
で
あ
り
、
即
ち
英
子
内
親
王
は
延
長
元
年
に
一
度
賜
姓
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
あ
る
い
は
安
田
氏
は
、
根
拠
と
な
る
『
西
宮
記
』
の
記
述
の
「
延
長
元
年
」
が
「
延
長
八
年
」
の
誤
り
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。 
(
28) 
な
お
史
料
上
か
ら
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
先
の
光
孝
天
皇
の
斎
王
を
除
い
た
一
斉
賜
姓
に
お
い
て
、
斎
王
と
な
っ
た
内
親
王
の
同
母
兄
弟
姉
妹
が
賜
姓
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
醍
醐
朝
の
賜
姓
の
原
則
に
は
更
に
光
孝
朝
と
い
う
先
例
が
存
在
し
、
こ
れ
に
端
を
発
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 
(
29) 
皇
子
女
の
序
列
に
つ
い
て
は
、
新
田
太
加
茂
氏
が
『
続
日
本
紀
』
の
記
載
に
つ
い
て
、
出
生
順
の
場
合
は
「
第
○
子
」「
第
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○
之
子
」
、
生
母
と
正
統
性
に
よ
る
場
合
は
「
○
○
之
第
○
子
」
と
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
が
、
一
方
安
田
氏
は
『
日
本
三
代
実
録
』
に
て
「
第
二
之
子
」
と
さ
れ
る
業
良
親
王
が
本
来
第
一
子
で
、
こ
の
表
記
が
生
母
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
同
様
に
『
日
本
紀
略
』
に
て
宇
多
天
皇
が
「
第
七
息
」
「
第
三
之
子
」
と
二
通
り
の
序
列
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
第
○
之
子
」
は
生
母
に
よ
る
序
列
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
従
っ
て
緝
子
内
親
王
の
場
合
も
「
第
八
之
女
」
と
は
「
第
八
女
」
と
は
同
義
で
な
い
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
未
だ
確
証
は
無
い
た
め
、
本
論
で
は
昭
平
の
妹
の
可
能
性
が
あ
る
更
衣
腹
と
し
て
、
第
八
女
と
仮
定
し
考
察
し
た
。
史
料
中
に
お
け
る
皇
子
女
の
出
生
順
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
今
後
改
め
て
論
究
し
た
い
と
考
え
る
。
（
安
田
政
彦
「
皇
子
女
の
出
生
順
に
つ
い
て
―
平
城
皇
子
女
か
ら
清
和
皇
子
女
ま
で
―
」
（
『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集 
文
学
部
』
三
六
、
二
〇
〇
一
年
）
）
（
新
田
太
加
茂
「
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
皇
子
女
の
序
列
」
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
四
五
、
二
〇
〇
三
年
） 
(
30) 
例
え
ば
忠
良
親
王
女
・
人
康
親
王
女
と
基
経
、
本
康
親
王
女
と
時
平
、
基
平
親
王
女
と
兼
通
、
代
明
親
王
女
と
頼
忠
・
伊
忠
、
有
明
親
王
女
と
兼
通
・
公
季
、
為
平
親
王
女
と
実
資
、
具
平
親
王
女
と
頼
通
・
教
通
、
昭
平
親
王
女
と
公
任
な
ど
、
他
に
も
例
が
あ
る
。 
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父 年 月日 名前 年 備考
業良親王 高津内親王 妃
仁明天皇 橘嘉智子 皇后
基良親王 百済王貴命 女御
秀良親王 橘嘉智子 皇后
忠良親王 百済王貴命 女御 『続』834.2.14「第四子」：第五子の誤ヵ
源信 6 廣井弟名女 『後』814.5.8、『姓』
源弘 4 上毛野氏 『後』814.5.8、『姓』
源常 2 飯高宅刀自 更衣 『後』814.5.8、『姓』/『姓』賜姓：4歳
源明 2 飯高宅刀自 更衣 『後』814.5.8、『姓』
源寛 安倍楊津女 『三』卒伝：明と同年の所生ヵ
天長5（828）? 源定 (13) 百済王慶命 尚侍
『公』/『公』「第六源氏」→天長5年賜姓は誤ヵ？/
淳和女御永原原姫養子
源鎮 百済王慶命 尚侍
源生 笠継子
源融 大原全子 『続』838.11.27：仁明養子
源安 粟田氏
源勤 大原全子
源勝 惟良氏 『三』/『紹』母：大原氏/『一』母：近子
源啓 山田近子 更衣 『三』869.8.27薨伝：常の子(常養子ヵ)
源賢 長岡岡成女
源澄 田中氏
源清 秋篠康子 更衣 『後』/『紹』『一』母：高子
源継
淳王 『紹』
業子内親王 高津内親王 妃
仁子内親王 大原浄子 女御
有智子内親王 交野女王
正子内親王 橘嘉智子 皇后 淳和皇后
俊子内親王 橘嘉智子 皇后 『帝』/『紹』『一』母：大原氏
繁子内親王 橘嘉智子 皇后 『続』/『紹』母：文屋氏
秀子内親王 橘嘉智子 皇后 『続』/『紹』母：大原氏
宗子内親王 高階河子 『文』854.3.20薨伝「第八女」
芳子内親王 橘嘉智子 皇后 『続』/『紹』母：文屋氏
純子内親王 文屋文子 『紹』母：大原氏
斉子内親王 文屋文子 葛井親王妃(非礼とされる)
基子内親王 百済王貴命 女御
源貞姫 6 布勢武蔵子 『後』『姓』
源潔姫 6 当麻氏 女嬬 『後』『姓』/藤原良房室
源全姫 4 当麻氏 女嬬 『後』『姓』
源善姫 2 百済王慶命 尚侍 『後』『姓』
源更姫 紀氏
源聲姫 甘南備氏
源良姫
源盈姫 大原全子
源端姫 布勢武蔵子
源吾姫 内藏影子
源年姫
源若姫
源神姫 内藏影子
源容姫 内藏影子
源蜜姫 山田近子 更衣
恒世親王 高志内親王 東宮妃
恒貞親王 正子内親王 皇后
恒統親王 正子内親王 皇后
『続』842.3.16薨伝「第三皇子」/『紹』享年13歳：
829年所生であれば第四子
基貞親王 正子内親王 皇后
『三』869.9.21薨伝「第四子」/恒統が第四子の場
合827年所生記事に該当し第三子
皇女
　皇子女親王宣下・源氏賜姓一覧 （嵯峨～後三条朝）
母
嵯峨
弘仁5（814） 5.8
弘仁5（814） 5.8
皇子
皇子淳和
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良貞親王 大中臣安子 『続』848.5.6薨伝「第五皇子」
皇子 正子内親王 皇后 夭折
皇子 正子内親王 皇后 夭折
氏子内親王 高志内親王 東宮妃 『三』/『紹』母：大中臣氏
有子内親王 高志内親王 東宮妃 『三』/『紹』母：大中臣氏
貞子内親王 高志内親王 東宮妃 『続』/『紹』母：大中臣氏
寛子内親王 大野鷹子
承和2（835） 1.23 崇子内親王 橘船子 『続』
同子内親王 多治池子
『三』/『紹』名：国子、母：常子/『帝』名：(前田本)
固子、(吹田本)国子
明子内親王 清原春子 『文』854.9.5薨伝「第七女」
天長9（832）ヵ 統敦子
『紹』：825.3.7賜姓は誤ヵ/『紹』名：熟子、『一』名：
就子/『三』860.11.26：従四位上
天長9（832） 3.3 統忠子
『紹』『三』863.1.25薨伝/『紹』父：仁明/『三』
862.1.8：従四位上
天長9（932）ヵ 統尚子
『三』863.1.8：従四位上　　※以上三皇女を同一視す
る説有り
文徳天皇 7 藤原順子 女御 以下父天皇即位の年より天長10年と推測
宗康親王 6 藤原沢子 女御
光孝天皇 4 藤原沢子 女御
人康親王 3 藤原沢子 女御
本康親王 滋野縄子 女御
国康親王 藤原賀登子 更衣ヵ
常康親王 紀種子 更衣
成康親王 藤原貞子 女御
源多 弟登の賜姓より推測/『公』「天長八年辛亥生」
源冷 弟登の賜姓より推測
承和初期（834-） 源登 三国氏 更衣
『三』866.3.2/源氏→母の過(845年、藤原有貞との
密通の疑いヵ)により属籍削除
承和13（846）
頃ヵ
源光 『略』卒伝より逆算し生年を参考に算出
承和14（847）
頃ヵ
源効
『三』初叙の年より光の弟、覚の兄と思われるた
め、両者の間の生年と推測し算出
嘉祥2（849）頃ヵ 源覚 山口氏 『三』卒伝より逆算し生年を参考に算出
貞観8（866） 3.2 (貞登) 三国氏 更衣
『三』866.3.2/元源氏/属籍削除→貞賜姓/『紹』
名：澄
皇子 滋野縄子 女御 夭折(6歳)
時子内親王 滋野縄子 女御
久子内親王 高宗女王
『一』「帝七女」、『歴』「帝第八皇女」は斎宮卜定の
時期より認め難し
高子内親王 百済王永慶 女嬬
『一』名：亮子/『一』「帝八女」は斎院卜定の時期
より認め難し
親子内親王 藤原貞子 女御
柔子内親王 滋野縄子 女御 『続』『文』『三』/『紹』母：貞子
新子内親王 藤原沢子 女御
眞子内親王 紀種子 更衣
平子内親王 藤原貞子 女御
重子内親王 藤原小童子
惟喬親王 7 紀静子 更衣ヵ 以下父天皇即位の年より嘉祥三年と推測
惟條親王 5 紀静子 更衣ヵ
惟彦親王 滋野奥子
清和天皇 藤原明子 女御
貞観3（861） 4.25 惟恒親王 藤原今子
6.11 源能有 9 伴氏 『文』/『公』845生/『尊』1月賜姓
源毎有 多治氏 『尊』/『一』源時有項に「兄毎有」とあり
源時有 清原氏 『文』
源本有 滋野岑子 『文』
源戴有 滋野岑子 『文』
源定有 菅原氏 『一』『歴』/『尊』母：菅野氏
皇子
皇女
天長10（833）ヵ
仁寿3 (853)
嘉祥3（850）ヵ
6.11
仁明
天長10（833）ヵ
承和初期ヵ
皇子文徳
皇女
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貞観3（861） 4.25 源行有 布勢氏 『三』
貞観3（869） 源富有 布勢氏ヵ 『紹』/『帝』貞観2年/母は『帝』(吹上本)による
晏子内親王 藤原列子
『伊』「第一皇女」/『歴』「第八女」は斎宮卜定の時
期より認め難し
恬子内親王 紀静子 更衣ヵ 『歴』「第二皇女」
述子内親王 紀静子 更衣ヵ 『歴』「第三女」、『賀』「第五皇女」、『一』「帝五女」
慧子内親王 藤原列子
『一』「第四女」、『賀』「第八皇女」、『歴』「第九女」
/『一』名：恵子
珍子内親王 紀静子 更衣ヵ
儀子内親王 藤原明子 女御
掲子内親王 藤原今子
『紹』『一』名：掲子/『略』名：楊子/『編』母：静子/
『略』914.2.23薨伝「第七皇女」
貞観3（861） 4.25 礼子内親王 藤原今子 『三』
濃子内親王 滋野奥子
勝子内親王 滋野奥子
源憑子 『文』
源謙子 『文』
源列子 『文』
源済子 『文』/清和女御
源奥子 『文』
源富子 菅原氏 『三』『紹』/或は富有と同一ヵ
源淵子 滋野岑子 『三』/『紹』『一』名：滋子
源脩子 『一』
貞観11（869）頃
2月
以前
陽成天皇 2 藤原高子 女御
『三』868.12.16所生、翌年2.1立太子につきこの間
の宣下
貞固親王 (5) 橘休蔭女 更衣 『三』/陽成弟、貞保兄により4～5歳頃の宣下
貞元親王 (5) 藤原仲統女 『三』/陽成弟、貞保兄により4～5歳頃の宣下
貞保親王 4 藤原高子 女御 『三』/『三』870.9.13誕生「第四皇子」
貞平親王 藤原良近女 更衣
『三』/『尊』「第六皇子」とするも『三』宣下の記載
中貞純の前に名を挙ぐ
貞純親王 嘉子女王 女御 『三』
貞観17（875） 10.15 貞辰親王 2 藤原佳珠子 女御 『三』
3.13 貞数親王 2 在原文子 更衣 『三』/『三』882.3.27「第八子」、時に「八歳」とす
貞眞親王 1 藤原諸藤女 更衣 『三』/『帝』「九宮」
貞頼親王 1 藤原眞宗女 更衣
『三』/『一』母：藤原直宗女/『略』922.2.8薨伝「第
十皇子」
源長猷 賀茂岑雄女 『三』
源長淵 大野氏 『三』
源長鑒 佐伯子房女 更衣 『三』
貞観18 (876) 源長頼 2 佐伯子房女 更衣 『三』/『紹』母：大野氏
孟子内親王 藤原諸葛女 『三』
包子内親王 在原文子 更衣
『三』/『略』889.4.22薨伝「第一皇女」とするも『三』
宣下の記載中孟子の後に名を挙ぐ
敦子内親王 藤原高子 女御 『三』/『紹』『賀』母：良近女
貞観18（876） 3.13 識子内親王 3 藤原良近女 更衣 『三』/『歴』「第四皇女」
貞観15（873） 4.21 源戴子 賀茂岑雄女 『三』
元良親王 藤原遠永女 母：遠永女は連永女の誤ヵ
元平親王 藤原遠永女 母：遠永女は連永女の誤ヵ
元長親王 姣子女王
元利親王 姣子女王
源清蔭 42 紀氏
『尊』『皇』/『公』884生/延長3年賜姓は延喜の
誤ヵ
源清鑒 伴氏 『尊』『皇』/延長3年賜姓は延喜の誤ヵ
源清遠 佐伯氏 『尊』『皇』/延長3年賜姓は延喜の誤ヵ
長子内親王 姣子女王
儼子内親王 姣子女王
源元長 『三』
源兼善 『三』
源名実 『三』
源篤行 『三』
貞観15（873） 4.21
貞観18 (876)
11.25
貞観15（873） 4.21
2.14
4.25貞観3（861）
延長3 (925)
(延喜3年
(903)ヵ)
5.20ヵ
貞観15（873） 4.21
皇子
皇女
皇子陽成
貞観12（870）
仁寿3 (851) 6.11
嘉祥3（850）ヵ
皇女
皇子光孝
皇女
清和
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源最善 『三』
源近善 『三』
源音恒 『三』
源是恒
『三』/出家の後還俗、後に再び源氏賜姓（『紹』
896.11.28、『一』『尊』同年12.28）
源舊鑒 讃岐永直女 更衣 『三』
源貞恒 15 『三』/『一』896.12.28/『公』856生
源成蔭 『三』
源清実 布勢氏 『三』/『三』源氏→属籍削除
源是忠 14 班子女王 女御 『三』/『公』857生
源是貞 班子女王 女御 『三』
4.13 (源舊鑒) 讃岐永直女 更衣 『三』884.6.2時服月俸/賜姓重複
(源是忠) 28 班子女王 女御 『三』/賜姓重複/後に親王
(源是貞) 班子女王 女御 『三』/賜姓重複/後に親王
源国紀 『三』884.6.2
源定省[宇多] 18 班子女王 女御
『三』884.6.2/『略』887.8.25「第七息」、『略』宇多即
位前記「第三之子」/後に親王
源香泉 『三』884.6.2
源友貞 『三』884.6.2
仁和5（889） 4.7 源是茂 5 藤原門宗女 『略』/『公』885生
(是忠親王) 35 班子女王 女御 『略』『一』
(是貞親王) 班子女王 女御 『略』『一』
仁和3（887） 8.25 (宇多天皇) 21 班子女王 女御 『三』、翌日立太子・踐祚
仁和2（886） 10.3 (滋野清実) 布勢氏 『三』/元源氏/属籍削除→滋野賜姓
(空性) 『三』884.6.2時服月俸/源是恒ヵ
穆子内親王 正躬王女
『三』/『一』「帝二女」/『賀』「第七皇女」は斎院卜
定の時期より認め難し
繁子内親王
『三』/『略』916.5.26薨伝「第四皇女」、『歴』「帝第
四女」
4.13 源遅子 『三』884.6.2
源緩子 多治氏 『三』884.6.2/『略』名：綾子
源麗子 『三』884.6.2
源奇子 『三』884.6.2/『一』『紹』名：音子
源忠子 31 班子女王 女御 『三』884.6.2/後に内親王
源簡子 班子女王 女御 『三』884.6.2/後に内親王
源崇子 『三』884.6.2
源連子 『三』884.6.2
源綏子 班子女王 女御 『三』884.6.2/後に内親王
源礼子
『三』884.6.2/藤原連永室(但し結婚は賜姓以前、
二世女王の時)
源最子 『三』884.6.2
源偕子 『三』884.6.2
源默子 『三』/『一』『紹』名：點子
源是子 『三』884.6.2
源並子 『三』884.6.2
源謙子 『三』884.6.2時服月俸
源為子 班子女王 女御 『三』884.6.2/後に内親王
源深子 『三』884.6.2
源周子 『三』884.6.2/『略』912.4.30卒伝「第十五源氏」
源密子 『三』884.6.2
仁和1（885） 4.14 源和子 『三』/醍醐女御
2月 源快子 『一』『歴』
2.9 源袟子 『三』/快子と同一説有
源善子 『三』
(忠子内親王) 38 班子女王 女御 『略』『一』/清和女御忠子女王ヵ
(簡子内親王) 班子女王 女御
『略』『一』/『略』914.4.10薨伝「第二皇女」/『一』陽
成妃
(綏子内親王) 班子女王 女御 『略』『一』/『略』925.4.2薨伝「第三女」/陽成妃
(為子内親王) 班子女王 女御 『略』『一』/醍醐妃
寛平3（891） 12.29
仁和3（887）
元慶8 (884)
4.9
寛平3（891） 12.29
元慶8（884）
(6.2)
(6.2)
2.14貞観12（870）
皇女
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 醍醐天皇 5 藤原胤子 女御 『略』/『略』890.12.17維城より名を改む
斉中親王 5 橘義子 女御 『略』
斉世親王 4 橘義子 女御 『略』
敦慶親王 3 藤原胤子 女御 『略』/『略』890.12.17維蕃より名を改む
敦固親王 藤原胤子 女御 『略』
斉邦親王 橘義子 女御 『略』
寛平5（893） 10.17 戴明親王 『略』/『尊』『紹』母：褒子
寛平7（895） 7.15 敦実親王 3 藤原胤子 女御 『略』
行中親王 夭折(13歳)
延喜21（921） 12.17 雅明親王 2 藤原褒子 『略』/出家後の子/醍醐養子
延長5（927） 8.23 行明親王 2 藤原褒子 『略』/出家後の子/醍醐養子
皇子 藤原継蔭女 更衣 『伊勢集』『古』/母：伊勢/夭折(8歳)
均子内親王 藤原温子 女御 『一』/『紹』母：胤子/敦慶親王室
柔子内親王 藤原胤子 女御 『略』
君子内親王 橘義子 女御
『略』/『略』893.3.14斎宮卜定「第三皇女」、『一』
「帝二女」
寛平7（895） 11.7 孚子内親王 十世王女 更衣ヵ
『略』/母：徳姫女王に同ヵ/源嘉種、敦康親王等
が通う(『和』)
成子内親王
『略』/『略』978.12薨伝「第五女」/元平親王室「女
五の宮」ヵ(『和』)
依子内親王 3 源貞子 更衣 『略』/『略』936.7.1薨伝「第七女」
誨子内親王 藤原有実女 更衣ヵ 『尊』名：海子/元良親王室
季子内親王 藤原有実女 更衣ヵ
源順子 菅原衍子ヵ
『紹』/『尊』『菅』名：欣子、『一』傾子/『尊』母名：行
子/光孝皇女説有/藤原忠平室
源臣子 『紹』
若子 『紹』/夭折ヵ
11.17 克明親王 2 源封子 更衣 『略』『一』/『略』911.11.28将順より名を改む
2.10. 保明親王 2 藤原穏子 中宮 『略』『江』/『略』911.11.28嵩象より名を改む
代明親王 藤原鮮子 更衣 『略』911.11.28将観より名を改む
重明親王 3 源昇女 更衣 『略』『一』/『略』911.11.28将保より名を改む
常明親王 3 源和子 女御 『略』『一』/『略』911.11.28将明より名を改む
式明親王 5 源和子 女御 『略』『一』
有明親王 2 源和子 女御 『略』『一』
時明親王 3 源周子 更衣 『略』『一』
長明親王 3 藤原淑姫 更衣 『略』『一』
延長1（923） 11.17 朱雀天皇 1 藤原穏子 中宮 『一』
延長8（930） 9.29 章明親王 7 藤原兼輔女 更衣 『略』『一』
延長4 (926) 11.21 村上天皇 1 藤原穏子 中宮 『略』『貞』
源高明 7 源周子 更衣 『一』『符』/『符』8歳、『公』7歳
源兼明 7 藤原淑姫 更衣 『一』『符』/『符』8歳、『公』7歳 /後に親王
源自明 4 藤原淑姫 更衣 『一』『符』
源允明 3 源敏相女 更衣ヵ 『一』『符』
源為明 藤原伊衡女 更衣
源盛明 源周子 更衣 後に親王
延長1（923） ―――― 『西』『禁』皇子二名賜姓記事有
康保4（967） 6.22 (盛明親王) 源周子 更衣 『略』/『一』『河』『大』7月
貞元2（977） 4.21 (兼明親王) 65 藤原淑姫 更衣 『略』『公』『百』/『扶』24日
昌泰2（899） 12.14 勧子内親王 1 為子内親王 妃 『略』
宣子内親王 2 源封子 更衣 『略』『一』
恭子内親王 2 藤原鮮子 更衣 『略』『一』
延喜4（904） 11.17 慶子内親王 2 源和子 女御
『略』『一』/『略』923.2.10薨伝に「第三皇女」とある
も認め難し/敦固親王室
勤子内親王 5 源周子 更衣 『略』『一』/藤原師輔室
婉子内親王 5 藤原鮮子 更衣 『略』『一』
郁子内親王 4 源周子 更衣 『略』『一』
修子内親王 満子女王 更衣 元良親王室
敏子内親王 6 藤原鮮子 更衣 『略』『一』/『略』名：繁子
雅子内親王 3 源周子 更衣 同上/921年賜姓は誤ヵ/師輔室
普子内親王 2 満子女王 更衣 『略』『一』/源清平室
延長8（930） 9.29 靖子内親王 16 源封子 更衣 同上/921年賜姓ヵ/藤原師氏室
皇子
皇子
延喜3（903） 2.17
寛平1 (889) 12.28
寛平4（892） 12.29
寛平3 (891) 2.14
寛平9（897） 2.29
延喜4（904）
延喜8（908） 4.5
延喜8（908） 4.5
延喜11（911） 11.28
延喜14（914） 11.25
延喜11（911） 11.28
延喜20（920） 12.28
皇女
醍醐
宇多
皇女
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韶子内親王 3 源和子 女御 『略』『一』『貞』/源清蔭室
康子内親王 2 藤原穏子 中宮 『略』『一』『貞』/師輔室
延長1（923） 11.17 斉子内親王 3 源和子 女御 『一』/『一』名：済子/『略』名：斉子
延長8（930） 9.29 英子内親王 10 藤原淑姫 更衣 『略』『一』
源兼子 7 源周子 更衣 『一』『符』
源厳子 6 『一』『符』
朱雀 皇女 天暦4（950） 8.10, 昌子内親王 1 煕子女王 『符』/冷泉皇后
廣平親王 藤原祐姫 更衣 母：元子とも
天暦4 (950) 7.15 冷泉天皇 1 藤原安子 皇后 『略』
到平親王 藤原正妃 更衣
為平親王 藤原安子 皇后
天徳4（960） 2.11 昌平親王 5 藤原芳子 女御
『略』『九』/『略』961.8.23薨伝「年六、今上第六
子、」
天徳3 (959) 10.25 円融天皇 1 藤原安子 皇后 『略』/『略』959.3.2誕生「第五皇子」
康保2（965） 8.13 具平親王 2 荘子女王 女御 『略』
康保3（966） 4.19 永平親王 2 藤原芳子 女御 『略』『大』
天徳4 (960) 12.29 源昭平 7 藤原正妃 更衣 『符』『禁』/『略』25日/『西』26日
貞元2（977） 4.21 (昭平親王) 24 藤原正妃 更衣 『略』『公』/『扶』24日
皇子 徽子女王 女御 『略』962.9.11誕生即日夭折(1歳)
天暦3（891） 2.25 承子内親王 2 藤原安子 皇后 『略』『一』/夭折(4歳)
理子内親王 源計子 更衣 藤原顕光室ヵ?
保子内親王 藤原正妃 更衣 藤原兼家が通ったとされる
規子内親王 徽子女王 女御
盛子内親王 源計子 更衣 藤原顕光室
天暦8（954）頃ヵ 楽子内親王 荘子女王 女御
『一』955年斎宮(4歳) /『略』998.9.17薨伝「第六
女」
輔子内親王 藤原安子 皇后
『略』992.3.3薨伝「第六女」、『栄』「女七」、『大』「女
七の宮」
緝子内親王 藤原祐姫 更衣
母：元子とも /『略』970.8.18薨伝「第八之女」（本文
注(28)参照）
資子内親王 藤原安子 皇后 『小』1015.4.26薨去「第九如(女)親王」
康保1（964） 8.21 選子内親王 1 藤原安子 皇后 『略』『大』裏
皇女 藤原安子 皇后 『略』962.12.25誕生、同28日夭折(1歳)
安和1 (968) 12.22 花山天皇 1 藤原懐子 女御 『略』
為尊親王 藤原超子 女御
敦道親王 藤原超子 女御
天元1（978） 11.20. 三条天皇 3 藤原超子 女御 『略』『大』『歴』
8.4 宗子内親王 4 藤原懐子 女御 『略』
9.4 尊子内親王 2 藤原懐子 女御 『略』/円融女御
天延2（974） 3.9 光子内親王 2 藤原超子 女御 『略』『一』/夭折(3歳)
円融 皇子 天元3 (980) 8.1 一条天皇 1 藤原詮子 女御 『略』
清仁親王 平祐之女 乳母 『略』『堂』/出家後の子/冷泉養子
昭登親王 平祐忠女 女房 『略』『堂』/出家後の子/冷泉養子
覚源 僧/東寺長者権別当
深観 僧/東大寺別当
皇女 平祐之女 乳母 『栄』
皇女 平祐之女 乳母 『栄』
皇女 平祐忠女 女房 『栄』
皇女 平祐忠女 女房 『栄』/兵部命婦の子とす
他男女24名ヵ(『栄』)
長保2（1000） 4.18 敦康親王 2 藤原定子 皇后 『略』『権』
寛弘5 (1008) 11.16 後一条天皇 1 藤原彰子 中宮 『略』『堂』
寛弘7 (1010) 1.16 後朱雀天皇 2 藤原彰子 中宮 『略』『堂』『権』
長徳3（997） 12.13 脩子内親王 2 藤原定子 皇后 『権』/『略』14日
長保3（1001）以
前
媄子内親王 (2) 藤原定子 皇后 『権』1001.12.29「女二親王」/夭折(9歳)
小一条院 18 藤原娀子 皇后 『略』
敦儀親王 15 藤原娀子 皇后 『略』
敦平親王 13 藤原娀子 皇后 『略』
師明親王 7 藤原娀子 皇后 『略』
皇子村上
皇子
延喜20（920） 12.17
皇女
冷泉
一条
皇女
皇子
三条
寛弘8（1011） 10.5
延喜20（920） 12.28
皇子
皇女
康保4（967）
寛弘1（1004) 5.4
皇子
皇女
花山
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当子内親王 11 藤原娀子 皇后 『略』/藤原道雅密通
禔子内親王 9 藤原娀子 皇后 『略』/藤原教通室
長和2（1013） 10.22 禎子内親王 1 藤原妍子 中宮 『略』『堂』/後朱雀皇后
寛仁3（1019） 3.4 敦貞親王 6 藤原延子 『略』『堂』『小』/三条養子
敦昌親王 藤原延子 『略』/『紹』『尊』母：頼宗女/三条養子
敦元親王 藤原寛子 『略』/三条養子
天喜1（1053） 12月 敦賢親王 藤原頼宗女 『十三』/三条養子
源基平 藤原頼宗女 『紹』/敦賢息とも
源信宗 源政隆女
源顕宗
源当宗
行観 僧
聖珍 僧/阿闍梨
珍明 僧
皇子 藤原寛子 夭折(2歳)
栄子内親王 藤原延子 三条養子
寛仁3（1019） 3.4 儇子内親王 2 藤原寛子 『略』『堂』『小』/三条養子
嘉子内親王 三条養子
信子女王 源氏 『栄』
斉子女王 源政隆女
王女 藤原寛子 『栄』
万寿4 (1027) 2.11 章子内親王 2 藤原威子 中宮 『略』『小』/後冷泉中宮
馨子内親王 藤原威子 中宮 後三条中宮
後冷泉天皇 12 藤原嬉子 東宮妃 『紹』『百』/母は元尚侍
後三条天皇 3 禎子内親王 皇后 『帝』『一』『紹』
良子内親王 8 禎子内親王 皇后 『一』『十三』
娟子内親王 禎子内親王 皇后 『一』『十三』/源俊房と密通
長暦2（1038） 6.18 祐子内親王 1 嫄子女王 中宮 『一』『十三』/母は藤原頼通養女
長暦3（1039） 12.5 禖子内親王 1 嫄子女王 中宮 『春』/母は藤原頼通養女
正子内親王 藤原延子 女御
皇子 藤原歓子 皇后 『扶』夭折(1歳)
高階為行 菅原増守女 女房カ 高階為家の子とす
治暦4 (1068) 8.14 白河天皇 16 藤原茂子 東宮妃 『中』『一』『百』『江』
延久3（1071） 8.12 実仁親王 源基子 女御 『扶』『一』
承保2（1075） 12.16 輔仁親王 源基子 女御 『一』『十三』
皇子 藤原行子 典侍 夭折
皇子 馨子内親王 中宮 夭折
藤原有佐 平親子 堂侍 藤原顕綱養子
聡子内親王 藤原茂子 東宮妃 『本』『扶』『一』
俊子内親王 藤原茂子 東宮妃 『本』『扶』『一』
佳子内親王 藤原茂子 東宮妃 『本』『扶』『一』
篤子内親王 藤原茂子 東宮妃 堀河中宮
皇女 馨子内親王 中宮 『栄』夭折
皇女 藤原茂子 東宮妃 夭折(1歳)
8.14
皇子
皇子後三条
皇女
皇女
小一
条院
王
女王
長元9（1036）
後冷泉
治暦4（1069）
後朱雀
皇女
皇子
長元2（1029）
後一条
長元9 (1036)
12.5
12.22
皇女
寛弘8（1011） 10.5
※皇子女の並びについては親王、源氏賜姓者、出家者とし、父天皇ごとに、皇子、続けて皇女とした。また各々の内史料中
における序列、表記、並びに推定される生年等から考慮し、生まれの早い者から順に記載した。但し、源氏から親王に復す
など重複する場合や、後に改めて源氏以外の氏を賜った場合は改めて下部に記し（）を付し、姓名や詳細が不明の場合は
生年に関わらず最下部に列した。
※皇子女の年齢は賜姓・宣下時の年齢であり、賜姓・宣下時の史料に年齢の記載があるものは記載の年齢を、生年の分か
るものは生年を参考とした。一部『公』を参考としたが、六国史等と相違のある場合は六国史等を優先した。その他年齢の推
察されるものを参考に算出したものもあるが、何分不確実なものであることは考慮されたい。
※出典は主たるもののみ表記した。史料によって名前、生母等が異なる場合は備考欄に加え、特に生母に関しては通説も
しくは史実に沿った者を生母の覽に記載した。
※生母の后妃の別については天皇在位中迄の皇太后位、贈位等を除いた最終的なものであり、また皇子女出生時のもの
ではないことを考慮されたい。
※出典の略記は以下の通りである。 / 後：『日本後紀』、続：『続日本後紀』、文：『文徳実録』、三：『三代実録』、略：『日本紀
略』、扶：『扶桑略記』、公：『公卿補任』、姓：『新撰姓氏録』、紹：『本朝皇胤紹運録』、一：『一代要記』、十三：『十三代要略』、
尊：『尊卑分脈』、皇：『皇代暦』、帝：『帝王系図』、菅：『菅原氏系図』、禁：『禁秘抄』、歴：『歴代編年集成』、編：『帝王編年
記』、符：『類聚符宣抄』、古：『古今和歌集目録』、河：『河海抄』、西：『西宮記』、江：『江家次第』、賀：『賀茂斎院記』、伊：『伊
勢斎宮部類』、大：『大鏡』、栄：『栄花物語』、和：『大和物語』、百：『百錬抄』、本：『本朝世紀』、貞：『貞信公記』、九：『九曆』、
権：『権記』、堂：『御堂関白記』、小：『小右記』、中：『中右記』、春：『春記』　　　（順不同）
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第
三
章 
藤
原
師
輔
と
内
親
王
降
嫁
の
実
現 
 
 
 
 
 
は
じ
め
に 
 
さ
て
、
以
上
桓
武
朝
の
延
暦
十
二
年
の
詔
に
よ
り
、
皇
親
女
子
の
婚
制
緩
和
が
な
さ
れ
て
な
お
内
親
王
降
嫁
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
並
び
に
嵯
峨
朝
よ
り
恒
常
的
に
一
世
皇
子
女
へ
の
賜
姓
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
こ
の
一
世
皇
子
女
へ
の
賜
姓
の
開
始
が
、
ひ
い
て
は
一
世
皇
子
女
で
あ
り
な
が
ら
臣
下
に
降
嫁
す
る
と
い
う
事
例
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
嵯
峨
皇
女
源
潔
姫
と
藤
原
良
房
の
結
婚
、
並
び
に
宇
多
皇
女
源
順
子
（
１
）
と
藤
原
忠
平
の
結
婚
が
そ
れ
で
、
潔
姫
と
順
子
は
天
皇
の
女
（
一
世
皇
女
）
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
賜
姓
さ
れ
て
臣
下
（
源
氏
）
の
身
分
と
な
っ
た
た
め
に
藤
原
氏
に
降
嫁
し
得
た
の
で
あ
り
、
こ
の
二
例
は
い
ず
れ
も
各
々
の
父
、
嵯
峨
上
皇
と
、
（
２
）
宇
多
法
皇
が
斡
旋
し
、
（
３
）
実
現
し
た
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
（
４
） 
 
こ
の
よ
う
な
「
賜
姓
さ
れ
た
皇
女
で
あ
れ
ば
臣
下
に
降
嫁
し
得
る
」
と
い
う
可
能
性
は
、
ひ
い
て
は
有
力
な
源
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
、
藤
原
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
前
者
に
は
、
陽
成
一
世
源
氏
源
清
蔭
と
醍
醐
皇
女
韶
子
内
親
王
、
光
孝
二
世
源
氏
源
清
平
と
醍
醐
皇
女
普
子
内
親
王
の
例
が
あ
り
、
後
者
に
は
、
藤
原
師
輔
と
醍
醐
皇
女
勤
子
内
親
王
・
雅
子
内
親
王
・
康
子
内
親
王
の
三
名
、
次
い
で
師
輔
の
弟
師
氏
と
醍
醐
皇
女
靖
子
内
親
王
、
藤
原
顕
光
と
村
上
皇
女
盛
子
内
親
王
、
藤
原
兼
家
と
村
上
皇
女
保
子
内
親
王
、
藤
原
教
通
と
三
条
皇
女
禔
子
内
親
王
、
藤
原
信
家
と
三
条
養
女
敦
明
親
王
女
儇
子
内
親
王
の
結
婚
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
し
か
し
臣
下
と
源
氏
女
子
の
事
例
と
は
異
な
り
、
教
通
と
禔
子
内
親
王
の
事
例
を
除
い
た
そ
の
他
の
臣
下
と
内
親
王
の
結
婚
事
例
は
い
ず
れ
も
父
天
皇
崩
御
後
の
私
通
で
あ
り
、
（
５
）
私
通
時
の
天
皇
に
黙
認
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
正
攻
法
で
内
親
王
降
嫁
を
実
現
す
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
内
親
王
降
嫁
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が
黙
認
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
同
じ
く
清
和
二
世
源
氏
源
嘉
種
と
宇
多
皇
女
孚
子
内
親
王
の
私
通
に
対
し
、
内
親
王
生
母
の
十
世
王
女
が
こ
れ
を
咎
め
て
門
を
閉
め
、
嘉
種
の
訪
問
を
拒
ん
だ
例
（
『
大
和
物
語
』
）
（
６
）
、
藤
原
道
雅
と
三
条
皇
女
当
子
内
親
王
、
源
俊
房
と
後
朱
雀
皇
女
娟
子
内
親
王
の
私
通
が
い
ず
れ
も
天
皇
の
勅
勘
を
蒙
っ
た
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
必
ず
し
も
制
限
な
く
内
親
王
降
嫁
が
見
逃
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
同
母
妹
康
子
内
親
王
の
降
嫁
を
「
や
す
か
ら
ぬ
こ
と
」
と
思
い
な
が
ら
も
村
上
天
皇
が
黙
認
し
た
の
は
（
『
大
鏡
』
公
季
項
）
（
７
）
、
師
輔
が
中
宮
安
子
の
父
、
皇
太
子
外
祖
父
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
師
輔
同
母
弟
師
氏
、
関
白
太
政
大
臣
兼
通
男
顕
光
、
関
白
兼
家
、
左
大
臣
か
ら
摂
政
・
太
政
大
臣
と
な
っ
た
道
長
男
教
通
、
そ
の
男
信
家
な
ど
、
天
皇
の
外
戚
、
摂
関
家
の
子
弟
に
限
っ
て
黙
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
言
え
る
。 
 
し
か
し
こ
う
し
た
醍
醐
皇
女
か
ら
村
上
皇
女
に
か
け
て
頻
発
し
た
内
親
王
降
嫁
は
、
三
条
皇
女
の
例
を
最
後
に
近
世
ま
で
長
く
途
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
院
政
期
以
降
の
藤
原
氏
の
弱
体
化
や
、
天
皇
家
側
か
ら
も
藤
原
氏
に
紐
帯
を
求
め
る
必
要
性
が
無
く
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
な
お
も
内
親
王
と
臣
下
の
結
婚
へ
の
禁
婚
意
識
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
よ
う
。
即
ち
、
内
親
王
降
嫁
は
師
輔
へ
の
勤
子
内
親
王
の
降
嫁
を
発
端
と
し
て
ブ
ー
ム
の
よ
う
に
摂
関
家
子
弟
の
間
で
巻
き
起
こ
っ
た
現
象
な
の
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は
紛
れ
も
な
く
初
め
て
内
親
王
降
嫁
を
実
現
さ
せ
た
師
輔
に
あ
る
の
で
あ
る
。 
 
で
は
何
故
師
輔
は
違
法
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
内
親
王
を
、
そ
れ
も
立
て
続
け
に
三
人
も
降
嫁
さ
せ
た
の
か
。
そ
し
て
、
何
故
そ
れ
が
実
現
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
 
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
の
違
法
性
と
そ
の
特
異
性
に
つ
い
て
は
史
学
領
域
に
お
い
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
師
輔
を
語
る
に
当
た
っ
て
必
ず
そ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
点
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
で
い
な
が
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
先
行
研
究
は
極
め
て
少
な
い
。 
 
例
え
ば
藤
木
邦
彦
氏
は
師
輔
以
降
降
嫁
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
師
輔
が
皇
室
と
の
血
縁
的
関
係
を
深
め
自
己
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の
地
位
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
が
、
何
故
師
輔
が
内
親
王
降
嫁
を
実
現
さ
せ
た
の
か
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
た
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
（
８
）
ま
た
服
藤
早
苗
氏
は
編
著
中
に
お
い
て
「
天
皇
家
と
摂
関
家
の
架
け
橋
―
皇
女
の
結
婚
」
と
題
し
て
こ
れ
に
着
目
し
て
い
る
も
の
の
、
概
説
書
色
の
強
い
著
書
で
あ
る
だ
け
に
表
面
的
な
考
察
に
留
ま
っ
て
い
る
事
が
惜
し
ま
れ
る
。
（
９
）
唯
一
、
安
田
政
彦
氏
が
こ
の
問
題
に
重
点
を
置
い
て
正
面
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
師
輔
が
内
親
王
を
娶
り
得
た
の
は
父
忠
平
が
摂
政
太
政
大
臣
で
あ
っ
た
こ
と
、
女
安
子
が
村
上
天
皇
皇
后
で
あ
る
等
の
背
景
に
よ
る
師
輔
へ
の
寵
遇
と
、
何
よ
り
皇
太
后
穏
子
が
朱
雀
・
村
上
天
皇
生
母
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
た
め
だ
と
す
る
。
（
１
０
）
無
論
そ
の
点
は
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
が
許
さ
れ
た
最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
康
子
内
親
王
降
嫁
が
村
上
天
皇
に
好
ま
し
か
ら
ず
思
わ
れ
た
の
が
、
康
子
内
親
王
が
先
の
勤
子
・
雅
子
内
親
王
の
時
と
違
い
皇
后
腹
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
見
解
に
も
同
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
（
１
１
）
こ
の
勤
子
・
雅
子
内
親
王
の
降
嫁
が
「
本
来
賜
姓
さ
れ
る
べ
き
更
衣
腹
出
自
の
内
親
王
で
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
」
と
い
う
の
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
一
世
源
氏
と
藤
原
氏
の
結
婚
の
事
例
で
あ
っ
て
も
、
先
例
で
は
い
ず
れ
も
天
皇
裁
可
の
も
と
に
特
殊
な
場
合
（
嵯
峨
上
皇
に
よ
る
藤
原
氏
の
協
力
を
得
る
た
め
の
潔
姫
降
嫁
、
藤
原
氏
を
外
戚
と
し
な
い
宇
多
上
皇
に
よ
る
藤
原
氏
と
の
紐
帯
を
深
め
る
た
め
の
順
子
降
嫁
）
に
限
り
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
も
し
も
源
氏
賜
姓
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
師
輔
が
降
嫁
を
成
し
得
た
理
由
に
は
な
る
ま
い
。
従
っ
て
内
親
王
降
嫁
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
史
学
的
に
も
更
な
る
検
証
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。 
 
一
方
、
国
文
学
領
域
に
お
い
て
は
特
に
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
に
つ
い
て
非
常
に
活
発
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
師
輔
―
雅
子
内
親
王
―
敦
忠
（
時
平
男
、
師
輔
従
兄
）
の
三
者
間
で
の
恋
愛
模
様
が
『
後
撰
和
歌
集
』『
師
輔
集
』『
敦
忠
集
』
と
い
っ
た
和
歌
集
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
有
意
義
に
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
源
氏
物
語
』
等
の
物
語
に
見
ら
れ
る
内
親
王
降
嫁
の
准
拠
と
し
て
、
史
実
上
の
内
親
王
降
嫁
に
関
す
る
研
究
は
活
発
で
あ
る
。
（
１
２
） 
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中
で
も
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
の
理
由
と
し
て
は
、
勤
子
・
雅
子
内
親
王
が
源
高
明
の
同
母
姉
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
師
輔
と
高
明
の
紐
帯
と
関
連
付
け
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
師
輔
と
高
明
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
師
輔
の
日
記
で
あ
る
『
九
暦
』
の
記
述
、
高
明
の
編
著
で
あ
る
『
西
宮
記
』
に
お
け
る
師
輔
の
九
条
流
作
法
と
の
類
似
や
引
用
、
師
輔
の
死
後
に
起
こ
っ
た
安
和
の
変
の
原
因
等
（
１
３
）
か
ら
も
指
摘
し
た
先
学
は
多
く
、
周
知
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
山
中
裕
氏
は
、
師
輔
の
権
威
は
多
く
の
子
供
と
皇
族
、
賜
姓
源
氏
と
の
婚
姻
関
係
ゆ
え
で
あ
っ
て
、
特
に
賜
姓
源
氏
の
中
で
は
高
明
が
重
要
で
、
村
上
天
皇
を
中
心
に
安
子
、
高
明
が
取
り
囲
む
よ
う
に
強
固
な
権
力
基
盤
を
築
い
て
い
た
の
だ
と
述
べ
る
（
１
４
）
（
系
図
１
）
。 
 
こ
れ
ら
の
事
実
に
よ
り
両
者
の
関
係
の
深
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
安
西
奈
保
子
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
が
高
明
と
強
い
血
縁
関
係
に
あ
り
た
い
と
い
う
願
望
の
た
め
で
あ
り
、
勤
子
・
雅
子
内
親
王
を
貰
い
受
け
た
の
に
対
し
師
輔
が
三
女
・
五
女
を
高
明
に
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嫁
し
た
の
が
そ
の
現
れ
で
あ
る
と
し
て
、
双
方
の
姻
戚
関
係
に
の
み
着
目
す
る
の
は
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。
（
１
５
）
師
輔
が
高
明
に
三
女
を
嫁
が
せ
た
の
は
内
親
王
降
嫁
か
ら
十
年
以
上
も
先
の
話
で
あ
っ
て
、
ま
し
て
や
五
女
に
関
し
て
は
師
輔
の
薨
去
後
で
あ
る
。
ま
た
師
輔
家
と
高
明
家
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
史
料
中
か
ら
窺
え
る
双
方
の
密
接
な
関
係
は
や
は
り
内
親
王
降
嫁
よ
り
十
年
以
上
も
下
っ
た
村
上
朝
頃
か
ら
散
見
し
始
め
る
の
で
あ
っ
て
、
単
純
に
相
互
的
な
姻
戚
関
係
を
根
拠
と
し
て
紐
帯
を
築
く
た
め
の
内
親
王
降
嫁
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
師
輔
が
高
明
家
へ
の
接
近
に
先
ん
じ
て
、
高
明
同
母
姉
内
親
王
の
降
嫁
を
実
現
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
点
に
こ
そ
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 
 
と
は
い
え
、
史
上
初
と
な
る
内
親
王
の
藤
原
氏
へ
の
降
嫁
に
当
た
っ
て
師
輔
が
選
ん
だ
の
が
、
後
に
強
固
な
紐
帯
を
築
く
こ
と
に
な
る
高
明
の
同
母
姉
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
よ
い
偶
然
で
も
あ
る
ま
い
。 
 
そ
こ
で
本
章
で
は
師
輔
が
何
故
内
親
王
に
通
じ
、
そ
れ
を
実
現
し
得
た
の
か
に
加
え
、
何
故
勤
子
・
雅
子
・
康
子
内
親
王
の
三
人
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
師
輔
の
「
内
親
王
好
み
」
に
含
ま
れ
た
意
図
を
探
る
も
の
と
す
る
。 
   
 
 
 
 
第
一
節 
内
親
王
降
嫁
の
時
代 
 
 
 
１ 
寛
平
・
延
喜
・
天
暦
の
治 
 
藤
原
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
は
、
藤
原
師
輔
へ
の
醍
醐
皇
女
勤
子
内
親
王
降
嫁
が
初
例
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
現
存
す
る
系
譜
史
料
（
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
『
尊
卑
分
脈
』
等
）
に
お
い
て
醍
醐
天
皇
の
皇
女
（
勤
子
・
雅
子
・
靖
子
・
康
子
内
親
王
）
の
降
嫁
が
最
も
早
い
事
例
で
あ
る
こ
と
、
並
び
に
こ
れ
ら
内
親
王
の
年
齢
を
鑑
み
る
に
、
師
輔
へ
の
勤
子
・
雅
子
内
親
王
降
嫁
が
先
ん
じ
る
こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
に
つ
い
て
も
、
『
師
輔
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集
』
に
お
け
る
勤
子
・
雅
子
内
親
王
姉
妹
双
方
と
の
贈
答
か
ら
、
先
ん
じ
て
妹
の
雅
子
内
親
王
に
文
を
贈
っ
て
い
た
も
の
の
、
雅
子
内
親
王
が
朱
雀
天
皇
即
位(
延
長
八
年(
九
三
〇))
に
際
し
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
関
係
が
断
た
れ
、
間
も
な
く
姉
勤
子
内
親
王
に
通
じ
た
と
い
う
経
緯
が
窺
え
る
。 
 
特
に
木
船
重
昭
氏
は
、
師
輔
へ
の
勤
子
内
親
王
の
時
期
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
し
、
師
輔
の
勤
子
内
親
王
求
愛
の
歌
に
お
け
る
「
思
ひ
そ
め
て
し
紅
の
色
」（
四
三(
以
下
『
師
輔
集
』
歌
番
号
は
章
末
表
１
を
参
照)
）
の
「
ひ
（
緋
）
」
か
ら
、
こ
れ
を
衣
の
色
に
掛
け
た
詞
で
あ
る
と
指
摘
し
、
即
ち
師
輔
が
四
位
で
あ
っ
た
承
平
三
年
～
四
年(
九
三
三
～
三
四)
の
頃
と
推
測
し
て
い
る
。
更
に
最
初
の
贈
答
歌
に
お
け
る
「
葦
鶴
」（
三
〇
・
三
一
）
、
求
愛
容
認
の
贈
答
歌
に
お
け
る
「
春
霞
」（
三
二
・
三
三
）
、
二
人
の
密
通
が
世
に
喧
伝
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
贈
答
歌
に
お
け
る
「
蝙
蝠
の
扇
」（
五
九
a
）
、
そ
し
て
秋
の
贈
答
歌
（
四
九
～
五
四
）
が
既
に
夫
婦
の
睦
言
で
あ
る
と
の
見
解
か
ら
、
承
平
三
年(
九
三
三)
冬
よ
り
求
愛
し
、
同
四
年(
九
三
四)
春
頃
に
容
認
さ
れ
、
同
年
夏
頃
に
は
噂
と
な
り
、
秋
頃
ま
で
に
降
嫁
が
成
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
１
６
）
即
ち
、
雅
子
内
親
王
が
「
未
婚
の
内
親
王
」
の
み
が
卜
定
さ
れ
る
伊
勢
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
た
承
平
元
年(
九
三
一)
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
間
も
な
く
、
雅
子
内
親
王
の
伊
勢
滞
在
中
に
勤
子
内
親
王
の
降
嫁
が
実
現
し
た
事
に
な
る
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
同
『
師
輔
集
』
よ
り
勤
子
内
親
王
の
降
嫁
に
先
ん
じ
て
、
師
輔
が
求
愛
の
歌
を
贈
っ
て
い
た
の
は
妹
の
雅
子
内
親
王
で
あ
り
、
ま
た
『
敦
忠
集
』
か
ら
は
元
々
雅
子
内
親
王
と
相
思
相
愛
で
あ
っ
た
の
は
師
輔
で
は
な
く
藤
原
時
平
男
敦
忠
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
も
木
船
氏
に
よ
る
と
、
敦
忠
と
雅
子
内
親
王
は
延
長
七
年
（
九
二
九
）
以
来
二
年
近
く
も
相
思
相
愛
の
仲
で
あ
っ
た
と
い
う
（
『
敦
忠
集
』
（
１
７
）
）
。
同
氏
は
こ
の
後
延
長
八
年(
九
三
〇)
の
秋
頃
か
ら
師
輔
も
が
雅
子
内
親
王
に
想
い
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
内
に
雅
子
内
親
王
は
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
た
た
め
、
彼
ら
の
間
柄
は
一
時
断
た
れ
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
的
に
は
斎
宮
を
退
下
し
た
雅
子
内
親
王
に
通
じ
た
師
輔
が
、
か
つ
て
の
雅
子
内
親
王
の
恋
人
で
あ
る
敦
忠
を
出
し
ぬ
く
形
で
降
嫁
を
実
現
さ
せ
た
の
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で
あ
る
。 
 
こ
の
雅
子
内
親
王
の
事
例
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
敦
忠
・
師
輔
と
雅
子
内
親
王
の
関
係
は
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
純
愛
関
係
で
あ
っ
た
。
敦
忠
に
至
っ
て
は
二
年
近
く
も
雅
子
内
親
王
と
の
間
に
恋
歌
を
交
わ
し
て
い
な
が
ら
、
降
嫁
を
実
現
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
贈
答
歌
の
内
に
そ
れ
を
想
定
し
た
様
子
す
ら
窺
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
い
か
に
純
愛
と
い
え
ど
も
、
既
に
忠
平
の
政
権
下
と
な
っ
た
醍
醐
朝
末
期
に
、
時
平
男
で
あ
る
敦
忠
の
よ
う
な
参
議
に
も
昇
っ
て
い
な
い
人
物
が
内
親
王
と
恋
歌
を
贈
答
し
得
た
と
い
う
こ
と
に
は
注
目
で
き
よ
う
。 
 
で
は
敦
忠
が
、
そ
し
て
師
輔
が
内
親
王
に
懸
想
し
得
た
醍
醐
朝(
八
九
七
～
九
三
〇)
か
ら
、
師
輔
が
内
親
王
降
嫁
を
実
現
さ
せ
た
朱
雀
朝(
九
三
〇
～
九
四
八)
、
次
い
で
村
上
朝(
九
四
八
～
九
六
七)
と
は
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
の
か
。
内
親
王
降
嫁
が
起
こ
り
得
る
風
潮
と
は
ど
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
 
ま
ず
醍
醐
朝
と
は
、
藤
原
基
経
に
よ
り
陽
成
天
皇
が
事
実
上
退
位
に
追
い
込
ま
れ
、
代
わ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
光
孝
天
皇
が
即
位
し
（
元
慶
八
年(
八
八
四)
）
、
更
に
そ
の
後
継
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者
と
し
て
源
氏
賜
姓
し
て
い
た
光
孝
皇
子
源
定
省
が
親
王
に
復
し
て
即
位
し
宇
多
天
皇
と
な
る
（
仁
和
三
年(
八
八
七)
）
な
ど
、
皇
統
と
皇
位
継
承
の
混
乱
期
の
煽
り
を
受
け
た
時
代
に
始
ま
っ
た
。
醍
醐
天
皇
自
身
も
宇
多
天
皇
が
源
定
省
と
称
し
臣
下
で
あ
っ
た
時
分
の
所
生
で
あ
り
、
宇
多
天
皇
の
即
位
に
よ
り
親
王
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
皇
権
は
決
し
て
強
靭
な
も
の
で
は
な
っ
た
（
系
図
２
）
。 
 
一
方
藤
原
氏
は
、
基
経
に
よ
る
光
孝
天
皇
擁
立
、
宇
多
朝
に
お
け
る
阿
衡
の
紛
議
と
（
１
８
）
い
っ
た
横
行
に
そ
の
絶
大
な
影
響
力
が
伺
い
知
ら
れ
る
も
の
の
、
寛
平
三
年(
八
九
一)
正
月
十
三
日
に
基
経
が
薨
じ
る
と
、
間
も
な
く
宇
多
天
皇
は
基
経
後
継
者
時
平
に
憂
慮
し
つ
つ
も
菅
原
道
真
を
は
じ
め
と
し
た
文
人
登
用
に
力
を
入
れ
、
政
治
権
力
を
分
散
さ
せ
た
。
更
に
宇
多
天
皇
に
入
内
し
て
い
た
基
経
女
温
子
に
は
皇
子
が
生
ま
れ
ず
、
藤
原
氏
は
外
戚
政
策
に
も
失
敗
す
る
。
尤
も
次
代
醍
醐
天
皇
は
、
藤
原
氏
傍
流
高
藤
女
胤
子
を
母
と
す
る
も
の
の
、
温
子
を
養
母
と
し
て
い
る
か
ら
、
ま
っ
た
く
失
敗
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
宇
多
上
皇
は
醍
醐
天
皇
を
元
服
さ
せ
た
後
に
即
位
さ
せ
る
こ
と
で
摂
政
の
設
置
を
拒
ん
だ
ば
か
り
か
（
『
愚
管
抄
』
）
（
１
９
）
、
母
班
子
女
王
と
計
っ
て
、
宇
多
同
母
妹
の
為
子
内
親
王
を
元
服
の
副
臥
と
し
て
醍
醐
天
皇
に
入
侍
さ
せ
、
即
位
後
の
藤
原
氏
子
女
の
入
内
を
阻
害
す
る
な
ど
（
『
九
暦
』
天
暦
四
年(
九
五
〇)
六
月
十
五
日
条
（
２
０
）
）
、
藤
原
氏
の
専
横
を
制
御
せ
ん
と
し
た
。
ま
た
『
九
暦
』
同
日
条
で
は
、
為
子
内
親
王
が
御
産
で
薨
じ
る
と
、
こ
れ
が
入
内
を
阻
ま
れ
た
穏
子
の
生
母
人
康
親
王
女
の
祟
り
の
せ
い
と
の
噂
が
広
ま
り
、
班
子
女
王
が
再
び
穏
子
の
入
内
を
禁
じ
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
時
平
が
策
を
巡
ら
せ
穏
子
を
入
内
さ
せ
た
た
め
に
宇
多
上
皇
の
怒
り
を
買
っ
た
こ
と
、
更
に
穏
子
が
皇
子
を
出
産
し
た
が
、
父
宇
多
上
皇
の
命
を
恐
れ
た
醍
醐
天
皇
は
こ
れ
を
立
太
子
で
き
ず
、
時
平
が
他
の
公
卿
等
と
上
表
し
た
こ
と
で
漸
く
成
っ
た
こ
と
な
ど
、
宇
多
上
皇
が
上
皇
と
し
て
醍
醐
治
世
を
牽
制
し
、
藤
原
氏
の
権
力
の
増
大
を
抑
制
せ
ん
と
し
て
い
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
宇
多
上
皇
と
班
子
女
王
が
醍
醐
治
世
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
藤
木
邦
彦
氏
、
島
田
と
よ
子
氏
等
に
よ
っ
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
か
し
藤
木
氏
は
、
宇
多
朝
に
お
け
る
基
経
の
死
に
よ
り
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一
頓
挫
を
き
た
し
た
藤
原
氏
勢
力
も
、
現
実
に
は
藤
原
氏
が
依
然
政
局
を
担
当
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
醍
醐
皇
后
穏
子
が
後
に
皇
太
后
、
太
皇
太
后
と
し
て
権
勢
を
張
り
、
村
上
朝
に
は
師
輔
女
安
子
が
皇
后
と
し
て
勢
い
を
伸
ば
し
た
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
延
喜
天
暦
の
治
と
い
わ
れ
る
天
皇
親
政
時
代
に
あ
っ
て
も
、
宮
中
・
府
中
総
じ
て
藤
原
氏
の
潜
在
的
勢
力
は
維
持
さ
れ
、
将
来
の
発
展
の
根
拠
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
（
２
１
）
中
で
も
特
に
国
母
の
力
に
支
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
朱
雀
・
村
上
天
皇
母
后
穏
子
は
村
上
天
皇
即
位
（
『
大
鏡
』
雑
々
物
語
）
、
冷
泉
天
皇
擁
立
（
『
九
暦
』『
御
産
部
類
記
』
）
に
一
役
買
い
、
ま
た
村
上
天
皇
即
位
後
に
安
子
が
女
御
に
な
っ
た
こ
と
も
穏
子
の
計
ら
い
で
あ
っ
て
、
以
後
安
子
と
憲
平
親
王
［
冷
泉
］
の
擁
護
に
努
め
て
い
た
こ
と
（
『
九
暦
』
）
を
見
て
も
、
そ
の
影
響
力
は
明
ら
か
で
あ
る
。 
 
そ
も
そ
も
延
喜
天
暦
年
間(
九
〇
一
～
九
二
三
、
九
四
七
～
九
五
七)
の
醍
醐
・
村
上
朝
を
聖
代
視
す
る
傾
向
は
、
早
い
も
の
で
は
円
融
朝
の
天
元
三
年(
九
八
〇)
源
順
の
奏
上
、
一
条
朝
の
正
暦
四
年(
九
九
三)
大
江
匡
衡
の
奏
上
（
以
上
『
本
朝
文
粋
』
）
に
見
ら
れ
、
お
そ
ら
く
治
世
の
す
ぐ
後
よ
り
早
く
も
観
念
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
『
栄
花
物
語
』
『
大
鏡
』
に
も
描
か
れ
る
両
天
皇
の
節
倹
を
心
が
け
た
君
徳
や
寛
容
さ
、
諫
言
や
奏
上
を
受
け
入
れ
た
人
柄
や
、
漢
詩
や
和
歌
に
長
じ
（
『
二
中
歴
』
）
、
楽
を
も
よ
く
嗜
ん
だ
（
『
栄
花
物
語
』『
体
源
抄
』
）
こ
と
な
ど
が
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ま
た
治
世
の
大
部
分
に
お
い
て
親
政
が
行
わ
れ
、
群
臣
に
意
見
を
求
め
政
事
に
精
励
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
藤
木
氏
は
特
に
両
朝
と
も
文
運
の
隆
昌
の
あ
っ
た
こ
と
が
聖
代
史
の
大
き
な
根
拠
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。 
 
一
方
同
氏
は
そ
れ
で
い
な
が
ら
称
徳
に
欠
け
る
点
も
多
く
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
例
え
ば
班
田
収
受
の
衰
退
と
荘
園
整
理
令
の
失
敗
に
よ
る
財
政
の
困
窮
、
不
堪
佃
田
の
増
長
、
調
庸
雑
物
の
粗
悪
化
、
戸
籍
改
竄
の
問
題
や
、
荘
園
領
主
の
勝
手
な
訴
訟
の
横
行
が
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
東
西
両
地
方
で
の
強
盗
の
横
行
、
国
守
や
介
の
殺
害
、
平
将
門
や
藤
原
純
友
が
相
次
ぎ
国
府
を
襲
っ
た
承
平
・
天
慶
の
兵
乱
、
更
に
京
中
で
も
群
盗
、
放
火
殺
人
は
絶
え
ず
、
特
に
延
喜
十
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七
年(
九
一
七)
の
大
旱
以
後
に
は
二
度
も
大
蔵
省
が
被
災
し
、
囚
人
が
強
盗
に
奪
わ
れ
る
事
件
、
初
の
内
裏
全
焼
と
い
っ
た
事
件
も
起
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
天
災
地
変
と
群
盗
の
横
行
が
頻
発
し
、
疫
病
も
流
行
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
朝
廷
は
こ
れ
を
救
い
得
な
い
ば
か
り
か
治
安
の
任
も
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
（
２
２
）
そ
れ
で
い
な
が
ら
聖
代
史
さ
れ
た
の
は
「
そ
の
評
価
が
当
時
の
支
配
者
階
層
で
あ
る
貴
族
の
立
場
か
ら
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」
の
だ
と
言
い
、
彼
ら
が
そ
の
特
権
に
よ
り
栄
華
驕
奢
の
生
活
を
享
楽
し
続
け
、
人
民
・
地
方
の
安
否
も
自
己
の
利
害
に
関
わ
ら
な
い
限
り
問
題
と
し
な
か
っ
た
と
す
る
。
更
に
こ
の
後
王
朝
の
隆
盛
が
急
速
に
衰
え
下
降
線
を
辿
る
こ
と
か
ら
、
往
時
の
隆
盛
を
回
顧
す
る
貴
族
社
会
の
人
々
に
は
こ
の
時
代
が
最
後
の
光
芒
を
放
つ
時
代
と
し
て
映
り
、
憧
憬
す
る
気
持
ち
が
聖
代
観
を
高
め
た
の
だ
と
言
う
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
さ
も
親
政
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
聖
代
観
と
さ
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
時
平
か
ら
忠
平
、
次
い
で
実
頼
と
師
輔
が
政
治
を
主
導
し
、
そ
れ
を
穏
子
、
安
子
と
い
っ
た
藤
原
氏
母
后
が
輔
弼
し
た
、
藤
原
氏
に
と
っ
て
の
栄
華
驕
奢
の
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
藤
原
氏
氏
長
者
家
に
よ
る
荘
園
関
係
の
横
暴
も
こ
の
時
代
に
始
ま
っ
て
お
り
（
『
貞
信
公
記
』
天
慶
八
年(
九
四
五)
八
月
条
な
ど
）
、
積
極
的
な
文
人
登
用
が
見
ら
れ
る
時
代
の
中
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
同
時
に
藤
原
氏
の
権
力
増
長
の
時
代
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。 
 
ひ
い
て
は
こ
れ
が
敦
忠
が
雅
子
内
親
王
に
想
い
を
寄
せ
文
を
贈
り
、
師
輔
が
内
親
王
に
求
婚
し
た
時
代
で
あ
る
。
か
つ
て
宇
多
上
皇
が
母
班
子
女
王
と
共
に
藤
原
氏
勢
力
を
抑
制
せ
ん
と
試
み
た
時
代
が
あ
っ
た
も
の
の
、
結
果
的
に
醍
醐
天
皇
は
穏
子
入
内
に
協
力
し
、
菅
原
道
真
の
排
斥
を
黙
認
し
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
皇
権
力
が
強
力
で
あ
っ
た
が
た
め
に
延
喜
天
暦
の
治
が
聖
代
と
称
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
こ
と
か
と
思
う
。
そ
し
て
穏
子
所
生
の
朱
雀
・
村
上
朝(
九
三
〇
～
九
六
七)
、
安
子
所
生
の
冷
泉
・
円
融
朝(
九
六
七
～
九
八
四)
と
、
以
後
藤
原
氏
は
外
戚
と
し
て
の
地
位
を
再
確
立
し
て
ゆ
き
、
摂
関
最
盛
期
を
築
く
の
で
あ
る
。 
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２ 
一
世
源
氏
の
降
嫁 
 
こ
の
よ
う
に
藤
原
氏
の
潜
在
勢
力
が
根
幹
を
成
し
た
醍
醐
治
世
に
あ
っ
て
、
唯
一
こ
れ
を
抑
制
し
よ
う
と
試
み
た
宇
多
上
皇
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
宇
多
上
皇
も
必
ず
し
も
藤
原
氏
を
排
斥
し
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
宇
多
上
皇
は
二
度
に
渡
る
穏
子
の
入
内
の
阻
止
に
協
調
し
て
お
り
、
醍
醐
天
皇
に
穏
子
所
生
の
保
明
親
王
立
太
子
を
躊
躇
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
寛
平
御
遺
誡
』（
『
群
書
類
従
』
雑
部
）
と
し
て
醍
醐
天
皇
に
示
唆
し
た
訓
戒
書
に
お
い
て
も
、
宇
多
上
皇
が
菅
原
道
真
に
心
を
傾
け
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
あ
く
ま
で
藤
原
時
平
と
並
ん
で
登
用
さ
せ
る
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に
他
氏
を
圧
倒
す
る
勢
力
と
な
っ
て
い
る
藤
原
氏
を
排
斥
す
る
こ
と
が
有
益
で
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
結
果
的
に
道
真
排
斥
の
首
謀
者
と
な
っ
た
時
平
に
対
し
て
宇
多
上
皇
が
好
か
ら
ぬ
感
情
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
例
え
ば
黒
板
伸
夫
氏
が
時
平
の
弟
忠
平
の
政
権
確
立
の
支
え
と
な
っ
た
の
が
妹
の
皇
太
后
穏
子
で
あ
り
、
ま
た
宇
多
法
皇
で
あ
っ
た
と
し
て
、
忠
平
政
権
の
支
持
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
よ
う
に
、
（
２
３
）
藤
原
氏
そ
の
も
の
と
相
対
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
何
よ
り
も
宇
多
上
皇
が
時
平
な
ら
ぬ
忠
平
に
早
く
か
ら
期
待
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
、
忠
平
に
皇
女
源
順
子
を
嫁
が
せ
て
い
る
事
実
か
ら
も
窺
え
る
。 
 
宇
多
皇
女
源
順
子
が
忠
平
の
妻
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』（
源
順
子
項
「
配
二
貞
信
公
一
、
」
）
、『
一
代
要
記
』
（
同
「
適
二
貞
信
公
一
、
」
）
、
『
公
卿
補
任
』
（
承
平
元
年(
九
三
一)
藤
原
実
頼
略
歴
「
左
大
臣
男
、
母
宇
多
天
皇
第
一
源
氏
順
子
」
）
、
『
大
鏡
』
（
実
頼
項
「
御
母
、
寛
平
法
皇
の
御
女
な
り
、
」
）
、
『
大
鏡
裏
書
』
（
慎
清
公
事
「
貞
信
公
一
男
、
母
宇
多
天
皇
源
氏
傾
子
（
順
子
）
朝
臣
」
）
等
に
見
え
、
そ
の
経
緯
は
『
古
事
談
』
巻
第
六
（
四
八
）
に
「
延
喜
御
時
、
相
人
相
者
参
来
、（
中
略
）
爰
貞
信
公
為
二
浅
臈
一
、
公
卿
遥
離
列
候
給
、
相
者
遮
申
云
、
彼
候
人
才
能
心
操
形
容
旁
叶
レ
国
、
定
久
奉
公
歟
、
寛
平
法
皇
聞
二
食
此
事
一
被
レ
仰
云
、
三
人
事
不
二
見
及
一
、
於
二
貞
信
公
一
、
向
後
必
可
レ
善
之
由
所
レ
見
也
云
々
、
因
レ
之
以
二
第
一
女
王
一
、
於
二
朱
雀
院
西
対
一
有
二
嫁
娶
之
儀
一
、
于
レ
時
貞
信
公
大
弁
参
議
云
々
、
法
皇
同
御
二
于
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東
対
一
云
々
、
（
後
略
）
」
と
し
て
、
（
２
４
）
宇
多
法
皇
が
斡
旋
し
て
、
自
ら
の
居
所
で
あ
っ
た
朱
雀
院
の
西
対
に
て
普
通
の
嫁
娶
の
儀
の
よ
う
に
し
て
忠
平
を
婿
に
迎
え
た
の
だ
と
あ
る
。 
 
こ
の
経
緯
は
唯
一
の
前
例
で
あ
る
源
潔
姫
の
藤
原
良
房
へ
の
降
嫁
の
事
例
と
非
常
に
似
通
っ
て
お
り
、
潔
姫
降
嫁
の
場
合
に
は
、
そ
の
薨
伝
に
て
「
天
皇
選
レ
聟
未
レ
得
二
其
人
一
、
太
政
大
臣
正
一
位
藤
原
朝
臣
良
房
弱
冠
之
時
、
天
皇
悦
二
其
風
操
超
一
レ
倫
、
殊
勑
嫁
レ
之
、
」
（
『
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
三
年(
八
五
六)
六
月
廿
五
日
条
）
と
さ
れ
、
良
房
の
人
柄
を
見
込
ん
で
皇
女
を
嫁
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 
 
藤
原
氏
へ
の
一
世
源
氏
降
嫁
は
こ
の
二
例
の
み
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
父
上
皇
（
法
皇
）
が
そ
の
人
柄
を
見
込
ん
で
裁
可
し
、
斡
旋
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 
 
こ
の
一
世
源
氏
の
降
嫁
に
つ
い
て
は
浅
尾
広
良
氏
が
、
源
潔
姫
の
例
は
嵯
峨
上
皇
が
藤
原
氏
を
後
見
役
と
し
て
取
り
込
む
た
め
に
計
ら
っ
た
こ
と
で
、
順
子
の
例
は
宇
多
法
皇
が
こ
れ
を
模
倣
し
た
の
だ
と
し
、
こ
れ
ら
を
含
む
「
皇
女
を
使
っ
た
自
ら
の
皇
統
の
権
威
化
と
前
代
の
皇
統
と
の
関
係
保
持
、
そ
し
て
皇
権
と
の
関
係
強
化
」
は
「
い
ず
れ
も
、
皇
統
が
直
系
か
ら
傍
系
に
交
替
し
た
時
、
換
言
す
れ
ば
皇
統
の
権
威
が
危
機
に
瀕
し
た
時
に
用
い
ら
れ
た
皇
統
形
成
原
理
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
（
２
５
）
厳
密
に
言
え
ば
、
強
い
家
父
長
的
権
威
を
持
っ
て
複
雑
な
皇
位
継
承
法
を
維
持
・
推
奨
し
て
い
た
嵯
峨
上
皇
の
潔
姫
降
嫁
の
斡
旋
に
つ
い
て
は
、
皇
統
が
危
機
に
瀕
し
て
い
た
時
期
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
く
栗
原
弘
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
「
良
房
と
潔
姫
の
結
婚
は
古
代
の
皇
親
女
子
の
婚
姻
史
上
特
別
処
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
良
房
の
父
親
冬
嗣
へ
の
嵯
峨
の
思
い
入
れ
の
深
さ
を
表
現
す
る
も
の
」
で
あ
り
「
ひ
と
え
に
良
房
の
父
冬
嗣
に
た
い
す
る
嵯
峨
の
過
大
の
処
置
で
あ
っ
た
」
（
２
６
）
こ
と
は
お
そ
ら
く
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、
宇
多
法
皇
が
そ
れ
を
模
倣
し
、
藤
原
氏
を
牽
制
す
る
一
方
で
人
柄
の
優
れ
た
忠
平
に
目
を
付
け
、
皇
女
降
嫁
と
い
う
類
稀
な
る
褒
賞
を
用
意
し
、
藤
原
氏
と
の
融
和
あ
る
い
は
懐
柔
を
図
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
よ
う
。 
 
現
に
良
房
が
為
政
者
と
し
て
優
れ
、
摂
政
太
政
大
臣
の
道
を
切
り
開
い
た
藤
原
氏
興
隆
の
人
物
で
あ
り
、
一
方
正
史
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上
基
経
の
よ
う
な
高
圧
的
な
印
象
を
与
え
な
い
人
柄
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
忠
平
も
ま
た
良
い
人
柄
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
黒
板
氏
は
忠
平
に
つ
い
て
、「
政
治
環
境
に
於
い
て
、
本
来
消
極
的
な
面
を
持
つ
忠
平
に
と
っ
て
は
、「
寛
厚
の
長
者
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
事
が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
」
と
評
し
て
お
り
、
ま
た
村
井
康
彦
氏
は
そ
の
治
績
は
時
平
に
比
べ
る
と
ま
こ
と
に
低
か
っ
た
と
す
る
も
の
の
、
宇
多
法
皇
と
始
終
親
密
で
あ
っ
た
関
係
や
（
『
愚
管
抄
』
）
、
配
所
に
あ
る
道
真
と
音
信
を
交
わ
し
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
よ
り
「
謙
虚
・
温
容
で
あ
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
同
氏
が
、
毀
誉
褒
貶
の
甚
だ
し
い
兄
時
平
観
に
対
し
、
忠
平
に
は
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
悪
評
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
人
柄
の
良
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。
（
２
７
）
ま
た
潔
姫
が
一
女
の
み
を
出
産
し
、
生
涯
男
子
を
儲
け
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
他
に
妻
を
娶
ら
な
か
っ
た
良
房
の
よ
う
に
、
忠
平
も
ま
た
一
子
実
頼
を
残
し
て
順
子
が
薨
じ
た
後
、
師
輔
等
の
生
母
と
な
る
源
昭
子
を
後
室
と
し
た
も
の
の
、
他
に
目
立
っ
た
女
性
関
係
が
見
ら
れ
ず
愛
妻
家
で
あ
っ
た
点
も
、
良
房
に
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。 
 
こ
の
よ
う
に
宇
多
法
皇
が
、
潔
姫
と
良
房
の
先
例
に
則
し
て
忠
平
に
順
子
を
降
嫁
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
な
が
ら
実
情
と
い
う
点
で
は
こ
の
二
例
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。 
 
潔
姫
の
降
嫁
は
、
嵯
峨
天
皇
に
よ
る
初
の
一
世
皇
子
女
へ
の
賜
姓
と
い
う
政
策
の
結
果
生
ま
れ
た
一
世
源
氏
の
降
嫁
で
あ
り
、
降
嫁
を
嵯
峨
上
皇
自
ら
斡
旋
し
た
事
が
即
ち
一
世
源
氏
と
は
親
王
と
は
異
な
る
「
臣
下
」
な
の
だ
と
明
確
化
し
た
上
で
行
わ
れ
た
事
例
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
源
氏
で
あ
る
故
に
降
嫁
し
得
た
と
い
う
「
親
王
と
源
氏
の
差
が
明
確
」
な
状
況
下
で
、
あ
る
い
は
「
明
確
化
」
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
と
言
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
順
子
の
降
嫁
は
、
源
氏
か
ら
親
王
に
復
し
て
即
位
し
た
宇
多
―
醍
醐
朝
下
に
お
け
る
一
世
源
氏
の
降
嫁
で
あ
る
。
潔
姫
の
「
源
氏
で
あ
れ
ば
降
嫁
し
得
る
」
と
い
う
先
例
の
形
だ
け
を
模
倣
し
て
順
子
を
降
嫁
さ
せ
た
宇
多
法
皇
の
施
策
に
は
、
潔
姫
の
時
に
は
な
か
っ
た
「
親
王
と
源
氏
の
差
が
曖
昧
」
で
あ
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
同
じ
一
世
源
氏
の
降
嫁
で
も
、
そ
れ
に
伴
う
源
氏
身
分
へ
の
感
覚
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
潔
姫
は
女
嬬
当
麻
治
田
麻
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呂
女
の
所
生
で
あ
る
が
、
一
方
の
順
子
は
後
に
女
御
と
な
っ
た
菅
原
道
真
女
衍
子
の
所
生
で
あ
る
（
『
菅
原
氏
系
図
』
）
。
潔
姫
と
は
出
自
の
上
で
も
一
線
を
隔
し
て
お
り
、
順
子
は
本
来
な
ら
ば
内
親
王
に
復
さ
れ
て
も
良
い
程
の
皇
女
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
結
果
と
し
て
順
子
の
降
嫁
は
、
忠
平
に
兄
時
平
と
は
異
な
る
菅
原
氏
や
宇
多
法
皇
と
の
温
厚
な
関
係
を
も
た
ら
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
が
こ
の
後
の
内
親
王
降
嫁
と
い
う
発
想
に
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。 
  
 
 
３ 
内
親
王
降
嫁
へ
の
到
達 
 
藤
原
忠
平
に
源
順
子
の
よ
う
な
女
御
所
生
の
皇
女
が
降
嫁
し
得
た
事
実
は
、
順
子
の
所
生
で
は
な
い
な
が
ら
も
忠
平
息
で
あ
る
師
輔
に
皇
女
降
嫁
の
可
能
性
を
深
く
印
象
付
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
潔
姫
、
順
子
が
い
ず
れ
も
源
氏
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
皇
女
降
嫁
の
可
能
性
を
考
え
得
る
一
方
で
、
や
は
り
そ
れ
は
内
親
王
降
嫁
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
源
氏
の
降
嫁
も
、
い
ず
れ
も
父
上
皇
（
法
皇
）
の
計
ら
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
の
で
あ
り
、
未
だ
内
親
王
降
嫁
を
実
現
に
至
ら
し
め
る
ま
で
の
決
定
的
な
先
例
と
は
な
り
得
な
い
。 
 
し
か
し
安
田
氏
は
、
こ
の
源
氏
な
ら
ば
藤
原
氏
に
皇
女
が
降
嫁
し
得
る
例
に
続
き
、
前
提
と
し
て
内
親
王
と
源
氏
の
婚
姻
が
あ
っ
た
た
め
に
、
藤
原
氏
が
内
親
王
降
嫁
を
実
現
し
得
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
（
２
８
）
即
ち
、
一
世
源
氏
の
藤
原
氏
へ
の
降
嫁
、
次
い
で
源
氏
（
臣
下
）
へ
の
内
親
王
降
嫁
と
い
う
緩
衝
事
例
を
経
た
こ
と
で
藤
原
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
が
起
こ
り
得
た
と
す
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
見
解
に
は
一
見
納
得
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
源
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
が
師
輔
に
勤
子
内
親
王
が
降
嫁
し
た
承
平
四
年(
九
三
四)
よ
り
先
ん
じ
る
こ
と
の
立
証
に
は
、
醍
醐
皇
女
韶
子
内
親
王
と
源
清
蔭
、
並
び
に
醍
醐
皇
女
普
子
内
親
王
と
源
清
平
の
結
婚
時
期
を
あ
る
程
度
確
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
両
者
と
も
に
結
婚
時
期
や
所
生
子
の
存
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在
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
実
態
は
不
明
確
で
あ
る
。
ま
た
韶
子
内
親
王
に
至
っ
て
は
安
田
氏
が
宇
多
皇
女
依
子
内
親
王
の
誤
伝
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
清
蔭
に
降
嫁
し
た
皇
女
が
韶
子
内
親
王
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
点
か
ら
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。 
 
韶
子
内
親
王
が
清
蔭
に
降
嫁
し
た
と
さ
れ
る
根
拠
は
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
の
「
配
二
大
納
言
源
清
蔭
幷
河
内
守
惟
風
等
一
、
」
の
記
述
に
拠
っ
て
お
り
、
普
子
内
親
王
に
つ
い
て
も
同
史
料
に
「
配
二
三
木
源
清
平
一
、
後
配
二
和
泉
守
俊
連
一
、
」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
源
氏
に
嫁
し
た
後
、
再
婚
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
普
子
内
親
王
の
場
合
、
「
延
喜
十
年
（
十
一
年
）
十
一
月
廿
八
日
内
親
王
、
年
二
歳
、
」
（
『
一
代
要
記
』
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
延
喜
十
年(
九
一
〇)
頃
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
た
め
、
降
嫁
は
早
く
と
も
延
暦
二
十
年
代
後
半
以
降
、
遅
く
と
も
清
平
の
没
す
る
天
慶
八
年(
九
四
五)
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 
 
特
に
韶
子
内
親
王
と
清
蔭
の
結
婚
に
つ
い
て
は
『
大
和
物
語
』
に
そ
の
逸
話
が
残
さ
れ
て
お
り
、
「
故
源
大
納
言
の
君
、
忠
房
の
ぬ
し
の
み
む
す
め
東
の
方
を
、
年
ご
ろ
思
ひ
て
す
み
た
ま
ひ
け
る
を
、
亭
子
院
の
若
宮
に
つ
き
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
は
な
れ
た
ま
う
て
、
ほ
ど
経
に
け
り
、
（
後
略
）
」
（
十
一
）
と
し
て
、
故
源
大
納
言
、
即
ち
源
清
蔭
が
藤
原
忠
房
の
女
を
妻
と
し
て
い
た
が
、
「
亭
子
院
の
若
宮
」
に
心
を
寄
せ
て
以
来
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
「
お
な
じ
お
と
ど
、
か
の
宮
を
え
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
帝
の
あ
は
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
け
れ
ど
、
は
じ
め
ご
ろ
、
し
の
び
て
夜
な
夜
な
通
い
た
ま
ひ
け
る
こ
ろ
、
帰
り
て
、 
あ
く
と
い
へ
ば
し
づ
心
な
き
春
の
夜
の
夢
と
や
君
を
夜
の
み
は
見
む
」（
十
二
）
の
逸
話
を
残
し
、「
か
の
宮
」
と
の
関
係
が
は
じ
め
密
通
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
帝
の
仲
介
を
経
て
得
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 
 
問
題
と
な
る
の
は
こ
の
「
亭
子
院
の
若
宮
」
「
か
の
宮
」
が
韶
子
内
親
王
を
指
す
の
か
否
か
で
あ
り
、
本
来
「
亭
子
院
」
と
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
同
『
大
和
物
語
』
に
お
い
て
「
亭
子
の
帝
」
（
一
）
、
「
亭
子
院
」
（
三
）
な
ど
と
記
さ
れ
る
宇
多
天
皇
（
上
皇
・
法
皇
）
を
指
す
の
が
妥
当
で
あ
る
。
従
っ
て
「
亭
子
院
の
若
宮
」
は
宇
多
皇
女
と
見
る
べ
き
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で
あ
る
。
し
か
し
宇
多
皇
女
が
源
清
蔭
に
降
嫁
し
た
史
料
は
こ
の
他
に
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
『
大
和
物
語
』
注
釈
書
の
類
で
は
こ
れ
を
「
延
喜
帝
（
醍
醐
）
の
若
宮
」
の
誤
り
で
あ
る
と
解
し
、
韶
子
内
親
王
と
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
安
田
氏
は
む
し
ろ
「
亭
子
院
の
若
宮
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
肯
定
し
、
『
一
代
要
記
』
等
に
混
入
や
誤
表
記
が
あ
っ
た
と
し
て
宇
多
皇
女
の
中
か
ら
清
蔭
に
降
嫁
し
得
る
人
物
の
可
能
性
と
し
て
依
子
内
親
王
を
挙
げ
て
い
る
。 
 
し
か
し
韶
子
内
親
王
の
項
に
清
蔭
、
次
い
で
惟
風
と
の
結
婚
を
伝
え
る
書
伝
は
、
先
に
挙
げ
た
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
の
他
、
『
一
代
要
記
』
や
『
賀
茂
斎
院
記
』
等
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
果
た
し
て
こ
れ
ほ
ど
に
も
悉
く
揃
っ
て
誤
伝
誤
入
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
清
蔭
没
後
に
配
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
河
内
守
惟
風
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
こ
の
惟
風
に
該
当
し
得
る
人
物
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
見
る
大
納
言
国
経
の
四
世
の
孫
に
当
た
る
人
物
し
か
有
り
得
ず
、
し
か
し
そ
れ
で
も
没
年
は
長
和
三
年(
一
〇
一
四)
前
後
で
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
、
韶
子
内
親
王
よ
り
も
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
は
年
下
で
あ
り
、
韶
子
内
親
王
の
前
夫
清
蔭
が
亡
く
な
っ
た
天
暦
四
年(
九
五
〇)
頃
に
は
ま
だ
年
若
い
ど
こ
ろ
か
生
ま
れ
て
幾
許
も
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
故
に
後
藤
祥
子
氏
は
清
蔭
没
後
の
配
偶
者
と
し
て
「
河
内
守
惟
風
」
の
名
が
残
る
の
は
、
韶
子
内
親
王
が
同
母
兄
弟
等
を
い
ず
れ
も
先
立
て
た
あ
げ
く
、
夫
清
蔭
の
死
後
、
陽
成
系
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
惟
風
の
一
族
に
何
ら
か
の
繋
が
り
で
後
見
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
見
做
し
た
。
（
２
９
）
こ
の
よ
う
に
惟
風
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
「
亭
子
院
の
若
宮
」
を
韶
子
内
親
王
よ
り
更
に
一
世
代
年
長
と
な
る
宇
多
皇
女
と
解
す
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
困
難
で
あ
ろ
う
。 
 
ま
た
先
述
し
た
『
大
和
物
語
』
で
は
、
清
蔭
と
亭
子
院
の
若
宮
を
仲
介
し
た
の
が
帝
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
の
帝
に
つ
い
て
も
、
韶
子
内
親
王
の
結
婚
が
斎
院
を
退
下
し
た
醍
醐
天
皇
崩
御
後
で
あ
り
、
し
か
し
八
歳
で
即
位
し
た
朱
雀
天
皇
の
斡
旋
で
は
な
か
ろ
う
と
の
判
断
か
ら
、
宇
多
法
皇
の
斡
旋
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
が
通
説
で
あ
り
、
即
ち
醍
醐
天
皇
崩
御
に
よ
る
斎
院
退
下
後
か
ら
、
宇
多
法
皇
が
崩
御
す
る
ま
で
の
十
ヶ
月
の
内
に
降
嫁
が
成
立
し
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
さ
す
れ
ば
延
長
八
年(
九
三
〇)
か
ら
承
平
元
年(
九
三
一)
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
師
輔
へ
の
勤
子
内
親
王
降
嫁
（
承
平
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四
年(
九
三
四)
）
よ
り
先
ん
じ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
し
か
し
よ
り
に
も
よ
っ
て
元
斎
院
を
務
め
た
内
親
王
が
、
父
醍
醐
天
皇
の
喪
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
も
仏
門
に
あ
る
法
皇
の
斡
旋
で
降
嫁
な
ど
し
よ
う
か
。
あ
る
い
は
幼
少
ゆ
え
に
朱
雀
天
皇
を
斡
旋
者
か
ら
除
外
し
た
こ
と
に
ま
ず
疑
問
を
持
て
ば
、
そ
も
そ
も
こ
の
降
嫁
は
斎
院
退
下
直
後
の
話
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
『
九
暦
』
天
暦
三
年(
九
四
九)
正
月
廿
三
日
条
「
廿
三
日
、
源
大
納
言
清
蔭
、
自
二
去
年
十
一
月
一
勘
事
、
今
日
奏
レ
免
云
々
、
（
後
略
）
」
の
記
述
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
天
暦
二
年(
九
八
四)
十
一
月
よ
り
清
蔭
が
勘
事
を
被
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
一
世
源
氏
・
大
納
言
で
あ
り
、
ま
た
か
な
り
の
老
齢
と
な
っ
て
い
た
清
蔭
が
二
ヶ
月
近
く
も
咎
め
を
被
っ
て
い
た
と
い
う
の
だ
か
ら
相
当
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
韶
子
内
親
王
は
天
暦
元
年(
九
四
七)
七
月
に
母
を
亡
く
し
て
お
り
、
後
見
を
失
っ
た
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
あ
る
い
は
韶
子
内
親
王
の
喪
の
明
け
た
天
暦
二
年(
九
四
八)
七
月
か
ら
十
一
月
頃
に
、
清
蔭
が
密
か
に
通
い
、
十
一
月
頃
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
で
、
内
親
王
へ
の
密
通
を
理
由
に
勅
勘
を
被
る
に
至
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
３
０
）
そ
う
で
あ
っ
た
な
ら
ば
清
蔭
と
韶
子
内
親
王
の
結
婚
は
勅
勘
の
許
さ
れ
た
村
上
朝
の
天
暦
三
年(
九
四
九)
か
ら
四
年(
九
五
〇)
頃
の
こ
と
と
な
り
、
師
輔
と
勤
子
内
親
王
の
結
婚
よ
り
後
の
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
韶
子
内
親
王
の
降
嫁
は
藤
原
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
よ
り
後
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
し
か
し
普
子
内
親
王
と
清
平
の
結
婚
時
期
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
九
四
五
年
以
前
と
推
察
さ
れ
る
も
の
の
未
だ
明
確
で
は
な
く
、
藤
原
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
に
先
ん
じ
た
可
能
性
は
残
る
。
無
論
後
藤
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
韶
子
内
親
王
と
清
蔭
、
普
子
内
親
王
と
清
平
の
例
が
共
に
父
と
子
ほ
ど
も
年
齢
の
離
れ
た
結
婚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
父
醍
醐
天
皇
も
し
く
は
祖
父
宇
多
法
皇
が
斡
旋
し
て
、
後
見
と
し
て
娶
ら
せ
た
可
能
性
と
て
や
は
り
あ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
、
源
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
が
あ
っ
た
故
に
師
輔
が
実
現
を
構
想
し
得
た
の
か
、
あ
る
い
は
師
輔
へ
の
降
嫁
が
先
ん
じ
、
な
ら
ば
源
氏
に
も
不
可
能
で
あ
る
は
ず
が
な
い
と
し
て
源
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
が
な
っ
た
の
か
は
判
断
し
か
ね
る
。 
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た
だ
い
ず
れ
に
し
て
も
清
蔭
と
清
平
は
共
に
臣
下
で
は
あ
る
も
の
の
、
清
蔭
は
本
来
正
統
で
あ
っ
た
陽
成
皇
子
で
あ
り
、
清
平
は
二
世
源
氏
な
が
ら
宇
多
天
皇
同
母
兄
で
あ
る
是
忠
親
王
の
男
で
あ
り
、
皇
親
に
準
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
出
自
が
、
結
果
的
に
内
親
王
降
嫁
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。 
 
し
か
し
も
し
師
輔
の
事
例
よ
り
先
ん
じ
て
源
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
世
源
氏
と
い
う
高
貴
な
出
自
で
、
後
に
大
納
言
に
至
っ
た
清
蔭
と
て
、
官
位
官
職
の
上
で
は
忠
平
の
下
位
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
朱
雀
朝
に
は
早
々
実
頼
が
そ
の
官
位
を
抜
き
、
間
も
な
く
師
輔
自
身
も
そ
れ
を
凌
い
で
い
る
。
ま
し
て
や
清
平
に
至
っ
て
は
参
議
が
極
官
で
あ
る
。
師
輔
が
清
蔭
の
官
位
を
越
す
の
は
勤
子
内
親
王
降
嫁
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
老
齢
に
な
ろ
う
と
い
う
の
に
参
議
に
留
ま
る
清
蔭
に
対
し
、
時
の
摂
政
忠
平
の
男
が
劣
位
を
持
っ
た
と
は
思
わ
な
い
。
と
も
す
れ
ば
清
蔭
や
清
平
で
す
ら
実
現
し
た
内
親
王
降
嫁
を
、
忠
平
の
男
で
あ
り
文
徳
二
世
女
王
を
母
と
す
る
師
輔
が
、
自
ら
も
内
親
王
降
嫁
を
叶
え
ら
れ
な
い
は
ず
が
な
い
と
考
え
る
の
も
、
有
り
得
た
こ
と
で
あ
る
。 
 
こ
れ
は
師
輔
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
来
師
輔
よ
り
先
ん
じ
て
雅
子
内
親
王
に
恋
文
を
寄
越
し
て
い
た
の
は
時
平
男
敦
忠
で
あ
る
。
敦
忠
が
内
親
王
に
文
を
贈
り
得
た
こ
と
は
、
基
経
以
来
藤
原
氏
が
実
感
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
、
天
皇
す
ら
蔑
ろ
に
は
出
来
な
い
藤
原
氏
嫡
流
と
い
う
自
負
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
り
、
同
時
に
内
親
王
を
は
じ
め
と
す
る
皇
親
の
側
に
も
、
藤
原
氏
と
の
過
剰
な
垣
根
を
取
り
払
い
、
積
極
的
に
交
友
を
持
つ
こ
と
が
可
能
な
風
潮
が
築
か
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
皇
女
に
限
ら
ず
、
醍
醐
朝
以
後
親
王
家
や
源
氏
に
も
多
く
の
藤
原
氏
子
女
が
嫁
ぐ
よ
う
に
な
る
傾
向
に
も
比
例
し
て
い
よ
う
。 
 
だ
が
そ
ん
な
敦
忠
で
も
、
亡
き
父
の
権
勢
と
叔
母
穏
子
の
庇
護
下
に
あ
っ
て
な
お
、
内
親
王
降
嫁
だ
け
は
実
現
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
一
方
の
師
輔
は
大
胆
に
も
敦
忠
と
相
思
相
愛
に
あ
っ
た
雅
子
内
親
王
に
文
を
贈
っ
た
の
で
あ
り
、
醍
醐
天
皇
が
崩
じ
る
と
間
も
な
く
勤
子
内
親
王
の
降
嫁
を
実
現
さ
せ
る
の
で
あ
る
。 
 
父
天
皇
の
崩
御
が
降
嫁
を
実
現
さ
せ
や
す
く
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
し
か
し
雅
子
内
親
王
の
斎
宮
卜
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定
を
期
に
早
々
と
身
を
引
い
た
敦
忠
に
対
し
、
退
下
後
の
雅
子
内
親
王
を
も
降
嫁
さ
せ
た
師
輔
に
は
、
敦
忠
を
も
凌
ぐ
内
親
王
降
嫁
へ
の
執
着
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
し
て
こ
れ
を
期
に
醍
醐
内
親
王
、
村
上
内
親
王
と
次
々
に
内
親
王
降
嫁
は
実
現
す
る
の
で
あ
り
、
師
輔
へ
の
皇
后
宮
腹
皇
女
康
子
内
親
王
へ
の
密
通
す
ら
天
皇
に
黙
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
ま
さ
に
師
輔
が
皇
太
子
外
祖
父
と
い
う
地
位
を
確
立
し
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
一
世
源
氏
の
藤
原
氏
へ
の
降
嫁
、
女
御
腹
一
世
源
氏
の
藤
原
氏
へ
の
降
嫁
に
引
き
続
き
、
更
衣
所
生
の
内
親
王
の
源
氏
・
藤
原
氏
へ
の
降
嫁
と
い
う
徐
々
に
馴
ら
さ
れ
て
き
た
禁
婚
意
識
の
緩
和
が
、
こ
れ
を
許
す
に
至
る
情
勢
を
築
い
て
い
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。 
 
以
上
、
内
親
王
降
嫁
の
時
代
は
、
嵯
峨
上
皇
が
女
潔
姫
を
源
氏
と
い
う
臣
下
に
し
た
上
で
良
房
に
嫁
が
せ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
源
氏
と
皇
親
の
線
引
き
が
曖
昧
な
宇
多
朝
に
あ
っ
て
再
び
そ
の
例
が
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
動
き
始
め
、
ま
た
あ
る
い
は
源
氏
が
自
ら
を
驕
っ
て
起
こ
し
た
内
親
王
降
嫁
と
い
う
、
皇
親
側
の
引
き
起
こ
し
た
諸
々
の
先
例
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
て
ゆ
き
、
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
こ
れ
で
は
村
上
天
皇
も
、
「
や
す
か
ら
ぬ
」
と
は
い
え
咎
め
る
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。 
   
 
 
 
 
第
二
節 
「
内
親
王
好
み
」
の
理
由 
 
 
 
１ 
兄
実
頼
と
弟
師
輔 
 
師
輔
が
内
親
王
降
嫁
の
発
想
に
至
っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
が
、
し
か
し
な
が
ら
先
例
が
な
い
ゆ
え
に
リ
ス
ク
も
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
内
親
王
降
嫁
に
踏
み
切
る
に
は
、
ま
た
相
応
の
理
由
が
あ
ろ
う
。
無
論
、
驕
り
の
上
で
「
好
色
」
な
師
輔
が
つ
い
に
内
親
王
に
ま
で
手
を
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
従
来
の
見
解
も
誤
り
で
は
な
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い
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
は
い
え
立
て
続
け
に
三
人
も
の
内
親
王
を
娶
る
ほ
ど
に
内
親
王
に
拘
っ
た
師
輔
に
は
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
確
か
に
勤
子
・
雅
子
・
康
子
内
親
王
と
も
、
才
女
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
心
惹
か
れ
る
女
性
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
年
上
の
勤
子
内
親
王
、
年
の
近
い
雅
子
内
親
王
、
は
る
か
に
年
下
の
康
子
内
親
王
と
い
う
、
似
通
う
よ
う
で
似
通
わ
な
い
彼
女
達
と
の
密
通
が
、
単
な
る
好
色
だ
け
で
起
こ
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
師
輔
は
な
ぜ
内
親
王
降
嫁
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
望
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。 
 
ま
ず
師
輔
自
身
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
そ
の
子
息
が
五
人
ま
で
も
太
政
大
臣
に
至
り
、
兼
家
、
道
長
と
続
く
直
系
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
た
め
、
さ
も
関
白
忠
平
の
後
継
者
の
如
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
師
輔
自
身
は
右
大
臣
を
極
官
と
し
た
の
で
あ
り
、
早
世
も
一
因
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
生
涯
兄
実
頼
を
官
位
官
職
上
で
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
『
栄
花
物
語
』
（
３
１
）
に
お
い
て
、
忠
平
が
薨
じ
た
後
に
実
頼
が
左
大
臣
と
な
っ
た
こ
と
を
、
「
九
条
殿
（
師
輔
）
二
の
人
に
て
お
は
す
れ
ど
、
な
ほ
九
条
殿
を
ぞ
、
一
く
る
し
き
二
に
、
人
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
た
め
る
、
」（
月
宴
一
二
）
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
師
輔
は
官
位
こ
そ
兄
実
頼
に
先
ん
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
外
戚
と
し
て
の
地
位
を
固
め
、
政
治
に
力
を
注
い
で
、
実
頼
を
も
凌
ぐ
勢
力
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
同
『
栄
花
物
語
』
の
「
大
殿
（
忠
平
）
の
人
々
、
多
く
は
こ
の
九
条
殿
（
師
輔
）
に
ぞ
集
り
け
る
、
」（
月
宴
一
八
）
の
内
容
か
ら
は
、
師
輔
が
人
々
に
慕
わ
れ
、
皆
が
師
輔
の
邸
の
九
条
殿
に
集
ま
っ
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
、
精
力
的
に
地
歩
を
固
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
官
位
の
上
で
は
兄
実
頼
を
追
い
越
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
憤
り
が
如
何
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
は
、
以
下
の
師
輔
の
日
記
『
九
暦
』
中
の
実
頼
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
の
数
々
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。 
・
承
平
六
年(
九
三
六)
十
二
月
十
六
日
条
「
依
二
左
衛
門
督
実
頼
卿
説
一
所
レ
拝
也
、
後
日
太
閤
仰
云
、
未
レ
燒
レ
之
前
有
レ
拝
欤
、
但
我
不
レ
仕
二
件
役
一
已
及
二
廿
餘
年
一
、
慥
不
レ
悟
レ
之
、
」 
 
 
…
荷
前
の
際
の
四
度
拝
に
つ
い
て
忠
平
説
と
比
較
し
実
頼
説
を
批
判 
・
天
慶
四
年(
九
四
一)
四
月
十
一
日
条
「
十
一
日
、
右
大
将
（
実
頼
）
先
不
レ
奏
二
事
由
一
、
只
蒙
二
殿
（
忠
平
）
仰
一
被
レ
行
レ
之
、
後
奏
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聞
、
頗
違
二
先
例
一
云
々
、
」 
 
 
…
実
頼
の
奏
問
の
態
度
の
至
ら
な
さ
を
厳
し
く
非
難 
・
天
慶
五
年(
九
四
二)
正
月
七
日
条
「
後
日
参
レ
殿
、
申
二
此
日
事
一
、
仰
云
、
青
馬
幷
女
樂
奏
已
了
更
不
レ
下
、
而
右
大
将
実
頼
内
弁
、
乍
兩
度
下
レ
殿
、
未
レ
知
二
其
由
一
者
、
」 
 
 
…
実
頼
の
「
甚
違
例
」
を
忠
平
に
述
べ
た
と
こ
ろ
、
忠
平
が
批
判
し
た
内
容
を
そ
の
ま
ま
記
載 
・
天
慶
六
年(
九
四
三)
正
月
七
日
（
十
六
ヵ
）
条
「
右
大
將
（
実
頼
）
宣
、
坊
家
奏
後
可
二
退
出
一
、
其
後
事
汝
可
二
奉
仕
一
者
云
々
、
大
將
若
有
二
所
惱
一
、
令
レ
奏
二
其
由
一
可
レ
出
、
而
無
レ
為
罷
出
云
々
、
」 
 
 
…
踏
歌
節
会
に
お
け
る
実
頼
の
途
中
退
出
に
大
い
に
憤
慨 
・
天
暦
三
年(
九
四
九)
正
月
十
一
日
条
「
相
二
違
太
閤
（
忠
平
）
教
命
一
」
「
事
非
二
前
例
一
」
「
仍
天
氣
不
快
」 
 
 
…
実
頼
大
饗
に
対
す
る
批
判 
・
天
暦
三
年(
九
四
九)
二
月
十
一
日
条
「
左
大
臣
（
実
頼
）
未
二
着
座
一
、
仍
予
候
二
尊
者
一
、
」 
 
 
…
列
見
に
お
け
る
棘
の
あ
る
書
き
振
り 
・
天
暦
四
年(
九
五
〇)
十
月
八
日
条
「
雖
レ
有
二
事
疑
一
、
為
レ
従
二
大
兄
命
一
不
二
敢
辞
一
、
」 
 
 
…
詩
を
読
む
順
序
の
違
例
に
対
す
る
苦
言 
・
天
暦
八
年(
九
五
四)
正
月
十
三
日
条 
 
 
…
穏
子
の
七
七
日
の
定
に
お
け
る
実
頼
の
格
好
に
対
し
て
「
未
レ
知
レ
所
レ
據
、
」 
 
 
…
ま
た
服
喪
の
假
文
の
「
姑
喪
」
を
非
難
さ
れ
改
め
た
こ
と
に
つ
い
て
「
所
レ
疑
雖
レ
多
、
依
二
彼
命
一
所
レ
稱
也
、
」
と
不
本
意
を
述
べ
る 
・
天
徳
四
年(
九
六
〇)
年
正
月
十
一
日
条 
 
 
…
実
頼
の
大
饗
に
対
し
請
客
使
の
詞
の
違
例
を
批
判
し
、
ま
た
「
次
第
如
レ
例
、
但
供
食
頗
狼
藉
也
、
」
と
至
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ら
な
さ
を
痛
烈
に
批
判 
 
こ
の
他
、
現
存
す
る
史
料
中
だ
け
で
も
多
数
の
批
判
が
見
ら
れ
、
と
り
わ
け
若
い
頃
に
は
父
忠
平
の
力
や
教
え
を
借
り
て
の
批
判
が
目
立
つ
の
に
対
し
、
徐
々
に
自
ら
苦
言
を
呈
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 
 
師
輔
の
こ
う
し
た
辛
辣
な
書
き
振
り
は
実
頼
に
対
し
て
の
み
で
は
な
く
、
弟
師
尹
に
対
し
て
も
見
ら
れ
る
。 
 
例
え
ば
門
澤
功
成
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
（
３
２
）
同
じ
兄
弟
で
も
師
氏
に
対
し
て
は
そ
の
失
策
に
対
す
る
批
判
的
な
言
辞
を
避
け
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
（
『
九
暦
』
天
暦
七
年(
九
五
三)
正
月
五
日
条
）
、
師
尹
の
怠
慢
に
つ
い
て
は
皮
肉
る
よ
う
な
記
述
を
し
た
り
（
同
天
暦
四
年
七
月
卅
日
条
）
、
「
不
レ
待
二
勸
盃
一
取
レ
箸
、
左
金
吾
（
師
尹
）
頗
有
二
違
例
氣
色
一
、
」
（
同
天
暦
十
年(
九
五
六)
二
月
十
三
日
条
）
と
批
判
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
十
列
八
番
之
間
、
左
衛
門
陣
□
（
之
ヵ
）
間
狹
敷
有
二
大
鬪
乱
之
事
一
、
放
レ
聲
呼
者
數
十
人
、
居
二
件
狹
敷
一
者
、
左
近
中
將
師
尹
朝
臣
・
春
宮
權
亮
随
時
朝
臣
・
内
藏
朝
忠
朝
臣
等
室
家
云
々
、
右
大
臣
家
雜
人
等
致
二
件
乱
一
、
殆
欲
レ
及
二
主
女
一
云
々
、
見
聞
者
嘆
息
無
レ
極
、
」（
同
天
慶
七
年(
九
四
四)
五
月
五
日
条
）
と
し
て
、
競
馬
中
の
師
尹
家
家
人
の
乱
闘
と
、
そ
れ
へ
の
実
頼
家
家
人
の
参
加
を
痛
烈
に
批
判
す
る
も
の
や
、
「
後
左
大
臣
（
実
頼
）
・
右
兵
衞
督
（
師
尹
）
等
、
去
延
喜
十
二
年
外
記
、
是
日
有
二
給
レ
扇
之
恩
一
、
而
不
レ
拝
、
是
失
也
者
、
然
則
有
レ
拝
者
叶
二
彼
記
一
、
」（
同
天
暦
三
年(
九
四
九)
五
月
一
日
条
）
と
し
て
実
頼
と
師
尹
の
失
態
を
同
時
に
指
摘
す
る
も
の
が
見
ら
れ
、
ま
た
天
暦
七
年(
九
五
三)
に
は
実
頼
大
饗
に
お
け
る
異
例
を
師
輔
が
師
氏
と
共
に
批
判
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
同
天
暦
七
年
正
月
四
日
条
）
。 
 
師
輔
の
同
母
弟
で
あ
る
師
氏
・
師
尹
の
内
弟
師
尹
は
、
「
知
る
知
ら
ぬ
ほ
ど
の
疎
さ
陸
ま
じ
さ
も
、
思
し
思
さ
ぬ
ほ
ど
の
け
ぢ
め
ざ
や
か
に
な
ど
し
て
、
く
せ
う
せ
し
う
ぞ
思
し
掟
て
た
り
け
る
、
」
（
『
栄
花
物
語
』
月
宴
一
八
）
と
、
好
意
の
有
る
無
し
に
よ
っ
て
態
度
を
変
え
た
と
い
う
性
格
が
知
ら
れ
て
お
り
、
度
々
安
和
の
変
の
首
謀
者
の
一
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
（
３
３
）
も
と
よ
り
師
輔
と
は
馬
が
合
わ
ず
、
異
母
兄
実
頼
に
近
し
い
側
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 
 
一
方
師
氏
は
藤
岡
忠
美
氏
が
「
政
権
上
の
暗
闘
か
ら
は
身
を
引
い
た
、
む
し
ろ
そ
の
闘
争
の
な
か
に
人
間
の
醜
悪
を
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み
と
め
る
、
瞑
想
型
の
人
物
」
と
評
し
、
山
口
氏
が
「
栄
光
を
望
み
な
が
ら
も
疎
外
さ
れ
日
陰
を
歩
む
下
降
型
貴
族
」
と
捉
え
る
な
ど
の
消
極
的
な
評
価
が
な
さ
れ
る
人
物
で
、
一
方
門
澤
氏
は
先
に
あ
げ
た
『
九
暦
』
に
お
け
る
師
輔
と
の
同
調
や
、
師
氏
が
師
輔
同
様
に
醍
醐
内
親
王
を
妻
と
し
、
同
じ
路
線
で
政
治
的
立
場
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
師
輔
に
寄
り
添
い
、
そ
の
権
力
傘
の
下
で
政
治
力
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
３
４
）
更
に
「
廿
三
日
、
戊
子
、（
中
略
）
寅
剋
左
右
衛
門
府
來
、
鋪
白
砂
、
両
府
督
或
因
緣
、
或
近
親
也
、
仍
先
日
示
二
送
消
息
一
、
每
レ
府
令
レ
曳
二
五
十
兩
一
、
」（
『
九
暦
』
天
暦
四
年(
九
五
〇)
七
月
廿
三
日
条
）
と
あ
り
、
師
氏
・
源
高
明
の
両
者
が
あ
る
い
は
「
因
縁
」
、
あ
る
い
は
「
近
親
」
で
あ
り
、
格
別
の
好
意
か
ら
師
輔
邸
の
通
路
を
修
繕
し
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
、
師
輔
に
近
し
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 
 
実
頼
の
日
記
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
に
実
頼
が
師
輔
に
ど
う
い
っ
た
感
情
を
抱
い
て
い
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
実
頼
の
養
子
実
資
が
悉
く
師
輔
の
九
条
流
と
は
別
の
小
野
宮
流
故
実
や
年
中
行
事
を
築
い
た
こ
と
を
見
て
も
、
お
互
い
に
相
反
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
師
輔
は
そ
の
ブ
レ
ー
ン
に
弟
師
氏
を
、
実
頼
は
弟
師
尹
を
近
づ
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 
 
ま
た
こ
れ
ら
の
史
料
中
か
ら
は
両
者
の
関
係
だ
け
で
な
く
、「
違
例
」「
違
二
教
命
一
」
に
対
す
る
批
判
を
繰
り
返
し
て
い
る
点
か
ら
、
師
輔
が
父
忠
平
の
教
え
を
遵
守
し
踏
襲
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
一
方
実
頼
に
は
独
自
の
儀
式
次
第
や
解
釈
が
多
か
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
更
に
忠
平
の
日
記
で
あ
る
『
貞
信
公
記
』
を
見
る
と
、
現
存
す
る
『
貞
信
公
記
』
の
大
部
分
を
占
め
る
「
貞
信
公
記
抄
」
が
実
頼
に
よ
る
抄
出
書
で
あ
る
（
大
日
本
古
記
録
『
貞
信
公
記
』
解
題
）
と
さ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
圧
倒
的
に
実
頼
よ
り
師
輔
の
私
事
に
関
す
る
記
事
が
多
く
書
き
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
で
き
る
。 
 
例
え
ば
実
頼
の
子
に
関
し
て
は
「
五
日
、
少
将
子
生
、
」
（
延
喜
二
十
年(
九
二
〇)
二
月
五
日
条
）
の
他
、
実
頼
女
述
子
の
入
内
（
天
慶
九
年(
九
四
六)
十
一
月
廿
九
日
条
）
、
女
御
宣
旨
（
同
十
二
月
廿
日
条
）
、
卒
去
（
天
暦
元
年(
九
四
七)
十
月
五
日
条
）
と
贈
位
（
同
九
日
、
十
三
日
条
）
の
五
つ
で
全
て
で
あ
る
。 
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一
方
師
輔
の
子
に
対
し
て
は
「
十
五
日
大
徳
子
生
、
」
（
延
長
二
年(
九
二
四)
七
月
十
五
日
条
）
の
伊
尹
誕
生
を
は
じ
め
、
「
侍
従
室
産
レ
男
、
」
（
延
長
三
年(
九
二
五)
七
月
十
五
日
条
）
の
兼
通
誕
生
、
ま
た
兼
通
の
こ
と
は
「
今
日
初
見
二
侍
従
子
一
、
」
（
同
十
一
月
廿
八
日
条
）
と
あ
り
、
次
い
で
「
左
衛
門
督
男
女
、
於
二
東
家
一
加
二
元
服
一
、
」
（
天
慶
三
年(
九
四
〇)
四
月
十
七
日
条
）
と
し
て
伊
尹
の
元
服
と
安
子
の
着
裳
の
こ
と
、
「
左
金
息
女
叙
參
入
、
」
（
同
十
九
日
条
）
と
安
子
が
成
明
親
王
［
村
上
］
に
参
入
し
た
こ
と
、
更
に
「
大
将
女
御
産
レ
男
、
」（
天
慶
九
年(
九
四
六)
六
月
五
日
条
）
と
し
て
安
子
が
男
児
を
出
産
し
、
し
か
し
即
日
薨
じ
た
こ
と
、
ま
た
安
子
に
年
給
の
宣
旨
が
下
さ
れ
た
こ
と
（
天
暦
二
年(
九
四
八)
正
月
二
十
七
日
条
）
な
ど
、
多
く
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
実
頼
女
述
子
と
師
輔
女
安
子
の
入
内
と
入
侍
に
つ
い
て
は
忠
平
に
と
っ
て
も
関
心
事
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
記
さ
れ
た
内
容
に
も
大
き
な
差
異
は
見
ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
師
輔
の
子
女
子
息
に
関
す
る
私
事
が
実
頼
の
子
女
子
息
に
対
し
非
常
に
多
く
書
か
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
上
『
尊
卑
分
脈
』
等
に
よ
る
と
師
輔
男
忠
君
が
忠
平
の
養
子
と
な
っ
て
お
り
、
師
輔
が
父
忠
平
と
非
常
に
良
好
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
忠
平
の
兄
時
平
の
女
を
室
と
し
た
実
頼
家
の
孫
達
よ
り
も
、
筒
井
筒
の
仲
で
あ
っ
た
ら
し
い
藤
原
経
邦
女
盛
子
を
室
と
し
た
師
輔
家
の
孫
達
の
方
が
忠
平
に
と
っ
て
も
心
中
穏
や
か
に
親
し
め
た
と
い
う
こ
と
が
一
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
ま
た
師
輔
も
『
九
暦
』「
貞
信
公
教
命
」
に
、「
曾
我
尚
幼
少
時
前
閣
（
閤
）
仰
云
、
我
嗣
在
二
汝
所
一
者
、
此
事
已
及
二
數
度
一
、
而
今
不
レ
違
二
彼
命
一
、
被
レ
授
二
摂
政
之
軄
一
、
其
後
至
二
今
年
一
我
任
二
太
政
大
臣
一
、
聖
人
一
想
可
レ
謂
二
神
妙
一
、
感
嘆
之
深
落
涙
霑
レ
胸
者
、
」（
承
平
六
年(
九
三
六)
九
月
十
一
日
条
）
と
い
う
、
忠
平
が
か
つ
て
父
基
経
に
「
我
嗣
は
汝
に
在
り
」
と
言
わ
れ
そ
の
通
り
に
な
っ
た
逸
話
を
書
き
残
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
父
忠
平
の
教
え
に
従
う
こ
と
で
、
か
つ
て
兄
時
平
、
仲
平
、
兼
平
を
越
え
て
摂
政
太
政
大
臣
に
至
っ
た
忠
平
の
如
く
、
兄
実
頼
を
越
え
て
人
臣
の
頂
点
に
昇
る
こ
と
を
夢
見
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
実
際
に
師
輔
は
兄
実
頼
に
憚
る
こ
と
な
く
外
戚
政
策
を
推
し
進
め
、
『
栄
花
物
語
』
で
「
一
く
る
し
き
二
」
と
評
さ
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れ
た
よ
う
に
、
皇
太
子
の
外
戚
と
し
て
実
頼
を
も
凌
ぎ
か
ね
な
い
権
勢
を
持
っ
た
。
も
し
師
輔
が
今
少
し
長
命
で
あ
れ
ば
、
冷
泉
天
皇
の
即
位
に
伴
い
、
外
祖
父
と
し
て
摂
政
太
政
大
臣
に
な
り
、
左
大
臣
実
頼
を
凌
い
で
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
ま
た
こ
う
し
た
外
戚
政
策
に
つ
い
て
は
、
内
親
王
や
家
柄
の
高
い
源
氏
と
深
く
姻
戚
関
係
持
っ
た
師
輔
に
対
し
、
実
頼
の
方
は
そ
れ
ら
と
の
結
ば
れ
方
が
い
さ
さ
か
少
な
い
よ
う
だ
と
山
中
氏
等
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
３
５
）
し
か
し
な
が
ら
実
頼
も
女
を
朱
雀
・
村
上
両
天
皇
の
女
御
、
醍
醐
源
氏
戸
主
源
高
明
の
室
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
婚
姻
政
策
に
消
極
的
で
な
か
っ
た
こ
と
が
言
え
よ
う
。
た
だ
彼
女
達
は
い
ず
れ
も
短
命
で
あ
り
、
子
を
残
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
実
頼
に
は
師
輔
ほ
ど
女
が
多
く
い
な
か
っ
た
た
め
に
多
く
の
結
婚
事
例
が
見
ら
れ
ず
、
師
輔
ほ
ど
に
積
極
的
な
婚
姻
政
策
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
印
象
付
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
現
に
実
頼
は
長
女
慶
子
が
成
長
す
る
や
否
や
、
す
ぐ
さ
ま
朱
雀
天
皇
に
入
内
さ
せ
る
な
ど
、
外
戚
政
策
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
そ
う
す
る
と
、
一
つ
の
疑
問
に
突
き
当
た
る
。
師
輔
は
実
頼
女
慶
子
の
入
内
の
前
年
に
、
長
女
安
子
を
な
ぜ
か
立
太
子
も
し
て
い
な
か
っ
た
朱
雀
天
皇
の
同
母
弟
、
成
明
親
王
［
村
上
］
に
入
侍
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
病
弱
で
あ
っ
た
と
は
い
え
ま
だ
若
い
朱
雀
天
皇
の
即
位
は
、
そ
の
御
代
が
長
く
続
く
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
故
師
輔
は
朱
雀
天
皇
で
は
な
く
成
明
親
王
に
安
子
を
入
侍
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
成
明
親
王
立
太
子
が
実
現
す
る
こ
と
を
存
じ
て
い
な
け
れ
ば
為
せ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 
 
朱
雀
天
皇
の
譲
位
と
村
上
天
皇
の
即
位
は
、『
大
鏡
』（
雑
々
物
語
）
に
お
い
て
朱
雀
・
村
上
両
天
皇
生
母
で
あ
る
穏
子
の
言
葉
が
切
っ
掛
け
と
な
っ
て
思
い
が
け
ず
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
藤
木
氏
が
こ
れ
を
穏
子
の
計
略
で
あ
っ
た
と
見
做
し
て
い
る
よ
う
に
、
（
３
６
）
そ
の
意
思
が
介
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
と
も
す
れ
ば
成
明
立
太
子
に
も
深
く
関
与
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
忠
平
が
『
貞
信
公
記
』
に
て
成
明
親
王
へ
の
安
子
入
侍
を
書
き
残
し
て
い
る
点
を
見
て
も
、
忠
平
も
ま
た
成
明
立
太
子
を
存
じ
て
い
た
、
あ
る
い
は
計
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ
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れ
を
承
知
し
た
上
で
師
輔
は
朱
雀
天
皇
と
の
外
戚
関
係
を
築
く
こ
と
を
は
な
か
ら
棄
て
、
成
明
親
王
に
安
子
を
入
侍
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
村
上
天
皇
即
位
後
に
よ
う
や
く
三
女
述
子
を
入
内
さ
せ
得
た
兄
実
頼
を
大
き
く
出
し
ぬ
く
形
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
師
輔
が
父
忠
平
や
叔
母
穏
子
に
近
接
し
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
計
り
得
た
政
策
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
し
か
し
こ
れ
ほ
ど
に
様
々
な
政
策
を
計
り
、
外
戚
政
策
に
成
功
し
て
い
な
が
ら
な
お
、
師
輔
は
兄
実
頼
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 
 
兄
以
上
に
父
や
叔
母
に
接
近
し
、
父
の
教
え
を
守
り
、
精
力
的
に
政
治
に
も
取
り
組
み
天
皇
に
も
近
侍
し
た
。
そ
れ
で
い
な
が
ら
越
え
ら
れ
な
い
差
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
そ
こ
に
は
生
ま
れ
た
順
番
と
七
つ
も
の
年
の
差
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
や
は
り
生
母
の
差
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言
う
な
れ
ば
実
頼
の
焦
り
を
感
じ
さ
せ
な
い
態
度
や
外
戚
政
策
も
、
一
世
源
氏
順
子
を
母
と
す
る
生
い
立
ち
に
依
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
師
輔
と
て
母
は
文
徳
天
皇
皇
孫
で
あ
り
、
一
世
源
氏
源
能
有
の
女
で
あ
る
が
、
女
御
腹
の
一
世
皇
女
源
順
子
と
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。
ま
し
て
や
父
忠
平
が
そ
う
し
た
皇
女
を
妻
と
し
た
こ
と
を
含
め
、
幼
少
時
に
母
方
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
当
時
の
婚
姻
形
態
を
鑑
み
れ
ば
、
師
輔
が
筒
井
筒
の
仲
で
あ
っ
た
妻
の
他
に
、
皇
女
に
関
心
を
寄
せ
る
傾
向
と
い
う
の
は
、
「
兄
と
の
差
」
の
一
点
に
お
い
て
自
然
と
生
じ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
  
 
 
２ 
内
親
王
降
嫁
の
意
図
す
る
と
こ
ろ 
 
そ
も
そ
も
実
頼
と
師
輔
が
突
出
し
て
ど
ち
ら
か
を
凌
ぐ
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
二
人
が
厳
密
に
は
醍
醐
・
朱
雀
・
村
上
天
皇
の
外
戚
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
来
な
ら
ば
外
祖
父
、
外
オ
ジ
と
し
て
権
勢
を
増
す
も
の
で
あ
る
が
、
二
人
に
と
っ
て
朱
雀
・
村
上
生
母
の
穏
子
は
叔
母
で
あ
り
、
姉
妹
や
子
で
は
な
い
。
故
に
外
伯
父
で
あ
っ
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た
忠
平
の
実
質
的
な
後
継
者
と
し
て
の
摂
関
に
は
成
り
得
な
か
っ
た
（
但
し
後
に
実
頼
は
姪
安
子
所
生
の
冷
泉
天
皇
の
関
白
、
次
い
で
円
融
天
皇
の
摂
政
と
な
る
が
）
。
そ
の
た
め
実
頼
も
師
輔
も
こ
ぞ
っ
て
女
を
入
内
、
入
侍
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
ま
し
て
や
未
だ
前
左
大
臣
時
平
の
子
息
も
廟
堂
に
て
権
勢
を
保
持
す
る
中
、
確
固
た
る
権
力
を
握
る
に
は
、
よ
り
天
皇
の
近
親
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 
 
だ
が
醍
醐
朝
に
お
い
て
は
両
者
と
も
ま
だ
若
く
、
従
っ
て
女
も
幼
く
、
朱
雀
・
村
上
天
皇
と
な
る
皇
子
ら
も
ま
だ
幼
か
っ
た
た
め
、
即
時
外
戚
と
な
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
外
孫
な
り
の
即
位
を
見
る
に
し
て
も
随
分
と
先
の
こ
と
に
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い
た
。 
 
ま
た
朱
雀
・
村
上
生
母
の
穏
子
に
と
っ
て
は
、
時
平
男
も
忠
平
男
も
同
じ
甥
で
あ
り
、
朱
雀
・
村
上
朝
に
お
い
て
誰
か
が
突
出
し
た
外
戚
と
は
な
り
得
な
い
状
況
下
に
あ
っ
て
、
そ
れ
で
も
抜
き
ん
で
て
外
戚
に
近
し
い
近
親
と
な
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
外
戚
と
な
る
た
め
、
忠
平
や
穏
子
に
接
近
す
る
師
輔
の
手
段
は
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
重
要
で
あ
る
。 
 
同
時
に
、
内
親
王
降
嫁
の
原
因
も
そ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
「
姉
妹
か
女
が
嫁
ぐ
こ
と
で
天
皇
の
外
戚
と
な
る
」
手
段
と
は
真
逆
に
、
「
天
皇
の
姉
妹
を
娶
る
こ
と
で
天
皇
の
外
戚
と
な
る
」
手
段
を
用
い
、
師
輔
は
他
の
穏
子
の
甥
達
を
も
凌
い
で
優
位
に
立
と
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 
 
こ
の
手
段
は
、
根
本
的
に
は
摂
関
と
な
る
こ
と
へ
は
繋
が
ら
ず
、
外
戚
政
策
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
と
よ
り
七
年
年
長
で
あ
る
実
頼
が
官
位
で
先
ん
じ
る
ば
か
り
か
、
あ
る
い
は
女
の
入
内
や
皇
子
出
産
で
も
先
ん
じ
る
可
能
性
も
あ
る
中
で
、
い
ず
れ
女
を
入
内
さ
せ
皇
子
出
産
・
立
太
子
に
至
る
ま
で
の
間
、
そ
の
女
の
入
内
し
か
り
、
有
力
な
兄
弟
従
兄
弟
よ
り
優
位
に
そ
れ
ら
を
成
す
手
段
と
し
て
、
天
皇
家
に
近
接
す
る
た
め
に
内
親
王
降
嫁
を
意
図
し
た
こ
と
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
女
を
入
内
さ
せ
内
親
王
を
降
嫁
さ
せ
る
と
い
う
二
重
の
外
戚
関
係
は
、
後
に
は
自
身
の
子
孫
や
派
閥
が
女
と
そ
の
所
生
の
皇
子
と
を
支
え
、
摂
関
と
な
っ
て
ゆ
く
た
め
の
準
備
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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さ
て
、
師
輔
が
三
人
も
の
内
親
王
を
立
て
続
け
に
降
嫁
さ
せ
た
こ
と
を
、
単
に
「
内
親
王
好
み
」
と
片
付
け
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
度
々
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
確
か
に
『
栄
花
物
語
』
で
は
師
輔
が
好
色
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
『
師
輔
集
』
に
お
い
て
も
多
く
の
女
性
と
の
交
友
が
残
っ
て
い
る
点
か
ら
、
雅
子
内
親
王
へ
の
懸
想
が
好
色
に
起
因
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
後
む
や
み
に
内
親
王
に
好
色
を
抱
い
た
の
で
は
な
く
、
結
果
的
に
雅
子
内
親
王
で
は
な
く
勤
子
内
親
王
を
、
そ
の
後
雅
子
内
親
王
を
、
更
に
雅
子
内
親
王
が
薨
じ
る
と
康
子
内
親
王
を
、
と
娶
っ
て
い
る
点
に
は
、
計
画
性
と
意
図
を
感
じ
さ
せ
る
。 
 
特
に
勤
子
・
雅
子
内
親
王
の
死
後
、
彼
女
等
村
上
天
皇
異
母
姉
よ
り
更
に
村
上
天
皇
と
近
親
で
あ
る
同
母
妹
康
子
内
親
王
に
通
じ
た
の
は
、
時
に
安
子
所
生
の
憲
平
親
王
［
冷
泉
］
が
立
太
子
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
精
神
状
態
に
不
安
視
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
他
に
も
女
御
源
和
子
所
生
の
有
力
な
醍
醐
皇
子
が
あ
り
、
村
上
天
皇
後
宮
に
も
女
王
女
御
、
師
尹
女
な
ど
が
あ
っ
て
皇
子
を
出
産
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
憲
平
親
王
の
、
あ
る
い
は
そ
の
同
母
弟
為
平
親
王
等
の
立
太
子
の
安
泰
を
図
る
た
め
に
も
、
よ
り
深
く
継
続
的
な
村
上
天
皇
と
の
外
戚
関
係
に
よ
る
紐
帯
を
狙
っ
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
一
方
康
子
内
親
王
の
死
後
に
新
た
な
妻
、
そ
れ
も
内
親
王
を
娶
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
『
大
鏡
』
で
は
康
子
内
親
王
に
「
ま
た
二
つ
こ
と
人
見
る
と
い
ふ
こ
と
は
あ
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
」
（
公
季
項
）
と
約
束
し
た
た
め
、
つ
ま
り
は
康
子
内
親
王
に
慮
っ
て
、
「
ま
こ
と
に
、
そ
の
後
、
一
人
住
み
に
て
ぞ
や
ま
せ
た
ま
ひ
」
（
同
項
）
た
の
だ
と
し
、
藤
木
氏
は
こ
れ
に
加
え
て
師
輔
自
身
が
や
が
て
風
（
風
疾
）
を
病
み
、
ま
た
そ
の
三
年
後
に
薨
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
体
力
的
に
衰
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
す
る
が
、
（
３
７
）
更
に
は
「
天
皇
に
聟
と
し
て
包
括
さ
れ
る
こ
と
で
紐
帯
を
得
る
」
手
段
を
考
慮
し
た
場
合
、
康
子
内
親
王
の
死
後
は
内
親
王
を
娶
ら
な
い
こ
と
が
よ
り
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
村
上
天
皇
の
信
頼
を
得
ら
れ
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。 
 
そ
の
効
果
の
ほ
ど
は
、
師
輔
の
死
後
、
康
子
内
親
王
所
生
の
公
季
が
異
母
姉
安
子
に
引
き
取
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
内
裏
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で
親
王
達
と
同
じ
よ
う
に
さ
れ
、
ま
た
村
上
天
皇
に
も
か
わ
い
が
ら
れ
育
て
ら
れ
た
と
い
う
『
大
鏡
』
（
公
季
項
）
の
記
述
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。 
   
 
 
 
 
第
三
節 
勤
子
・
雅
子
姉
妹
と
藤
原
師
輔 
 
 
 
１ 
敦
忠
・
師
輔
と
雅
子
内
親
王 
 
師
輔
が
内
親
王
降
嫁
を
天
皇
家
と
よ
り
近
親
と
な
り
兄
弟
従
兄
弟
間
に
お
い
て
優
位
に
立
つ
た
め
の
手
段
と
し
た
こ
と
、
並
び
に
康
子
内
親
王
降
嫁
の
意
図
に
つ
い
て
は
見
出
だ
せ
た
が
、
し
か
し
先
ん
じ
て
師
輔
に
降
嫁
し
た
の
は
勤
子
内
親
王
、
並
び
に
雅
子
内
親
王
で
あ
る
。
師
輔
が
こ
の
姉
妹
を
内
親
王
降
嫁
の
対
象
と
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。 
 
勤
子
・
雅
子
内
親
王
は
共
に
醍
醐
更
衣
源
周
子
の
所
生
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
父
醍
醐
天
皇
に
鍾
愛
さ
れ
た
皇
女
で
あ
っ
た
。
特
に
勤
子
内
親
王
は
才
女
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
源
順
に
『
倭
名
類
聚
抄
』
を
選
進
さ
せ
た
こ
と
、
醍
醐
天
皇
自
ら
琴
譜
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
、
絵
画
を
も
よ
く
す
る
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
雅
子
内
親
王
も
残
る
贈
答
歌
か
ら
歌
才
の
あ
る
女
性
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
好
色
な
師
輔
に
と
っ
て
も
大
層
魅
力
的
な
姉
妹
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
れ
ら
姉
妹
の
内
雅
子
内
親
王
に
つ
い
て
、
師
輔
に
先
ん
じ
て
敦
忠
が
恋
文
を
贈
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
こ
に
師
輔
が
割
り
込
む
形
で
恋
文
を
贈
っ
た
こ
と
、
即
ち
そ
れ
が
好
色
に
起
因
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
が
、
そ
れ
が
好
色
に
限
ら
ず
、
時
平
男
敦
忠
の
内
親
王
へ
の
懸
想
、
即
ち
敦
忠
が
内
親
王
降
嫁
を
実
現
さ
せ
藤
原
氏
族
内
で
優
位
な
地
位
に
抜
き
ん
で
る
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
に
、
師
輔
が
そ
れ
に
横
や
り
を
入
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
し
て
や
敦
忠
が
時
平
女
を
妻
と
す
る
兄
実
頼
の
義
兄
弟
で
あ
る
と
い
う
事
実
も
併
せ
て
鑑
み
る
と
、
敦
忠
の
み
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な
ら
ず
、
実
頼
へ
の
対
抗
心
や
警
戒
心
を
も
含
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 
 
し
か
し
安
西
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
（
雅
子
内
親
王
へ
の
斎
宮
卜
定
が
）
敦
忠
に
内
親
王
降
嫁
に
よ
っ
て
政
治
的
優
位
に
立
っ
て
ほ
し
く
な
い
者
た
ち
の
圧
力
に
よ
る
決
定
」
と
し
た
り
、
同
内
親
王
が
師
輔
室
と
な
っ
た
の
が
時
平
男
敦
忠
の
出
世
を
快
く
思
わ
な
い
忠
平
及
び
そ
の
息
子
師
輔
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
「
敦
忠
か
ら
無
理
や
り
奪
う
よ
う
に
し
て
自
ら
の
妻
と
」
し
た
と
す
る
説
は
、
い
か
に
も
敦
忠
と
相
思
相
愛
で
あ
っ
た
は
ず
の
雅
子
内
親
王
を
悲
劇
の
皇
女
と
捉
え
た
上
で
の
主
観
で
あ
り
、
感
情
的
な
偏
見
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
３
８
）
事
実
そ
う
し
た
動
き
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
を
歌
物
語
で
な
く
史
実
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
実
際
に
は
敦
忠
に
も
雅
子
内
親
王
の
他
に
通
う
女
性
も
熱
愛
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
正
妻
（
藤
原
玄
上
女
）
等
も
い
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
雅
子
内
親
王
に
誠
実
で
一
途
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。 
 
ま
た
木
船
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
斎
宮
退
下
後
の
雅
子
内
親
王
と
の
贈
答
を
見
る
と
、
敦
忠
と
の
一
度
き
り
の
贈
答
に
熱
愛
の
復
活
を
予
測
さ
せ
る
余
情
が
あ
る
も
の
の
以
後
の
消
息
は
絶
え
て
お
り
、
一
方
同
時
期
の
師
輔
と
の
贈
答
で
は
、
そ
の
真
意
は
捉
え
難
い
も
の
の
、
気
持
ち
が
師
輔
へ
傾
い
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（
３
９
）
同
じ
く
木
船
氏
は
、
結
果
的
に
師
輔
に
降
嫁
し
た
雅
子
内
親
王
に
つ
い
て
、
師
輔
と
雅
子
内
親
王
異
母
姉
婉
子
内
親
王
と
の
贈
答
か
ら
（
『
師
輔
集
』
六
二
・
六
三
）
、
師
輔
が
雅
子
内
親
王
と
の
関
係
を
世
に
喧
伝
さ
れ
て
も
な
お
自
信
と
成
算
を
秘
め
て
い
る
よ
う
で
、
困
惑
や
不
安
、
謙
退
の
体
も
な
い
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
雅
子
内
親
王
降
嫁
に
先
立
っ
て
勤
子
内
親
王
降
嫁
を
実
現
し
て
い
た
こ
と
が
、
容
易
に
雅
子
内
親
王
降
嫁
を
招
い
た
と
さ
れ
る
。 
 
即
ち
雅
子
内
親
王
の
降
嫁
は
、
師
輔
が
敦
忠
か
ら
強
引
に
奪
い
取
る
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
て
、
同
意
の
も
と
行
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 
 
そ
の
理
由
と
は
、
依
然
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
関
係
で
あ
っ
た
敦
忠
に
対
し
、
勤
子
内
親
王
降
嫁
の
実
現
と
い
う
前
歴
か
ら
、
降
嫁
し
子
供
に
恵
ま
れ
る
選
択
肢
を
与
え
得
る
師
輔
に
心
が
傾
い
た
せ
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
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雅
子
内
親
王
に
と
っ
て
そ
れ
が
不
本
意
な
こ
と
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
『
師
輔
集
』
に
お
け
る
贈
答
歌
に
限
ら
ず
、
そ
の
後
四
人
の
子
供
達
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。 
 
要
す
る
に
、
師
輔
が
最
初
に
懸
想
し
て
い
た
の
は
雅
子
内
親
王
で
あ
り
、
降
嫁
の
初
例
と
な
っ
た
勤
子
内
親
王
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
即
ち
勤
子
内
親
王
の
降
嫁
が
好
色
だ
け
に
起
因
し
て
起
こ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
事
の
現
れ
で
も
あ
ろ
う
。 
 
ま
た
雅
子
内
親
王
に
文
を
贈
っ
て
い
た
師
輔
が
、
当
初
か
ら
内
親
王
降
嫁
を
想
定
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。 
 
で
は
雅
子
内
親
王
の
斎
宮
卜
定
か
ら
勤
子
内
親
王
降
嫁
実
現
ま
で
の
間
、
果
た
し
て
何
が
あ
っ
て
こ
れ
は
実
現
し
、
そ
し
て
何
故
勤
子
内
親
王
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
  
 
 
２ 
勤
子
内
親
王
の
降
嫁 
 
勤
子
内
親
王
の
降
嫁
に
は
、
雅
子
内
親
王
降
嫁
の
時
に
は
な
か
っ
た
も
の
が
一
つ
存
在
し
て
い
る
。 
 
そ
れ
は
生
母
源
周
子
の
生
死
で
あ
り
、
醍
醐
天
皇
崩
御
後
に
周
子
が
ど
う
い
っ
た
生
活
を
営
ん
で
い
た
か
は
不
明
確
な
が
ら
、
ま
ず
間
違
い
な
く
所
生
の
皇
子
女
た
ち
を
養
育
す
べ
く
傍
ら
に
い
た
は
ず
で
あ
る
。
周
子
所
生
の
皇
子
女
の
内
、
第
一
男
の
時
明
親
王
は
こ
の
時
既
に
早
世
し
て
お
り
、
ま
た
周
子
の
父
源
唱
は
没
年
こ
そ
知
ら
れ
な
い
も
の
の
、
右
大
弁
を
極
官
と
し
、
参
議
に
も
至
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
皇
子
女
の
後
見
と
し
て
は
弱
い
。
あ
る
い
は
嵯
峨
源
氏
で
あ
る
父
唱
か
ら
継
承
し
た
財
産
な
ど
持
ち
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
周
子
一
家
が
、
既
に
元
服
し
て
醍
醐
源
氏
の
戸
主
と
な
っ
て
い
た
第
二
男
の
高
明
を
家
長
と
し
て
生
活
し
て
い
た
可
能
性
は
高
か
ろ
う
。 
 
そ
の
居
所
も
明
確
で
は
な
い
が
、
雅
子
内
親
王
の
住
ま
い
が
西
四
条
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
師
輔
集
』『
敦
忠
集
』
に
お
い
て
雅
子
内
親
王
が
「
西
四
条
宮
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
、
こ
こ
は
後
に
「
西
宮
」
と
称
さ
れ
た
高
明
の
居
所
と
な
っ
た
場
所
で
あ
る
（
『
二
中
歴
』『
拾
芥
抄
』
）
。
し
か
し
そ
も
そ
も
は
『
今
昔
物
語
集
』（
巻
二
六
）
、『
宇
 183 
 
治
拾
遺
物
語
』（
巻
一
三
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
四
条
一
坊
十
二
町
に
住
ん
で
い
た
源
定
が
隣
の
十
一
町
を
買
い
取
り
南
北
二
町
の
邸
と
し
た
場
所
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
定
か
ら
息
子
の
唱
、
孫
娘
の
周
子
へ
と
伝
領
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
周
子
の
居
所
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
系
図
３
）
。『
平
安
京
提
要
』
（
４
０
）
で
は
西
宮
に
つ
い
て
、
雅
子
内
親
王
が
居
住
し
た
後
に
高
明
が
居
所
と
し
た
と
説
明
し
、
暗
に
同
居
し
て
い
な
か
っ
た
旨
の
見
解
を
示
す
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
う
す
る
と
雅
子
内
親
王
生
前
の
高
明
の
居
所
は
不
明
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
事
実
別
の
場
所
に
住
ん
で
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
後
雅
子
内
親
王
所
生
の
子
供
達
で
は
な
く
高
明
が
伝
領
し
て
い
る
事
を
鑑
み
れ
ば
、
尚
更
西
宮
が
雅
子
内
親
王
の
伝
領
し
た
居
所
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
、
周
子
伝
領
の
居
所
で
あ
り
、
そ
の
所
生
の
子
供
達
が
住
ん
で
い
た
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
『
敦
忠
集
』
か
ら
は
、
亡
き
藤
原
鮮
子
所
生
の
醍
醐
皇
女
婉
子
内
親
王
が
こ
の
西
宮
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
や
、
『
日
本
紀
略
』
安
和
二
年(
九
六
九)
四
月
十
一
日
条
か
ら
は
周
子
所
生
の
郁
子
内
親
王
と
鮮
子
所
生
の
敏
子
内
親
王
が
共
に
前
帥
家
（
高
明
家
、
西
宮
）
に
同
居
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
後
に
高
明
が
伝
領
す
る
に
至
っ
た
と
し
て
も
、
当
初
は
広
く
周
子
と
、
そ
の
周
子
が
引
き
取
り
養
育
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
鮮
子
所
生
の
皇
子
女
た
ち
の
多
く
が
住
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。 
 
具
体
的
に
西
宮
（
西
四
条
宮
）
に
ど
の
時
期
に
誰
が
ど
の
よ
う
に
住
ん
で
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
少
な
く
と
も
周
子
生
前
は
、
周
子
の
伝
領
す
る
邸
で
あ
っ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
周
子
は
そ
こ
を
中
心
と
し
て
、
自
身
の
子
供
達
と
、
ま
た
良
好
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
亡
き
同
じ
醍
醐
妃
の
藤
原
鮮
子
の
子
供
た
ち
を
引
き
取
 
 
 
 
 
 
時
明
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勤
子
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親
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光
孝 
宇
多 
醍
醐 
 
郁
子
内
親
王 
 
嵯
峨 
 
 
 
 
 
雅
子
内
親
王 
 
源
定 
 
 
唱 
 
周
子 
 
源
高
明 
 
 
 
 
 
 
源
盛
明(
後
に
親
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源
兼
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り
養
育
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
周
子
一
家
は
、
男
子
で
あ
る
高
明
を
中
心
に
、
し
か
し
同
時
に
母
周
子
を
中
心
に
生
活
を
営
ん
で
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 
 
と
も
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
勤
子
内
親
王
と
も
同
居
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
そ
の
母
周
子
が
、
師
輔
と
い
う
臣
下
が
女
に
通
う
こ
と
を
黙
認
し
た
で
あ
ろ
う
か
。 
 
周
子
は
醍
醐
天
皇
の
更
衣
に
留
ま
っ
た
も
の
の
、
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
醍
醐
天
皇
と
の
贈
答
が
い
く
つ
も
残
っ
て
い
る
他
、
后
妃
の
中
で
も
最
も
多
産
で
、
子
供
達
の
年
齢
差
か
ら
も
醍
醐
天
皇
に
長
く
愛
さ
れ
た
キ
サ
キ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
先
に
述
べ
た
よ
う
に
鮮
子
所
生
の
子
供
達
を
も
養
育
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
高
明
の
学
問
に
優
れ
朝
議
に
明
る
か
っ
た
と
い
う
性
格
、
勤
子
内
親
王
の
多
才
さ
か
ら
、
母
と
し
て
も
非
常
に
優
れ
、
聡
明
で
し
っ
か
り
し
た
人
柄
で
あ
っ
た
様
子
が
見
て
取
れ
、
更
に
自
ら
歌
合
を
開
く
な
ど
、
行
動
力
を
も
備
え
た
人
物
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
『
近
江
御
息
所
歌
合
』
）
。 
 
こ
れ
ら
を
鑑
み
て
も
や
は
り
周
子
が
女
の
、
そ
れ
も
内
親
王
の
不
義
を
黙
っ
て
見
過
ご
す
と
は
思
わ
れ
ず
、
ま
し
て
や
周
子
は
嵯
峨
天
皇
後
裔
で
あ
る
元
皇
親
で
あ
る
。
同
時
に
嵯
峨
皇
子
に
し
て
大
納
言
に
至
っ
た
源
定
の
子
で
あ
り
な
が
ら
右
大
弁
に
留
ま
っ
た
源
唱
の
女
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
嵯
峨
後
裔
左
大
臣
源
融
の
子
で
大
納
言
に
至
っ
た
源
昇
の
女
で
す
ら
、
入
内
し
て
も
更
衣
止
ま
り
で
あ
っ
た
と
い
う
、
源
氏
後
裔
の
繁
栄
の
厳
し
さ
を
実
感
し
て
い
た
人
物
で
も
あ
る
。
故
に
我
が
子
の
長
い
繁
栄
を
望
む
の
な
ら
ば
、
そ
れ
に
は
相
応
の
後
見
が
な
け
れ
ば
続
か
な
い
こ
と
も
よ
く
理
解
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 
 
即
ち
、
雅
子
内
親
王
に
敦
忠
や
師
輔
が
文
を
贈
る
こ
と
を
許
し
た
の
が
周
子
で
あ
る
な
ら
ば
、
雅
子
内
親
王
に
文
を
寄
越
し
て
い
た
将
来
も
明
る
い
師
輔
へ
と
目
を
付
け
、
醍
醐
天
皇
崩
御
後
、
頼
る
べ
き
と
こ
ろ
の
危
う
い
我
が
子
高
明
、
盛
明
等
の
源
家
を
安
泰
と
す
べ
く
、
勤
子
内
親
王
を
娶
ら
せ
た
斡
旋
者
こ
そ
、
母
周
子
だ
っ
た
の
で
は
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
（
４
１
） 
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高
明
家
と
師
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以
上
、
師
輔
と
勤
子
内
親
王
の
結
婚
は
母
周
子
の
斡
旋
に
よ
り
、
子
孫
安
泰
を
意
図
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。 
 
同
時
に
藤
原
氏
に
と
っ
て
も
第
一
源
氏
で
あ
る
高
明
を
注
視
し
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
そ
も
そ
も
醍
醐
朝
の
源
氏
は
、
出
生
順
と
い
う
特
異
な
賜
姓
の
原
則
に
よ
り
殊
更
親
王
に
近
し
い
尊
貴
性
を
担
っ
て
お
り
、
例
え
ば
親
王
に
次
ぐ
待
遇
で
内
裏
元
服
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
（
４
２
）
他
の
臣
下
よ
り
席
次
、
初
叙
等
の
点
で
は
る
か
に
優
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
『
西
宮
記
』
）
。
ま
し
て
や
唐
風
の
孝
徳
が
好
ま
れ
た
こ
の
時
代
、
い
か
に
異
母
、
い
か
に
片
や
天
皇
、
片
や
臣
下
で
あ
っ
て
も
、
朱
雀
・
村
上
天
皇
の
兄
で
あ
る
高
明
が
格
別
の
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
故
に
実
頼
も
長
女
慶
子
こ
そ
ま
ず
朱
雀
天
皇
に
入
内
さ
せ
た
が
、
中
君
（
次
女
か
）
は
高
明
に
嫁
が
せ
て
い
る
。
ま
た
師
輔
も
長
女
安
子
を
後
の
村
上
天
皇
に
入
侍
さ
せ
、
次
い
で
父
忠
平
の
意
志
を
継
ぐ
形
で
「
源
氏
長
者
」
を
も
帯
び
て
い
た
ら
し
い
重
明
親
王
に
次
女
登
子
を
嫁
が
せ
る
こ
と
を
優
先
し
た
も
の
の
、
三
女
は
や
は
り
高
明
に
嫁
が
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
、
並
び
に
後
の
高
明
の
順
調
な
昇
進
を
み
れ
ば
、
（
４
３
）
い
か
に
藤
原
氏
が
高
明
を
脅
威
に
な
り
得
る
存
在
と
し
て
認
識
し
て
い
た
か
が
理
解
さ
れ
よ
う
、
ま
し
て
や
そ
の
高
明
に
学
識
も
あ
る
と
な
れ
ば
、
更
に
警
戒
し
て
紐
帯
を
結
ぼ
う
と
画
策
す
る
の
も
自
然
で
あ
る
。 
 
し
か
し
僅
か
に
年
下
と
は
い
え
実
頼
と
師
輔
は
高
明
と
殆
ど
同
年
代
で
あ
る
か
ら
、
適
齢
と
な
っ
た
女
を
嫁
が
せ
る
の
に
は
時
間
を
要
し
た
。
実
頼
女
中
君
の
結
婚
は
、
お
そ
ら
く
は
姉
慶
子
の
入
内
（
天
慶
四
年(
九
四
一)
）
以
後
で
あ
ろ
う
か
ら
、
早
く
と
も
朱
雀
朝
の
後
半
に
差
し
掛
か
っ
て
お
り
、
間
も
な
い
村
上
朝
初
期
の
天
暦
元
年(
九
四
七)
に
卒
し
て
い
る
。
一
方
、
師
輔
三
女
が
高
明
に
嫁
い
だ
の
も
、
次
女
が
重
明
親
王
継
室
と
な
っ
た
以
後
だ
と
考
え
る
と
、
村
上
朝
の
天
暦
二
年(
九
四
八)
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
実
頼
や
師
輔
が
い
つ
頃
か
ら
、
ど
れ
程
に
高
明
を
警
戒
し
て
い
た
か
は
明
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
先
に
述
べ
た
理
由
か
ら
良
好
な
関
係
で
あ
り
た
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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そ
ん
な
折
に
母
周
子
か
ら
高
明
の
同
母
姉
妹
に
通
う
こ
と
を
許
さ
れ
れ
ば
、
し
め
た
と
ば
か
り
に
好
色
な
師
輔
が
飛
び
つ
く
の
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
女
が
幼
く
高
明
と
す
ぐ
さ
ま
姻
戚
関
係
を
築
く
こ
と
の
叶
わ
な
い
中
で
、
高
明
同
母
姉
勤
子
内
親
王
の
降
嫁
は
、
師
輔
に
と
っ
て
も
将
来
性
の
あ
る
高
明
と
の
既
知
を
得
、
姻
戚
と
な
っ
て
紐
帯
を
築
く
上
で
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
村
上
天
皇
即
位
の
翌
年
、
天
暦
元
年(
九
四
七)
の
師
輔
の
右
大
臣
就
任
以
来
、
永
く
参
議
に
留
ま
っ
て
い
た
高
明
が
六
年
の
内
に
大
納
言
ま
で
出
世
し
た
の
を
み
て
も
、
高
明
が
師
輔
の
有
力
な
ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
村
上
朝
、
師
輔
は
高
明
を
婿
に
迎
え
て
お
り
、
ま
た
高
明
も
天
徳
二
年(
九
五
八)
よ
り
師
輔
女
安
子
の
中
宮
大
夫
（
『
公
卿
補
任
』
）
や
、
後
に
師
輔
室
と
な
っ
た
康
子
内
親
王
家
の
別
当(
『
願
文
集
』
七
「
北
宮
御
卌
九
日
願
文
」
）
も
務
め
て
お
り
、
そ
の
紐
帯
は
ま
さ
に
家
族
ぐ
る
み
で
あ
っ
て
、
非
常
に
深
い
。
と
り
わ
け
村
上
朝
以
後
は
非
常
に
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
 
つ
ま
り
師
輔
は
村
上
天
皇
の
即
位
に
よ
り
、
村
上
母
后
穏
子
と
、
「
一
の
女
御
」
と
な
っ
た
女
安
子
（
『
栄
花
物
語
』
月
宴
九
）
の
皇
子
出
産
に
よ
り
勢
い
を
つ
け
、
ま
た
天
皇
異
母
姉
、
次
い
で
同
母
妹
を
妻
と
し
、
異
母
兄
高
明
を
味
方
と
し
た
こ
と
で
、
村
上
天
皇
に
「
御
お
ぼ
え
い
み
じ
う
め
で
た
し
」（
『
栄
花
物
語
』
月
宴
一
九
）
と
言
わ
れ
る
権
勢
を
持
っ
て
、
外
孫
即
位
と
そ
れ
に
伴
う
子
孫
の
出
世
と
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
こ
れ
ら
の
紐
帯
に
先
ん
じ
て
勤
子
・
雅
子
内
親
王
の
降
嫁
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
降
嫁
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
師
輔
を
婿
と
し
、
永
く
我
が
子
等
が
栄
え
る
こ
と
を
画
策
し
た
賢
女
源
周
子
の
姿
が
よ
り
一
層
浮
き
彫
り
と
な
る
の
で
あ
る
。 
 
く
し
く
も
勤
子
・
雅
子
内
親
王
と
い
っ
た
女
達
は
早
世
し
て
し
ま
い
、
更
に
師
輔
自
身
の
早
世
が
安
和
の
変
を
引
き
起
こ
し
、
高
明
を
左
遷
に
至
ら
し
め
て
し
ま
っ
た
が
、
言
い
換
え
れ
ば
、
師
輔
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
師
輔
に
相
反
し
て
い
た
師
尹
以
下
の
反
感
を
買
い
、
危
惧
さ
れ
、
安
和
の
変
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
な
が
ら
権
大
納
言
俊
賢
や
道
長
室
と
な
る
明
子
等
を
残
し
な
が
ら
長
ら
え
て
い
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
師
輔
と
高
明
と
の
紐
帯
、
ひ
い
て
は
師
輔
が
後
世
に
与
え
た
、
藤
原
氏
と
源
氏
と
の
強
い
姻
戚
関
係
に
よ
る
協
調
体
制
と
い
う
構
想
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
   
 
 
 
 
お
わ
り
に 
 
以
上
を
総
括
す
る
と
、
ま
ず
内
親
王
降
嫁
は
、
朱
雀
・
村
上
母
后
藤
原
穏
子
、
外
伯
父
の
摂
政
藤
原
忠
平
を
中
心
に
、
依
然
と
し
て
藤
原
氏
勢
力
が
強
大
で
あ
る
中
、
宇
多
・
醍
醐
両
天
皇
の
源
氏
か
ら
親
王
に
復
し
て
か
ら
の
即
位
と
、
醍
醐
朝
に
お
け
る
出
生
順
と
い
う
特
異
な
賜
姓
方
法
に
よ
り
、
親
王
と
源
氏
の
境
界
線
が
曖
昧
と
な
っ
た
時
代
に
起
こ
っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
は
、
時
平
男
敦
忠
や
忠
平
男
師
輔
が
内
親
王
に
恋
文
を
贈
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
風
潮
を
生
み
だ
し
た
。
し
か
し
前
例
も
な
く
違
法
で
あ
る
内
親
王
降
嫁
が
容
易
に
実
行
さ
れ
る
は
ず
も
な
く
、
敦
忠
と
雅
子
内
親
王
の
関
係
は
終
始
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
で
在
り
続
け
た
の
で
あ
る
。 
 
時
を
同
じ
く
し
て
、
醍
醐
更
衣
源
周
子
は
、
醍
醐
朝
の
賜
姓
の
原
則
に
よ
り
所
生
子
の
内
一
男
三
女
が
親
王
宣
下
を
受
け
、
二
男
一
女
が
源
氏
賜
姓
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
嵯
峨
後
裔
で
あ
り
な
が
ら
二
世
、
三
世
と
代
を
重
ね
る
ご
と
に
衰
退
し
て
ゆ
く
源
氏
の
繁
栄
率
の
低
さ
を
実
感
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
周
子
は
、
源
氏
と
な
っ
た
我
が
子
の
た
め
に
確
か
な
後
見
を
得
る
こ
と
を
考
じ
た
。
そ
こ
で
醍
醐
天
皇
崩
御
に
よ
り
最
初
の
後
見
を
失
っ
た
周
子
が
、
女
雅
子
内
親
王
に
恋
文
を
贈
っ
て
き
て
い
た
藤
原
摂
関
家
子
息
師
輔
に
持
ち
か
け
、
雅
子
内
親
王
の
姉
勤
子
内
親
王
の
降
嫁
を
実
現
す
る
こ
と
で
所
生
子
源
家
の
繁
栄
を
意
図
し
た
も
の
と
推
測
し
た
。 
 
ま
た
師
輔
も
、
こ
の
「
源
氏
と
親
王
の
境
界
線
の
曖
昧
な
時
代
」
に
あ
っ
て
、
尊
敬
す
る
父
忠
平
が
宇
多
皇
女
源
順
 188 
 
子
の
降
嫁
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
内
親
王
降
嫁
の
実
現
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
勤
子
内
親
王
は
、
醍
醐
源
氏
の
戸
主
に
し
て
第
一
源
氏
で
あ
り
、
親
王
に
次
ぐ
待
遇
を
処
さ
れ
て
い
た
源
高
明
の
同
母
姉
で
あ
る
。
高
明
と
の
良
好
な
関
係
を
築
き
味
方
に
引
き
入
れ
る
こ
と
を
想
定
す
れ
ば
、
即
時
未
だ
幼
い
女
を
娶
ら
せ
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
以
上
、
同
母
姉
の
婿
と
し
て
姻
戚
関
係
を
築
く
こ
と
は
非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
周
子
と
師
輔
双
方
の
利
害
の
一
致
が
、
藤
原
氏
初
の
内
親
王
降
嫁
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。 
 
更
に
勤
子
内
親
王
降
嫁
の
実
現
が
引
き
金
と
な
り
、
第
二
、
第
三
の
内
親
王
降
嫁
の
実
現
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
師
輔
が
実
感
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
『
師
輔
集
』
に
お
け
る
師
輔
と
婉
子
内
親
王
の
贈
答
に
お
け
る
雅
子
内
親
王
と
の
密
通
に
対
す
る
師
輔
の
強
気
な
態
度
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
が
師
輔
に
、
時
平
男
顕
忠
や
兄
実
頼
、
弟
師
尹
な
ど
の
ラ
イ
バ
ル
よ
り
優
位
に
外
戚
政
策
を
推
し
進
め
る
た
め
の
「
天
皇
の
姉
妹
を
娶
る
こ
と
で
天
皇
の
外
戚
と
な
る
」
手
段
を
発
起
さ
せ
、
継
続
的
に
内
親
王
降
嫁
を
得
る
「
内
親
王
好
み
」
と
い
わ
れ
る
傾
向
を
形
成
し
た
の
だ
と
考
え
た
。 
 
こ
れ
に
よ
り
師
輔
は
、
皇
太
后
穏
子
、
醍
醐
第
一
源
氏
源
高
明
と
、
そ
し
て
内
親
王
の
兄
弟
姉
妹
に
当
た
る
天
皇
や
皇
親
を
も
己
の
陣
営
へ
と
引
き
込
み
、
村
上
天
皇
へ
の
安
子
入
侍
、
立
后
、
所
生
皇
子
の
即
時
立
太
子
と
い
う
外
戚
政
策
の
成
功
を
確
実
た
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
く
し
く
も
師
輔
は
自
身
の
早
世
に
よ
り
、
生
涯
兄
実
頼
の
官
位
を
越
す
こ
と
は
叶
わ
ず
、
摂
関
に
就
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
師
輔
の
時
代
よ
り
激
増
し
た
藤
原
氏
と
源
氏
、
藤
原
氏
と
親
王
家
と
の
濃
い
婚
姻
関
係
と
、
更
に
後
の
源
氏
の
台
頭
に
は
、
源
氏
を
排
斥
す
る
の
で
は
な
く
、
縁
を
結
ん
で
協
調
し
、
共
に
廟
堂
を
率
い
る
存
在
と
し
よ
う
と
し
た
師
輔
の
思
想
が
根
付
い
た
結
果
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
同
時
に
師
輔
女
安
子
に
始
ま
る
藤
原
氏
に
よ
る
天
皇
後
宮
の
独
占
化
が
、
一
層
藤
原
氏
と
天
皇
家
と
に
近
親
の
念
を
抱
か
せ
、
親
王
家
と
藤
原
氏
の
血
縁
関
係
は
深
ま
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
に
加
え
て
親
王
家
、
源
氏
と
の
姻
戚
関
係
も
よ
り
濃
厚
と
な
っ
た
た
め
、
藤
原
氏
の
後
見
を
受
け
た
内
親
王
の
入
内
や
（
朱
雀
皇
女
昌
子
内
親
王
の
冷
泉
天
皇
へ
の
入
内
、
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藤
原
伊
尹
外
孫
尊
子
内
親
王
の
円
融
天
皇
へ
の
入
内
、
藤
原
道
長
外
孫
禎
子
内
親
王
の
後
朱
雀
天
皇
へ
の
入
内
、
同
章
子
内
親
王
の
後
冷
泉
天
皇
へ
の
入
内
、
同
馨
子
内
親
王
の
後
三
条
天
皇
へ
の
入
内
な
ど
）
、
女
王
を
養
女
と
す
る
例
（
敦
康
親
王
女
嫄
子
女
王
は
藤
原
頼
通
養
女
と
な
り
後
朱
雀
天
皇
に
入
内
）
、
源
氏
を
藤
原
氏
の
養
子
女
と
す
る
例
（
源
高
明
男
源
経
房
・
致
平
親
王
男
源
成
信
が
藤
原
道
長
養
子
、
具
平
親
王
男
源
師
房
・
源
師
房
男
俊
房
・
源
俊
賢
男
顕
基
が
藤
原
頼
通
養
子
、
源
顕
房
女
賢
子
が
藤
原
師
実
養
女
な
ど
）
を
引
き
起
こ
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
引
き
金
と
な
っ
た
も
の
も
、
ま
た
藤
原
氏
が
内
親
王
を
も
娶
り
得
る
存
在
と
な
っ
た
こ
と
、
即
ち
、
天
皇
家
の
血
の
尊
貴
性
を
維
持
す
べ
く
内
親
王
は
臣
下
に
嫁
い
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
禁
忌
を
犯
し
、
女
を
入
内
さ
せ
皇
女
を
娶
る
と
い
う
二
重
の
姻
戚
関
係
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
藤
原
氏
と
天
皇
家
の
血
筋
が
一
層
同
一
化
さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
内
親
王
降
嫁
は
藤
原
氏
に
対
し
、
よ
り
天
皇
家
に
血
筋
を
近
づ
け
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
り
、
よ
り
積
極
的
に
婚
姻
政
策
に
取
り
掛
か
る
切
っ
掛
け
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
藤
原
氏
と
天
皇
家
の
血
の
同
一
化
は
、
天
皇
権
力
の
弱
体
化
と
共
に
藤
原
氏
自
身
の
弱
体
化
を
も
招
く
こ
と
と
な
り
、
群
盗
の
増
加
や
武
士
の
台
頭
を
許
し
、
院
政
期
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
っ
た
。 
 
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
の
意
義
は
、
藤
原
氏
が
摂
関
に
な
ら
ず
親
政
を
許
し
た
時
代
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
天
暦
の
治
と
言
わ
れ
る
天
皇
権
力
の
残
存
し
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
強
く
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
こ
れ
を
も
っ
て
藤
原
氏
が
臣
下
と
し
て
の
最
高
の
栄
華
を
極
め
た
と
言
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
こ
の
事
実
を
鑑
み
れ
ば
、
女
を
次
々
と
入
内
さ
せ
栄
華
を
極
め
た
藤
原
道
長
が
、
天
皇
を
も
凌
ぐ
勢
い
で
最
後
の
灯
火
を
築
い
た
の
に
対
し
、
臣
下
と
し
て
最
高
の
栄
誉
に
預
か
り
子
孫
を
繁
栄
さ
せ
た
藤
原
師
輔
こ
そ
が
、
人
臣
と
し
て
の
藤
原
氏
の
最
盛
期
を
築
い
て
い
た
と
称
さ
れ
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
評
価
さ
れ
な
い
の
は
、
偏
に
師
輔
が
外
孫
の
即
位
を
見
る
こ
と
な
く
早
世
し
、
摂
関
に
就
く
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
生
涯
兄
実
頼
を
凌
ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
思
う
と
、
そ
の
心
残
り
は
如
何
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
 190 
 
う
か
と
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。 
     
注 
(
1) 
名
前
に
は
順
子
・
傾
子
・
欣
子
な
ど
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
本
論
で
は
史
料
引
用
を
除
き
「
順
子
」
に
統
一
す
る
。 
(
2) 
『
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
三
年(
八
五
六)
六
月
廿
五
日
条 
(
3) 
『
〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
41
〉
古
事
談
・
続
古
事
談
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
、
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず
。 
(
4) 
こ
の
他
天
皇
の
女
と
藤
原
氏
の
結
婚
に
は
光
孝
皇
女
源
礼
子
が
藤
原
連
永
に
降
嫁
し
た
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
光
孝
天
皇
即
位
以
前
の
結
婚
で
あ
り
、
事
例
的
に
は
二
世
女
王
と
藤
原
氏
の
結
婚
に
な
る
た
め
本
文
か
ら
は
除
外
し
た
。 
(
5) 
藤
原
顕
光
と
盛
子
内
親
王
に
つ
い
て
は
盛
子
生
母
源
計
子
の
認
可
が
あ
っ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
父
天
皇
崩
御
後
の
密
通
で
あ
る
。
ま
た
藤
原
兼
家
と
保
子
内
親
王
の
場
合
は
「
心
に
く
ゝ
め
で
た
き
も
の
に
思
ひ
」
通
っ
た
兼
家
も
、
深
い
関
係
に
な
る
前
に
交
渉
は
絶
た
れ
て
、
保
子
内
親
王
は
恥
入
り
亡
く
な
っ
た
と
い
う
（
『
栄
花
物
語
』
）
。 
 
 
 
ま
た
藤
原
教
通
と
禔
子
内
親
王
の
事
例
を
天
皇
の
裁
可
が
あ
っ
た
も
の
と
述
べ
た
が
、
厳
密
に
は
三
条
天
皇
が
藤
原
道
長
と
の
不
和
緩
和
を
図
り
禔
子
内
親
王
の
降
嫁
を
打
診
し
た
の
は
教
通
の
兄
頼
通
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
は
頼
通
の
大
病
と
亡
く
し
た
ば
か
り
の
妻
隆
姫
女
王
の
父
具
平
親
王
の
物
の
怪
が
現
れ
た
と
い
う
こ
と
で
沙
汰
止
み
に
な
っ
て
い
る
。
教
通
に
降
嫁
し
た
の
は
そ
の
後
三
条
天
皇
が
崩
御
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
正
し
く
は
三
条
天
皇
の
裁
可
が
あ
っ
て
父
天
皇
生
前
に
成
立
し
た
結
婚
で
は
な
い
。
し
か
し
三
条
天
皇
が
先
ん
じ
て
兄
頼
通
に
禔
子
内
親
王
降
嫁
を
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打
診
し
て
い
た
点
を
考
慮
し
、
唯
一
裁
可
の
あ
っ
た
事
例
と
見
做
し
た
。 
 
 
 
な
お
こ
の
三
条
天
皇
の
判
断
は
、
さ
も
道
長
の
絶
大
な
権
力
下
に
あ
っ
て
起
こ
り
得
た
異
例
の
事
態
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
天
皇
の
裁
可
が
あ
っ
て
有
力
な
臣
下
の
子
息
に
皇
女
を
娶
ら
せ
る
こ
と
で
紐
帯
を
得
る
と
い
う
方
法
は
む
し
ろ
嵯
峨
皇
女
源
潔
姫
や
宇
多
皇
女
源
順
子
の
よ
う
な
一
世
源
氏
と
藤
原
氏
の
結
婚
の
状
況
に
類
似
し
て
い
る
。
但
し
三
条
朝
に
は
既
に
一
世
源
氏
賜
姓
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
源
氏
賜
姓
さ
れ
た
一
世
皇
女
で
は
な
く
、
内
親
王
降
嫁
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
無
論
以
前
に
比
べ
て
藤
原
氏
の
権
勢
は
天
皇
を
凌
ぐ
ほ
ど
に
増
し
て
お
り
、
内
親
王
降
嫁
を
天
皇
自
ら
斡
旋
し
た
の
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
か
ら
、
最
大
の
優
遇
策
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
こ
の
教
通
へ
の
内
親
王
降
嫁
に
倣
っ
た
男
信
家
が
、
禔
子
内
親
王
の
義
妹
儇
子
内
親
王
の
降
嫁
を
得
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
天
皇
崩
御
後
の
私
通
で
、
最
後
の
事
例
と
な
っ
た
。 
(
6) 
『
〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
12
〉
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
平
中
物
語
』
（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
、
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず
。 
(
7) 
『
〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
34
〉
大
鏡
』
（
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）
、
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず
。 
(
8) 
藤
木
邦
彦
「
「
延
喜
天
暦
の
治
」
再
論
」（
林
陸
朗
編
『
論
集
日
本
歴
史
３ 
平
安
王
朝
』
所
収
、
有
精
堂
、
一
九
七
六
年
） 
(
9) 
服
藤
早
苗
「
第
二
章 
平
安
時
代
―
王
朝
を
支
え
た
皇
女
」（
服
藤
早
苗
編
『
歴
史
の
な
か
の
皇
女
た
ち
』
所
収
、
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
） 
(
10) 
安
田
政
彦
「
醍
醐
内
親
王
の
降
嫁
と
醍
醐
源
氏
賜
姓
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
七
四
、
二
〇
〇
八
年
） 
(
11) 
本
論
第
二
部
第
二
章
参
照 
(
12) 
今
井
源
衛
「
女
三
の
宮
の
降
嫁
」
（
『
源
氏
物
語
の
研
究
』
所
収
、
未
来
社
、
一
九
六
二
年
）
、
後
藤
祥
子
「
皇
女
の
結
婚
―
落
葉
宮
の
場
合
」
（
『
源
氏
物
語
の
史
的
空
間
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
）
、
藤
本
勝
義
「
大
宮
の
准
拠
と
造
型
」
（
『
源
氏
物
語
の
想
像
力
―
史
実
と
虚
構
―
』
所
収
、
笠
間
書
院
、
一
九
九
四
年
）
、
今
井
久
代
「
皇
女
の
結
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婚
―
女
三
の
宮
降
嫁
の
呼
び
さ
ま
す
も
の
」（
『
源
氏
物
語
構
造
論
』
所
収
、
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
、
浅
尾
広
良
「
后
腹
内
親
王
藤
壺
の
入
内
」
（
『
大
阪
大
谷
国
文
』
三
七
、
二
〇
〇
七
年
）
、
同
「
桐
壺
皇
統
の
始
ま
り
―
后
腹
内
親
の
入
内
と
降
嫁
―
」
（
『
國
學
院
雜
誌
』
一
〇
九(
一
〇)
、
二
〇
〇
八
年
）
ほ
か 
(
13) 
安
和
の
変
と
は
、
源
高
明
と
の
紐
帯
の
深
か
っ
た
藤
原
師
輔
の
死
後
、
左
大
臣
ま
で
至
っ
た
高
明
に
対
し
、
安
和
二
年(
九
六
九)
に
藤
原
氏
が
こ
れ
を
貶
め
排
斥
し
た
事
件
で
あ
る
。
そ
の
首
謀
者
に
は
諸
説
あ
る
が
、
石
母
田
正
氏
は
師
輔
同
母
弟
師
尹
と
し
（
石
母
田
正
『
古
代
末
期
政
治
史
序
説
』
未
来
社
、
一
九
九
五
年
）
、
今
井
源
衛
氏
は
師
尹
に
限
ら
ず
師
輔
男
の
伊
尹
や
兼
家
等
が
加
担
（
今
井
源
衛
「
花
山
院
研
究
」(
『
文
学
研
究
』
五
七
、
一
九
五
八
年)
）
、
山
中
裕
氏
は
ま
ず
安
和
の
変
が
師
輔
の
死
後
そ
の
権
力
基
盤
を
崩
そ
う
と
画
策
さ
れ
た
藤
原
氏
内
で
の
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
高
明
左
遷
後
の
昇
進
か
ら
師
尹
が
第
一
人
者
で
、
師
輔
異
母
兄
実
頼
が
更
に
大
き
く
関
与
し
、
そ
の
他
に
伊
尹
も
協
力
し
た
と
す
る
（
山
中
裕
「
栄
花
物
語
・
大
鏡
に
現
れ
た
安
和
の
変
」(
『
日
本
歴
史
』
一
六
八
、
一
九
六
二
年)
、
同
「
安
和
の
変
」(
『
平
安
朝
文
学
の
史
的
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年)
、
同
「
藤
原
師
輔
の
時
代
」(
『
平
安
時
代
の
古
記
録
と
貴
族
文
化
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年)
）
。 
 
 
 
一
方
黒
板
伸
夫
氏
は
伊
尹
・
兼
家
兄
弟
に
よ
る
高
明
婿
為
平
親
王
立
太
子
阻
止
の
た
め
の
積
極
的
推
進
、
師
尹
の
条
件
付
協
力
、
実
頼
・
在
衡
の
消
極
的
協
力
と
し
、
こ
れ
が
従
来
の
他
氏
排
斥
と
は
異
な
り
、
源
氏
で
は
な
く
高
明
個
人
を
対
象
と
し
、
藤
原
氏
内
部
に
お
け
る
抗
争
時
代
へ
の
傾
斜
を
示
し
た
事
件
で
あ
っ
た
と
す
る
（
黒
板
伸
夫
「
摂
関
制
展
開
期
に
お
け
る
賜
姓
源
氏
―
特
に
安
和
の
変
を
中
心
と
し
て
―
」(
『
古
代
学
』
一
五(
四)
、
一
九
六
九
年)
）
。 
(
14) 
山
中
氏
注(
13)
前
掲
書 
(
15) 
安
西
奈
保
子
「
雅
子
内
親
王
の
恋
と
結
婚
」
（
『
平
安
文
学
研
究
』
七
九
・
八
〇
、
一
九
八
八
年
） 
(
16) 
木
船
重
昭
「
『
師
輔
集
』
の
構
成
と
方
法
」
（
『
平
安
文
学
研
究
』
七
〇
、
一
九
八
三
年
） 
(
17) 
木
船
重
昭
「
雅
子
内
親
王
と
敦
忠
・
師
輔
」
（
『
中
京
国
文
学
』
六
、
一
九
八
七
年
） 
 193 
 
(
18) 
阿
衡
の
紛
議
と
は
、
宇
多
天
皇
即
位
後
間
も
な
い
仁
和
三
年
、
藤
原
基
経
を
関
白
と
す
る
旨
の
勅
書
に
用
い
ら
れ
た
「
阿
衡
」
の
語
を
め
ぐ
っ
て
、
阿
衡
は
地
位
だ
け
で
職
権
の
無
い
職
で
あ
る
と
の
い
い
が
か
り
を
付
け
た
基
経
が
半
年
以
上
も
政
務
を
見
ず
滞
ら
せ
た
事
件
で
あ
る
。
結
果
的
に
宇
多
天
皇
は
阿
衡
の
語
を
用
い
た
勅
書
を
撤
回
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
苦
悩
と
不
本
意
な
結
果
へ
の
憤
慨
は
宇
多
天
皇
の
日
記
『
寛
平
御
記
』
（
『
政
事
要
略
』
巻
三
十
年
中
行
事
、
阿
衡
事
所
引
）
に
も
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
 
こ
の
事
件
は
藤
原
氏
の
権
力
掌
握
の
た
め
の
陰
謀
で
あ
り
、
天
皇
と
摂
関
を
対
抗
関
係
に
捉
え
た
見
方
か
ら
、
基
経
が
外
戚
関
係
の
な
い
宇
多
天
皇
に
対
し
自
ら
の
権
威
を
誇
示
し
た
事
件
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
が
（
和
田
英
松
「
藤
原
基
経
の
阿
衡
に
就
て
」
（
『
中
央
史
壇
』
十
二(
四)
、
一
九
二
六
年
）
ほ
か
）
、
近
年
で
は
基
経
が
関
白
の
権
能
を
明
確
化
せ
ん
と
し
て
起
こ
っ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
瀧
浪
貞
子
「
阿
衡
の
紛
議
―
上
皇
と
摂
政
・
関
白
―
」
（
『
史
窓
』
五
八
、
二
〇
〇
八
年
）
、
米
田
雄
介
「
太
政
大
臣
の
系
譜
」（
『
摂
関
制
の
成
立
と
展
開
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
）
。
ま
た
神
谷
正
昌
氏
は
、
阿
衡
の
紛
議
は
あ
く
ま
で
基
経
個
人
の
立
場
を
明
確
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
関
白
の
権
能
も
整
備
さ
れ
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
（
神
谷
正
昌
「
阿
衡
の
紛
議
と
藤
原
基
経
の
関
白
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
九
三
、
二
〇
一
一
年
）
） 
(
19) 
『
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
86
〉
愚
管
抄
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
） 
(
20) 
『
九
暦
』
天
暦
四
年
六
月
十
五
日
条
（
大
日
本
古
記
録
『
九
暦
』
所
収
「
九
暦
逸
文
」
） 
十
五
日
、
参
内
、
召
二
御
前
一
仰
云
、
儲
宮
事
、
往
代
之
例
、
速
以
行
レ
之
、
於
大
臣
心
如
何
者
、
復
命
云
、
左
右
只
在
二
聖
断
一
、
非
三
愚
臣
之
可
二
定
申
一
、
但
承
二
伊
尹
傳
仰
之
旨
一
、
戰
レ
懼
無
レ
極
、
抑
勘
二
公
卿
上
表
之
例
一
、（
中
略
）
但
延
喜
初
皇
太
子
（
保
明
親
王
）
四
〔
三
〕
年
十
一
月
晦
日
降
誕
、
至
二
于
明
年
正
月
一
公
卿
上
表
也
、
幼
稚
皇
子
雖
レ
無
二
表
例
一
、
至
二
于
此
般
一
、
頗
有
二
内
謀
一
云
々
、
其
故
者
、
延
喜
（
醍
醐
）
天
皇
始
加
二
元
服
一
之
後
、
東
院
后
（
班
子
女
王
）
御
女
妃
内
親
王
（
為
子
）
幷
今
太
皇
（
藤
原
太
后
穏
子
）
共
欲
二
參
入
一
、
而
法
皇
（
宇
多
）
承
二
母
后
之
命
一
、
被
レ
停
二
中
宮
之
參
入
一
也
、
其
後
彼
妃
内
親
王
不
レ
幾
而
依
レ
産
而
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薨
、
其
時
彼
東
院
后
宮
聞
二
浮
説
一
云
、
依
二
中
宮
母
氏
（
人
康
親
王
女
）
之
寃
靈
一
、
有
二
此
妖
一
云
々
、
囙
レ
之
重
可
レ
被
レ
停
二
中
宮
之
參
入
一
云
々
、
而
故
贈
太
政
大
臣
時
平
、
左
右
廻
令
二
參
入
一
也
、
法
皇
雖
レ
有
二
怒
氣
一
、
事
已
成
也
、
不
レ
能
二
遏
給
一
、
大
后
不
レ
經
二
幾
程
一
産
二
男
皇
子
（
保
明
親
王
）
一
、
延
喜
天
皇
雖
レ
存
二
舊
例
一
爲
レ
恐
二
法
皇
之
命
一
、
不
レ
敢
レ
及
二
其
儀
一
、
贈
太
政
大
臣
見
二
此
氣
色
一
、
相
議
上
表
也
、
（
後
略
） 
(
21) 
藤
木
氏
注(
8)
前
掲
書
、
同
「
藤
原
穏
子
と
そ
の
時
代
」（
論
集
日
本
歴
史
３
．
平
安
王
朝
』
所
収
、
有
精
堂
、
一
九
七
六
年
）
、
島
田
と
よ
子
「
班
子
女
王
の
穏
子
入
内
停
止
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
園
田
学
園
女
子
大
学
論
文
集
』
三
二
、
一
九
九
七
年
） 
(
22) 
な
お
『
貞
信
公
記
』
所
収
「
貞
信
公
記
抄
」
天
慶
八
年
五
月
一
日
条
に
よ
る
と
、
丑
時
頃
、
盗
人
が
銀
の
銚
子
と
息
子
師
尹
の
衣
な
ど
を
盗
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
時
の
関
白
太
政
大
臣
で
あ
っ
た
忠
平
の
邸
で
す
ら
群
盗
の
被
害
に
遭
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 
(
23) 
黒
板
伸
夫
「
藤
原
忠
平
政
権
に
対
す
る
一
考
察
」
（
『
摂
関
時
代
史
論
集
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
） 
(
24) 
『
古
事
談
』
当
該
項
で
は
、
こ
の
他
に
保
明
親
王
、
藤
原
時
平
、
菅
原
道
真
の
相
を
各
々
見
て
「
才
能
国
に
過
ぐ
」
と
評
し
た
と
す
る
が
、
保
明
親
王
の
誕
生
は
菅
原
道
真
の
左
遷
後
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
同
時
期
に
並
び
座
っ
て
相
さ
れ
る
設
定
に
は
問
題
が
あ
る
。
ま
た
宇
多
法
皇
が
忠
平
の
評
を
聞
き
「
第
一
女
王
」
を
娶
ら
せ
た
と
す
る
点
に
つ
い
て
も
、
忠
平
室
と
な
っ
た
源
順
子
は
第
一
女
王
で
は
な
く
「
第
一
女
源
氏
」（
『
大
鏡
裏
書
』
時
平
項
同
話
）
で
あ
る
の
が
正
し
い
な
ど
、
内
容
の
創
作
性
が
留
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
(
25) 
浅
尾
広
良
「
桐
壺
皇
統
の
始
ま
り
―
后
腹
内
親
王
の
入
内
と
降
嫁
―
」（
『
國
學
院
雜
誌
』
一
〇
九(
一
〇)
、
二
〇
〇
八
年
） 
(
26) 
栗
原
弘
「
皇
親
女
子
と
臣
下
の
婚
姻
史
―
藤
原
良
房
と
潔
姫
の
結
婚
の
意
義
の
理
解
の
た
め
に
―
」（
『
名
古
屋
文
理
大
学
紀
要
』
二
、
二
〇
〇
二
年
） 
(
27) 
黒
板
氏
注(
23)
前
掲
書
、
村
井
康
彦
「
藤
原
時
平
と
忠
平
」
（
『
歴
史
教
育
』
十
四(
六)
、
一
九
六
六
年
） 
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(
28) 
安
田
氏
注(
10)
前
掲
論
文
。
但
し
安
田
氏
は
源
清
蔭
に
降
嫁
し
た
皇
女
が
醍
醐
皇
女
韶
子
内
親
王
で
は
な
く
宇
多
内
親
王
（
特
に
依
子
内
親
王
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。 
(
29) 
後
藤
氏
注(
12)
前
掲
書 
(
30) 
内
親
王
に
通
じ
た
こ
と
で
勅
勘
を
被
り
、
し
か
し
間
も
な
く
許
さ
れ
る
と
い
う
例
で
は
、
後
に
源
俊
房
が
後
朱
雀
天
皇
皇
女
娟
子
内
親
王
に
通
じ
、
時
の
後
冷
泉
天
皇
の
勅
勘
を
被
っ
た
が
間
も
な
く
許
さ
れ
て
い
る
例
に
も
類
似
し
て
見
ら
れ
る
。 
(
31)
『
〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
31
〉
栄
花
物
語
①
』
（
小
学
館
、
一
九
九
五
年
）
、
以
下
同
出
典
は
注
記
せ
ず
。 
(
32) 
門
澤
功
成
「
『
多
武
峰
少
将
物
語
』
の
成
立
基
盤
と
読
者
」
（
『
中
古
文
学
』
七
八
、
二
〇
〇
六
年
） 
(
33) 
師
尹
を
安
和
の
変
の
首
謀
者
の
一
人
と
す
る
こ
と
は
『
大
鏡
』『
帝
王
編
年
記
』
と
い
っ
た
史
料
、
並
び
に
石
母
田
正
氏
、
山
中
裕
氏
、
山
口
博
氏
等
の
唱
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
石
母
田
氏
、
山
中
氏
注(
13)
前
掲
書
、
山
口
博
「
安
和
の
変
輔
考
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
一
一
、
一
九
六
六
年
）
） 
(
34) 
藤
岡
忠
美
「
後
撰
集
の
構
造
―
そ
の
一
、
権
門
の
人
の
あ
つ
か
い
に
つ
い
て
―
」
（
『
平
安
和
歌
史
論
』
所
収
、
桜
楓
社
、
一
九
六
六
年
）
、
山
口
博
「
藤
原
師
氏
と
海
人
手
古
良
」
（
『
王
朝
歌
壇
史
の
研
究
―
村
上
冷
泉
円
融
朝
編
』
所
収
、
桜
楓
社
、
一
九
六
七
年
）
、
門
澤
氏
注(
32)
前
掲
論
文 
(
35) 
山
中
裕
「
栄
花
物
語
・
大
鏡
に
現
れ
た
安
和
の
変
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
六
八
、
一
九
六
二
年
） 
 
 
師
輔
は
妻
の
内
親
王
の
他
に
、
女
が
村
上
天
皇
中
宮
、
重
明
親
王
室
、
冷
泉
天
皇
女
御
、
源
高
明
室
、
源
重
信
室
な
ど
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
実
頼
は
妻
に
時
平
女
、
醍
醐
天
皇
元
女
御
藤
原
能
子
が
知
ら
れ
、
女
は
朱
雀
天
皇
女
御
、
村
上
天
皇
女
御
、
源
高
明
室
の
み
で
あ
る
。 
(
36) 
藤
木
氏
注(
21)
前
掲
書 
(
37) 
藤
木
氏
注(
8)
前
掲
書 
(
38) 
安
西
氏
注(
15)
前
掲
論
文 
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特
に
雅
子
内
親
王
の
斎
宮
卜
定
に
関
し
て
は
そ
れ
が
順
当
な
卜
定
で
あ
っ
た
点
か
ら
、
敦
忠
と
の
仲
を
裂
く
た
め
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
強
い
表
現
は
否
定
し
得
る
。
時
に
朱
雀
天
皇
に
は
皇
女
は
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
姉
妹
と
な
る
醍
醐
内
親
王
の
内
年
齢
順
に
見
る
と
、
①
長
女
勧
子
内
親
王
は
妃
所
生
ゆ
え
に
除
外
、
②
③
宣
子
・
恭
子
内
親
王
は
既
に
醍
醐
朝
の
斎
院
を
務
め
、
④
慶
子
内
親
王
は
敦
固
親
王
室
の
既
婚
者
、
か
つ
こ
の
三
人
は
既
に
薨
じ
て
お
り
、
④
次
い
で
勤
子
内
親
王
が
あ
り
、
⑤
そ
の
同
年
の
生
ま
れ
の
婉
子
内
親
王
が
朱
雀
朝
最
初
の
斎
院
に
な
っ
て
い
る
。
⑥
次
い
で
勤
子
内
親
王
同
母
妹
の
郁
子
内
親
王
、
⑧
次
い
で
修
子
内
親
王
は
守
良
親
王
室
、
⑨
次
い
で
婉
子
内
親
王
同
母
妹
の
敏
子
内
親
王
、
⑩
勤
子
・
郁
子
内
親
王
同
母
妹
の
雅
子
内
親
王
と
な
る
。
⑪
そ
の
下
に
は
源
清
平
室
普
子
内
親
王
と
、
⑫
醍
醐
天
皇
崩
御
に
際
し
急
遽
十
六
歳
に
し
て
源
氏
か
ら
内
親
王
に
復
さ
れ
た
ば
か
り
の
靖
子
内
親
王
、
⑬
醍
醐
朝
斎
院
経
験
者
の
韶
子
内
親
王
、
⑭
中
宮
所
生
の
康
子
内
親
王
、
⑮
韶
子
内
親
王
同
母
妹
の
斉
子
内
親
王
、
⑯
そ
し
て
最
後
に
や
は
り
源
氏
か
ら
復
さ
れ
た
ば
か
り
の
英
子
内
親
王
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
ら
内
親
王
の
生
母
を
見
る
と
、
醍
醐
朝
斎
院
の
三
人
は
源
封
子
、
藤
原
鮮
子
、
源
和
子
そ
れ
ぞ
れ
の
所
生
か
ら
一
人
ず
つ
選
ば
れ
て
お
り
、
従
っ
て
異
な
る
母
か
ら
順
次
選
ば
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
満
子
女
王
、
藤
原
淑
姫
、
源
周
子
所
生
の
い
ず
れ
か
の
内
親
王
が
卜
定
さ
れ
る
可
能
性
は
も
と
よ
り
高
く
、
そ
の
内
満
子
女
王
所
生
の
修
子
・
普
子
内
親
王
は
共
に
既
婚
で
、
藤
原
淑
姫
所
生
の
英
子
内
親
王
は
元
源
氏
か
ら
復
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
ま
だ
斎
王
を
出
し
て
い
な
い
源
周
子
所
生
の
内
親
王
が
卜
定
さ
れ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。 
 
 
 
但
し
雅
子
内
親
王
と
同
時
期
に
斎
院
と
な
っ
た
婉
子
内
親
王
は
、
勤
子
内
親
王
と
同
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
ま
た
婉
子
内
親
王
に
は
雅
子
内
親
王
の
三
つ
上
に
あ
た
る
同
母
妹
の
敏
子
内
親
王
が
い
る
こ
と
か
ら
、
同
母
姉
妹
の
い
る
同
じ
環
境
下
で
あ
り
な
が
ら
、
鮮
子
所
生
は
姉
の
婉
子
内
親
王
が
、
周
子
所
生
は
妹
の
雅
子
内
親
王
が
そ
れ
ぞ
れ
卜
定
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
や
や
疑
問
が
残
る
。
斎
宮
は
斎
院
と
違
い
容
易
に
は
交
替
し
得
な
い
た
め
に
、
勤
子
・
郁
子
・
雅
子
内
親
王
と
三
人
い
る
同
母
姉
妹
の
中
で
最
も
年
若
い
雅
子
内
親
王
が
選
ば
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
一
方
婉
子
・
敏
子
内
親
王
の
同
母
姉
妹
か
ら
は
、
同
じ
鮮
子
所
生
の
彼
女
達
の
姉
で
あ
る
恭
子
内
親
王
が
斎
院
を
務
め
た
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
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姉
妹
で
順
当
に
姉
の
婉
子
内
親
王
が
選
ば
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 
 
 
と
も
あ
れ
雅
子
内
親
王
が
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
る
こ
と
は
可
能
性
と
し
て
も
と
よ
り
充
分
に
有
り
得
た
こ
と
で
、
も
し
か
す
る
と
そ
こ
に
は
雅
子
内
親
王
の
藤
原
氏
と
の
私
通
を
阻
む
た
め
の
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
故
に
雅
子
内
親
王
の
卜
定
を
強
引
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
そ
の
関
係
が
文
の
贈
答
に
留
ま
り
、
始
終
清
廉
な
関
係
で
あ
っ
て
、
危
惧
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
な
か
っ
た
こ
と
こ
そ
が
、
斎
院
よ
り
更
に
聖
性
が
保
た
れ
ね
ば
な
ら
な
い
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
得
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。 
(
39) 
木
船
氏
注(
17)
前
掲
論
文 
(
40) 
角
田
文
衛
総
監
修
、
財
団
法
人
古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
編
『
平
安
京
提
要
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
） 
(
41) 
母
の
斡
旋
に
よ
る
降
嫁
の
例
は
こ
の
後
盛
子
内
親
王
の
藤
原
顕
光
へ
の
降
嫁
で
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
盛
子
内
親
王
生
母
が
村
上
天
皇
更
衣
で
あ
り
宇
多
源
氏
の
源
計
子
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
周
子
と
勤
子
内
親
王
母
子
の
例
と
の
類
似
が
見
ら
れ
よ
う
。 
(
42) 
必
ず
し
も
源
氏
の
元
服
・
着
裳
が
内
裏
で
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
親
王
邸
、
臣
下
宅
の
例
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
西
宮
記
』
に
は
内
裏
元
服
の
作
法
を
載
せ
、
ま
た
高
明
も
延
長
七
年
に
内
裏
で
元
服
し
た
こ
と
が
『
河
海
抄
』
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。 
(
43) 
各
職
定
員
、
上
席
の
没
年
齢
諸
々
よ
り
一
概
に
就
任
年
齢
だ
け
で
昇
進
の
速
度
や
優
位
性
は
決
め
ら
れ
な
い
が
、
高
明
の
参
議
就
任
は
摂
関
家
子
弟
と
比
べ
て
も
全
く
遜
色
な
く
、
そ
の
後
も
時
平
男
に
先
を
譲
っ
た
も
の
の
、
年
齢
の
上
で
は
実
頼
・
師
輔
と
同
様
に
順
調
に
出
世
を
遂
げ
て
い
る
。(
章
末
表
２
参
照)
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師輔 ⇔ 対象 詞書 歌 時期 備考
第八連 12 師輔 ← 勤子
四宮にまれにか
よい給ふ
承平4年(934)
秋以後か
30 師輔 → 勤子
四宮の皇女に贈
り侍りける
葦鶴の沢辺に年は経ぬれども心は雲の上にのみこそ
（葦田鶴のように沢辺で長年過ごしてきましたが、私
の心は雲の上にばかり駆せています――臣下の私
はあなたにお目にかかることも出伊豆悶々として長年
を過ごしてきましたが、心は及びがたい宮中にいるあ
なたばかりを憧れお慕いしております）
始めてかわした贈答歌
『後撰』では「女四のみこ
にをくりける　右大臣」
31 師輔 ← 勤子 御返し
葦鶴の雲居にかかる心あらば世を経て沢に住まずぞ
あらまし
（葦田鶴の心が空にかかっているのでしたら、幾年も
沢には住まないでいそうなものです――私のことばか
り思っていると言いますが、本当にそうなら幾年も私
を訪れずにすごしはしないでしょうに。本当は私のこと
など思ってはこなかったのでしょう）
(皮肉をきかせて受け流
す)
『後撰』では同じく「返し」
32 師輔 → 勤子 又、おとど
山高み思ひかくれば春霞晴れせぬ嘆きもえまさるか
な
（山が高いので、陽が隠れますと春霞は晴れず――
御身分が高くおられるので、お思い申しますと所詮叶
わぬ嘆きに心も晴れやらず、ただ投げ木が燃えるよう
にお慕わしい熱い思いがもえさかるばかりです）
33 師輔 ← 勤子 返し
春霞思ひ立ちてし程経なば松にもなどかかからざら
まし
(暗に求愛を容認する意
を仄めかす)
第二〇連 34 師輔 → 勤子
西の宮にかはり
て、山より
並立てる松の緑の枝分かずをりつつ千代を誰とかは
見む
（並び立つ松の緑の枝を差別なく折りつづけるように、
姉妹の差別なく幾久しく通い住み続け、愛しつづけま
して、その松の千年の寿命をどなたと一緒にみましょ
うか。誰ならぬあなたと一緒にこそ見たいと存じま
す。）
天慶1年「配中
納言師輔」
(『一代』)以後
か
(姉妹を差別なく愛し続け
る誠意を示す)/『後撰和
歌集』詞書では「西四条
のみこの家の山にて女
四のみこのもとに」
35 師輔 → 雅子
斎宮の下り給ふ
に
逢ふ事のあらしに迷ふ小舟ゆゑ留まる我さへこがれ
ぬるかな
（もう逢うこともありますまいと思いになりますので、嵐
に迷う小舟のような途方に暮れた気持ちでお下りに成
るあなたのことを思いますと、京に留まる私までも船
を漕いでお慕い申し上げずにはいられません。あなた
をお慕いし、胸も焼きつく思いにならずにはいられない
ことです）
斎宮群行以前/(雅子へ
の恋慕)
36 師輔 ← 雅子 御返し
八十嶋の浦見て帰る船よりもこがればこちの風ぞ吹
かまし
（八十島の浦を見て帰る船以上に漕がずにいられな
いのでしたら、その心に応えて東の風が吹きましょう
に――私に思い焦がれ、別れを恨んでお帰りになる
あなた以上に私があなたに思い焦がれるのでしたら、
その心に応えて東の風が吹き、私の船をあなたのとこ
ろへ吹き戻しましょうに。ですが私はそうではありませ
んわよ）
(さりげなく師輔の懸想を
はぐらかす)
37 師輔 → 雅子 これは、殿
言の葉は尽きせぬものと聞きしかど秋にはあへぬも
のにざりける
（言葉という葉は尽きないものと聞いていましたが、秋
には耐えられず葉が尽きるように厭きには耐えられず
尽きてしまうものだったのですね。一向に御返事を下
さらないところから推察しますと）
38 師輔 ← 雅子 御返し
尽きもせぬ秋をも知らぬ言の葉のほかに散るとも君
は恨みよ
（尽きもしませんし秋をも知らず、あなたに厭きたりは
しない私の言の葉ですのに、他のところに散るとで
も、他の男のところに私がお便りしているとでもお思い
になって私を恨みなさいまし）
39 師輔 → 康子 殿
枯れぬべき草のゆかりを断たじとてあとをたううと人は
知らずや
40 師輔 ← 康子 返し
露霜のおくとも分かじ武蔵野のわれはゆかりの草葉
んらねば
41 師輔 → 康子 又、殿
音羽川音にのみこそ聞き渡れ澄むなる人の影をだに
見で
42 師輔 ← 康子 返し
ありとのみ音に聞きつる音羽川渡らば底に影や見え
なむ
(暗に師輔の来意を迎え
求愛を受容)
天暦8年(954)
冬か
第一九連
第二二連
第二一連
（表１）『師輔集』『敦忠集』
歌番号
承平3年
(933)9月
承平7年(937)
秋か
承平3年(933)
冬か
承平4年(934)
春か
『貫之集』「宰相中将の
四条宮に住みはじめ給
ふに参でて…」より承平7
年と推測
木船氏はこの変化の真
意は捕えがたく、しかし
返歌すること自体師輔に
傾いているとは解せら
れ、皮肉な表現で切り返
す体で実は仲を保証し
ているかのようでもある
とする
　『師輔集』
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43 師輔 → 勤子 はじめの歌
人知れず思ひそめてし紅の色に出でぬべく思ほゆる
かな
恋愛交渉初期
44 師輔 ← 勤子 御返し
許されぬものとし聞けば紅の秀に出づる色は見せず
もあらなむ
「許されぬもの」
45 師輔 → 勤子 又、殿
心にもあらでほど経る長雨にも水増さりとぞ人は恋し
き
46 師輔 ← 勤子 返し
浅き瀬は水も増さらで長雨にも深く流れぬ河とこそ聞
け
47 師輔 ← 勤子 殿
長雨して淀のあやしく夏草の繁くも言のなりまさるか
な
48 師輔 ← 勤子 返し
繁くのみなりまさるらむ言の葉も秋来るときは色まさる
らむ
49 師輔 → 勤子 又
秋風のあやしきものは目にも見ぬ人をあはれと思ほ
ゆるかな
(降嫁より後、夫婦の睦
言)
50 師輔 ← 勤子 返し
風の音に聞きてはいかがおぼつかな嵐とのみも思ほ
ゆるかな
(降嫁より後、夫婦の睦
言)
51 師輔 → 勤子 又
あはれてふ言を形見にすることはただ音をのみぞな
ぐさめにする
(降嫁より後、夫婦の睦
言)
52 師輔 ← 勤子 返し、宮
あはれてふ言の葉にのいなぐさまば君が形見は涙と
思はむ
(降嫁より後、夫婦の睦
言)
53 師輔 → 勤子 又
秋萩の下葉の色を見る時ぞ人のあはれは思ひ知らる
る
(降嫁より後、夫婦の睦
言)
54 師輔 ← 勤子 返し、宮
秋萩の下葉の色を見ざりせば思ひも出ででやみもい
なまし
(降嫁より後、夫婦の睦
言)
55 師輔 → ※
殿、笛吹き給ひ
て
吹く笛の息継ぐほどを声絶えて久しくなると恨みざら
なむ
――――
56 師輔 ← ※
月明かきよるの
翌朝～
いつとてもあはれと思ふ寝ぬる夜の月はおぼろけなく
なくぞ見し
――――
59a 師輔 → 勤子
宮に聞こえ給ひ
ける頃、蝙蝠の
扇奉り給ふとて
よそにても風に従ふものならば雲のはたてにかつなら
せ君
(降嫁下さるおつもりなら
その意思表示をして下さ
い)
59b 師輔 ← 勤子
久しくも思ほゆるかな年ごとの扇の風はいつか絶えな
む
(容易に許可されるとは
思いませんがいつかそ
の時が参りましょう)
60 師輔 → 勤子 又
富士の嶺の煙絶えずと聞きしかど我が思ひにはたち
おくれけり
(恋情を抑え降嫁の許さ
れる日を待つ)
61 師輔 → 勤子
斧の柄の朽ちけん方も思ほえずこふを尽くさむと思ひ
し程に
62 師輔 ← 婉子
「顕はれて、今
は」と聞き給ひ
て、斎院から
濁りつつ影見えがたき沼水も今は汀にさやかなりとか
（濁っては影が容易に見えなった沼の水も、今はもう
澄んで汀に影がはっきりと見える――曖昧なうわさが
流れてしまいましたが始終お通い住みのことは、今は
もう紛れもない事実のようですね）
63 師輔 → 婉子 返し
憂き名を流してしかば水の面にさやけき影もかひなか
りけり
（辛い噂を流してしまいましたので、水面にはっきりと
見えるとおっしゃる影も――紛れもなく愛し契った私
も、そのかいがない事でした）
第三一連 71 師輔 ― ――
さい宮の御五七
日のす経に御くし
のはこにいるる
夢かとてあけてみたれは玉くしげ今は空きみにこそ有
けれ
（妻の死は夢かと思って妻が愛用していた櫛の箱の
ふたを開けてみると、今はもはや箱の身は空しくなっ
てしまった。愛する妻に先立たれてしまったことは現
実であり、このわが身ももはや空しい一人身となって
しまった）
天慶8年(954)
十月
雅子哀悼
72 師輔 → 勤子 勤子哀悼
73 師輔 → 貴子
74 師輔 ← 貴子
83 師輔 ― ――
84 師輔 ― ――
思ひやる法の道には行きまじり雲となりにし君を知り
なむ
康子哀悼
第三四連
(師輔の不逞の好色は未
聞の醜聞としてすでに世
を驚かせ喧伝されてい
た)
すでに交会後の詠
桂宮本は56を勤子作と
するが、これは『新古今』
等からも中務の作である
(雅子と師輔の仲が噂に
のぼっているのを婉子が
気づかって)
木船氏は、雅子との関
係が喧伝されても自信と
成算を秘めていることが
「さやけき影」から知ら
れ、困惑や不安、謙退の
体もないと指摘する
天徳1年
(957)6月6日
以後忌中
天慶1年(938)
十一月五日、
及び以後
承平4年(934)
夏か
承平4年(934)
夏、48以後か
第三二連
第二七連
第二六連
第二三連
承平4年(934)
春か
承平4年(934)
夏か
承平4年(934)
秋か
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敦忠 ⇔ 対象 詞書 歌
敦忠 → 雅子 秋のころ
忘れしと結ひしのへの花薄ほのかにも見て枯れそし
ぬき
（いつまでも忘れまいと言い結んでおいた花薄なのい
ん、ほんの僅かも見ないで枯れてしまうでしょう――
いつまでも忘れはしませんと約束申したあなたですの
に、ほんのわずかもお逢いできないままで離れていっ
ておしまいでしょう）
敦忠 ← 雅子 かへし
結ひおきしたもとたに見ぬ花薄かくるともかれし君かと
かすは
（結びおきになったそのあなたの袂さえも見たことおな
い花薄ですけれど、たとえ刈っても枯れないでしょう。
あなたがお解きにならなければ――愛を誓ってくださ
いまして、あなたの袂さえ拝見できない私ですが、た
とえ京を離れても私の心は決して離れませ。あなたが
お約束を違えなければ）
敦忠 → 雅子
斎宮にゐたまうて
のちに
契りこしこと忘れたるものならはとふにつけても覚えさ
らまし
（契ってこられたことを忘れていらっしゃるのでしたら、
お便りを申すにつけても今さら私をなつかしいと思い
だしては下さらないでしょう）
敦忠 ← 雅子
いつころしみをまかせつつ契りこい昔を人はいかがわ
するる
（一体いつ頃私はあなたに身をお任せしては契ってき
たのでしょうか。ついにお逢いできないままでしたが、
しかし昔のことを人はどうして忘れましょうか。あなた
と思いを交わして来ました昔を私は決して忘れは致し
ません）
敦忠 → 雅子
まことはしめしさ
かきにさして
伊勢の海の千尋の浜に拾ふとも今はなにしてかひか
あるへき
（伊勢の海の千尋の浜で拾っても、今はもうどうして
貝ありましょうか――伊勢斎宮に卜定なさった今と
なってはたとえ私が伊勢の海の千尋の浜まで行って
お慕い申しても、何の効(かい)もあろうはずもありませ
ん）
敦忠 ← 雅子 返し
伊勢の海に船を流して潮たるるあまのわが身となりぬ
へきかな
敦忠 → 雅子
斎宮の御下りに
小金の鴛鴦を
思へともなを鴛鴦の立ち帰りとまるしあらはゆきはは
なれし
（どう思ってもやはりお別れするのは惜しく、おささげ
する鴛鴦のように、すぐにもお立ち帰りになって京い
お留まりになるものなら、夫婦仲の良い鴛鴦のように
もう二度と離れ去りはしますまいに）
敦忠 ←
斎宮
女官
か
伊勢の海の海女の数多になりぬらむ我もおとらすし
ほをたるれは
（伊勢の海女がたくさんになってしまっているでしょう。
私も海女に劣らず涙の潮を垂れて泣き暮らしていま
すから）
敦忠 → 雅子
伊勢より帰り給へ
るにれいの殿
あらたまの年の渡りをあらためぬ昔なからのはしとみ
やせし
（幾年が渡りあらたまっても渡ることを改めない昔な
がらの長柄の橋だとごらんなさいましたか――お別れ
してから幾年にもなりますが、昔ながらに心を通わせ
あおうとお思い下さいましたか）
敦忠 ← 雅子 宮の御かへり
橋柱昔なからにありけれはつくるよもなくあはれとそみ
し
（橋柱が朽ちることなくしっかり昔ながら長柄川に有り
ましたので、尽きる時もなくいつまでもしみじみ懐かし
く思って見ました――昔ながらに変わらない堅固な志
を拝見し、しみじみ嬉しく、私たちの仲をいつまでもと
存じました）
敦忠 ← 雅子 又、宮
くる人も無き我か宿の花なれと散りなむ後をを何とお
もはむ
（わざわざ賞でに来て下さる方もいない私の花の庭で
すが、散ってしまった後を人はどう思うのでしょうか―
―訪れてくる男もないこんな私でも、ひょっとしてどな
たかのものになってしまったらあなたはどうお思いで
しょうか）
116と117の配列は底本諸本とも逆に
成っており、早くに生じた錯簡か　（斎宮
卜定後も変わらぬ愛の贈答）
　『敦忠集』
斎宮卜定がすでに予測されていたであ
ろう秋頃の交
122
121
120
115
114
13
119
118
116
117
歌番号
後書に「『これはあらぬ』となむのたまひ
ける誰かきこえ給ひにけるにかあら
む」。斎宮女官の誰かが雅子の心を代
弁して詠み贈ったもの
下句は現実不可能なだけに絶望的悲哀
と深々と沈鎮させた秀歌。返歌はなく、
以来雅子との歌の交わりは斎宮不犯に
従い絶える
木船氏は「つたない悲恋の過酷な宿
命」、「全き悲恋と絶望においてむなしく
共鳴するのみ」とし、二人が延長7年
(928)秋以来の純愛であり、相思相愛で
あったと見る
時期・備考
斎宮退下となり無事ご帰京のあいさつと
共に昔ながらの文通と交情を講う意を込
めるた歌に、雅子と敦忠の熱愛の復活
を予測させる余情を留めた返歌である
が、その後の消息には貝の如く口を閉
ざしてまったく触れるところがない
99
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敦忠 → 雅子 かへし
折り取りて見る人は君たのむらむよそにのみ聞く我そ
わひしき
（この桜の花を下り取って見る人をばあなたと結婚な
さる男をばあなたは頼りにお思いになるでしょう。しか
しそれが許されないでよそながらあなたのご結婚の噂
だけをきく私は実に辛く悲しいことです）
敦忠 ← 雅子 かへし
よそにのみ思ひやりせは桜はなしつうに袖は濡れす
そあらまし
（よそながらだけで桜の花を想像なさるなら、雫に袖
は濡れないで済みましょう――私が他の男と結婚す
ることをよそよそしくよそだけで想像なさるなら、涙で
袖が濡れずに済みましょう。しかしとうの私は悲しくて
涙で袖がぬれるばかりでしょう）
敦忠 → 雅子 かへし
桜花雫に濡るる袖よりもよそに焦がるる胸ぞまされる
（あなたは悲しみの涙で袖が濡れるとおっしゃいまう
が、その濡れた袖よりもよそながらあなたに恋焦がれ
るわたしの胸の方がはるかに切ないのですよ）
敦忠 → 雅子 また
大空に満つとのみきく恋なれは昨日今日とてゆきとこ
ろなし
（思いが大空いっぱいになってしまったと聞く恋、その
恋の虜となってしまった私ですから昨日今日のことと
いいたやすく諦めて行けるところなどありません――
あなたの恋しの思いでいっぱいになってしまいました
から、今となってはあなたと結ばれなければ身のやる
方とてありません）
敦忠 ← 雅子 宮
今ならは頼みもせまし昔より空にはみてるこひとこそ
聞け
（今初めてのことでしたら信頼もしましょうがあなたの
場合はほかでもなく今始まったことではなく昔から空
に満ちてる――上の空でいっぱいの恋だと噂に窺っ
ておりますから、信頼できませんわ）
敦忠 → 雅子 秋になりて
秋の野に咲けりとのみや女郎花こそも今年もみつつ
すくさむ
歌の応酬は睦言の交換で、揶揄や皮肉
を交えるのも遊戯気分と愛情の逆説的
表現だが、この一連にはいささか二人の
仲の危機めいた影がある。おそらく雅子
に縁談が持ち上がるか、敦忠以外に懸
想する男がいる噂があって、またそれが
師輔であった可能性は濃い。
顕忠が雅子に懸想し始めて二秋が経過
したことが知られ、時に延長8年(930)、
師輔が雅子に懸想し始めたのも同年の
可能性が高い
105
104
103
102
101
100
※『師輔集』については木船重昭「『師輔集』の構成と方法」(『平安文学研究』70.1983年)に基づき、表記もこれによった。
※『敦忠集』については木船重昭「雅子内親王と敦忠・師輔」（『中京国文学』6.1987年）によった。
※歌番号・通釈・備考は木船重昭「雅子内親王と敦忠・師輔」（『中京国文学』6.1987年)を参考に解釈・引用して付した。
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非参議 参議 権中納言 中納言 権大納言 大納言 右大臣 左大臣
摂関太政
大臣 備考
890年 891年 → 893年 → 897年 → 899年 ×
20歳 21歳 → 23歳 → 26歳 → 27歳 ×
× 893年 → 902年 → 908年 × × ×
× 38歳 → 47歳 → 53歳 × × ×
× 893年 → 895年 897年 → 899年 × ×
× 49歳 → 51歳 53歳 → 54歳 × ×
× ＊908年 909年 910年 → 911年 914年 924年 930年
× ＊29歳 30歳 31歳 → 32歳 35歳 45歳 51歳(摂)
× 908年 → 917年 → 927年 933年 937年 ×
× 34歳 → 43歳 → 53歳 59歳 63歳 ×
× 914年 921年 923年 → 930年 × × ×
× 23歳 30歳 (32歳) → (39歳) × × ×
× 925年 939年 941年 → 948年 × × ×
× 42歳 56歳 58歳 → 65歳 × × ×
× 931年 → 934年 → 939年 944年 947年 968年
× 32歳 → 35歳 → 40歳 45歳 48歳 68歳(関太)
× 934年 939年 × × × × × ×
× 50歳 (55歳) × × × × × ×
× 935年 938年 → → 942年 947年 × ×
× 28歳 31歳 → → 35歳 40歳 × ×
× 937年 941年 942年 → 948年 960年 × ×
× 40歳 44歳 (45歳) → 51歳 63歳 × ×
× 939年 947年 948年 → 953年 966年 967年 ×
× 26歳 34歳 35歳 → 40歳 53歳 54歳 ×
× 939年 942年 × × × × × ×
× 34歳 37歳 × × × × × ×
× 944年 953年 955年 → 967年 → 971年 ×
× 31歳 40歳 42歳 → 54歳 → 58歳 ×
× 944年 955年 960年 → *470年 × × ×
× 32歳 43歳 48歳 → ＊58歳 × × ×
× 945年 948年 951年 960年 966年 967年 969年 ×
× 26歳 29歳 32歳 41歳 47歳 48歳 50歳 ×
× 958年 × × × × × × ×
× ？ × × × × × × ×
藤原顕忠
　（表２）議政官就任年齢
藤原時平
源貞恒
（光孝一世）
（菅原道真）
藤原忠平
藤原仲平
藤原保忠
源清蔭
（陽成一世）
藤原実頼
源是茂
（光孝一世）
藤原師輔
※摂関太政大臣については、そのいずれかに最初に就任した年と年齢を記し、摂政＝摂、関白＝関、太政大臣＝太
の頭文字を付し、いずれに就任したかを記した。
※本表は藤原氏直系(基経男、時平子孫、忠平子孫）ならびに一世源氏に限り抽出したが、例外として時平と政権を
二分した菅原道真を加えた。なお参議就任の早い順より上段に付した。
基経男、909年没
908年没
901年左遷、903年没
基経男、949年没
基経男、945年没
時平男、936年没
950年没
※本表は『公卿補任』に依った。年齢の記載がない場合は前後より推測し（）を付した。
※上段に就任年、下段には就任時の年齢を記し、経ていない場合は「→」、就任していない職には「×」を付した。
　　*忠平は900年21歳で参議となったが、叔父清経にこれを譲り辞任。後、908年29歳で復任している。
源兼明
（醍醐一世）
藤原師氏
源自明
（醍醐一世）
藤原師尹
忠平男、970年没
941年没
忠平男、960年没
時平男、965年没
977年親王に復す
958年没
源高明
（醍醐一世）
969年左遷、982年没
藤原敦忠
時平男、943年没
忠平男、969年没
忠平男、970年没
*或は権官か
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結
論 
  
本
論
を
総
括
す
る
と
、
九
～
十
世
紀
に
お
け
る
内
親
王
の
存
在
形
態
の
変
化
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
ま
ず
五
世
紀
以
来
内
親
王
（
皇
女
）
は
、
天
皇
（
大
王
）
に
入
内
し
、
皇
后
―
国
母
と
し
て
、
所
生
子
に
正
統
な
皇
位
継
承
権
を
付
与
し
、
ま
た
時
に
は
天
皇
の
政
務
を
輔
弼
し
、
有
事
に
は
女
帝
と
な
り
得
た
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
大
化
元
年(
六
四
五)
の
乙
巳
の
変
を
経
て
藤
原
氏
が
台
頭
。
天
武
朝(
六
七
三
～
六
八
六)
に
は
依
然
と
し
て
複
数
皇
女
と
の
近
親
婚
に
よ
る
皇
位
の
正
統
化
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
皇
太
子
草
壁
皇
子
の
夭
折
以
後
、
父
子
直
系
相
承
の
確
立
を
目
指
す
皇
室
側
と
、
益
々
の
台
頭
を
目
指
す
藤
原
氏
の
外
戚
政
策
に
よ
り
、
文
武
天
皇
―
聖
武
天
皇
と
、
皇
女
を
妃
と
し
な
い
天
皇
の
即
位
が
相
次
い
だ
。
こ
の
間
の
皇
女
入
内
の
途
絶
は
草
壁
皇
子
、
文
武
天
皇
の
夭
折
、
未
婚
の
女
帝
の
即
位
と
い
っ
た
事
態
か
ら
入
内
し
得
る
内
親
王
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
も
原
因
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
必
ず
し
も
皇
女
を
妃
と
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
様
子
も
見
ら
れ
ず
、
従
っ
て
こ
れ
を
藤
原
氏
に
よ
る
外
戚
政
策
の
た
め
の
皇
女
入
内
の
拒
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。
そ
し
て
聖
武
朝
、
そ
れ
ま
で
皇
女
の
み
が
到
達
し
得
た
皇
后
の
位
に
、
人
臣
の
女
で
あ
る
藤
原
安
宿
媛
が
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
安
宿
媛
が
皇
子
を
出
産
し
得
な
か
っ
た
た
め
に
（
正
し
く
は
成
人
に
至
っ
た
皇
子
が
い
な
か
っ
た
）
、
藤
原
氏
外
戚
政
策
と
皇
位
の
不
意
直
系
相
承
は
一
頓
挫
を
き
た
し
、
結
果
的
に
内
親
王
を
娶
っ
て
い
た
白
壁
王
［
光
仁
］
が
即
位
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
内
親
王
は
皇
統
と
皇
統
を
繋
ぐ
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
第
一
部
第
一
章
で
は
、
再
び
内
親
王
が
入
内
す
る
よ
う
に
な
っ
た
平
安
初
期
（
桓
武
～
淳
和
朝
）
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
入
内
に
そ
れ
ぞ
れ
①
先
の
聖
武
皇
統
の
血
を
引
き
、
か
つ
斎
宮
経
験
者
と
い
う
聖
性
を
持
っ
た
内
親
王
に
よ
る
皇
統
の
正
統
化
の
た
め
の
入
内
（
酒
人
・
朝
原
内
親
王
）
、
②
桓
武
天
皇
の
意
図
し
た
ミ
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ウ
チ
強
化
の
政
策
と
皇
統
安
泰
の
た
め
の
入
内
（
大
宅
・
高
津
・
高
志
内
親
王
）
、
③
嵯
峨
天
皇
の
意
図
し
た
新
た
な
皇
位
継
承
法
に
伴
う
、
皇
位
の
系
統
と
系
統
を
繋
ぐ
た
め
の
入
内
（
正
子
内
親
王
）
、
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
中
で
も
特
に
③
の
正
子
内
親
王
の
入
内
は
、
嵯
峨
―
淳
和
の
二
系
統
が
迭
立
す
る
皇
位
継
承
法
の
も
と
、
上
皇
と
天
皇
と
皇
太
子
の
三
者
を
繋
ぎ
、
皇
位
継
承
し
得
る
二
系
統
の
「
紐
帯
の
要
」
と
し
て
の
意
義
を
持
ち
、
「
皇
権
を
譲
渡
す
る
媒
介
」
と
し
て
、
皇
権
の
所
在
に
お
け
る
重
大
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
 
と
こ
ろ
が
、
承
和
九
年(
八
四
二)
、
嵯
峨
上
皇
の
崩
御
を
期
に
起
こ
っ
た
承
和
の
変
に
よ
り
、
仁
明
朝
以
後
皇
位
は
再
び
父
子
継
承
を
原
則
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
奈
良
時
代
同
様
、
所
生
子
を
優
先
的
に
正
統
な
皇
位
継
承
者
と
為
し
得
る
内
親
王
の
入
内
は
拒
ま
れ
、
従
っ
て
内
親
王
は
再
び
入
内
と
い
う
役
割
を
失
い
、
更
に
は
皇
統
の
一
本
化
に
伴
っ
て
、
皇
権
の
媒
介
と
な
る
役
割
を
も
求
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。 
 
し
か
し
な
が
ら
入
内
と
い
う
役
割
を
失
う
過
程
で
な
お
、
内
親
王
に
は
新
た
役
割
が
創
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
第
一
部
第
二
章
で
述
べ
た
賀
茂
斎
院
制
の
確
立
で
あ
る
。 
 
嵯
峨
朝(
八
〇
九
～
八
二
三)
に
初
め
て
設
け
ら
れ
た
賀
茂
斎
院
は
、
淳
和
朝(
八
二
三
～
八
三
三)
に
整
備
が
進
め
ら
れ
、
内
親
王
入
内
の
途
絶
す
る
仁
明
朝(
八
三
三
～
八
五
〇)
、
天
皇
即
位
と
同
時
に
、
伊
勢
斎
宮
と
同
様
に
新
た
に
賀
茂
斎
院
が
卜
定
さ
れ
る
と
い
う
、
即
位
儀
礼
の
一
環
と
な
る
こ
と
で
確
立
し
た
。
そ
の
確
立
の
背
景
に
は
、
仁
明
朝
以
後
、
藤
原
氏
外
孫
道
康
親
王
［
文
徳
］
へ
の
父
子
直
系
相
承
の
確
立
と
、
そ
れ
を
特
別
に
威
儀
付
け
た
い
藤
原
氏
の
思
惑
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
即
ち
こ
こ
に
、
藤
原
氏
に
よ
っ
て
入
内
と
い
う
役
割
を
失
っ
た
内
親
王
が
、
同
時
に
「
未
婚
の
内
親
王
」
と
し
て
、
天
皇
即
位
の
威
儀
付
け
と
皇
権
の
安
定
、
そ
の
治
世
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
、
皇
権
を
神
祇
的
な
側
面
か
ら
輔
弼
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
以
上
、
第
一
部
で
は
入
内
か
ら
斎
王
へ
と
役
割
を
変
化
さ
せ
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。 
 
内
親
王
は
結
婚
か
ら
未
婚
へ
と
大
き
く
存
在
形
態
を
変
え
、
こ
れ
に
従
っ
て
「
未
婚
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
さ
れ
る
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こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
そ
の
結
婚
率
は
激
減
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
立
場
を
違
え
つ
つ
も
「
皇
権
を
輔
弼
」
す
る
役
割
を
担
っ
た
こ
と
、
並
び
に
「
皇
位
継
承
に
関
与
し
、
こ
れ
を
威
儀
付
け
る
」
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
変
わ
り
な
か
っ
た
。 
 
平
安
初
期
に
お
け
る
内
親
王
は
、
律
令
制
定
期
に
わ
ざ
わ
ざ
「
内
親
王
」
と
い
う
新
た
な
語
を
創
出
さ
れ
、
「
内
向
き
」
の
存
在
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
そ
の
頃
と
同
様
に
、
天
皇
家
の
「
内
向
き
」
に
対
し
て
の
役
割
を
担
い
、
皇
親
の
一
員
と
し
て
、
皇
権
の
一
部
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
な
が
ら
藤
原
氏
が
こ
れ
ら
斎
王
を
以
て
外
戚
と
な
る
天
皇
の
皇
権
を
輔
弼
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
は
永
続
的
な
も
の
で
は
な
く
、
陽
成
朝
二
代
目
斎
院
穆
子
内
親
王
が
陽
成
天
皇
退
位
―
光
孝
天
皇
即
位
に
際
し
て
斎
院
を
退
下
し
て
い
な
い
例
、
宇
多
朝
に
お
け
る
二
世
女
王
の
斎
院
卜
定
な
ど
、
意
義
や
厳
密
性
は
低
下
し
、
形
骸
化
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。 
 
そ
し
て
こ
の
形
骸
化
の
過
程
と
な
る
十
世
紀
に
起
こ
っ
た
の
が
、
醍
醐
内
親
王
の
藤
原
師
輔
へ
の
降
嫁
で
あ
る
。 
 
第
二
部
で
は
、
九
世
紀
に
「
内
向
き
」
の
性
格
を
維
持
し
た
内
親
王
が
、
本
来
「
公
主
」
の
性
格
で
あ
る
「
降
嫁
」
す
る
存
在
と
な
る
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。 
 
ま
ず
降
嫁
に
至
る
ま
で
の
原
因
と
し
て
、
第
一
章
で
は
桓
武
朝
に
お
け
る
皇
親
女
子
の
婚
制
緩
和
の
詔
を
取
り
上
げ
、
九
世
紀
時
点
で
二
世
女
王
以
下
の
婚
制
が
緩
和
さ
れ
、
特
に
藤
原
氏
は
二
世
女
王
を
娶
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
更
に
第
二
章
で
は
嵯
峨
朝
に
始
ま
る
一
世
皇
子
女
へ
の
親
王
宣
下
と
源
氏
賜
姓
の
別
を
検
討
し
、
①
一
世
皇
子
女
で
も
賜
姓
さ
れ
て
臣
下
と
な
る
も
の
が
現
れ
た
こ
と
、
②
宇
多
天
皇
の
即
位
に
よ
り
、
源
氏
と
は
親
王
に
復
さ
れ
る
可
能
性
を
持
つ
存
在
と
な
っ
た
こ
と
、
③
皇
子
女
の
生
母
の
身
分
の
向
上
に
よ
り
、
醍
醐
朝
以
後
の
賜
姓
は
「
同
母
後
産
」
に
依
ら
な
い
出
生
順
に
よ
る
賜
姓
方
法
へ
と
転
換
し
、
従
っ
て
同
母
の
兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
て
も
親
王
・
内
親
王
に
な
る
者
と
源
氏
に
な
る
者
の
両
方
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。 
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ま
た
歴
代
の
賜
姓
さ
れ
得
る
皇
子
女
が
ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
た
の
か
の
原
則
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
藤
原
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
に
つ
い
て
、
降
嫁
し
た
勤
子
・
雅
子
内
親
王
が
「
本
来
賜
姓
さ
れ
る
べ
き
更
衣
腹
出
自
の
内
親
王
」
で
あ
っ
た
か
ら
降
嫁
し
得
た
と
い
う
先
行
研
究
に
対
し
、
（
１
）
彼
女
等
が
本
来
の
原
則
で
あ
っ
て
も
「
宣
下
さ
れ
得
た
内
親
王
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
 
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
藤
原
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
の
実
現
に
つ
い
て
を
第
三
章
で
述
べ
た
。 
 
ま
ず
こ
の
内
親
王
降
嫁
は
、
①
藤
原
氏
の
隆
盛
、
②
源
氏
女
子
の
藤
原
氏
へ
の
降
嫁
と
い
う
先
例
、
③
藤
原
師
輔
の
内
親
王
好
み
、
と
い
っ
た
複
数
の
要
因
が
絡
ん
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
藤
原
氏
は
藤
原
基
経
以
来
、
天
皇
す
ら
も
蔑
ろ
に
は
出
来
な
い
一
大
勢
力
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
醍
醐
皇
后
藤
原
穏
子
、
村
上
皇
后
藤
原
安
子
と
い
っ
た
子
女
に
支
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。 
 
一
方
源
氏
は
第
二
部
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
源
氏
賜
姓
の
原
則
の
転
換
に
よ
り
そ
の
性
格
を
大
き
く
変
え
て
お
り
、
①
親
王
に
復
し
得
る
存
在
、
②
同
母
で
も
親
王
に
な
る
者
と
源
氏
に
な
る
者
が
い
る
、
と
い
う
、
親
王
と
の
線
引
き
が
曖
昧
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
世
源
氏
賜
姓
を
実
現
し
た
嵯
峨
天
皇
の
行
っ
た
「
源
氏
と
し
た
一
世
皇
女
を
藤
原
氏
に
降
嫁
さ
せ
る
こ
と
で
紐
帯
を
得
る
」
方
法
を
模
倣
し
た
宇
多
朝(
八
八
七
～
八
九
七)
、
皇
女
源
順
子
を
藤
原
忠
平
に
降
嫁
さ
せ
る
と
い
う
事
態
か
ら
、
「
内
親
王
に
も
復
し
得
る
よ
う
な
皇
女
（
源
氏
）
が
藤
原
氏
に
降
嫁
し
得
る
」
状
況
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
風
潮
が
、
ひ
い
て
は
一
世
皇
女
（
源
順
子
）
を
室
と
し
た
忠
平
の
息
子
師
輔
に
、
内
親
王
降
嫁
実
現
の
可
能
性
を
想
像
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
更
に
内
親
王
降
嫁
実
現
の
要
因
と
し
て
、
源
氏
の
永
続
的
な
繁
栄
の
難
し
さ
を
熟
知
し
、
源
氏
、
ひ
い
て
は
嵯
峨
天
皇
の
後
裔
で
あ
り
な
が
ら
右
大
弁
に
留
ま
っ
た
源
唱
の
女
周
子
が
、
我
が
子
源
高
明
・
盛
明
等
の
繁
栄
の
た
め
に
有
力
な
藤
原
氏
子
弟
で
あ
る
師
輔
と
の
紐
帯
を
図
っ
て
、
源
氏
の
同
母
姉
と
な
る
勤
子
内
親
王
の
降
嫁
を
斡
旋
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
。 
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同
じ
く
、
官
位
官
職
で
常
に
上
を
ゆ
く
兄
実
頼
へ
の
対
抗
心
と
父
忠
平
を
模
倣
す
る
形
で
の
出
世
を
目
論
む
師
輔
が
、
天
皇
に
入
内
し
得
る
女
の
成
長
を
待
つ
間
、
そ
れ
ら
外
戚
政
策
を
円
滑
に
進
め
て
ゆ
く
た
め
、
「
天
皇
の
姉
妹
を
娶
る
こ
と
で
天
皇
の
外
戚
と
な
る
」
手
段
に
よ
っ
て
天
皇
と
国
母
穏
子
（
叔
母
）
に
接
近
せ
ん
と
、
内
親
王
降
嫁
に
有
益
性
を
認
め
た
こ
と
が
原
因
と
な
り
、
周
子
と
の
利
害
の
一
致
に
よ
る
勤
子
内
親
王
降
嫁
が
実
現
。
そ
れ
に
続
い
て
雅
子
内
親
王
、
康
子
内
親
王
を
降
嫁
さ
せ
る
と
い
う
「
内
親
王
好
み
」
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。 
 
詳
し
い
経
過
は
先
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
こ
の
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
の
実
現
は
、
そ
れ
ま
で
「
内
向
き
」
の
存
在
と
し
て
皇
権
を
輔
弼
し
、
ま
た
臣
下
に
嫁
ぎ
得
な
い
こ
と
か
ら
皇
室
の
血
の
尊
貴
性
を
保
っ
て
い
た
内
親
王
が
、
臣
下
に
降
嫁
し
得
る
「
外
向
き
」
の
性
格
を
帯
び
、
同
時
に
皇
室
の
血
を
臣
下
に
流
出
さ
せ
る
結
果
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
そ
の
弊
害
が
最
も
現
れ
て
い
る
の
が
、
村
上
同
母
妹
康
子
内
親
王
所
生
の
師
輔
男
公
季
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
『
大
鏡
』（
公
季
項
）
に
は
、
両
親
の
死
後
に
異
母
姉
安
子
に
引
き
取
ら
れ
た
公
季
が
内
裏
に
ば
か
り
滞
在
し
て
人
々
の
謗
り
を
受
け
て
い
た
こ
と
や
、
村
上
天
皇
が
鍾
愛
し
て
い
つ
も
御
前
に
侍
ら
せ
て
い
た
こ
と
、
更
に
何
事
も
親
王
方
に
な
さ
る
の
と
同
様
に
養
育
さ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
故
に
公
季
が
天
皇
を
前
に
し
て
も
慎
む
様
子
を
見
せ
ず
、
守
平
親
王
［
円
融
］
が
そ
れ
に
苦
言
を
こ
ぼ
し
た
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。 
 
公
季
は
内
親
王
所
生
の
中
で
も
皇
后
穏
子
所
生
に
し
て
天
皇
同
母
妹
で
あ
っ
た
康
子
内
親
王
の
所
生
と
あ
っ
て
、
殊
更
特
別
な
事
例
と
は
な
る
も
の
の
、
し
か
し
な
が
ら
内
親
王
降
嫁
の
実
現
は
、
ひ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
藤
原
氏
の
横
行
を
助
長
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
が
言
え
よ
う
。
ま
た
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
の
実
現
と
い
う
先
例
は
、
藤
原
氏
が
女
を
入
内
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
内
親
王
を
降
嫁
さ
せ
る
こ
と
で
、
天
皇
と
の
間
に
二
重
の
姻
戚
関
係
を
設
け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
藤
原
氏
と
天
皇
家
の
血
筋
は
一
層
同
一
化
さ
れ
、
そ
の
後
の
藤
原
氏
に
よ
る
後
宮
の
独
占
と
一
層
の
強
引
な
外
戚
政
策
も
、
こ
れ
を
契
機
と
し
た
の
で
ろ
う
。 
 
更
に
は
こ
の
藤
原
氏
に
よ
る
後
宮
の
独
占
が
、
生
ま
れ
て
く
る
皇
子
女
す
ら
も
藤
原
氏
を
外
戚
と
す
る
者
に
限
ら
れ
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る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
内
親
王
も
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。 
 
そ
の
顕
著
な
例
が
、
藤
原
氏
の
後
見
を
受
け
た
、
あ
る
い
は
藤
原
氏
に
養
育
さ
れ
た
内
親
王
の
天
皇
へ
の
入
内
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
第
一
部
第
一
章
等
で
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
 
さ
て
、
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
の
実
現
に
よ
り
、
内
親
王
は
臣
下
に
嫁
ぎ
得
る
「
外
向
き
」
の
存
在
に
変
容
し
た
と
述
べ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
対
象
が
「
藤
原
氏
」
の
、
そ
れ
も
摂
関
子
弟
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
先
述
の
通
り
で
あ
り
、
つ
ま
り
極
め
て
対
象
の
限
定
さ
れ
た
内
親
王
降
嫁
は
、
や
は
り
厳
密
に
は
「
公
主
」
と
は
異
な
る
性
格
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 
 
ま
し
て
や
天
皇
家
側
（
皇
室
側
）
の
差
配
に
よ
っ
て
臣
下
に
降
嫁
す
る
「
公
主
」
と
違
い
、
内
親
王
の
降
嫁
は
い
ず
れ
も
父
天
皇
崩
御
後
の
「
私
通
」
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
臣
下
側
の
意
図
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
公
主
」
の
役
割
は
、
か
ろ
う
じ
て
皇
女
を
源
氏
に
す
る
こ
と
で
臣
下
に
嫁
が
せ
て
紐
帯
を
得
よ
う
と
す
る
、
一
世
源
氏
の
藤
原
氏
へ
の
降
嫁
に
似
通
っ
て
い
る
。 
 
ま
た
師
輔
以
後
の
内
親
王
降
嫁
の
目
的
も
様
々
で
、
藤
原
兼
家
の
よ
う
に
、
色
好
み
の
果
て
に
内
親
王
に
通
じ
な
が
ら
、
幾
許
も
な
く
足
が
遠
の
い
た
例
や
、
藤
原
道
雅
の
よ
う
に
自
由
恋
愛
に
は
じ
ま
り
、
勅
勘
を
蒙
る
に
至
っ
た
例
な
ど
、
政
治
・
政
略
的
な
意
図
を
持
た
な
い
例
も
多
い
。
あ
る
い
は
藤
原
顕
光
の
よ
う
に
、
父
の
鍾
愛
を
受
け
る
弟
朝
光
へ
の
対
抗
心
か
ら
内
親
王
の
尊
貴
性
を
求
め
た
例
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
ら
が
藤
原
氏
と
天
皇
家
の
紐
帯
を
図
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
勅
勘
を
蒙
る
「
違
法
」
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 
 
第
三
章
で
は
師
輔
が
様
々
な
意
義
と
意
図
を
以
て
内
親
王
降
嫁
を
実
現
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
実
際
に
そ
の
後
頻
発
し
た
内
親
王
降
嫁
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
師
輔
が
内
親
王
降
嫁
を
実
現
し
得
た
と
い
う
先
例
に
の
み
意
義
が
見
出
さ
れ
、
起
こ
っ
た
事
例
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
良
か
ろ
う
。
冷
泉
朝
以
後
の
藤
原
氏
の
外
戚
と
し
て
の
安
定
と
恒
常
的
な
摂
政
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関
白
へ
の
就
任
か
ら
、
も
は
や
藤
原
氏
に
天
皇
家
へ
の
配
慮
は
必
要
が
な
く
な
り
、
後
宮
の
独
占
と
相
俟
っ
て
天
皇
家
と
の
血
筋
が
同
一
化
し
た
こ
と
で
、
内
親
王
降
嫁
の
意
義
も
早
々
と
失
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
、
特
に
勤
子
・
雅
子
内
親
王
の
降
嫁
が
、
そ
の
後
の
師
輔
―
源
高
明
の
協
調
体
制
の
先
駆
け
と
な
り
、
こ
れ
が
藤
原
氏
と
源
氏
が
協
調
し
、
深
く
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
ゆ
く
こ
と
、
ひ
い
て
は
廟
堂
・
後
宮
の
殆
ど
を
藤
原
氏
が
独
占
す
る
よ
う
に
な
る
冷
泉
朝
以
後
も
、
唯
一
源
氏
が
勢
力
を
保
ち
、
村
上
源
氏
が
藤
原
氏
に
並
ん
で
台
頭
し
て
行
く
下
地
を
築
い
た
こ
と
へ
の
影
響
は
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
２
）
と
は
い
え
、
内
親
王
降
嫁
自
体
の
意
義
は
続
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
九
世
紀
、
入
内
と
い
う
役
割
を
失
っ
た
内
親
王
が
、
斎
王
と
し
て
皇
権
を
威
儀
付
け
る
役
割
へ
と
変
貌
し
た
よ
う
に
、
十
世
紀
、
師
輔
に
よ
っ
て
降
嫁
の
意
義
を
見
出
さ
れ
、
以
後
藤
原
氏
に
降
嫁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
内
親
王
も
ま
た
間
も
な
く
そ
の
意
義
を
失
い
、
し
か
し
な
が
ら
こ
の
「
よ
り
藤
原
氏
に
近
接
化
し
た
内
親
王
」
故
に
、
そ
の
後
ま
た
天
皇
を
後
見
す
る
立
場
と
し
て
の
内
親
王
准
母
（
生
母
が
死
亡
、
出
家
し
た
幼
帝
の
生
母
の
代
わ
り
と
し
て
国
母
に
准
じ
る
役
割
を
担
っ
た
内
親
王
で
、
多
く
は
天
皇
の
姉
か
叔
母
に
当
た
っ
た
）
と
い
う
役
割
が
見
出
さ
れ
、
幼
帝
を
輔
弼
す
る
存
在
へ
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。 
 
以
上
、
そ
の
後
の
内
親
王
の
存
在
形
態
の
変
化
と
役
割
に
つ
い
て
は
石
和
田
京
子
氏
（
３
）
を
は
じ
め
と
す
る
准
母
制
、
女
院
制
と
い
っ
た
多
く
の
先
行
研
究
の
成
果
に
詳
述
を
譲
る
も
の
と
す
る
が
、
無
論
、
本
論
に
お
け
る
内
親
王
の
存
在
形
態
の
変
化
を
踏
ま
え
た
上
で
、
自
ら
再
考
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
本
論
で
対
象
と
し
た
九
～
十
世
紀
中
に
お
い
て
も
、
退
位
し
た
陽
成
上
皇
に
新
た
な
光
孝
皇
統
の
出
身
で
あ
る
綏
子
内
親
王
が
入
侍
し
た
理
由
、
入
内
の
途
絶
え
た
期
間
に
あ
っ
て
醍
醐
天
皇
に
入
内
し
た
為
子
内
親
王
の
役
割
、
多
く
の
皇
親
と
自
由
恋
愛
を
交
わ
し
て
い
た
と
さ
れ
る
孚
子
内
親
王
と
い
っ
た
個
別
の
内
親
王
に
関
す
る
掘
り
下
げ
た
研
究
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
本
論
で
は
村
上
朝
を
限
り
と
し
た
も
の
の
、
師
輔
以
後
の
藤
原
氏
に
降
嫁
し
た
内
親
王
に
関
す
る
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個
別
研
究
、
冷
泉
皇
后
と
な
っ
た
昌
子
内
親
王
を
は
じ
め
、
藤
原
氏
養
子
と
な
っ
た
内
親
王
な
ど
、
考
察
す
べ
き
点
は
多
く
、
今
後
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
、
こ
れ
ら
内
親
王
の
研
究
か
ら
、
内
親
王
が
日
本
古
代
の
皇
権
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
、
そ
の
意
義
を
見
出
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
 
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
本
論
で
は
桓
武
朝
か
ら
村
上
朝
に
お
け
る
内
親
王
の
役
割
と
影
響
と
し
て
、
入
内
か
ら
斎
王
、
更
に
は
内
親
王
降
嫁
へ
と
、
天
皇
の
子
女
と
い
う
血
筋
に
よ
っ
て
皇
権
が
威
儀
付
け
ら
れ
、
並
び
に
そ
の
血
筋
を
以
て
藤
原
氏
の
助
長
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
     
注 
(
1) 
安
田
政
彦
「
醍
醐
内
親
王
の
降
嫁
と
醍
醐
源
氏
賜
姓
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
七
四
、
二
〇
〇
八
年
） 
(
2) 
但
し
後
に
繁
栄
し
た
の
は
師
輔
と
協
調
し
て
い
た
醍
醐
源
氏
源
高
明
の
後
裔
で
は
な
く
、
村
上
皇
子
所
生
二
世
源
氏
以
下
の
後
裔
で
あ
り
、
つ
ま
り
藤
原
穏
子
所
生
村
上
天
皇
の
子
孫
で
あ
っ
て
、
元
々
藤
原
氏
と
は
縁
が
深
い
源
氏
で
あ
る
。
ま
た
村
上
皇
子
女
も
そ
の
大
半
が
藤
原
氏
を
生
母
と
し
て
い
る
か
ら
、
尚
更
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
れ
ら
血
縁
関
係
が
協
調
体
制
の
一
因
で
あ
っ
た
の
も
確
か
で
、
藤
原
氏
と
天
皇
家
の
血
の
同
一
化
が
進
む
こ
と
で
、
ひ
い
て
は
そ
の
後
裔
と
な
る
源
氏
と
も
同
族
意
識
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
私
は
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
師
輔
―
高
明
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
、
並
び
に
高
明
と
の
協
調
路
線
を
築
い
た
師
輔
の
思
想
が
、
そ
の
後
子
孫
の
兼
家
―
道
長
―
頼
通
へ
と
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。 
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(
3) 
石
和
田
京
子
「
古
代
皇
女
の
役
割
と
そ
の
意
義
」
（
『
聖
心
女
子
大
学
大
学
院
論
集
』
二
五
、
二
〇
〇
三
年
） 
ほ
か
、
高
松
百
香
「
院
政
期
の
国
母
・
女
院
論
」
（
『
歴
史
地
理
教
育
』
六
七
八
、
二
〇
〇
四
年
）
、
山
田
彩
起
子
「
天
皇
准
母
内
親
王
の
王
家
に
お
け
る
役
割
」
（
『
文
化
継
承
学
論
集
』
二
〇
〇
七
年
）
、
三
好
千
春
「
准
母
論
か
ら
見
る
式
子
内
親
王
―
後
鳥
羽
院
政
下
に
お
け
る
不
婚
内
親
王
の
存
在
形
態
」
（
『
女
性
史
学
』
一
九
、
二
〇
〇
九
年
）
、
野
口
華
世
「
内
親
王
女
院
と
王
家
―
二
条
院
章
子
内
親
王
か
ら
み
る
一
試
論
」（
『
歴
史
評
論
』
七
三
六
、
二
〇
一
一
年
）
、
鹿
谷
裕
子
「
『
わ
が
身
に
た
ど
る
姫
君
』
一
品
宮
と
不
婚
内
親
王
立
后
」
（
『
古
代
文
学
研
究 
第
二
次
』
二
二
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
、
院
政
期
以
後
の
内
親
王
研
究
に
つ
い
て
は
女
院
・
准
母
制
を
論
点
に
非
常
に
活
発
で
あ
る
。 
 
